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国家試験対策講座科目

『レポート課題集』の構成
●4分冊になっています

2015年版の『レポート課題集』より、下記の ４ 分冊になっています。
　　A 社福・精保指定科目編、B 共通基礎・福祉専門編、C 心理専門編、D 特別支援編
掲載冊子・ページは、次ページ以降の「科目別索引」でさがしてください。
なお、2015年度新入生が履修登録できない科目は、2014年版以前の『レポート課題集』でご確認ください。

●レポート課題集の有効期限
このレポート課題集記載の課題の有効期限は、2016年 4 月 1 日とします。延長の対応が可能かどうかなど
2016年度以降のレポート課題については、今後の『With』でご案内していきます。

●『レポート課題集』掲載順の変更と新科目コード・履修系統図
2015年版の『レポート課題集』より、科目コードの変更により科目の掲載順が変わりました。科目コード（ 6
桁）の意味は『レポート課題集 B（共通基礎・福祉専門編）』p. 3 または『レポート課題集 C（心理専門編）』
p. 2 でご確認ください。また、各科目の関連を示した履修系統図は『レポート課題集 C（心理専門編）』p.200
～204でご確認ください。
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科目別索引

ページ数が入っているものは、この冊子に掲載されています。その他は、下記でご確認ください。
A →社福・精保指定科目編、B →共通基礎・福祉専門編、C →心理専門編、D →特別支援編
Ｅ・Ｆ→『レポート課題集2014』または 5 月以降通信教育部ホームページ「レポート課題一覧」
2007年版➡『レポート課題集2007』　……　2014年版➡『レポート課題集2014』から閲覧してください。
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DA2145	 基礎演習…………………………………… Ｂ
EC2301	 教育原理…………………………………… Ｆ
EC4904	 教育実習…………………………………… Ｆ
EC4710	 教育実習の事前事後指導………………… Ｆ
FE2513	 教育心理学………………………………… Ｃ
EC3706	 教育方法論（視聴覚教育等を含む）………… Ｆ
EC5913	 教職実践演習（高）… ……………………… Ｆ
EC2702	 教職論……………………………………… Ｆ
DD4196	 ケアマネジメント論……………………… Ｂ
EG4734	 （軽度）発達障害教育総論………………… Ｄ
EG4733	 （軽度）発達障害者の心理………………… Ｄ
AK1016	 健康科学…………………………………… Ｂ
EG4736	 言語障害教育……………………………… Ｄ
AH1006	 現代社会を見る眼………………… 2008年版
DF3110	 公衆衛生学………………………………… Ｂ
CM3069	 更生保護制度論……………………………126
CA4108	 公的扶助論………………………………… 39
EC3703	 高等学校教育課程の意義と編成………… Ｆ
CL2064	 21～  高齢者福祉論…………………………112
CL2117	 ～20  高齢者福祉論………………………… Ｅ
DH4115	 国際福祉論………………………………… Ｂ
AH1019	 子どもと社会……………………… 2008年版
AL1011	 コミュニケーション英語………………… Ｂ
EG4736	 コミュニケーション障害教育→言語障害教育…… Ｄ

FG3680	 産業カウンセリングⅠ…………………… Ｃ
FG3681	 産業カウンセリングⅡ…………………… Ｃ
FC3687	 産業心理学………………………… 2013年版
EG3737	 視覚障害教育総論………………………… Ｄ
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CL2066	 21～  児童・家庭福祉論……………………121
FD2516	 児童青年心理学…………………………… Ｃ
CL2116	 ～20  児童福祉論……………………………121
EG4735	 自閉症教育総論…………………………… Ｄ
FC2514	 社会心理学………………………………… Ｃ
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CN3130	 ～20  社会福祉援助技術演習Ⅰ…………… Ｅ
CN4131	 ～20  社会福祉援助技術演習Ⅱ…………… Ｅ
CN3082	 21～  社会福祉援助技術演習Ａ……………131
CN4083	 21～  社会福祉援助技術演習Ｂ……………138
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CP5901	 ～20  社会福祉援助技術現場実習………… Ｅ
CP5132	 ～20  社会福祉援助技術現場実習指導………… Ｅ
CP5907	 21～  社会福祉援助技術実習………………163
CP3190	 21～  社会福祉援助技術実習指導Ａ…………152
CP5191	 21～  社会福祉援助技術実習指導Ｂ…………157
CE3070	 21～  社会福祉援助技術総論……………… 82
CE3071	 21～  社会福祉援助技術論Ａ……………… 90
CE3072	 21～  社会福祉援助技術論Ｂ……………… 98
CJ3126	 ～20  社会福祉援助技術論Ⅰ……………… Ｅ
CJ3127	 ～20  社会福祉援助技術論Ⅱ………………103
CJ4128	 ～20  社会福祉援助技術論Ⅲ……………… Ｅ
CJ4129	 ～20  社会福祉援助技術論Ⅳ……………… Ｅ
CA3104	 社会福祉原論（職業指導を含む）…………… 22
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ア　行

カ　行

サ　行
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DT5205	 特講・社会福祉学 ５ （社会福祉士国家試験対策講座）……270
DT5206	 特講・社会福祉学 ６ （精神保健福祉士国家試験対策講座Ａ）……273
DT5207	 特講・社会福祉学 ７ （精神保健福祉士国家試験対策講座Ｂ）……276
FT2601	 特講・福祉心理学 １ （表情の心理学）……… Ｃ
FT2611	 特講・福祉心理学11（受容と排斥の心理学）…… Ｃ
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FC2689	 人間関係論………………………………… Ｃ
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EF4731	 病弱教育総論……………………………… Ｄ
EE4724	 病弱者の心理、生理・病理……………… Ｄ
EC3704	 福祉科の指導法…………………………… Ｄ
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DF3121	 福祉用具と生活支援……………………… Ｂ
DE3143	 福祉リスクマネジメント………………… Ｂ
AJ1008	 文学入門…………………………… 2006年版
AH1007	 法の基礎（日本国憲法を含む）……………… Ｂ
CD4075	 21～  保健医療サービス論………………… 75
AB1002	 ボランティア論…………………………… Ｂ

DF3122	 リハビリテーション論…………………… Ｂ
FF3503	 臨床心理学………………………………… Ｃ
AJ1009	 歴史を見る眼……………………… 2014年版
DL3280	 レクリエーション概論…………………… Ｂ
DL4282	 レクリエーション事業…………………… Ｂ
DL4281	 レクリエーション実技…………………… Ｂ
DK4691	 労働法……………………………………… Ｃ
FD2517	 老年心理学………………………………… Ｃ

タ　行

ナ　行

ハ　行

ラ　行
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Ⅰ　レポートとは
レポート作成は、通信教育の主な学習方法です。教科書と参考図書を熟読しながら、出題されたレ

ポート課題にもとづき作成します。作成したレポートは大学あてに送付し、担当教員による添削指導
を受け学習を進めます。

レ ポ ー ト の 数
レポートは 1 単位につき 1 課題です。 2 単位の科目は 2 課題、 3 単位の科目は 3 課題、 4 単位の科

目は 4 課題です。スクーリングを受講してもレポート課題数は同じです。

レポートの字数
1 課題あたり2,000字程度でまとめてください（引用・参考文献を含む）。最低限1,000字以上は記入

してください。ただし、与えられた課題によっては1,000字では字数不足とされることもあります。

レポート提出の方法
レポートは指定の用紙に記入または貼付して郵送（または通信教育部事務室へ持参）提出が原則で

す。ただし、一部のレポートは「TFU オンデマンド」のシステムを用いて、web 上で提出できるもの
もあります。
1 ）手書き用レポート用紙に記入して提出→ p. 9 ～11
2 ）パソコン印字用レポート用紙表紙に貼付して提出→ p.12～16
3 ）スクーリング受講者専用別レポート用紙、その他専用レポート用紙に記入して提出→ p.17
4 ）スクーリング受講者専用別レポートを web（TFU オンデマンド）上で解答→ p.18
5 ）通常のレポートをメールまたは web（TFU オンデマンド）上で提出→情報処理Ⅰ、職場のメンタ

ルヘルス（各科目掲載の『レポート課題集』参照）

レポート提出上の注意レポート提出上の注意
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■パソコン印字レポート提出が不許可の科目＝必ず「手書き用レポート用紙」で提出
歴史を見る眼　教育心理学　社会福祉原論（職業指導を含む）精神保健福祉論Ⅰ・Ⅱ
精神保健福祉の理論　精神保健福祉のサービス　精神障害者の生活支援システム
■ 2課題セット提出の原則

レポートは、 1 ・ 2 単位めを 1 冊に、 3 ・ 4 単位めを 1 冊にまとめて提出するという原則がありま
す。ただし、例外は下記のとおりです。
1 ） 1 単位分が「スクーリング受講者専用別レポート」対象課題になっている場合

（例）福祉心理学では 2 単位めを「別レポート」で提出、別レポート対策課題ではない 1 単位めは
単独で提出。

2 ）『レポート課題集』で 1単位ずつ提出するように指定されているレポート
（例）・�演習・実習指導科目（社会福祉援助技術演習 A・B・C、精神保健福祉援助演習（A）、障

害者教育実習の事前指導ほか）
　　・心理学研究法Ⅰ・Ⅱ

　　　・病弱者の心理、生理 ･ 病理　　・肢体不自由者の心理、生理 ･ 病理
■郵送または持参で提出の場合のご注意～必ず控え（コピー）をお手元に残してください。
・レポートを提出する際、万が一郵便事故等でレポートが未着の場合は再提出をお願いしますので、
必ず控え（コピー）をお手元に残してください。

・提出用・返信用とも第 4 種郵便料金（15円）分の切手を貼付してください。また、提出用・返信用
表紙などに自分の住所・氏名等を忘れずに記入してください。

・レポートは、通信教育部事務室窓口でも提出できます。この場合、往信の切手は不要ですが、返信
切手は必ず貼付してください。また、お申し出があれば「レポート受領証」を発行します。「受領証」
のない場合ももちろん責任をもって対処いたしますが、後日の「窓口で提出した」という申し出へ
の対応はいたしかねます。なお、仙台会場以外のスクーリング会場、科目修了試験会場での提出は
ご遠慮ください。

作成のポイント
まず教科書を読み、内容を十分理解してください。そしてレポート課題に沿ってまとめますが、そ

の課題が何を求めているか理解することも大切です。課題の要点を簡潔に要領よくまとめ、再度教科
書を読み、さらに参考図書を読んで自分の言葉で表現することが大切です。教科書や参考図書の丸写
しは、学習したことにはなりません。論理的に順序よく構成し、誤字脱字のない大学生のレポートと
してふさわしい内容に仕上げてください。

レポートのなかに必要に応じて見出しを付けることはかまいません。とくに 1 単位分の課題のなか
で 2 つ以上の課題に答えることが要求されている場合は、見出しで区切って解答してください。作成
のポイントは『学習の手引き』6 章もご覧ください。
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説明型レポート
「医学一般」「公衆衛生学」「障害者福祉論」「社会福祉援助技術総論」「社会福祉援助技術論Ⅰ」「地域福

祉論」「精神保健」「精神医学」「認知心理学」「人格心理学」「生徒指導論」「聴覚障害者の生理 ･ 病理」「聴覚
障害教育」「視覚障害教育総論」など一部科目の一部課題について、論述式ではなく用語や事項の説明
を行う「説明型レポート」を導入しています。「説明型レポート」では各課題ごとに指定された字数

（300～500字など『レポート課題集』に記載）で解答を簡潔にまとめていただくことが必要になります
（くわしくは『学習の手引き』6 章参照）。課題欄が長くなるので、課題欄には「説明型レポート」とか
「2015年度の課題に解答」のように記載してください。解答欄は、どの課題に対する解答かわかるよう
に、それぞれの問題番号を明記してから解答を始めてください。

氏名バーコード貼付のお願い
1 ）レポート提出の際に、「整理票B」に貼り付けていただくシールです（p. 9 参照）。
2 ）シールが大きいため欄からはみ出しますが、できるだけきれいに貼ってください。
3 ）氏名バーコードは、科目修了試験、スクーリングの申込みの際にも貼付をお願いいたします。
※事務処理手順の変更にともない、2005年10月以降「科目名バーコード」の貼付は不要になりました。

成 績 評 価
レポートの成績は、優（80点以上）、良（79〜70点）、可（69〜60点）、再提出（59点以下）で表示し

ます。優・良・可が合格です。再提出の評価の場合は、教員の添削指導に従ってさらに内容の理解に
つとめ、新たに書き直したレポートを再提出してください。

レポートの再提出
再提出の場合も上記の要領により提出しますが、前回（不合格レポート）の評価・指導票Aを、再
提出する評価・指導票A裏面の指定欄に貼付してください。

1 単位分のみ再提出の場合は、何単位めかのレポートを評価・指導票および 1 ページめ冒頭に明記
し、手書きレポート用紙の場合は 1 ～ 8 ページめに記入してください（ワープロ・パソコン印字の場
合はその課題のみ規定用紙以内で貼り付けてください）。

書式に不備のあった場合、および字数不足の場合、受け付けせず、返送いたしますので、ご注意ください。
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Ⅱ　手書き用レポート用紙記入上の注意 ─ 一般の科目
「コミュニケーション英語」「情報処理Ⅰ」「カウンセリング」および「介護実習事前事後指導」など実

習事前事後指導科目・実習科目を除く一般の科目の手書き用レポート用紙の記入にあたっては、以下
の点にご留意ください。

■評価指導票・整理票・受付票オモテ面
1 ）評価指導票Aに科目名を記入してください。
2 ）整理票Bに科目名を記入し、氏名バーコードを貼付してください。
　　氏名バーコードが貼付できない場合、学籍番号、氏名を記入してください。

■評価指導票・整理票・受付票ウラ面
1 ）氏名・年齢・職業を記入してください。ただし、年齢・職業の記載は任意（自由）とします。
2 ）再提出の場合は、前回（不合格レポート）の評

価・指導票Aを上欄に貼付してください。

提出する科
目名を記入

再提出の場
合、手書き
で記入

自分の氏名
バーコード
を貼付

提出する科目名
を記入

若干書式の異なるレ
ポート用紙もあります
が、記入することがら
は同じです。

バーコード
が貼付でき
な い 場 合、
学 籍 番 号、
氏名を記入（ ）
最新のレポート
用紙にC票はあ
りません（ ）

教員記載欄
です。何も
書かないで
ください。
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■提出用表紙
1 ）科目名・差出人欄を記入してください。
2 ）切手貼付箇所に第 4 種郵便料金（15円）分の切手を貼ってください。

■返信用表紙（提出用表紙のウラ面になります）

 1 ）返送先の郵便番号・住所・氏名を記入してください。
 2 ）切手貼付箇所に第 4 種郵便料金（15円）分の切手を貼ってください。

■原稿用紙の使い方
原稿用紙の使い方には、さまざまな約束事があります。ここでは、最低限守ってほしいことを記し

ておきます。
1 ）段落の始まりは 1 字下げてください。段落が変わらない場合はページが変わっても 1 字下げるこ

とはしないでください。
2 ）句点（。）、読点（、）、「　」、（　）などは 1 マス分使用してください。
3 ）行の最後に、句点（。）、読点（、）、「　」、（　）などが来た場合は、その行の末に入れてくださ

い。次の行の頭には持ってこないでください。

4 ） 2 ケタ以上の数字は 2 ケタずつ 1 マスに記入してください。たとえば 20 15 年となります。

5 ）本学のレポート用紙を利用する場合は、原稿用紙の冒頭に論文タイトル、氏名を記入する必要は
ありません。課題は、「課題欄」に記入してください。

■封の仕方
1 ）提出用表紙がオモテに来るようにして、「はくり紙」をはがし封をしてください。
　　はくり紙をはがして貼付できない場合は、のりを使って封をしてください。
2 ）ウラ表紙の黒い線が見えるように封をしてください。

提出する科
目名を記入

演習・実験
科目で担当
教員が複数
の科目のみ、
スクーリン
グ担当教員
名、ないし
課題を選択
した教員名
を記してく
ださい。

自分の郵便
番号、住所、
氏名、学籍
番号を正確
に記入
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■レポート用紙1ページめ（および9ページめ）

1 ） （　）単位めの箇所に何単位めの課題を解答したかを記入してください。
2 ）課題を記入してください。長い場合もできるだけ省略せず、記入してください。
3 ）誤字・脱字のないよう下書きを別な用紙に行い、レポート用紙にペンまたはボールペン（黒ま
たは青）で清書してください。

①「はくり紙」をはがす

②点線にそって折り曲
げる

③太線が見えるように
封をする

解答する課題が何
単位めかを記入

レポートの課題を
記入

句 点（ 。） 読 点
（ 、）は、一マス分
使用する段 落 の 始 ま り は、

一マス下げる

このような場合、句
読点は、次の行の最
初 の マ ス を 使 わ ず、
最後の文字と同じマ
スに入れる（または
欄外に記す）「　 」も一マス分

使用する
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Ⅲ　レポートのワープロ・パソコン印字提出上の注意
ワープロ・パソコン印字のレポート提出は、郵送のためのレポート用紙表紙も異なりますので、下

記手順をよくお読みいただき、提出のルールを守れるとお考えの方のみご利用ください。

⑴　ワープロ・パソコン印字提出用レポート用紙表紙を入手、または購入
・新入学および 4 年次までの進級の際の無料交付レポートをワープロ・パソコン印字提出用で入手

しようとする方は、配付された用紙に必要事項を記載して返送ください。
・学年途中や 5 年次生以上の場合は有料交付となります。

郵送申込みの場合　『学習の手引き』巻末の購入申込み用紙＋料金分の郵便小為替・ 1 セット10冊
分300円（送料込）を送付いただければ、10日間程度でお送りさせていただきます。
通信教育部窓口の場合　購入申込み用紙＋現金30円で 1 冊が購入できます。

⑵　ワープロ・パソコン印字で提出する場合は、必ず下記 9 点をご確認のうえ郵送で提出してくださ
い。
①　パソコン提出が認められている科目（p.13参照）か。
②　A 4 判白色用紙（各自でご準備ください）使用　文字サイズ10.5ポイント　左右40字╳30行　横
書　片面印刷で（両面印刷不可）下にページ数をつけているか（余白は上下左右30ミリ）＝この
書式設定は必ずお守りください。
※設定しても、実際の印字が左右40字にならない場合は、書体（フォント）を Windows の Word の

場合は MS 明朝または MS ゴシックにするとうまくいく場合もあります。
※ページ数は 2 単位分連番でお願いしますが、 1 単位ずつでも大丈夫です。

③　各課題の 1 行めに下記を記載しているか。
　　　科目名　●単位め　学籍番号　氏名　
④　③の下 1 行あけてレポート課題を記入し、その後 1 行あけて解答をはじめているか。
⑤　適切な箇所で段落を作成し、段落の最初で改行するとともに、 1 字分あけてはじめているか。
⑥　読み直しは行ったか。
⑦　表紙への貼り付け方はまちがっていないか（評価・指導票Aをめくったところが 1 ページめになる

ように。くわしくはレポート用紙評価票裏面、または本冊子 p.16を参照）。
⑧　郵送の際の切手貼付や返信先住所記入、通常の科目について 2 単位分まとめて提出する（演習

科目など一部例外あり）ことなどは従来と同じです。 1 単位分は原則 2ページ以内となりますが、
3ページまでは可とします。また、本文が1,000字以上ないレポート、実験や演習など別途 1 課題
の字数が4,000字まで可能な科目を除き、 1 課題が 4ページ以上あるレポートは返送します。

⑨　再提出の場合は、前回（不合格レポート）の評価・指導票A裏面に貼付してください。
⑶　レポート用紙表紙は英語用（評価が1単位分のもの）と類似していますが、英語用は演習や実習事

前事後指導など以外使用できないので、ご注意ください。
⑷　インターネット上の文章などをそのまま用いることは原則として不可です。引用扱いで用いる場

合は、必ず引用のルール（下記および『学習の手引き』6 章）を守った上でご利用ください。
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⑸　他の方と類似レポートがあった場合は、カンニング行為とみなし、一定期間レポート提出禁止な
どの措置がとられますので、ご注意ください。

⑹　上記の書式に不備がある場合、下記レポート提出許可科目以外は、すべて受付せず返送いたしま
す。

⑺　メールで提出する方法ではなく、あくまで郵送による提出となります。ご注意ください。
⑻　ワープロ・パソコン印字レポート提出が不許可の科目は下記のとおりです。

共通基礎科目　歴史を見る眼　　　心理系 1 年次以上科目　教育心理学
福祉系 2 年次以上科目　社会福祉原論（職業指導を含む）、精神保健福祉論Ⅰ・Ⅱ
精神保健福祉の理論　精神保健福祉のサービス　精神障害者の生活支援システム

※上記の科目以外はすべてワープロ・パソコン印字提出は可となります。

■教科書や参考図書の表現をそのまま用いる「引用」のルール
『学習の手引き』6 章に記載のとおり、レポートに教科書や参考図書、ホームページの文章表現をそ

のまま用いる「引用」の際は、下記の ３ つのルールをお守りください。
　・引用は必要最小限にする（多くても600字以下）。
　・引用部分は、その他の部分とわかるように「　　」で囲む。
　・どこから引用したのかを、レポート末の文献に必ずあげる（ホームページ含む）。
なお、基本的には「引用」を使用せず、教科書や参考図書、ホームページの文章を要約するかたちで、

レポートをまとめることを心がけてください。

■レポート末の文献の表示の仕方（著者名　『書名』出版社名、発行年　が原則）

１ ）社会福祉士養成講座編集委員会編『高齢者に対する支援と介護保険制度（第 ３ 版）』中央法規、
2012年

２ ）水島恵一ほか編『カウンセリングを学ぶ（新版）』有斐閣、1987年
３ ） 中 里　 仁　　 高 齢 者 福 祉 論「受 講 者 の 皆 さ ん」 へ　　http://www.tfu.ac.jp/tushin/

with/201011/01/index.html

■レポートの提出の方法
記入したレポート用紙を、パソコン印字提出用表紙にのり付けして、送付いただくことになります。

■提出用表紙
1 ）科目名・差出人欄を記入してください。
2 ）切手貼付箇所に第 4 種郵便料金（15円）分の切手を貼ってください。

■返送用表紙（提出用表紙のウラ面になります）
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1 ）返送先の郵便番号・住所・氏名を記入してください。
2 ）切手貼付箇所に第 4 種郵便料金（15円）分の切手を貼ってください。

■評価指導票・整理票・受付票オモテ面
1 ）科目名、氏名、学籍番号を記入してください。
2 ）解答した課題番号（ 1 単位めは 1 、 2 単位めは 2 ）を○で囲んでください。

学籍番号・氏名・
提出する科目名を
記入
該当する課題番号
を○で囲む

ここに氏名バーコード
を貼付してください。

受付票Cのある用
紙 も あ り ま す が、
記載は不要です。（ ）
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■パソコン印字用レポート用紙 1ページめ

レポート課題集記
載の課題を転記し
てください。

科目名、○単位め、学籍番号、
氏名を記載してください。

余白30ミリ

余
白
30
ミ
リ

タテ30行
（ 1 行アキや見出
しなど含む）

ページ数
（連番で入れる）

左右40字

1 行アキ

改行後、 1 字
あけてはじめ
てください。

余白30ミリ

上部をのり付け
して専用表紙に
しっかり貼り付
けてください。

A4判用紙
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■封の仕方
1 ）解答を記入したレポート用紙を提出用表紙にのりで貼り付けてください。貼り付け方は、評価・

指導票のウラの図（下記）を参考にしてください。貼る順序をまちがえないように注意してください。
2 ）提出用表紙がオモテになる（解答したレポート用紙を包む）ようにして、はくり紙をはがし封を

してください。
3 ）ウラ表紙の黒い線が見えるように封をしてください。

上部を端から端までしっかりのり
つけしてください（ページが脱落
した際の責任は大学では負いかね
ます）。
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Ⅳ　スクーリング受講者専用「別レポート」提出上の注意
スクーリングを受講した一部科目の一部課題は、スクーリング受講者専用「別レポート」（以下「別

レポート」）を利用されることをお奨めいたします。
■別レポート対象科目・対象課題　p.18参照
■別レポート解答方法

１ ）「TFU オンデマンド」http://www3.netrecorder.jp/tfu/login 上で解答ができる科目（p.18 W 欄に
○のある科目）→　スクーリング受講約 2 週間後までの決められた期間内に解答が必要。期間内なら
ば何度でも解答が可能で最高点が成績として登録されます。

２ ）専用レポート用紙をスクーリング会場で配付を受け、郵送で解答する　→　スクーリング受講
約 １ カ月後までの決められた期間内に解答が必要（別レポートが論述式の場合は別に指示）。また、
別レポートが再提出になった場合、教員から「講評・指導欄」で許可された場合を除き、『レポー
ト課題集』記載の課題での再提出となります。

■別レポート利用上の注意
１ ）スクーリング受講者専用「別レポート」を提出・合格しても、「別レポート」に該当しないレポー

ト課題は、通常の『レポート課題集』記載の課題での提出・合格が必要です。

２ ）「別レポート」を提出した課題は、『レポート課題集』記載の課題は免除されます。

３ ）「別レポート」に該当するレポート課題について、『レポート課題集』のレポートで添削指導を受
けることを希望する場合は、「別レポート」による解答はしないでください。「別レポート」を提
出すると、該当する課題は『レポート課題集』のレポートで添削指導を受けることはできなくな
ります。逆に「別レポート」の対象となる課題が合格済みの方、添削中の方は、別レポートによ
る解答はできません。

４ ）郵送で提出する場合は、解答はペン書きしてください（鉛筆不可）。

5 ） ２単位分セット提出の１単位分のみ別レポートになる場合は、次の点にご留意ください。
①「別レポート」に該当しないレポート課題（たとえば「福祉心理学」の １ 単位めなど）を提出する

際は、「 ２ 単位めは別レポートで提出済み（提出予定）」などと、 ２ 単位めの講評・指導欄、または
課題文を記載する欄などに明確にわかるように記載して提出してください。

②「別レポート」に該当しないレポート課題を単独で提出した場合は、スクーリング受講の有無
にかかわらず、受付されます。残りのレポートについてもご自身で忘れずに提出してください。

6 ）「別レポート」に該当しないレポート課題（ １ 単位めなど）を「別レポート」に貼り付けて出す
ことはご遠慮ください。
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Ⅴ　別レポート実施予定科目一覧
平成27年度にスクーリング受講者専用別レポートを実施する予定の科目は下記のとおりです。担当

教員の考えにより、変更される場合があります。ご了承ください。

科目コード 科目名 対象課題 W
AB1002 ボランティア論 1 単位め ○
AB1020 科学的な見方・考え方（注 1 ） 1 ・ 2 単位め
AH1007 法の基礎 3 ・ 4 単位め ○
AH1017 人間と教育 3 ・ 4 単位め ○
AK1005 生命の科学（注 1 ） 3 ・ 4 単位め
CA3104 社会福祉原論 1 ・ 2 単位め ○
CA3105 地域福祉論 1 ・ 2 単位め ○
CA4107 社会保障論 3 ・ 4 単位め ○
CA4108 公的扶助論 2 単位め ○
CB3063 ★■福祉法学 2 単位め ○
CB3102 ◆福祉法学 3 ・ 4 単位め ○
CC2101 福祉社会学 3 ・ 4 単位め ○
CC2103 福祉心理学 2 単位め ○
CC3079 ★■医学一般 2 単位め ○
CC3106 ◆医学一般 3 ・ 4 単位め ○
CC4080 ★■福祉行財政と福祉計画 2 単位め ○
CD2118 障害者福祉論 3 単位め ○
CD4075 ★■保健医療サービス論 2 単位め ○
CE3070 ★■社会福祉援助技術総論 3 ・ 4 単位め ○
CE3071 ★■社会福祉援助技術論 A 2 単位め ○
CE3072 ★■社会福祉援助技術論 B 1 単位め ○
CE4073 ★■社会調査の基礎 2 単位め ○
CJ3127 ◆社会福祉援助技術論Ⅱ 2 単位め ○
CK4074 ★■福祉経営論 2 単位め ○
CL2064 ★■高齢者福祉論 2 単位め ○
CL2065 ★■介護概論 2 単位め ○
CL2066 ★■児童（家庭）福祉論（注 4 ） 3 ・ 4 単位め △
CL2116 ◆児童福祉論（注 4 ） 3 ・ 4 単位め △
CL2117 ◆高齢者福祉論 3 ・ 4 単位め ○
CM3069 ★■更生保護制度論（注 5 ） 1 単位め ○
CQ4140 精神医学 1 単位め
CR3137 ◆★精神保健福祉援助技術総論 2 単位め ○
CR3153 ■精神保健福祉援助技術総論Ⅰ 2 単位め ○

CR3138・48 ◆★精神保健福祉援助技術各論（注 2 ） 3 ・ 4 単位め
CS3133 ◆★精神保健福祉論Ⅰ 1 単位め ○
CS3155 ■精神保健福祉の理論 1 単位め ○
CS4139 精神科リハビリテーション学 3 ・ 4 単位め
CT3134 ◆★精神保健福祉論Ⅱ 1 単位め ○
CT3150 ■精神保健福祉のサービス 1 単位め ○
CT4135 ◆★精神保健福祉論Ⅲ 2 単位め ○
CT4152 ■精神保健福祉の制度 2 単位め ○
DD3119 知的障害者福祉論 2 単位め
DD4196 ケアマネジメント論 1 ・ 2 単位め ○
DE2113 NPO 論（注 2 ） 2 単位め

科目コード 科目名 対象課題 W
DE3143 福祉リスクマネジメント 3 ・ 4 単位め
DF3121 福祉用具と生活支援 1 ・ 2 単位め
DF3122 リハビリテーション論 1 単位め
DH3144 家族法 3 ・ 4 単位め ○
DH3123 ◆福祉計画法 2 単位め ○
DL3280 レクリエーション概論 1 単位め
FA2501 心理学概論 3 ・ 4 単位め ○
FC2514 社会心理学 2 単位め ○
FC2515 家族心理学 2 単位め
FC3504 環境心理学 2 単位め ○
FD2502 生涯発達心理学（注 3 ） 2 ・ 4 単位め ○
FD2516 児童青年心理学（注 6 ） 2 ・ 4 単位め △
FD2517 老年心理学 3 ・ 4 単位め ○
FE2513 教育心理学（注 2 ） 1 単位め ○
FE3518 障害児の心理（注 2 ） 1 ・ 4 単位め ○
FF2511 人格心理学 1 ・ 2 単位め ○
FF2519 心理アセスメント 2 単位め ○
FF3503 臨床心理学 1 ・ 2 単位め ○
FF3520 心理療法 3 単位め ○
FH3510 認知心理学（注 7 ） 1 ・ 2 単位め
FH3512 学習心理学 1 単位め ○

W欄に�○のある科目＝ TFU オンデマンドのシステムを用い
て web 上で解答可能予定科目（変更があります）。

△印の�科目＝解答可能になる予定、または一部スクーリン
グや一部課題のみ解答可能な科目。web 上で解答す
る場合、解答期限は早まります。期間内ならば合格
するまで何度でもやり直しが可能です。

（注 1 ）一部論述式レポート
（注 2 ）�論述式レポート，専用レポート用紙なし　別締切

（web は客観式）
（注 3 ）�4 単位めは論述式レポート，専用レポート用紙なし

　別締切（web は客観式）
（注 4 ）�スクーリング担当教員により論述式レポート
（注 5 ）�2012年10月以降スクーリング受講者対象
（注 6 ）�4 単位めのみ別レポート web 解答可
（注 7 ）�論述式レポート



19

Ⅵ　『レポート課題集』の活用方法
●単位数

単位修得方法にそって、レポートや試験が合格すると得られる、科目ごとに定められている単位数
について、法令では 1 単位あたりの学習時間は45時間（ 2 単位科目90時間・ 4 単位科目180時間）と定
められています。

通信教育部の学習では、①教科書や参考文献を読んだり調べたりする時間、②学習内容について理
解する時間、③レポートをまとめる時間、④スクーリングを受講する時間とその予習復習の時間、⑤
科目修了試験の学習時間・試験時間などを確保して学習を進めていってください。

●履修方法
各科目の単位修得方法を表します。「R：レポート＋科目修了試験」「SR：スクーリング＋レポート」

「RorSR：R か SR を自分で決める科目」「S：スクーリングのみ」となります。『学習の手引き』p. 4（ま
たは p. 2 ）で確認ください。

●配当年次
履修登録・学習ができる年次を記載しています。たとえば、「 1 年以上」と記載のある科目は、 1 年

生以上（ ２ ～ 4 年生含む）の方が履修登録できます。

●担当教員
担当教員欄は、今年度から主としてレポート添削指導をおこなう教員名を提示することになりまし

た（S 科目はスクーリング担当教員）。スクーリング担当教員は受講会場により異なる場合があります。
なお、「心理学概論」などのレポートは添削指導員が担当します。

●到達目標
各科目の学習を通じて、身につけてほしい目標を示しています。意識して学習を進めてください。

●在宅学習のポイント
主に教科書を読むポイントを多くの科目は15回に分けて説明をしています。一部の 4 単位の科目は

30回に、 1 単位の科目は 8 回などに分けられています。ポイントを参考に、教科書を読んでいってく
ださい。このポイントを身につけられれば、その科目の要点は充分理解したことになりますので、自
信をもってください。

テーマ部分の（　　）内は現在使用している教科書の章立てまたはページ数です。過去の版や教科
書を所持している方は当てはまりませんが、ポイントの箇所をさがして読んだり自分で調べたりして
いきましょう。

一部科目で、参考図書の内容が含まれる場合もあります。参考図書を読み、文献に掲げることが必
須の科目もありますので、レポートのアドバイス欄で確認をお願いします。それ以外の科目は参考図
書を読むことは必須とはしていません。学習内容を深めたい場合は、教科書とともに参考図書を読む
ことをお奨めします。また、先生が掲げた以外の参考図書の活用も大丈夫です。

●レポート課題
皆さんの学習の成果を先生に提出するものがレポートです。下記の「アドバイス」をよく読み、ま

とめてください。レポートの書き方は『学習の手引き』６ 章を参照してください。
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なお、この『レポート課題集』の課題提出の有効期限は、原則として、2016年 4 月 1 日です。詳細は、
今後の『With』でご案内します。

●アドバイス
レポートをまとめるにあたってのアドバイスが掲載されています。よく読んでレポートに取り組ん

でください。大半の科目のレポート評価は「レポートにおける観点別ルーブリック評価」にもとづい
て行います。レポートは学習の途中成果ですので、評価は自身の振り返りの材料、学習を深めるため
のものとして利用してください。

【レポートにおける観点別ルーブリック評価】
評価の観点 A 十分満足できる B やや努力が必要である C かなり努力が必要である

題意把握・内
容理解

①レポート課題そのものを理解し
ている。②課題にそって解答がな
されている。③答えるべきことが
らの内容について正確に理解して
いる。④専門用語の意味などにつ
いて、正確に理解している。

①～④のいずれか 2 つ以上
が満たされている。

①～④の 3 つ以上が不十分で
ある。

論理構成・考
察力

①レポートが論理的に、わかりや
すく展開されている。②自分なり
の視点をもって、課題を考察して
いる。③自分なりの考え方が書か
れていて、独創性の芽が感じられ
る。

①～③のいずれか 1 つ以上
が満たされている。

①～③のすべてが不十分であ
る。

表現・文字の
正確さ

①誤字・脱字がない。②文章の主
語・述語が対応している。③適切
な語彙を用いている。

①～③のいずれか 1 つ以上
が満たされている。

①～③のすべてが不十分であ
る。

引用・出典明
示

引用・出典が明示され、引用した
部分については、「　　」でくく
り、どこから引用したのかを、著
者名・『書名』・出版社名・出版年

（初版）・引用ページ（引用の場合）
を挙げて明示している。

引用・出典が明示されてい
るが、表記方法が誤ってい
る。

引用や参考文献が用いられて
いるにもかかわらず、明示さ
れていない。※教科書の出典
明示も必須であるので、明記
がなければ当評価となる。

現実との関連
づけ（※課題
により要求さ
れない場合も
ある）

本学の建学の精神である「行学一
如」に沿って、学問的な内容を、
身近な出来事や職場での問題、時
事問題に関連づけて（事例を挙げ
る等）まとめている。

学問的な内容を、身近な出
来事や職場での問題、時事
問題に関連づけてまとめよ
うとしている努力は伺える
が、内容が不十分である。

レポート内容について、現実
との関連づけを行った形跡が
見られない。

●科目修了試験　評価基準
科目修了試験について、先生方からのアドバイスや評価する上での判断基準が掲載されています。

とくに指示がない場合は「在宅学習のポイント」「到達目標」「レポート課題」と関連した内容が出題さ
れる科目が大半ですので、ポイントをしぼって学習してください。

なお、科目修了試験の評価割合についてはとくに指示がない科目では、レポートの合格は必要です
が、試験100％で評価されます。「レポート30％　試験70％」などという基準が記載されている科目は
担当の先生が自身で調整をして、レポート分の点数を加味し科目修了試験の採点結果が出されます。

S 科目以外でスクーリング受講の場合は、『試験・スクーリング　情報ブック』をご覧ください。

●履修方法＝Sの科目
履修方法＝ S の科目についてレポート課題はありません。教科書の有無も科目によりそれぞれです

が、本冊子に「スクーリング講義概要」が掲載されています。スクーリング事前学習・スクーリング
受講・スクーリング事後学習により、 1 単位あたり45時間の学習時間を確保するようにしてください。



社会福祉士・精神保健福祉士
共通科目
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社会福祉原論（職業指導を含む）
単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 2年以上

科目コード CA3104 担 当 教 員 田中 治和（上）／齋藤 征人（下）

※会場によりスクーリングを別教員（元村智明先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
社会福祉にかかわる全般的な基礎知識の学修と、社会福祉観の変遷についての理

解を目的とします。“ 社会福祉 ” という言葉は広く使われるため、その実態の学問的把握は曖昧になり
やすく、ともすると主観的な幸福論や通俗的な人生論に終始しやすいと思われます。しかし、多種多
様な社会福祉事象および具体的な社会福祉実践の本質は、まぎれもなく他者の人生へのかかわりであ
り、理念的には人類史上の文化的創造の営為の一つとも解せます。したがって、「社会福祉原論」では
社会福祉に関する専門用語・知識の確認に留まらず、常に「社会福祉とは何か」「社会福祉をいかに捉
えていくのか」等を思考しながら学修することを望みます。大切なことは、自らの社会福祉観の涵

かん
養
よう

にあるといえます。

■到達目標 �
1 ）社会福祉の全般的な基礎知識（社会福祉士・精神保健福祉士国家試験科目『現代社会と福祉』

の合格水準）を解説できる。
2 ）社会福祉の歴史の概要を説明することができる。
3 ）社会福祉の思想に関して理解し、説明することができる。

■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 4 　現代社会と福祉（第 4 版）』中央法

規出版、2014年（第 4 版でなくても可）
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 視点と枠組み

（序章）
社会福祉学の原理として、また社会
福祉士養成における基幹科目として
の「社会福祉原論」を考える場合の
視点と枠組みを理解する。

社会福祉を把握するには、他の生活
保障方策との関連もあり、まずは基
本的捉え方をしっかりと学習してく
ださい。レポート課題 3 単位めの参
考としてください。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
2 社会の変化と福祉

　現代社会の変化と福祉
　福祉政策の現代的課題

（第 1 章第 4 節・第 5 節）

社会福祉を理解するための社会の変
化、特に人口動態の推移、及び家族
形態の変化を理解する。

社会福祉は一つの社会的事象である
ため、幅広い視野が必要であり、少
なくとも人口の動態や家族形態の変
化について学習してください。

3 福祉と福祉政策①
　価値規範としての福祉
　社会福祉の拡大と限定

（第 2 章第 1 節・第 2 節）

社会福祉の概念を、いろいろな立場
からの所説を理解する。

社会福祉の概念を、いわゆる目的概
念・実体概念、またいわゆる広義・
狭義という区分を学習し、社会福祉
の固有性について着目してください。
レポート課題 3 単位めの参考として
ください。

4 福祉と福祉政策②
　�施策コラボレーション

としての福祉政策
　�社会福祉士の役割と機能

（第 2 章第 3 節・第 4 節）

社会福祉の概念を、他の生活保障
方策との関連から理解し、社会福祉
士の役割等についても確認する。

社会福祉と他の生活保障方策との関
連を構造的に学習してください。レ
ポート課題 3 単位めの参考としてく
ださい。

5 社会政策と福祉政策
　�社会政策のなかの福祉

政策
　�社会政策の体系と社会

福祉政策
　福祉政策の体系

（第 4 章第 1 節・第 2 節・
第 3 節）

社会福祉の概念を、2009（平成21）
年から実施された社会福祉士養成
課程で用いられた “ 福祉政策 ” を軸
にして理解する。

社会福祉の仕事を理解するという観
点から “ 福祉政策 ” の意味について
学習してください。

6 福祉政策の発展過程①
　近代化と福祉政策

（第 5 章第 1 節）

社会福祉史（社会福祉の歴史）を
理解する。特に古代社会の救済事業
から第二次大戦終了時の厚生事業に
ついて理解する。

明治期以降の救済制度、慈善事業、
感化救済事業、社会事業、及び戦
時厚生事業について学習してくださ
い。レポート課題 1 単位めの参考と
してください。

7 福祉政策の発展過程②
　�戦後改革と高度経済成

長期の福祉政策
（第 5 章第 2 節）

社会福祉史（社会福祉の歴史）を
理解する。特に、戦後社会事業から
社会福祉成立に至る過程を理解す
る。

戦後社会事業及び高度経済成長期
に成立した社会福祉について学習し
てください。レポート課題 1 単位め
の参考としてください。

8 少子高齢化時代の福祉政
策①
　福祉政策の調整と進展

（第 6 章第 1 節）

社会福祉史（社会福祉の歴史）を
理解する。特に、1970年代のいわゆ
る福祉元年から1980年代の社会福祉
の動向を理解する。

高度経済成長期の終わりの福祉元
年、そして福祉見直し論、さらに
1980年代の新たな展開をみせた社会
福祉を学習してください。レポート
課題 2 単位めの参考としてください。

9 少子高齢化時代の福祉政
策②
　�1990年代および2000年

代以降の福祉政策
（第 6 章第 2 節）

社会福祉史（社会福祉の歴史）を
理解する。特に、1990年代の少子高
齢化社会から現在に至る社会福祉の
動向を理解する。

1990年代から現在までの目白押しの
社会福祉施策の動向を確実に学習し
てください。レポート課題 2 単位め
の参考としてください。

10 福祉政策の関連領域①
　人権擁護と福祉政策
　保健医療と福祉政策

（第 9 章第 1 節・第 2 節）

社会福祉と関連政策を理解する。特
に、人権擁護と保健医療との関連を
理解する。

現代的課題である人権擁護と古くか
ら関連の深い保健医療との関連を学
習してください。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
11 福祉政策の関連領域②

　所得保障と福祉政策
　雇用と福祉政策
　教育と福祉政策

（第 9 章第 3 節・第 4 節・
第 5 節）

社会福祉と関連政策を理解する。特
に、所得保障、雇用、および教育と
の関連を理解する。

所得保障、雇用、及び教育の現状の
課題を踏まえて、社会福祉との関連
を学習してください。

12 福祉政策の関連領域③
　住宅と福祉政策
　震災と福祉政策

（第 9 章第 6 節・第 7 節）

社会福祉と関連政策を理解する。特
に、住宅と震災との関連を理解する。

人間の生活基盤である住宅と喫緊な
課題である震災からの復旧・復興等
との関連を学習してください。

13 社会福祉制度の体系
　社会福祉制度の構造

（第10章第 1 節）

社会福祉の政策・制度・援助を構造
的に理解する。

社会福祉法制度とその構造を、また
体系を学習してください。社会福祉
士の実務的理解には不可欠な学習と
なります。

14 福祉政策の国際比較①
　欧米の福祉政策

（第13章第 1 節）

欧米の社会福祉、主に高齢者福祉を
中心に理解する。社会保障給付の動
向等やスウェーデン、アメリカ、ド
イツ、イギリスの実情を理解する。

国際比較することは、結局は日本の
社会福祉を再確認することとなりま
す。欧米の動向から日本の高齢者福
祉を考察してください。

15 福祉政策の国際比較②
　�東アジア諸国の福祉政

策
（第13章第 2 節）

東アジアの社会福祉の動向を理解す
る。韓国、中国、台湾の実情を理解
する。

日本の介護保険制度は、東アジア諸
国に影響を与えています。広範な視
点からの社会福祉士のあり方につい
ても考えてください。

※ワープロ・パソコン印字での提出はできません。手書きにて作成してください。
※ 1 単位につき1,800字以上でまとめるようにしてください。

■レポート課題 �

1 単位め 日本の近代国家形成期から高度経済成長期までの社会福祉の歴史を概説してください。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

2 単位め 日本の第一次石油危機から現在までの社会福祉の歴史を概説してください。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

3 単位め 社会福祉の概念（定義）を他の生活保障方策（社会保障・“ 社会政策 ”）の関連から説明して
ください。

4 単位め 自らの “ 社会福祉 ” 観をまとめてください。

■アドバイス �
「社会福祉原論」は、長年にわたり社会福祉学の教育研究における不可欠な基礎科目です。しかし、

「社会福祉および介護福祉士法」の施行に伴い、大学教育の観点からの「社会福祉原論」の講義は困難
になっていると思われます。むしろ社会福祉士等の資格取得を目指し、国家試験受験科目の一つとし
て履修されている方も多いと推察しております。担当教員としては、「社会福祉原論」が、大学教育と
して、また国家試験受験科目〈現代社会と福祉＝本学対応科目：社会福祉原論〉としても、双方に配
慮したレポート学習およびスクーリングの授業内容としたいと考えております（そのため「社会福祉
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原論」を履修する方は、できましたらスクーリングも、是非受講していただききたいと存じます）。
以上の点を勘案し、以下のレポート課題を設定しました。

１ 単位めと ２ 単位めは、社会福祉の歴史についての課題です。社会福祉にかかわる歴史的事象の《全
般的な把握と肝要な細部》を目的としております。 ３ 単位めは、社会福祉の概念の整理を目的として
おります。 1 ～ ３ 単位めのレポート学習を通して、学習者に社会福祉に対する一定の心象（イメージ）
が形成されればと思います。教科書を十分活用してまとめてください。

４ 単位めは、各自の社会福祉観の吟味を目的とします。「自分は、社会福祉をどう捉えているのか
…？」です。

では、より具体的に教科書の参考頁を記載しながら、作成の要点をまとめておきます。
レポート作成においては、 1 ～ ３ 単位めまでは教科書のみで対応できます。

　　　　　　教科書「第 5 章　福祉政策の発展過程」の pp.100～119（第 3 版では第 5 章 pp.98～
116、第 2 版では第 5 章 pp.98～117、初版では第 4 章 pp.70～90）を要約してください。
明治期から高度経済成長期までの社会福祉史の理解を目的とします。

　　　　　　教科書「第 6 章　少子高齢化時代の福祉政策」の pp.122～154（第 3 版では第 6 章
pp.120～150、第 2 版では第 ６ 章 pp.120～145、初版では第 5 章 pp.92～117）を要約して
ください。いわゆる福祉元年から現在までの社会福祉の変貌の理解を目的とします。

　　　　　　教科書「第 2 章　福祉と福祉政策」の pp.32～50（第 3 版では第 2 章 pp.32～48、第 2
版では第 2 章 pp.30～48）を要約してください（初版では第 1 章 pp. 2 ～ 7 と第 9 章
pp.190～195）。社会福祉の概念を社会保障（教科書では、“ 社会政策 ”）との関連からの

理解と、社会福祉の固有性の理解を目的とします。

　　　　　　自らの社会福祉観、つまり社会福祉をどう捉えるのか、考えるのかを、まとめてくだ
さい。今後の社会福祉実践および社会福祉学の学修のための基盤づくりを目的とします。

教科書を用いるよりも、これまでのご自分の人生を通して学んだあらゆる（体験・読
書等の）見識を吟味しながら、ご自分の言葉でまとめてください（なお、事例等を記述する場合はで
きるだけ短く、また個人情報保護を十二分に留意してください）。

なお、お手数ですが必ずレポートの文末に参考文献として教科書の初版、第 2 版、第 3 版、第 4 版
を明記してください（20年度以前の履修登録者で、以前の教科書を使用の方は “ 旧教科書 ” と明記し
てください。なお、評価において履修年度ならびに教科書の違いによる区別は一切ありません）。

■科目修了試験　評価基準 �
教科書の内容理解に努めること。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス

4 単位め
アドバイス
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■参考図書 �
厚生統計協会編『厚生の指標・臨時増刊　国民の福祉と介護の動向』各年度版その他、より詳細な

参考図書は、スクーリング時に適宜紹介します。
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地域福祉論 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 2年以上

科目コード CA3105 担 当 教 員 都築 光一

※会場によりスクーリングを別教員（柴田邦昭先生・斎藤征人先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
わが国の社会福祉は、大きな転換期にあります。特に、社会福祉基礎構造改革をはじめ、 地方分権

の推進や規制緩和による福祉サービス供給体制多元化などの状況の中で、地域福祉の推進のあり方が
問われてきています。

２１世紀の社会福祉は「地域福祉」にあるといわれており、これからの社会福祉の目標や方法は、新
たな視点を十分意識し、地域社会を基盤に考えていかなければなりません。理論および社会的な背景
や歴史的考察、 また海外比較などを通してできるだけ多角的に地域福祉を理解するとともに、 あわせ
て各地で展開されている地域福祉実践からも学びを深めていく必要があります。その上で、いま地域
福祉の何が問題になっているのかを考察しながら、地域住民や最前線で活躍しているソーシャルワー
カーをはじめとする実践者の取り組みなどを通じて具体的に学んでいきます。

この科目では『地域福祉の理論と実際』というテキストを使用します。テキストでは、地域福祉の
基本的な考え方、理論、地域福祉の推進を図る実践方法についての理解などの内容となっております。
地域社会とそこで生活する地域住民の理解には、幅広い知識も必要です。社会福祉士受験科目の他の
指定科目とあわせて学習してください。資格取得を目指す人はもとより、そうでない人も社会福祉に
関する基本的な知識に関する科目として貪欲に学んでいただきたいと思います。

■到達目標 �
1 ）地域福祉の必要性をふまえ、理念および基本的な理論を説明することができる。
2 ）地域福祉に関する課題を把握し、解決に向けた方向性を見出すことができる。
3 ）地域福祉の展開手法や具体的な推進方法に関して説明することができる。

■教科書 �
都築光一著『福祉ライブラリ　地域福祉の理論と実際』建帛社、2012年

（最近の教科書変更時期）2012年 4 月
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■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 1 　地域福祉

とは何か①地
域福祉の概念

地域福祉の概念に関する考え方を学ぶ。基
本的な考え方を基に、社会福祉法第４条の
規定について理解を深める。地域住民、住
民主体、住民の意思決定、福祉コミュニ
ティ、ソーシャルインクルージョン等につい
て学ぶ。

地域福祉の基本的な考え方と、その目
指している社会のありかたなどについ
て、学説と法的根拠をもとに、しっかり
と把握しましょう。

2 ②地域福祉の
理念

③地域福祉の
原理と実践

地域福祉の理念について、理論研究の歴史
的経緯の中から学ぶ。岡村重夫による福祉
コミュニティの考え方と、右田による自治型
地域福祉論による住民自治の考え方を基本
に理解を深める。

地域福祉の原理として、住民主体、地域性、
人的社会的資源のシステム形成の原理を挙
げることができる。これに基づき主体と対象、
資源、そして固有の展開手法にもとづき実
践することを理解する。

地域福祉の考え方や目的とするところ
を基本に、地域福祉を推進していくう
えで、ふまえるべき事項について学び
ます。特に地域での実践場面では、状
況をしっかり見極め、必要な配慮が欠
かせません。

3 ２ 　地域福祉
のあゆみ①外
国における地
域福祉のあゆ
み

地域福祉の先行事例として、ヨーロッパに
おけるデンマーク（理念）とイギリス（制
度）およびアメリカ（ソーシャルワーク）に
ついて学ぶ。

地域福祉は新しい実践上の考え方では
ありますが、諸外国では、社会福祉と
同じ意味合いで用いられていることが
一般的です。ここではその発展過程や
考え方の歴史的経緯を学びます。

4 ②日本におけ
る地域福祉の
あゆみ

③今日におけ
る地域福祉の
課題

日本における地域福祉の歩みについて学ぶ。
封建社会から資本主義社会へ、そして戦後
の取り組みへという流れの中で、日本型福
祉社会の形成とともに、地域福祉の形成過
程を理解する。

戦後、わが国における地域を巡る環境が大
きく変化した。これに伴って、わが国では、
社会システムが変化してきており、地域福
祉実践上の課題が大きく浮かび上がってき
ている点を理解する。

わが国では地域福祉の歴史的経緯につ
いて、独特の経過をたどって今日に至っ
ております。急速に進行する少子高齢
化や都市と農村の格差などをふまえ、
わが国の地域福祉の歴史と今日の課題
を学びます。

5 3 　地域福祉
の展開におけ
る役割と実際
①社会福祉協
議会

わが国における地域福祉の推進のために、
その中心的役割が期待されている社会福祉
協議会について、理解を深める。とりわけ
法的に規定され、その役割が明記されたこ
と。具体的な内容に関しては、社会福祉協
議会要項に示されていること。民間福祉団
体であること等、その位置づけに関する理
解が地域福祉を理解するうえでは不可欠で
ある。

地域福祉の推進のために、その中核と
なる役割を期待されているのが、社会
福祉協議会です。ここでは社会福祉協
議会の基本的な役割や法的根拠に基づ
く組織および機能について学びます。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
6 ②民生委員・

児童委員

③各種福祉関
係団体

法律で規定されている民生委員の役割は、
歴史的に形成されてきた点に特徴がある。
その基本的性格と役割について学ぶ。

地域福祉に関する各種関係団体として、多
くの関係団体がある。今日、地域で活発に
活動している様々な団体や人的滋とされる
専門職等について理解を深める。

地域福祉の推進にあたって、地域にお
ける人的資源や各種関係機関や団体の
役割は非常に大きいものがあります。こ
こではそうした機関や団体及び人的資
源として代表される民生委員について、
その概要を学びます。

7 ④ボランティ
ア ・N P O 組
織

⑤行政機関

地域福祉を推進するうえで、ボランティア
や NPO の存在は、年々大きくなってきてい
る。ここではその特徴や意義について学ぶ。

地域福祉の推進については、行政機関の果
たす役割が限定的となっている。法的根拠
と併せて、福祉行政の位置づけについて理
解する。

地域福祉推進のうえで、大きな力とな
るのは NPO やボランティア組織です。
その成立経緯や基本的性格および期待
される役割などについて学びます。

8 ４ 　住民によ
る地域福祉活
動①地域福祉
活動計画

地域福祉は、住民主体が基本であるところ
から、住民自身による具体的な地域福祉活
動の展開が求められる。それが具体的な形
となったものが、地域福祉活動計画である
ので、これに関する計画策定のプロセスを
理解する。またこの計画に関する具体的な
事例と通じて、住民の主体性の原理につい
て理解を深める。

地域福祉は、住民主体が基本です。そ
のため住民主体の地域福祉活動の考え
方や、それを具体化するための地域福
祉活動計画について学びます。

9 ②地域福祉活
動プログラム

③住民による
地域福祉活動
の課題

地域福祉の推進のために、具体的な支援技
法として、プログラム活動について理解す
る。援助者としていかに地域住民に相対す
るのか、その立ち位置について理解を深め
る。

住民主体や住民自治を求めつつ活動を展開
することを基本としながらも、様々に地域福
祉の推進にあたっては、課題も多い。ここ
ではその課題と解決のための考え方につい
て学ぶ。

地域住民による地域福祉活動の展開に
向け、支援活動としてどのような手法を
用いるのかが問われます。ここではその
手法としてのプログラム活動手法と、住
民による地域福祉活動の課題について
学びます。

10 ５ 　専門機関
による地域福
祉の取り組み
①専門機関に
よる相談支援
の実際と地域
福祉

地域福祉に関しては、専門職や専門機関に
よる様々な取り組みがある。その重要な取
り組みとして、相談活動があげられる。様々
な相談機関と専門職の活動に関して、その
展開手法や基本的な考え方について、総合
相談活動や権利擁護に関する取り組みなど
に関し、事例を通じて学ぶ。

地域福祉活動が住民主体で効果的に展
開できるようにするために、専門職の支
援が欠かせません。ここでは福祉専門
職による支援活動として、特に相談活
動について学びます。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
11 ②ニーズ把握

と社会資源

③地域トータ
ルケアシステ
ムの実際

地域福祉推進のために、地域においてどの
ようなニーズがあるのか、その概要を把握
して具体的な展開がなされることが求めら
れている。ここではその方法に関して学ぶ。

地域で生活している住民の生活を、トータ
ルに支援していくためには、地域内の社会
資源のシステム化が必要となってくる。各
種専門機関のネットワークによるトータルケ
アシステムについて理解する。

福祉専門職による地域福祉活動のため
に、具体的なニーズ把握が欠かせませ
ん。ここではニーズ把握の方法について、
様々な手法等に関して学びます。それ
と併せて、地域トータルケアシステムに
ついても学びます。

12 ④福祉教育

⑤福祉サービ
スの提供と評
価

地域福祉の推進において、地域住民の福祉
に関する理解や関心がどれだけ意識的にな
されるのかによって、大いに左右される点
がある。ここでは福祉教育の意義について
学ぶ。

地域福祉における様々な福祉サービスの評
価に関し、特に第三者評価を軸に、その方
法やあり方について理解を深める。

地域福祉推進においては、地域におい
て社会福祉への関心や意識の高まりが
求められます。ここではその具体的な手
法として福祉教育を取り上げます。ま
た様々な福祉サービスの効果を確認で
きるよう、評価のあり方についても学び
ます。

13 6 　地域福祉
の財源①未熟
な地域福祉の
財政制度

地域福祉に関しては、住民主体を基本とし
ている点から、住民による主体的な取り組
みを期待している点が大きく影響しており、
様々な社会福祉制度と違って、サービス提
供の予算化がなされていない。ここではそ
うした点をふまえ、財源のあり方に関する基
本的な考え方と、地域福祉推進の考え方に
関し、理解を深める。

地域福祉は、住民主体が基本です。そ
のため住民主体の行動が求められてお
ります。そのための財源に関して、行政
では具体的にどのようになっているのか
学びます。

14 ②社会福祉協
議会の財源

③共同募金そ
の他

地域福祉推進を目的とした団体として存在
する社会福祉協議会の財源を通じて、地域
福祉に関する財政構造を理解する。

地域福祉推進の上で貴重な財源となってい
る共同募金について理解する。

行政における財源とは別に、民間団体
における地域福祉の財源はどうなって
いるのか、共同募金も含め、その仕組
みについて学びます。

15 補章　これか
らの地域福祉
に向けて

少子高齢化が進行するこんにち、地域福祉
の推進は一層重要性が高まってきている。
とりわけ過疎化及び人口減少が著しい地方
にあっては、その課題が深刻になっており、
地域福祉活動の担い手の確保も厳しい状況
に置かれている。こうした状況から今後理
解が必要となる統計指標のあり方と、東日
本大震災の教訓から、今後の地域福祉を展
望し、地域福祉に関する学びを深める。

これまでの講義を振り返り、地域福祉
の基本を確かめつつ、現在の課題と今
後の地域福祉のあり方や方向について
整理します。

■レポート課題 �

1 単位め 地域福祉推進の法的根拠と福祉コミュニティについて述べよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可
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2 単位め 地域福祉の発展過程と地域福祉実践上の住民主体について述べよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

3 単位め 地域福祉実践における福祉ニーズに基づいた社会資源活用法・調整・開発について述べよ。

4 単位め

【説明型レポート】
　下記について各500字程度で説明しなさい。
　①　「福祉教育」の目標と方法について
　②　「NPO」と「ボランティア」の関係について
　③　「コミュニティソーシャルワーク」について
　④　民生委員制度について

■アドバイス �
本科目を学ぶにあたり、あらかじめ留意しておく事項を挙げます。

⑴　学習時間についてです。
ほとんどの方が職業を持っているということから、学習時間を確保することが難しいかと思いま

すが、学習目標を設定し、短時間でも良いので必ず毎日学習時間を作ることです。
⑵　社会の動き（経済活動、市民意識の動向等）を知る努力をすることです。

社会福祉の制度・政策の策定は常に市民生活や社会生活の変化に基づいて行われてきているとい
うところから、社会の動向に高い関心を持って学習に臨んでください。

⑶　レポートの作成には教科書をよく読んでください。
また、教科書などが「章」「節」などで構成されるようにレポートも論述する事柄を項目ごとに区

切って作成してください。
例えば、　　1　○○○　　や　⑴　□□□　です。

⑷　従前テキストの『地域福祉論』を使用している学生は、近年の関係法令や制度改正に関する情報
を収集してください。
※スクーリングを受講する際には、必ずテキストを読み受講してください。

　　　　　　第 1 章において説明されている現代の地域福祉の法的根拠や理念と福祉コミュニティ
について理解してください。

　　　　　　第 1 章第 3 節において説明されている地域福祉理論や新しい社会福祉のシステムを捉
え、地域福祉の理念を整理しながら理解してください。

　　　　　　第 3 章、第 4 章、第 5 章を読み、福祉ニーズの内容がどこにどのように存在するのか、
またその把握する方法を理解するとともに、地域福祉を実践し推進する上で活用される
社会資源を理解し、それらの活用方法、調整・開発などのコミュニティソーシャルワー

クの実践内容を理解してください。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス



32

　　　　　　第 3 章と第 5 章を読み、地域福祉の推進に必要な要素として福祉教育、地域福祉計画、
推進機関として期待される NPO やボランティア、民生委員、コミュニティソーシャル
ワークの役割について理解してください。

■科目修了試験　評価基準 �
試験による評価を基本とする。
なお、出題内容に関する事項を単に要約したものとは違って、本人の考察や、基本事項に関する論

述がなされているものを評価の対象とする。

■参考図書 �
1 ）岡村重夫著『地域福祉論（社会福祉選書）』光生館、1978年
2 ）真田是著『地域福祉と社会福祉協議会』かもがわ出版、1997年
3 ）R. ハドレイほか　小田兼三・清水隆則監訳『コミュニティ・ソーシャルワーク』川島書店、

1997年
4 ）野口定久著『地域福祉論』ミネルヴァ書房、2008年
5 ）右田紀久恵著『自治型地域福祉の理論』ミネルヴァ書房、2005年
6 ）大橋謙策・宮城孝編『社会福祉構造改革と地域福祉の実践』東洋堂企画出版、1998年
7 ）岡崎祐司・河合克義・藤松素子編『講座・21世紀の社会福祉 5 　現代地域福祉の課題と展望』

かもがわ出版、2002年
8 ）栃本一三郎編著『地域福祉を拓く第 1 巻　地域福祉の広がり』ぎょうせい、2002年
9 ）小林雅彦・村田幸子編著『地域福祉を拓く第 2 巻　住民参加型の福祉活動』ぎょうせい、2002

年
10）和田敏明編著『地域福祉を拓く第 3 巻　地域福祉の担い手』ぎょうせい、2002年
11）大森彌編著『地域福祉を拓く第 4 巻　地域福祉と自治体行政』ぎょうせい、2002年
12）小笠原浩一・島津望著『地域医療・介護のネットワーク構想』千倉書房、2007年
13）都築光一編著『新しい地域福祉推進の理論と実際』中央法規出版、2007年
14）金子郁容著　『ボランティア　もうひとつの情報社会』　岩波書店、1992年
15）朴 容寛著　『ネットワーク組織論』　有斐閣、2003年
16）斉藤 孝著　『コミュニケーション力』　岩波書店、2004年

4 単位め
アドバイス
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社会保障論 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 3年以上

科目コード CA4107 担 当 教 員 阿部 裕二

■科目の内容 �
私たちの国の社会保障制度は、進展している少子高齢化のなかで構造的な転換期を迎えており、「社

会保障革命」というべき各種の見直しが行われています。例えば、2000年には介護保険が創設され、
近年においても年金制度や医療（保険）制度なども改革の道を歩んでいます。まさに新しい生活保障
システムが求められている時代ともいえるでしょう。とはいえ、「構造的な転換期」だからこそ原点に
立ち返り、「社会保障とは何か」の古典的な議論も必要であると思われます。

そこで、本科目においては、社会保障の考え方や歴史等を踏まえて、「社会保障とは何か」をともに
考え、その上で、各種社会保障制度の現状と課題について学んでいただきたいと思います。

■到達目標 �
1 ）社会保障における理念を説明することができる。
2 ）社会保障制度の仕組みと問題点を端的に説明することができる。
3 ）日常生活のなかでの社会保障の役割を説明することができる。
4 ）少子高齢社会におけるあるべき生活保障システムを自らの言葉で説明することができる。

■教科書 �
福祉臨床シリーズ編集委員会編『社会保障〈第 4 版〉（社会福祉士シリーズ12）』弘文堂、2015年

（最近の教科書変更時期）2015年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 社会の変容

（第10章）
社会保障を学ぶ前に、社会保障を取り巻く私た
ちの生活環境の変化を理解する。

キーワード：少子高齢化、就業構造、ワークラ
イフバランス、国際化など

少子高齢化、人口減少、就業構造（形
態）の多様化など、私の生活環境は変
化し続けています。これらの生活環境
の変化を理解し、これらから学ぶ社会
保障の前提を把握しましょう。

2 社会保障と
は何か

（序 章 お よ
び第 1 章）

生活を取り巻くリスクと社会保障の関係性につ
いて理解するとともに、社会保障の概念及び理
念の多様性を理解する。

キーワード：長生きのリスク、歴史的形成体、
最低生活保障、ナショナル・ミニマムとオプティ
マム、普遍主義と選別主義、ノーマライゼーショ
ンなど

社会保障は、私たちの生活を取り巻く
リスクに対応していることを確認する
とともに、その社会保障がどのような
定義付けがなされるのか（その際、昔
の定義と現在の定義に違いがあるのか
に留意しつつ）、そして社会保障を支
える理念にはどのようなものがあるの
か、について考えてみましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
3 社会保障の

歩み
（序 章 お よ
び第 1 章）

イギリスを中心とした欧米と日本の社会保障の
それぞれの歴史を理解する。

キーワード：救貧法、失業法、ベヴァリッジ報
告、国民皆保険・皆年金など

貧困観の変遷及び社会保険と公的扶
助の統合の視点から、イギリスを中心
とした欧米の社会保障と日本の社会保
障のそれぞれの歴史（特徴）について
学びましょう。

4 社会保障制
度の体系と
機能

（第 2 章）

社会保障の方法と現代社会における社会保障の
役割を理解する。

キーワード：保険と扶助、機能別・給付形態別
社会保障など

社会保障の目的を果たすために、どの
ような保障方法があるのかを理解しま
す。その際、社会保険と社会扶助につ
いてもその特徴をふまえながら、学び
ます。さらに、このような社会保障が
現代社会においていかなる役割を果た
しているがについて理解することが重
要です。

5 公的年金保
険（国民年
金）の仕組
み

（第 3 章）

わが国の公的年金の制度体系を理解するととも
に、年金保険制度特に国民年金の仕組みを理解
する。

キーワード：賦課方式と積立方式、第 3 号被保
険者、基礎年金、国民年金基金など

年金保険が対応する事故を把握しつ
つ、二階建ての公的年金の構造を理
解します。また、国民年金の給付内容
を含めた仕組みについて理解を深めま
しょう。

6 公的年金保
険（厚生年
金保険）の
仕組みと諸
課題

（第 3 章）

厚生年金保険の仕組みと、公的年金が抱える問
題点について理解する。

キーワード：標準報酬、保険料率、老齢厚生年
金、障害厚生年金、遺族厚生年金、厚生年金基
金、空洞化など

厚生年金保険の仕組み、つまり保険
者、被保険者、保険料、給付内容等に
ついて学びます。その際、国民年金と
比較しながら整理をすると理解が深ま
ります。また、同時に、公的年金が抱
える問題点についても人口の変動、空
洞化、国際化の観点から考察してみて
ください。

7 医療保険制
度の現状と
制度体系

（第 4 章）

わが国の医療保険制度の仕組みを理解しつつ、
医療保険制度の体系について整理する。

キーワード：診療報酬、審査支払機関、出来高
払い、薬価基準など

私たちの生命や身体そして健康を保持
するための医療とそれを支える社会保
障はどのような構造か、さらにわが国
の国民医療を支える医療保険はどのよ
うな仕組みで作られているのか等につ
いて学びます。その際、世界の中で日
本はどのような特徴をもっているのか
という観点からも考察してみてくださ
い。

8 被用者保険
と国民健康
保険、高齢
者医療の仕
組み

（第 4 章）

医療保険の具体的制度の内容について理解しま
す。

キーワード：現物給付と現金給付及び医療費償
還（立替）、前期高齢者、後期高齢者、特定健
康診査及び特定保健指導など

被用者保険（健康保険等）と国民健
康保険の内容について理解に努めま
す。また、高齢者の医療制度を前期高
齢者医療と後期高齢者医療制度の側
面からまとめます。その際、各々の制
度の類似点と相違点を意識しながら整
理することが肝要です。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
9 公費負担医

療と医療の
供給体制及
び諸問題

（第 4 章）

特定目的のため、国や地方自治体の公費により、
医療費の一部または全部負担する制度を理解す
るとともに、医療の供給体制について学ぶ。

キーワード：公費負担医療、公衆衛生、医療提
供施設、医療計画、医療従事者、メディカル、
コメディカル、インフォームド・コンセントなど

医療保険以外の保健事業を概観しま
す。また、国民に対して、良質かつ適
切な医療を提供するための医療施設
と、医療を担う医療関係者について学
ぶとともに、医療保険が抱える諸問題
について理解することが重要です。

10 介護保険の
現状と課題

（第 5 章）

介護保険の成立背景と理念およびその内容につ
いて学ぶ。

キーワード：高齢者介護、スティグマ、社会的
入院、介護の社会化、自立支援、利用者本位、
地域包括ケアなど

介護保険がいかなる背景において登場
したのか、そして現在ある介護保険は
どのような理念のもとに展開されてい
るのかを学びます。その際、その理念
に潜む問題点についても考察してくだ
さい。また、近年、介護保険の改正が
相次いでいますが、その改正の内容と
意図するところを考察してみてくださ
い。そして、改正が私たちの生活にど
のような影響をもたらすのかも考えて
みましょう。

11 労働保険制
度

（第 6 章）

労働保険制度の概要と問題点を理解する。

キーワード：雇用保険、労働者災害補償保険

雇用されて働くことは、さまざまなリ
スクがつきまといます。労働保険は雇
用されている人々にとっては重要な制
度といえます。その労働保険制度に含
まれる雇用保険と労働者災害補償保
険の仕組みと、それぞれが抱える問題
点についてまとめてみましょう。これ
らは万能策ではないことが理解される
はずです。

12 社会扶助の
現状と課題

（第 ７ 章）

日本の社会扶助（社会手当、公的扶助、社会福
祉）の仕組みを理解する。

キーワード：児童手当、生活保護、措置制度、
契約制度

ここでは、社会保険とは異なる社会
扶助の仕組みを理解することに努めま
す。その際、社会保険と比較しつつ理
解するとよいでしょう。また、社会福
祉の制度が「措置」から「契約」へと
基本的なサービス提供の方法におい
て、大きく変化を遂げていることに留
意しながら理解することが肝要です。

13 社会保険と
民間保険

（第 8 章）

民間保険の仕組みを理解しつつ、その内容を整
理する。

キーワード：給付・反対給付均等の原則、生命
保険、損害保険、第三分野保険、確定給付企業
年金、確定拠出年金など

より安定した暮らしのための民間保険
が重視されていますが、民間保険の仕
組みと役割の理解が重要です。その上
で、具体的な民間保険制度としての生
命保険、損害保険、第三分野保険な
どの制度の特徴についてまとめること
が重要です。そして、社会保険と民間
保険の関係性について、あるべき姿を
含めて自ら考えてみてください。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
14 社会保障の

管理運営体
制と民間保
険

（第 9 章）

社会保障の管理および実施体制と専門職を学
ぶ。

キーワード：厚生労働省、全国健康保険協会、
日本年金機構、公共職業安定所、労働基準監督
署、審議会、地方行政機構、権利擁護など

社会保障の行政機構の中心は厚生労
働省ですが、実施機関はさまざまな機
関が存在します。各種社会保険にはど
のような実施機関があるのか、また、
そのような組織において権利が擁護さ
れているのかなどをまとめてください。

15 諸外国の社
会保障とま
とめ

（第 11 章 な
ど）

諸外国の社会保障を概観しながら、日本社会保
障および福祉国家の特徴を把握する。

キーワード：エスピン・アンデルセン、自由主
義的福祉レジーム、保守主義的福祉レジーム、
社会民主主義的福祉レジームなど

諸外国における社会保障制度をみる際
に、類型化させながらみると特徴の把
握がしやすくなります。したがって、
エスピン・アンデルセンの類型に従っ
て、各国の社会保障の特徴の把握に努
めましょう。そして、わが国と比較し
てみるとよいでしょう。その上で、こ
れまでの学びから、自分自身が考える
あるべき社会保障の姿を構築してみて
ください。

■レポート課題 �

1 単位め 私たちの生活環境の変化を踏まえながら、社会保障をどのように理解したらよいか。そして、
現代社会において社会保障（制度）が果たしている役割について述べなさい。

2 単位め イギリスと日本の社会保障の歩みを概観し、貧困観の変遷や社会保険と公的扶助の統合の仕
方に留意しつつ、社会保障の成立過程にみられた特徴をそれぞれ述べなさい。

3 単位め
社会保障制度（例えば、年金、医療、雇用、労災、介護、生活保護など）のなかで、興味の
ある分野を1つ選び、その現状と課題について述べなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

4 単位め
少子高齢化の進展のなかで、わが国の社会保障制度はいかにあるべきか、社会保障の理念を
踏まえながら各自の見解を述べなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
私たちの生活にとって、社会保障はいまや欠かすことのできない基礎的な社会制度になっています。

「社会保障はなぜ今のようなシステムに発展してきたのか。社会保障をめぐってどのような考え方があ
るのか、あったのか。そして現代社会において社会保障はどのような意義や役割をもっているのか」―
社会保障論を学ぶときには、まず、このような視点が必要であると思われます。

歴史的形成体（歴史的産物）として成立・発展してきた社会保障は、少子高齢化の進展、財政危機、
国際化という荒波の中で、その枠組みを構造的に変革しようとしています。しかし、このような構造
的に転換期にある社会保障であるからこそ、上述したように「社会保障は一体何なのか」からの議論
が求められているのであり、それを踏まえて歴史的形成体としての社会保障の枠組みを考察してみて
ください。

このように、レポート課題に取り組むに当たって、社会保障の各制度の仕組みや内容、そして各制
度が抱えている課題に関しても着目する必要は当然ありますが、「社会保障とは何か、そして生活保障
のシステムのなかで社会保障はどのように位置づけられるのか」を念頭におくことも重要です。「公的



37

社
福
士
・
精
保
士 

共
通
科
目

扶助論」においても記述しましたが、特に社会福祉士等の国家資格を目指している受講生の皆さんは、
レポート課題だけを取り組むのではなく、テキストの内容のすべてを理解することに努めてください。

いずれにしても、これから学ぼうとしている「社会保障論」は、きわめて私たちの生活にとって身
近な領域といえます。したがって、レポートを作成する際には、自らの問題として引き寄せて考えると、
一層取り組みやすくなるでしょう。

なお、社会保障の各制度の内容は、毎年改正されていますので、テキストの他に「最新の資料」（後
述）などで補足することが必要となります。

　　　　　　この課題に関しては、テキストの序章、第 1 章、第 2 章、第10章を参照してください。
　私たちは、あまり意識せず「社会保障」という言葉を使っていますが、改めて社会

保障とは何かを考えてみましょう。今日の私たちの生活（社会保障を取り巻く環境）は、
少子・高齢化、逼迫する財政問題などを背景にして荒波の中にありますが、まずこのような環境の変
化の中で、社会保障がどのように定義づけられるのかを整理してみてください。その上で、社会保障

（社会保険と公的扶助の役割にも注意を払いながら）が現代社会の中でどのような役割（機能）を果た
しているか、をまとめてください。

　　　　　　この課題に関しては、テキストの第 1 章を参照してください。
社会保障の歴史を考察する場合、どの時代まで遡るのかについては議論のあるところ

ですが、テキストでは、イギリスが救貧法（エリザベス救貧法）、そして日本が恤
じゅっ

救
きゅう

規
則（それ以前の記述も若干してありますが）を出発点としています。

2 単位めの課題は、イギリスと日本の社会保障の成立過程における特質を述べることです。その際、
歴史を漫然と考察、略記するのではなく、項目ごとに整理するとよいでしょう。例えば、イギリスの
場合でいうと、救貧法の時代から社会保険の登場、社会保険から社会保障への展開というような分類
です。このような分類の下で、貧困観がどのように変遷してきたか、また社会保険と公的扶助がどの
ように統合されてきたかを切り口としてまとめてみてください。日本の場合は、第二次世界大戦以前
と以降の分類になるかと思います。

特にまとめづらいのではないかと思われるのは、社会保険と公的扶助の統合の切り口かもしれませ
んが、この点に関しては、両者が統合するときに「結びつけるもの（接着剤）」が存在したか否か（統
合なのか、寄せ集めなのか）などを意識しながら考察することが肝要です。なお、この 2 単位めの課
題については、森健一・阿部裕二著『構造的転換期の社会保障―その理論と現実』（中央法規出版、
2002年＜その後増刷＞）の第 6 章、第 7 章も参考になります。

　　　　　　この課題に関しては、第 3 章、第 4 章、第 5 章、第 6 章、第 7 章を参照して作成して
ください。

これらの章においては社会保障の各制度、例えば年金・医療・雇用・労災・介護保険
や生活保護、社会手当としての児童手当や子ども手当などが記述されています。受講生の皆さんは、
これらのなかから興味のある分野を選び、自分なりに現状と問題点、課題をまとめてみてください。

その際、上述しましたように社会保障制度は、頻繁に改正（修正）されますので、絶えず新しい資

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス
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料で補足することが肝要です。
なお、非常に幅広い分野から各自が選択することになりますが、受講生の皆さんは選択した分野だ

けを学ぶだけではなく、それ以外の分野も十分に学習、理解することが重要なことはいうまでもあり
ません。念のために。

　　　　　　この課題に関しては、テキストの全体を参照して作成してください。
これまでの学習の成果として、自分なりの社会保障のあるべき姿をまとめてみてくだ

さい。わが国は、少子高齢化、財政問題、ボーダレス社会などさまざまな要因の生活環
境が変化してきています。生活環境の変化によって、社会保障は構造的に転換されなければなりませ
んが、変えてはならないものもあるかもしれません。

社会保障の理念を理解しつつ、この理念をどのように、これからの社会保障に活かすべきかについ
ても考察してみてください。自分なりのあるべき社会保障像を述べるときに、このような「変えるも
のと変えないもの」を意識して整理してみるのもよいでしょう。

■科目修了試験　評価基準 �
科目修了試験の評価は、100％試験によって行いますが、評価基準は以下の通りです。
１ ）題意を正確に把握し、指示に従って述べられているか。
２ ）単に暗記したものを記述するのではなく、自分なりの視点からまとめられているか。
３ ）抽象的な表現にとまらず、現実との関連づけの視点からもまとめられているか。
４ ）結論は感想にとどまらず、根拠をもって述べられているか。

■参考図書 �
＜社会福祉士等の国家資格を目指す人のために＞
1 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座12　社会保障（第 4 版）』中央法規

出版、2014年
2 ）椋野美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障（第11版）補訂版』有斐閣アルマ、2014年
＜最新情報を知りたい人のために＞
3 ）厚生統計協会編『保険と年金の動向（2014／2015年版）』厚生統計協会、2014年
4 ）『社会保険のてびき』社会保険研究所、最新版
＜概論的に教科書を補足したい人のために＞
5 ）森健一・阿部裕二著『構造的転換期の社会保障―その理論と現実』中央法規出版、2002年

※いずれの図書も、ほんの一例でしかありません。さまざまな図書を図書館や書店で探してみても
おもしろいと思います。

4 単位め
アドバイス



39

社
福
士
・
精
保
士 

共
通
科
目

公的扶助論 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 3年以上

科目コード CA4108 担 当 教 員 阿部 裕二

※会場によりスクーリングを別教員（下村幸仁先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
わが国は、「豊かな社会」といわれています。では、「貧困」は解消されたのでしょうか。確かに各

種の社会保障制度が整備・充実されたことによって、公的扶助（生活保護）の受給者は、敗戦直後か
ら比較すると一時期においては減少してきました。しかし、近年は景気の低迷、雇用環境の悪化など
を背景にして、国民生活の不安は深化し、格差も拡大しています。その結果、生活保護の受給者も増
加傾向をみせています。その意味では、「貧困」問題は国民生活の身近なところにあるといえるでしょ
う。このような現状を考えるとき、国民生活のラスト・セーフティ・ネットとして位置づけられてい
る公的扶助は、依然として私たちの生活において重要な役割を果たしていると思います。

そこで本科目においては、このような問題意識のもと、国民生活を保障する最終的な救済手段であ
る公的扶助（生活保護）に関して、現代社会の貧困の様相と生活保護の考え方、制度の内容、実質的
な実施機関となる福祉事務所の現状と課題などを学んでいただきたいと思います。

■到達目標 �
1 ）多様な貧困の様相から現代社会の問題点を説明することができる。
2 ）生活保護制度の仕組みを説明することができる。
3 ）生活保護制度が抱える問題を自らの言葉で表現することができる。
4 ）あるべき貧困対策を主体的に考えることができる。

■教科書 �
福祉臨床シリーズ編集委員会編『低所得者に対する支援と生活保護制度〈第 3 版〉（社会福祉士シ

リーズ16）』弘文堂、2015年
（最近の教科書変更時期）2015年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 貧困の意味

と公的扶助
の役割

（第 1 章）

貧困概念の変遷を概観し、公的扶助の役
割を考察する。

キーワード：絶対的貧困、相対的貧困（はく
奪）、社会的排除、ケイパビリティの欠如、ラ
ストセーフティネット、スプリングボードなど

低所得者対策の理解の前提として、貧困の
考え方を学び、対策の中心的政策である公
的扶助（生活保護）の性格と役割について
把握してください。その際、具体的に、わ
が国ではどのような貧困の様相が見られる
のかについても注意を払ってください。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
2 公的扶助の

歴史的展開
（イギリス）
（第 2 章）

イギリスにおける公的扶助の歴史を「救
貧法」を始点として学ぶ。

キーワード：１５４７年法、エリザベス救貧
法、改正救貧法、失業扶助、国民扶助法、
スティグマなど

イギリス資本主義の発展過程において、救
貧法はどのように変質していったのか、その
際、貧困に対する価値観はいかに転換して
いったのか（そのきっかけは何か）等に留意
しつつまとめることが重要です。また、貧困
観の変遷に影響を及ぼした人物の理解も肝
要です。

3 公的扶助の
歴史的展開

（日本）
（第 2 章）

日本における公的扶助の歴史を「恤救規
則」を始点として学ぶ。

キーワード：恤救規則、救護法、社会救
済、旧生活保護法、生活保護法など

日本における公的扶助の歩みを恤救規則を
始点として学ぶが、年表的な整理の仕方で
はなく、貧困観を背景とした各制度の特徴
と時代背景や、戦後の制度における GHQ
の果たした役割を意識してまとめることが重
要です。

4 生活保護制
度の仕組み
①

（第 3 章）

生活保護制度の仕組みを理解する。

キーワード：目的、基本原理、原則、扶
助の内容など

生活保護制度の目的、基本原理、原則、 ８
種類の扶助（現物給付・現金給付）の内容
等を整理・理解してください。これらには
さまざまな問題点があると考えられますが、
それらについても考察を深めてください。

5 生活保護制
度の仕組み
②

（第 3 章）

生活保護制度の仕組みを理解する。

キーワード：保護施設、保護基準（扶助
の算定方式）など

生活保護制度の仕組みとして、どのような
保護施設があるのか、保護基準はいかなる
時代背景のもとで変遷していったのか、そし
て現在の基準額はどのくらいか等を学んで
ください。

6 生活保護制
度の実施運
営体制

（第 4 章）

生活保護の決定や実施の事務はどこで行
われるのか。そこにはどのよう人々がか
かわるのかについて学ぶ。

キーワード：法定受託事務、自治事務、
民生委員、公共職業安定所、現業員、査
察指導員など

ここでは、生活保護の決定および実施に関
する事務は、都道府県知事、市長、福祉事
務所を設置する町村の長に法定受託事務と
して委託されることの理解が重要です。そ
の理解を柱として、国、都道府県、市、町村、
民生委員等の関係性と、生活保護行政にか
かわる現業員、査察指導員の役割と両者の
関係性についても理解を深めてください。

7 保護の実施
機関と諸問
題

（第 4 章）

実質的な実施機関である福祉事務所の組
織体制や事務所が抱える諸問題について
理解する。

キーワード：郡部福祉事務所、市部福祉
事務所、社会福祉主事など

町村以外の自治体において設置義務がある
福祉事務所は、郡部、市部においてどのよ
うな役割を果たすのでしょうか。また、福祉
事務所を置かない町村では生活保護の業務
を行うことはできないのでしょうか。これら
についてまとめるとともに、生活保護行政の
問題点について整理してください。

8 被保護者の
権利、義務、
不服申し立
て（第 5 章）

ここでは、被保護者（現在、生活保護受
給している人々）に対する権利、義務お
よび不服申し立ての仕組みについて学ぶ。

キーワード：被保護者、保護請求権、審
査請求前置主義など

被保護者についての権利および義務につい
て学ぶが、その際、2014年から追加された
内容にも留意しつつ学ぶことが重要です。
また、不服申し立てについては、審査請求
前置主義によって、審査請求を経ずに行政
訴訟を起こすことはできない特徴があること
に留意してください。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
9 諸外国の権

利擁護
（第 5 章）

イギリスの福祉権活動として「ランカ
シャー州の取り組み」の内容について、
日本と比較しつつまとめる。

キーワード：ランカシャー州福祉権サー
ビス（WRS）、個別相談など

権利擁護活動を考えるうえで、イギリスに
おける福祉権活動の具体的事例が、教科書
では取り上げられていますが、それ以外の
国の福祉権活動も時間があれば考察してく
ださい。そして、日本の生活保護の権利擁
護のあるべき姿も考えてみてください。

10 相談援助活
動

（第 6 章）

生活保護における相談援助活動について
学ぶ。

キーワード：最低生活保障、自立の助長、
生活保護法27条、27条の 2 、ソーシャル
ワークの展開過程など

生活保護における相談援助活動を具体的に
根拠づけるものは、生活保護法27条と27条
の 2 であること（意味の違いに留意しつつ）
を理解しつつ、相談援助活動の流れ（ソー
シャルワークの展開過程）を整理してくださ
い。また、相談援助活動においての留意点
もまとめることが重要です。

11 自立支援プ
ログラム

（第 6 章）

生活保護における自立支援プログラムの
意味と相談援助活動との関連性について
学ぶ。

キーワード：就労自立、日常生活自立、
社会生活自立など

なぜ、自立支援プログラムが導入されたの
か、また、自立支援プログラムとはどのよう
な手順で作成され、そのような内容・方法
のもと個々の利用者に提供されるのかなど
について学びます。そして、自立支援プログ
ラムと相談援助活動の関係性についてまと
めてください。

12 ホームレス
の自立支援

（第 7 章）

ホームレス問題について学ぶ。

キーワード：ホームレス、ホームレスの
自立の支援等に関する特別措置法、ホー
ムレスの実態に関する全国調査など

ホームレス問題を整理しつつ、自立支援の
現状について整理をしてください。また、実
態調査からホームレスの生活状況を把握し、
どのような支援が必要なのかを自ら考えて
みてください。

13 低所得者対
策①

（第 7 章）

低所得者対策のうち、「生活福祉資金貸
付制度」「無料低額診療事業」「公営住宅」
の内容について把握する。

キーワード：第 2 のセーフティネット、
特定目的住宅など

低所得者対策には多様な政策があるが、そ
のなかでも、生活福祉資金貸付制度は金銭
の援助のみならず、日常的な生活への援助
活動も含まれていることにも留意しつつ理
解を深めることが重要です。

14 低所得者対
策②生活困
窮者自立支
援法

（第 7 章）

2015年 4 月から正式に実施される「生活
困窮者自立支援制度」の内容と問題点に
ついて考察する。

キーワード：必須事業、任意事業など

ここでは、2015年 4 月から実施される「生活
困窮者自立支援制度」の内容について理解
を深めますが、制度の内容とともに、生活
保護制度との関連から問題点についても考
えてみましょう。

15 まとめ
（第 1 章、全
体を通じて）

現在の生活保護の現状を統計数字で理解
するとともに、これまでの学びの総括を
する。

キーワード：あるべき生活保護制度など

現在の生活保護の現状（被保護人員などを
含め）を統計数字で把握します。また、こ
の統計数字は、これまで学んだ生活保護制
度からどのような意味をもつのでしょう。こ
れらをふまえつつ、学びを総括してみましょ
う。そして、今後のわが国における生活保
護制度のあるべき姿を皆さん自身で考えて
みてください。
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■レポート課題 �

1 単位め 貧困概念の拡大を踏まえつつ、現代社会における公的扶助（生活保護）の役割について述べ
なさい。

2 単位め
生活保護の仕組みや相談援助活動を理解したうえで、生活保護が抱えている諸問題について
述べなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
この科目の学習内容（テキストの内容）は、「現代の貧困と公的扶助」、「公的扶助の歴史的展開」、「生

活保護制度のしくみと問題点」、「生活保護の運営実施体制と他職種連携」、「生活保護の争訟制度と権
利擁護」、「生活保護の相談援助活動」、「低所得対策の概要と実際」と非常に幅広い内容となっていま
す。しかし、ここでは、単に公的扶助（生活保護）の仕組み（内容）を理解するだけではなく、この
ようなシステムが現代の社会においてなぜ必要なのか、どのように機能しているのか、そこでの問題
は何なのかについても学ぶことになります。特に社会福祉士・精神保健福祉士等の国家資格を目指し
ている受講生の皆さんは、レポート課題だけを取り組むのではなく、テキストの内容のすべてを理解
することに努めてください。

その際に、もちろんテキストを中心として学ぶことになりますが、後述する他の参考文献で補足し
ながら学習することが肝要です。なお、皆さんはすでに理解されているとは思いますが、以下の点に
注意してレポートを作成してください。

⑴　書物の中の文章をそのまま「丸写し」することは厳禁です。評価対象外となりますので注意し
てください。できるだけ自分の言葉に置き換えて述べてください。
⑵　テキスト中に「……すべきである」という価値観があったとすれば、必ずしも受講生はそのこ
とに関して賛成する必要はありません。テキストに書かれていることは、皆さんが考えるための材
料と思ってください。皆さんの低所得者に対する支援と生活保護制度観を醸成していただければそ
れで結構です。とはいえ、単なる根拠のない感想文となってはいけません。テキスト中の内容を踏
まえながら、根拠に基づいて自分の考えを述べることが肝要です。

　　　　　  この課題に関しては、テキストの第 1 章と第 2 章を参照してください。
貧困問題は、大げさに言えば人類の歴史とともに存続していて、その意味では非常に

古い問題であるといえます。貧困の捉え方や表出の仕方は時代によって異なっているは
ずです。このような貧困（内容・基準）が、どのように変遷してきたか、そして、今日の社会ではど
のように貧困が考えられているのかについて、まず考察してください。その上で、今日的な貧困問題
への対策としてとられている公的扶助（生活保護）が、いかなる役割を担っているのかを考えてみて
ください。もちろん公的扶助の概念を踏まえながら。

　　　　　  この課題に関しては、テキストの第 3 章から第 7 章を参照してください。
生活保護の仕組みと問題点は第 3 章から第 5 章にかけて考察されています。ここでは

生活保護の目的や原理、原則がどのようになっているのか、それらを基にして具体的に

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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いかなる枠組みになっているのか、という理解が重要です。また、第 6 章では相談援助活動の内容が、
担い手のみならず利用者の視点から考察されています。さらに、第 7 章ではホームレスの自立支援な
どの低所得者対策の概要と実際が述べられています。これらは非常に多くの内容を含んでいますが、
受講生の皆さんはそれらをトータルとして理解できるようにがんばって取り組んでください。

とはいえ、これらをすべて網羅して、諸問題をレポート上にまとめることは字数の制限もあり不可
能です。したがって、これらの項目からいくつか関心のある部分を選び、そこでの諸問題をテキスト
はもちろんのこと、さまざまな参考文献・資料等を活用して論述してみてください。

■科目修了試験　評価基準 �
科目修了試験の評価は、100％試験によって行いますが、評価基準は以下の通りです。
１ ）題意を正確に把握し、指示に従って述べられているか。
２ ）単に暗記したものを記述するのではなく、自分なりの視点からまとめられているか。
３ ）抽象的な表現にとまらず、現実との関連づけの視点からもまとめられているか。
４ ）結論は感想にとどまらず、根拠をもって述べられているか。

■参考図書 �
＜社会福祉士・精神保健福祉士などの国家資格を目指している人のために＞
1 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士講座第16巻　低所得者に対する支援と生活

保護制度（第 3 版）』中央法規出版、2014年
2 ）各出版社から出版されている『福祉小六法』（最新版のもの）
＜生活保護の実施要領や通知通達の内容を知りたい人のために＞
3 ）全国社会福祉協議会編『生活保護手帳』全国社会福祉協議会、（最新版は毎年 6 月頃に発行され

ているようです）
＜最新の統計を知りたい人のために＞
4 ）厚生統計協会編『国民の福祉と介護の動向（2014／2015年版）』厚生統計協会、2014年
＜現代社会の貧困様相や生活保護行政の問題点を知りたい人のために＞
5 ）杉村・河合・中川・湯浅編著『現代の貧困と公的扶助行政』ミネルヴァ書房、1997年
6 ）湯浅誠『反貧困―「すべり台社会」からの脱出』岩波新書、2008年
7 ）駒林康平『大貧困社会』角川 SSC 新書、2009年

※いずれの図書も、ほんの一例でしかありません。さまざまな図書を図書館や書店で探してみても
おもしろいと思います。
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福祉法学 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 2年以上

科目コード CB3063 担 当 教 員 志田 民吉（上）／菅原 好秀（下）

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年
度以前に入学した方の「福祉法学（ ４ 単位）は 『レポート課題集2014（社会福祉
編）』または通信教育部 HP をご覧ください。

■科目の内容 �
福祉法学の科目は、科目名称の示すように社会福祉の仕事を行うにあたって必要とされる法学的な

知識を、概括的に学ぶことを目的として設置されたものです。社会福祉の仕事を行う場合には、まず
社会の一般市民としての部分を基礎に、社会福祉の部分の積み上げられた内容であることが求められ
ます。法とは何か、それを理解する歴史的な知識、現行法令としての基本法（憲法、民法、行政法）、
社会福祉サービス事業を行うに際しての最低限の知的情報（情報公開、権利擁護制度）などが、この
福祉法学の科目における講義内容です。2009年度からは成年後見制度及び更生保護制度の知識が新た
に加わった講義内容になります。

■到達目標 �
1 ）福祉法学の制度概要について述べることができる。
2 ）基本的人権の制度趣旨（特に自由権・社会権）を、判例を踏まえて、説明することができる。
3 ）成年後見制度の意義と活用方法について説明できる。
4 ）憲法、民法、行政法の制度体系について説明することができる。

■教科書（「更生保護制度論」と共通）�
1 ）渡辺信英著『更生保護制度』南窓社、2011年
2 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座19　権利擁護と成年後見制度（第

4 版）』中央法規出版、2014年
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 福祉法学の基本

原理
日本国憲法第13条の「個人の尊重」に
ついて学びます。

個人の存在価値とは何か、また、個人の
差異はなぜ必要なのかについて考えてみま
しょう。

2 基本的人権と自
由権

自由権の制度趣旨と判例を中心に法の
解釈について学びます。

エホバの証人事件の事案の概要を踏まえ
て判旨の内容を理解することが重要です。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
3 基本的人権と社

会権
社会権の制度趣旨と判例を中心に法の
解釈について学びます。

朝日訴訟と堀木訴訟の事案の概要をふまえ
て判旨の内容を理解することが重要です。

4 行政法 行政法の概要について学びます。 行政法と憲法との関連について説明できる
ことが重要です。

5 行政法と地方自
治

地方自治の制度趣旨について学びま
す。

地方自治の制度趣旨である住民自治・団体
自治をふまえて、地方自治の現状と課題に
ついて理解することが重要です。

6 民法の基本原理 民法の全体像について学びます。 民法の総則・物権・債権・親族・相続の相
互の関係性について理解することが重要で
す。

7 成年後見制度 成年後見制度の概要について学びま
す。

成年後見制度の全体像について説明でき
ることが重要です。

8 成年後見制度の
後見・保佐・補
助

成年後見制度の各制度について学びま
す。

成年後見制度の後見・保佐・補助について
事例を挙げて説明できることが重要です。

9 任意後見制度 任意後見制度の概要について学びま
す。

任意後見制度の内容を説明できることが重
要です。

10 成年後見制度の
現状と課題

成年後見制度の最近の動向と課題につ
いて学びます。

成年後見制の現状と課題をふまえて今後
求められる対応策について説明できること
が重要です。

11 日常生活自立支
援事業

日常生活自立支援事業の概要について
学びます。

日常生活自立支援事業の概要と成年後見
制度との連携について理解することが重要
です。

12 成年後見制度利
用支援事業

成年後見制度利用支援事業の概要に
ついて学びます。

成年後見制度利用支援事業を説明できる
ことが重要です。

13 権利擁護にかか
わる組織・団体

権利擁護にかかわる組織・団体につい
て学びます。

家庭裁判所、法務局、市町村、社会福祉
協議会、児童相談所の役割について説明で
きることが重要です。

14 権利擁護にかか
わる専門職の役
割

権利擁護にかかわる専門職の役割につ
いて学びます。

弁護士、司法書士、公証人、医師、社会
福祉士の役割について理解することが重要
です。

15 権利擁護活動の
実際

権利擁護活動の現状について学びま
す。

被虐待児、高齢者虐待、アルコール等依
存症、非行少年、ホームレス、多重債務
者の対応について説明できることが重要で
す。

■レポート課題 �

1 単位め

次の課題のなかから 1 題を選び、論述しなさい。
①日本国憲法の基本原理の基本的人権と国民主権について述べなさい。
②地方自治体とは何か、また地方自治体の存在意味はどんなところにあると考えるか。
③成年後見制度について、事例を挙げながら、説明しなさい。
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2 単位め

次の課題のなかから 1 題を選び、論述しなさい。
①不法行為とは何か、福祉施設長の責任についても言及しなさい。
②行政救済について述べなさい。
③更生保護制度について述べなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
　　　　　  ①この設題は日本国憲法とは何かを説明する際の最も大切な部分に関係します。

②憲法第92条以下に「地方自治」の章が規定されています。公の存在としては地方自
治体の他に国などがありますが、国という団体の他に地方自治体という団体が何故に必要とされるの
か、憲法に規定する意味は何処にあるのかを考えてまとめてください。

③テキストを精読し、相談援助職の視点からの制度の概要と制度の活用例を考え、まとめられると
よいと思います。社会福祉の現場で仕事をしていない方は、なかなか制度の活用場面のイメージが持
てないでしょうから、地域の社会福祉士会や司法書士会、弁護士会などの団体や社会福祉協議会など
を尋ねてみることも有益ではないかと思います。

　　　　　  ①不法行為は民法第709条以下に規定されています。私たちの社会は高速度交通機関な
どの発達が示すように、不慮の事故の生じる可能性は日々高まっています。日常の生活
において、契約制度と同様に不法行為の領域が重要になってくる所以でもあります。社

会福祉の仕事は、社会福祉法人による事業経営に代表されるように、社会福祉のサービスを提供する
組織や団体には、そこで供給される諸サービスに関し責任を負う責任者の存在があります。民法第715
条（使用者責任）など不法行為として規定されている条文を読み、課題についてまとめてください。
事例などもまじえて考え、レポートを作成するとまとめやすいでしょう。

②主として行政の仕事は、市民の生活に係わった内容です。制度上、行政の仕事は公益性が求めら
れるが、公益性のために市民の個人の財産やその他の利益が不利益を被ることは、場合によっては避
けられないことです。一方において、公益性を確保するために個人の財産や諸利益を当然に犠牲とし
てもよいということにも、また合理性があるとはいえません。個人財産の保障は憲法の規定するとこ
ろです。このようなところを基本的理解として持ちながら、法は行政によって公益を目指す場合、あ
るいは目指した場合、市民の財産権などの諸利益の保障には、どのような配慮をしているのかに視点
を当て、レポートをまとめるとよいでしょう。

③更生保護制度は2009年度から新たに社会福祉士などの資格関連で付加された履修内容です。社会
福祉専門職（特に相談援助職）の業務内容と関連づけながらまとめることが大切です。

■科目修了試験　評価基準 �
当該科目の内容理解がなされているかが重要であり、論述の分量（ 1 問あたり400～800字程度）も

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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評価対象となる。また、法の制度趣旨、意義を述べた上で、現実との関連から自分なりの視点から述
べられていることも評価の対象となる。

■参考図書 �
1 ）志田民吉編著『改訂　法学』建帛社、2007年（改訂版でなくても可）
2 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座20　更生保護制度（第 3 版）』中央

法規出版、2014年
3 ）渡辺信英著『行政法の基礎』南窓社、2011年
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福祉社会学 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 1年以上

科目コード CC2101 担 当 教 員 赤塚 俊治

■科目の内容 �
複雑化した社会構造のなかで暮らす国民の生活福祉問題を分析すると、戦後のわが国における社

会構造は大きく変化しており、それにともなって数多くの社会生活のひずみ現象（社会的犯罪、麻
薬、アルコール疾患、子供の自殺・老人の自殺、家庭崩壊、援助交際など）が産出されています。
2011.3.11東日本大震災は、被災地はもとより、わが国の社会をあらためて考えさせる大きな要因にも
なりました。今後、わが国は超高齢・少子化、高度情報化、国際化が進捗して、家族関係や地域社会
における生活環境が一層複雑な様相を呈するものと予想されるだけに、今後の社会保障政策や社会福
祉政策にも大きく影響を与えることは確かです。それゆえに現代社会が生み出す社会現象をより包括
的にとらえながら、「発展社会から成熟社会への変換」を目指した福祉社会を構築していくことが重要
かと思われます。

本講義では、こうした国民の生活周期に生起する新たな諸問題に対応すべき社会福祉の援助過程に
関わる社会的行為や社会政策などを社会学的な視点から現状分析することによって、今日の生活問題
を規定している諸要因やそれらの相互連関を体系的に究明しながら、今後の社会福祉の役割と機能に
ついて検証する内容にしたいと考えています。

■到達目標 �
個人の暮らしと社会構造の変動を社会福祉との関連で捉え、その意義について理解して説明できる。

■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 3  社会理論と社会システム（第 3 版）』

中央法規出版、2014年（第 3 版でなくても可）
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 現代社会の理解①

社会システム
（第 1 章第 1 節）

社会システムとは、社会システムの安
定性、社会指標・国民生活指標・新国
民生活指標と行政評価、社会階層と社
会移動

社会システムの構造分析を行う際に
必要とされる概念について押さえま
しょう。

2 現代社会の理解②
法と社会システム

（第 1 章第 2 節）

法の疎遠性、法の普遍性、法の不変性、
「開かれた法」へ？

現代社会に必要とされる「法」とは
何か、考えてみましょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
3 現代社会の理解③

経済と社会システム
（第 1 章第 3 節）

交換と市場、市場における力の不均衡、
市場の社会性と市場の外部、労働市場
と格差社会、経済の社会的制御

人々および企業の経済行動と社会シ
ステムの関係について、用語に意識
しながら把握しましょう。

4 現代社会の理解④
社会変動

（第 1 章第 4 節）

社会変動とは何か、近代化、産業社会
の発展、グローバリゼーション

社会秩序の変化と、その歴史的進
歩・発展の学説に触れましょう。

5 現代社会の理解⑤
人口からみた社会変動

（第 1 章第 5 節）

人口と社会、人口減少の時代へ、人口
転換、少子高齢化のメカニズム、高齢
化する人口構造、人口の地理的分布に
おける変化、社会変動・福祉国家・社
会保障費用

社会変動を生じさせる大きな要素の
一つである「人口」のメカニズムに
ついて学び、社会問題の背景の理
解や社会の将来像につなげていきま
しょう。

6 生活の理解①
生活のとらえ方

（第 2 章第 1 節）

生活をめぐる現代的状況、生活をめぐ
る様式と人生の推移、生活時間、家計
支出、人間関係、「生活の質」の論理と
方法

「生活」とは何か。様々な視点から
それぞれの概念について理解しま
しょう。

7 生活の理解②
家族

（第 2 章第 2 節）

家族という社会事象、家族の機能、現
代日本の家族変容、福祉国家と家族

生活としての「家族」について、制
度・集団・社会変動・国家などの視
点から理解を深めましょう。

8 生活の理解③
地域

（第 2 章第 3 節）

地域の概念、コミュニティ、地域社会
の集団・組織、都市化と地域社会、農
山漁村地域と過疎化、地域のグローバ
ル化とエスニシティ

生活としての「地域」について、
様々な定義を理解しましょう。

9 人と社会の関係①
社会的行為

（第 3 章第 1 節）

ミクロ－マクロリンク、社会的行為、
秩序問題、パーソンズ以降の社会的行
為論の展開

人々の行為と社会との関係を意味づ
ける社会的行為論の展開について、
理解しましょう。

10 人と社会の関係②
社会的役割

（第 3 章第 2 節）

「役割」という言葉、役割研究の系譜、
自己と他者－自己の形成、交渉として
の相互行為－期待の相補性、役割と地
位との関係、役割集合の理論、役割研
究からみえること

社会学において基本的な概念であ
る社会的役割の研究について、自我
の形成を踏まえながら理解しましょ
う。

11 人と社会の関係③
社会集団と組織

（第 3 章第 3 節）

集団の概念、集団の類型、近代組織の
展開、集団的・組織的現実の多様性

多様な集団と組織の概念について理
解を深めながら、社会構造をとらえ
ていきましょう。

12 人と社会の関係④
社会的ジレンマ

（第 3 章第 4 節）

個人的合理性と社会的合理性の矛盾、
囚人のジレンマ、共有地の悲劇、社会
的ジレンマの定義、ジレンマ解消への
方策、社会的ジレンマを超えて

社会的ジレンマを理解し、社会学的
に応用していくということは、社会
を理解するうえで重要な意味となっ
ていることを押さえましょう。

13 人と社会の関係⑤
社会関係資本と社会的
連帯

（第 3 章第 5 節）

近代化と社会的連帯、社会関係資本の
理論、負の社会関係資本と社会的排除

諸個人間のつながりと社会という関
係性、それらがもつ資本の活用につ
いて理解を深めましょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
14 社会問題の理解①

社会問題のとらえ方
日本社会と社会問題

（第 4 章第 1・ 2 節）

社会的な産物としての犯罪、社会統制
が犯罪と創出する、レッテルを操作す
る人々、社会学と社会問題、「新しい」
貧困とは何か？、生きがたさの形、社
会からの撤退、親密圏という社会問題、
社会問題と福祉

社会問題を把握し、社会学的アプ
ローチから解決するにはどのように
したらよいか、福祉という視点から
も併せて考えることが重要です。

15 社会問題の理解②
共生社会と権利

（第 4 章第 3 節）

グローバル化と生活様式の変化、二つ
の革命と人権意識、人権・生存権・社
会権、共生社会の実現に向けて

社会問題を解決するうえで重要な
「権利の尊重」を社会の発展と関連
づけながら、今後の社会のあり方に
ついて考えていきましょう。

■レポート課題 �

1 単位め 私たちが所属している基礎集団・機能集団について述べ、現代社会の集団に関する特徴を考
察しなさい。

2 単位め 現代社会とともに変化してきた「家族形態」と「家族機能の変容」について考察しなさい。

3 単位め
現代社会における ｢物質｣ 志向から「脱物質」志向への変革と「豊かな社会」との相互関係に
ついて考察しなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

4 単位め
国民の生活周期に生起する新たな社会病理現象（社会的ひずみ現象）に対して、今後の社会
福祉の役割と機能について考察しなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
福祉社会学は、社会現象としての「社会福祉」を全体社会との関連のなかで、社会学的研究方法（社

会学的接近）によって体系的に分析しながら、「人間の営み」に関わる社会的行為や生活福祉問題を派
生させる諸要因の相互連関を理論的に明らかにすることにあります｡ とくに、その国の社会と文化に
よって規定されている社会福祉の構成要素である⑴社会福祉の目的（価値）、⑵社会福祉の対象（要援
護者）、⑶社会福祉の主体（援助者）、⑷社会福祉の方法（専門的技術）をふまえながら､ 学習するこ
とが重要です。また、福祉社会学は、人間の社会生活全体に関わることだけに「社会」「文化」「集団」「個
人」といったそれぞれのレベルがつねに関連性をもちながら相互作用していることを考えて学習する
ことも大切です。

なお、レポート作成を行う際は、次の基本的な視点をふまえながら、レポートを仕上げてください。
・福祉社会学は、客観的・実証的な枠組みに基づいて構成されています。したがって、レポート課題

を作成するにあたっては、何を取り上げるかというより、どのように取り上げるかが重要です。そ
の際、「事実・現実はいかにあるか」「いかにあるべきか・いかになすべきか」「それらはどこから」「ど
こにいこうとしているのか」を考察しながらレポートを作成してください。

・現代社会において社会福祉がどのような役割と機能をもっているかを家族、地域、職場などの現状
を考察しながらレポート課題に取り組んでください。その際、公害、人間疎外など社会生活のひず
み現象を生み出した社会構造を考えることも大切です。
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・レポートの作成は、単にテキストを読んで理解した内容をそのまま書くのではなく、レポート課題
に関連した生活上でのさまざまな問題点を取り上げながらレポートを作成することが重要です。た
とえテキストの記述内容とは異なったレポートの内容であったとしても、そのレポートの内容が十
分な分析と考察が行われているものならば、評価もそれだけ高くなります。

　　　　　  テキストをよく読み、社会福祉の領域のなかで社会学が深い関わりがあることを理解
し、その上で「社会的存在」として集団に所属しながら日常生活を営んでいる人間社会
について理解しながらレポート課題に取り組んでください。基礎集団の例として、血縁

に基づいたものに家族､ 氏族､ 部族､ 民族などが考えられ、地縁を契機として成り立つものに村落､
都市などが考えられます。基礎集団といわれるものは、人間生活の基礎的な母体になっているからに
他なりません。それは結合の性格からみれば、心のよりどころともなるパーソナルな感情的融合性を
有しながら、運命的または半運命的な共同生活をしています。基礎集団と対比して考えられる機能集
団は、合理的な組織性を有しており、特定の目的のために利害をともなった、いわば人為的・目的的、
計画的に作られた集団です。例えば、会社・組合・政党・国家などが機能集団といわれています。こ
うした集団が時代の変化とともに日常生活を送る現代社会においても変化してきています。歴史的に
どのように変化してきたのかを代表的な社会学者であるクーリーやテンニースなどの人物の理論も取
り入れながら考察して、簡潔に述べてください。

　　　　　  テキストをよく読んで「家族」について考えてください。とくに、自分自身の家族をふ
まえながら「家族とは何か」を考えてください。「家族」に関する厳密な用語の規定をす
ることはきわめて難しいですが、ここでは一応､ 次のように解しておきましょう。家族

とは､ 夫婦関係を基礎として､ 親子､ 兄弟などの近親者がその主要な構成員で､ 相互に愛情やわれわ
れ感情によって強く結ばれ､ 共同の生活を営んでいる第一次的福祉追求の集団です。また、これらの
家族としての集団的本質は等質であっても、その構成、形態、機能などは決して一様ではありません。
さらに、親子関係も単なる血縁関係のみの関係ではなく、親子としての社会的承認に基づいた関係で
もあります。

日本の家族はその時代、地域によって独自の性格をみせていますが、日本の家族を語るとき、その
基本的性格の典型としてとらえられるものが近代まで支配してきたイエ制度です。家長のもとに家系、
家名、家産の継承、すなわち、家業や家督を受け継ぎ、祖先を祭り、家族が世代をこえて存続繁栄す
ることを重視する制度です。しかし、最近の日本の家族に対する意識も変化し、時代の変遷とともに

「家族の形態」や「家族の機能」の変容、さらには家族意識の変化がみられます。
本課題は、こうした視点をふまえながら、「家族とは何か」、「制度としての家族」、「集団としての家

族」、「家族の機能」といった特徴を自分で理解しながら、自分で考察し現代日本の家族について簡潔
に述べてください。

　　　　　  テキストをよく読んで現代社会がどのように変化してきたかを、人口、産業・職業、階
級・階層などの諸要素を考えながら、本課題である「物質」志向から「脱物質」志向へ
の変革と「豊かな社会」との相互関係について考察してください。とくに、この課題では、

次の視点をふまえながらレポートを作成してください。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス
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⑴　1960年代からの高度経済成長にともなって、産業・職業構造の高度化、ホワイトカラーの増加、
所得水準の上昇、生活水準の平準化がみられ、国民生活意識のなかには自己の所属している階級を
中流階級とみなし、それが「一億総中流意識」として確立されたこと。

⑵　その一方では、「働き蜂」「エコノミックアニマル」「カローシ」という造語が生まれ、生活意識にも
陰りがみえてきました。また、社会も産業社会から「脱」産業社会への転換という社会変化がみら
れたこと。

⑶　その根本的な社会変化が市場的、経済的豊かさだけではなく、生活次元の豊かさが重要な要素と
して、「モノ」から「こころ」へ、経済から文化へ、成長から成熟へ、産業主導から生活主導へとの
傾向が強まったこと。

⑷　その社会的背景には、国民総生産の増大は、必ずしも人々の暮らしや福祉および真の「豊かさ」
に貢献したとは限らないことを国民は意識し始め、あらためて、人間性の疎外と対比するかたちで

「生活の質」が問われていること。
要するにこの課題は、社会福祉を学ぶにあって、最も根本的な課題でもあり、社会福祉の援助過程

を考えるにあたってもとても大切な課題といえるでしょう。いずれにしましても自分自身の身近な生
活や暮らしを見詰めなおすことによって、レポートを作成してください。

　　　　　  テキストをよく読んで、本課題に取り組んでください。この課題は、これまで学んでき
た福祉社会学をまとめる意味合いも込めて出されている課題です。とくに、わが国にお
ける社会福祉の現状をよく考えながら、社会福祉の諸問題に対する社会学的アプローチ

について整理するとともに、今後の社会福祉の役割と機能について論述してください。
社会福祉の意味には、狭義的な視点からの社会福祉と広義的な視点からの社会福祉のとらえ方に

よって、さまざまな意味があります。戦後の社会福祉の歴史は、国民の生活の変化にともなって、「福
祉模索期」、「福祉発展期」、「福祉見直し期」、「福祉転換期」を経て、新たな社会福祉を構築しようと
しています。特に、近年では社会福祉基礎構造改革によって、従来の社会福祉制度が見直され、新し
い福祉社会のパラダイムが構築されようとしています。これらの社会福祉の動向は、国民の日常生活
や社会生活に生起する社会問題に対応するために展開されてきた社会福祉の歴史ともいえます。しか
し、本課題では、単に社会福祉の歴史的変遷を論じるだけではなく、社会を構成する個人や集団といっ
たさまざまな構成要素をふまえながら、レポートを作成することが大切です。

テキストにも記述されているように、「社会福祉は、さまざまな生活場面における諸問題に直面する
人々を対象としてその解決のために、人権の尊重と生活の質を高めるように制度的・社会的資源を動
員する。社会学の社会福祉に対する関係は、社会福祉の諸問題を制度や組織の次元だけではなく社会
を成立させる個人の行動や規範を分析することで、福祉問題の総合的な解決視点を提供する。」と述べ
られています。まさに本課題は、社会学的な視点から社会現象として社会福祉をいかに理解し、生活
問題を規定している諸要因やそれらを相互連関について考えながら、今後の社会福祉の役割と機能に
ついて論じることが重要となります。

受講生の皆さんは、テキストを読んで十分に理解を深めるとともに、自分なりの社会福祉観につい
て考えて、レポートを作成してください。

4 単位め
アドバイス
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■科目修了試験　評価基準 �
1 ．出題問題をきちんと理解しているか。
2 ．現代社会に生起する社会問題の背景がきちんと整理されているか。
3 ．重要な社会学用語や概念を用いながら適切に答えているか。
4 ．論述の分量も評価対象となる（文脈も大切にしてください）。

■参考図書 �
笹谷春美・吉崎用祥司・藤井史朗・小内透編著『変動期の社会学』中央法規出版、1992年
武川正吾著『福祉社会』有斐閣、2001年
佐藤慶幸著『現代社会学講義』有斐閣、1999年
京極高宣著『現代福祉学の構図』中央法規出版、1990年
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福祉心理学 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 1年以上

科目コード CC2103 担 当 教 員 渡部 純夫

■科目の内容 �
現代の日本社会は、まさに「ストレス社会」であるといえます。そのストレス社会を生き延びるの

はそう簡単なことではありません。現に複雑・多様化する日本社会にあって、「心」の悩みを抱えてい
る人が急速に増加してきていることがよい例でしょう。

福祉心理学は、社会的に弱い立場にいる人々の心の問題を受容し、理解しながらどのような関わり
ができるかを探る、「福祉」と「心理」の融合を目指した新しい学問です。実際的には、福祉の世界に

「心理学」の知見を活用し、人々の「生活の質」（QOL）を向上させ、幸せの追求を援助するための方法
について学んでいきます。

■到達目標 �
1 ）一人一人の幸せ追及と QOL（生活の質）の向上に、「福祉心理学」がどのように貢献できるか

説明できる。
2 ）「心理学」の理論や手法を応用して、人々の福祉に対処するための方法を解説することができる。

■教科書 �
小松紘・木村進編著『現代と未来をつなぐ実践的見地からの心理学』八千代出版、2009年

（最近の教科書変更時期）2010年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 心理学の歴史から

未来を考える①
心の学の誕生とその歩み

キーワード：行動主義、ゲシュタルト、
精神分析

心理学の歴史を振り返ることにより、心
理学がどのような発展を遂げてきたか
を学ぶ。

2 心理学の歴史から
未来を考える②

現代の心理学から未来へ

キーワード：環境・社会心理学、発達
心理学、臨床心理学、倫理

現代の心理学とその課題を理解するこ
とにより、未来における心理学の可能性
を考える。

3 人は現実世界をど
う捉え、経験し、困
難を克服するか①

「知る」ことの仕組みとその応用

キーワード：知覚、認知

「知る」という心理機能と行動の基本的
メカニズムについて学び、日常生活へ
の活用について考える。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
4 人は現実世界をど

う捉え、経験し、困
難を克服するか②

「学び、覚える」ことの仕組みとその
応用

キーワード：学習、条件づけ、行動主
義、記憶

社会・文化的な側面の理解についての
結びつきを踏まえ、「学習、記憶」とい
う心理機能と行動のメカニズムについ
て学ぶ。

5 人は現実世界をど
う捉え、経験し、困
難を克服するか③

「考え行う」ことの仕組みとその応用

キーワード：知能、問題解決

「知能」とは何か、「問題を解決する」時
の心の働きに着目し、「思考」のメカニ
ズムについて学ぶ。

6 心の成り立ちと個
性の形成を考える
①

「行動」から見た心と個性

キーワード：動機づけ、感情、社会的
認知

人間の「行動」を、心理学的に理解し
ていくための諸理論について学ぶ。

7 心の成り立ちと個
性の形成を考える
②

「パーソナリティ」から見た心と個性

キーワード：パーソナリティ、自我・
自己、自己実現

人を特徴づける「パーソナリティ」の
様々な考え方について学ぶ。

8 心の成り立ちと個
性の形成を考える
③

「人間性」から見た心と個性

キーワード：人間性心理学、感性、コ
ミュニケーション、適応

「人間性心理学」の各理論と「コミュニ
ケーション」の基礎概念についてを学
ぶ。

9 ともに生きるための
心理学の役割①

生活環境作りと心理学の役割

キーワード：父性原理・母性原理、
ウェルビーイング、文化心理学、パー
ソナル・スペース

心理学的アプローチに基づいて、人と
人、家族、社会・文化、環境との関連
性を学び、心理学の役割を考える。

10 ともに生きるための
心理学の役割②

人の健康と心理学の役割

キーワード：ストレス、予防

健康と「ストレス」の関連性について、
様々な生活場面における問題と、心理
的側面からの対処について考える。

11 ともに生きるための
心理学の役割③

心理臨床の現場から

キーワード：DSM- Ⅳ、ICD-10、アセ
スメント、心理療法、福祉と心理

単純に因果関係を特定できない「心の
問題」を学び、「アセスメント」「心理療
法」について考える。

12 「人生」を生きてい
くということ①

生涯発達

キーワード：変化、積み重ね、可塑性

「生涯発達心理学」という視点から「発
達」についての考え方を学ぶ。

13 「人生」を生きてい
くということ②

障害をもって生きるということ

キーワード：WHO、受容

「障害」とは何かを正確に理解する。
「障害」の意味・援助のあり方を考える。

14 「人生」を生きてい
くということ③

思春期を生きる

キーワード：同一性、自我、モラトリ
アム

「思春期の変化」を、「身体的変化」と
「心理的変化」に分けて考える。また、
その過程で心理学がどのように貢献で
きるかを考察する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
15 「人生」を生きてい

くということ④
老年期を生きる

キーワード：個人差、パーソナリティ、
生きがい、死、幸福、福祉

加齢が及ぼす身体的・心理的変化を学
び、心理学・社会福祉学の両面からの
アプローチを考える。

■レポート課題 �

1 単位め 福祉心理学の枠組みのひとつである人間理解が、「心理学的視点」からはどのように行われる
かについてまとめ、考察しなさい。

2 単位め

人間が生きていく過程において直面すると思われる問題を、「教育領域」「福祉領域」「医療領域」
「司法領域」「障がい領域」「思春期領域」「老年期領域」から、自分の関心にそってひとつ選択し、
どのように福祉心理学を実践にいかし、支援等に役立てることができるかについて考察しなさ
い。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
「福祉心理学」では、深い人間理解が必要になります。人間は発達を通していろいろなものを身に付

け、自己形成の課題に取り組んでいきます。課題に直面し不適応を起こすこともあります。そのよう
な人々に対して援助を行うにあたっては、一般的な発達においての特徴と課題をしっかりと押さえて
おくことが必要になります。しかし、人間には個性や個人差があります。個としての見方やとらえ方
も同時に必要になります。

この「福祉心理学」では、まず心理学の視点から人間理解を深めていくことを行います。その上で、
何らかの援助を必要としている人に対して、どのような援助方法があるのか、ひとりひとりのニーズ
にどのように応えていけばよいかについて、理念と実践から考えていくことにしたいと思います。
「福祉心理学」を考えるとき、「社会福祉」と「心理学」の二面性の問題と向き合うことになりますが、

ここでは「心理学」を「福祉」にどう活用するかという観点から考えていただきたいと思います。

　　　　　  ⑴　テキスト『現代と未来をつなぐ実践的見地からの心理学』の第 1 部「心理学の歴史
から未来を考える」から第 3 部「心の成り立ちと個性の形成を考える」までをよく読み、
人間の心理的活動がどうなっているかを理解するための努力をしてください。

⑵　次に、参考図書にあたり人間理解のための方法や視点の共通点と違いについてまとめ、考えを
膨らませてください。あなた自身が今まで行ってきた理解の仕方についてもふりかえりを行ってくだ
さい。

⑶　それらを、分析・考察しながら自分なりにまとめていくことにより、深い人間理解にもとづい
たレポートができあがると思います。

⑷　人間のすべての行動面に「心理学」は関わりをもちますから、日々の生活の中で気になる人間
の行動をとりあげ、「心理学」とつないで学んでみるとよいと思います。

1単位め
アドバイス
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　　　　　  ⑴　テキスト『現代と未来をつなぐ実践的見地からの心理学』の第 4 部「ともに生きる
ための心理学の役割」と第 5 部「『人生』を生きていくということ」をよく読んで、自分
が問題意識を感じたり、興味・関心を引く領域がどれかを見つけてください。

⑵　次に、その領域に関する情報を文献等で集めてください。施設見学やボランティア活動などで、
現場に触れてみる機会があれば体験や経験を通して考えることができてよいと思います。どうしても
それが無理であれば、テレビや映画、小説など参考になるものを見つけるようにしてみてください。
その時感じた気持ちを大事にしながら、その事例をもとに分析するとよいと思います。

⑶　 1 単位めで考えた人間理解を基に、実践の場で何ができるか・どのようなアプローチが考えら
れるかを検討しまとめてください。福祉心理学の可能性と限界を実践に照らしながら理解できるレポー
トに仕上げてください。

⑷　実践の場でどんな関わりをしていけばよいかという視点でまとめるとよいと思います。

■科目修了試験　評価基準 �
1 ）人生のライフステージの課題を理解しているか。
２ ）福祉心理学の視点が理解されているか。
３ ）テキスト以外の文献で発展的学習をしているか。
４ ）自分の考えをまとめる力があるか。
５ ）専門的内容をどれくらい理解しているか。

■参考図書 �
佐藤泰正・中山哲志・桐原宏行 編著　『福祉心理学総説』　田研出版、2011年
今城周造編著　『福祉の時代の心理学』　ぎょうせい、2004年
岡田明著　『福祉心理学入門』　学芸図書、1995年
水島恵一編著　『人間科学入門』　有斐閣双書、1976年
村上陽一郎著　『生と死への眼差し』　青土社、1993年
藤森和美編　『子どものトラウマと心のケア』　誠信書房、1999年
岩城宏之著　『いじめの風景』　朝日新聞社、1996年
村瀬嘉代子著　『子どもと大人の心の掛け橋』　金剛出版、1995年
佐藤泰正・山根律子編著　『福祉心理学』　学芸図書、1998年（改訂版、2005年）
宮原和子・宮原英種著　『福祉心理学を愉しむ』　ナカニシヤ出版、2001年（第 2 版、2006年）
白樫三四郎編著　『現代心理学への招待』　ミネルヴァ書房、1995年
小林重雄監修　『福祉臨床心理学』　コレール社、2002年
安藤治著　『福祉心理学のこころみ』　ミネルヴァ書房、2003年

2 単位め
アドバイス
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医学一般 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 2年以上

科目コード CC3079 担 当 教 員 柏木 　誠（上）／澤田 悦子（下）

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年
度以前に入学した方の「医学一般（ 4 単位）」は『レポート課題集2014（社会福祉
編）』または通信教育部 HP をご覧ください。

※スクーリングを別教員（井手貴治先生・城戸裕子先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
日本人の死因は、食生活や運動、嗜好など、日常生活上の不健康な生活習慣の積み重ねによる生活

習慣病と深くかかわっています。また、加齢に伴う様々な体の変化は、疾病を生じやすくします。
社会福祉に従事する人にとって、医療の基礎的な知識を持つことは不可欠ですが、私たちがより健

康的に生活する上でも、人体や老化、疾病などについて理解することは大切です。福祉関係職種に従
事することを目指している人は、利用者の医療を一緒に考えることができるように心がけて学んでく
ださい。

本科目では、基本的な人体の構造と機能を理解した上で、直面する頻度の高い障害や疾病について
医学的に理解します。学んだ知識を、日々の生活に生かせるような、応用がきく生きた勉強を心がけ
てください。

医学一般は、予防対策や行政の取り組みなど、医療にかかわる広範囲な内容を含みますが、単位が
4 単位から 2 単位に減少したため、リハビリテーションなど、他の科目と重複する分野については、レ
ポート課題には入れませんでした。しかし、非常に重要な分野ですので、教科書をしっかり読んでお
いてください。予防対策や、生活習慣病など、「公衆衛生学」と重複しますので、「公衆衛生学」のレポー
ト課題を参照して、より深く学ぶことをお勧めします。

■到達目標 �
1 ）加齢に伴う生理機能の低下と、高齢者に多い疾患（慢性腎臓病、高血圧、誤嚥性肺炎など）と

の関連について説明できる。
２ ）高齢者に多い疾病および症状の特徴について説明できる。
３ ）免疫（特に液性免疫）について説明できる。
４ ）大脳の機能と関連させて考え、認知症の中核症状と、主な原因疾患について説明できる。
５ ）生活習慣病および、生活習慣との関連について説明できる。主な生活習慣病について説明できる。

メタボリック症候群と関連させて説明できる。
６ ）介護保険の特定疾病と、高齢者に多い神経疾患と精神疾患の特徴を説明できる。
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■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 1 　人体の構造と機能及び疾病（第 3

版）』中央法規出版、2015年（第 3 版でなくても可）
（最近の教科書変更時期）2015年 3 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 人の成長・発達

と老化①
（第 １ 章）

身体の成長・発達、精神の成長・発達につ
いて

キーワード：遺伝子と環境

胎児期から青年・中年期までの身体お
よび精神の成長・発達の特徴を知り、
遺伝子と環境による影響を考えるため
の基礎を学ぶ。

2 人の成長・発達
と老化②

（第 １ 章）

老化について

キーワード：老年症候群、生理機能の加齢
変化

生理機能の加齢変化の特徴を知り、高
齢者の特徴や老年症候群について考
える。

3 身体構造と心身
の機能①

（第 2 章）

人体の構造について

キーワード：心臓、腎臓、肺、脳

医学の基礎用語、医学の基礎知識（器
官、構造と機能）を学ぶ。特に、脳と
腎臓の機能について学ぶ。

4 身体構造と心身
の機能②

（第 2 章）

身体機能の調節について

キーワード：自律神経、ホルモン、免疫、
脱水

医学の基礎用語、医学の基礎知識（人
体の恒常性、身体機能の調節）を学ぶ。

5 疾病の概要①
（第 3 章）

生活習慣病と未病、悪性腫瘍、脳血管疾
患、心疾患

キーワード：生活習慣病、メタボリックシ
ンドローム、脳出血、脳梗塞、片麻痺、虚
血性心疾患

社会福祉士に必要な疾病の概要、症
状、予後について学ぶ。日本人の死因、
疾病予防について考える。

6 疾病の概要②
（第 3 章）

高血圧、糖尿病と内分泌疾患、呼吸器疾
患、消化器疾患、血液疾患と膠原病

キーワード：高血圧、糖尿病の三大合併
症、誤嚥性肺炎、慢性閉塞性肺疾患

7 疾病の概要③
（第 3 章）

腎臓疾患、泌尿器系疾患、骨・関節疾患、
目・耳の疾患、感染症

キーワード：慢性腎臓病、骨粗鬆症、日和
見感染症

加齢に伴う生理機能の低下と、高齢者
に多い疾患との関連を考える。介護保
険の特定疾病について理解する。先天
性疾患と遺伝子異常、感染症や薬剤の
影響などについて考える。在宅緩和ケ
アについて考える。8 疾病の概要④

（第 3 章）
神経疾患と難病、先天性疾患、その他の
高齢者に多い疾患、終末期医療と緩和ケア

キーワード：難病、パーキンソン病、介護
保険の特定疾病、先天性疾患、老年症候
群、低栄養
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
9 障害の概要①

（第 4 章）
視覚障害、聴覚障害、平衡機能障害、肢
体不自由

キーワード：緑内障、老人性難聴、脳性麻
痺

障害の概要と支援方法を学ぶ。

10 障害の概要②
（第 4 章）

内部障害、知的障害、発達障害

キーワード：内部障害、内部障害の特徴

11 障害の概要③
（第 4 章）

認知症、高次脳機能障害、精神障害

キーワード：認知症、高次脳機能障害、う
つ病

認知症の原因疾患、中核症状および行
動心理症状について学ぶ。うつ病、と
くに高齢者のうつ病の特徴について学
ぶ。

12 リ ハ ビ リ テ ー
ションの概要①

（第 5 章）

リハビリテーションとは、リハビリテーショ
ンにおける障害評価、リハビリテーション
の諸段階

キーワード：リハビリ、廃用症候群、ADL
（日常生活活動）

リハビリテーションの概要を理解し、
チームアプローチを担う一員としての
役割を考える。

13 リ ハ ビ リ テ ー
ションの概要②

（第 5 章）

リハビリテーションにかかわる専門職、リ
ハビリテーションの四つの側面

キーワード：理学療法士、作業療法士、言
語聴覚士、医療ソーシャルワーカー、臨床
心理士

14 国際生活機能分
類（ICF）の基本
的考え方と概要

（第 6 章）

ICIDH から ICF への変遷、その概要につい
て

キーワード：ICF、健康状態、生活機能低
下

WHO による健康状態と障害の分類を
理解する。

15 健康のとらえ方
（第 7 章）

健康とプライマリヘスルケア、高齢化と家
族、国民健康づくり対策、感染症対策、産
業保健、歯科保健

キーワード：健康日本21（第 2 次）、特定
健診、感染症法

超高齢化社会における健康寿命の延
伸について考える。

■レポート課題 �

1 単位め

①腎臓の機能について説明せよ。
②脳の構造と機能について説明せよ。
③自律神経系による身体の機能の調節について、簡単に述べよ。
④加齢に伴う生理機能の低下について説明せよ。
⑤免疫について説明せよ。特異的免疫については詳しく説明しておくこと。
⑥廃用症候群の定義を述べよ。また、廃用症候群を発症しやすい身体諸器官を挙げよ。
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2 単位め

①生活習慣病について説明せよ。まず定義を述べた後、主な生活習慣病を挙げ、生活習慣と
関連させて、説明せよ。特に、死因にかかわる重大な生活習慣病については、詳しく説明せよ。

②メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）について説明せよ。代謝異常との関連を記述
しておくこと。また、特定健診の必要性についても考察しておくこと。

③慢性腎臓病（CKD）について説明せよ。また、CKD と、加齢や他の疾患との関連について
考察せよ。

④認知症の定義と症状、および、認知症の原因疾患について説明せよ。
⑤介護保険について説明せよ。特に、特定疾病に指定されている神経疾患については詳しく説

明せよ。（認知症の説明は省いてよい）
⑥次の語句の中から、一問を選んで説明せよ。
　 1 ）嚥下障害および誤嚥性肺炎
　 2 ）高齢者のかかりやすい精神疾患
　 3 ）感染症（特に日和見感染、院内感染、施設内感染と関連させて考える）
　 4 ）高齢者が脱水症状になりやすい理由
　 5 ）高次脳機能および、高次脳機能障害
　 6 ）内部障害
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

注意　⑴�　年度により問題が異なり、また、問題文も長いので、レポート用紙の「課題」欄には、
「2015年の問題に解答する」のように、課題の年度のみを記入し、問題文は記入しないでく
ださい。「解答欄」にも、問題の番号のみを記入し、問題文は記入しないでください。

　　　⑵�　各問に対して、300字以上をめやすに、単位毎に、1,800字以上2,000字程度になるように、
簡潔明瞭にまとめてください。定義を最初に記述し、詳細や例はその後に記述するとわか
りやすくなります。

　　　⑶�　教科書や文献をそのまま写すのではなく、自分自身の言葉で、要点をまとめなおしてく
ださい。

　　　⑷�　解答として何が求められているのかを考えて、求められた解答を記述することが大切です。
　　　⑸　解答欄に、不必要に大きな余白はとらないでください。

（平成25年度以前履修登録者）2014年 4 月よりレポート課題が変更になりました。『レポート課題集
2013』記載の課題でも2015年 9 月末までは提出できますが、できるだけ新しい課題で提出してくだ
さい。

■アドバイス �
「医学一般」では、疾病や障害についての基本的な理解をします。
慢性期や終末期の医療は、医療関係職種と、福祉関係職種とのチームアプローチによって、在宅で

展開されることが多くなってきています。特に、福祉関係職種に従事することを目指している者は、
利用者の医療を一緒に考えることができるように心がけて学んでください。

テキストを、まず一通り読んで、全体的に理解してから課題に取り組んでください。同じ疾病が何か
所かに分かれて記載されていることがありますが、総合的に関連づけられるような学び方が大切です。

教科書は簡単に記述してあるため、理解し難いと感じる人も多いと思います。教科書では理解が不
十分だと感じたら、高校の教科書を復習したり、他の文献で調べたりすることをお勧めします。

NHK 出版の『きょうの健康』は、新しい知識を得るのに良い雑誌です。
医療制度や介護保険制度、障害者福祉制度など、改正されることが多い制度については、新聞など
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のニュースに注意してふだんから学ぶ姿勢を心がけていてください。COPD やサルコペニアなど、最
近話題になることの多い疾患にも関心を持って生活してください。

　　　　　  人体の構造と機能は、老化や疾病を理解するための基礎知識として重要です。課題にな
いところも熟読しておいてください。老化について学ぶことは、高齢者の病気や病気予
防を理解することにつながります。

加齢による機能低下が著しい腎臓は、生命を維持するための様々な機能を持っていることを学び、
腎臓の機能が病的に低下しないよう役立てましょう。

　　　　　  日本人の死因は、生活習慣と密接にかかわっています。2011年より、死因の第 3 位は肺
炎、第 4 位が脳血管疾患になっていますが、なぜなのか理由も考えてみてください。悪
しき生活習慣について認識することで、自らの生活を見つめ直すことも大切です。脳卒

中などの重要な疾患は、症状の違いだけでなく、発症原因の違いについても理解しておいてください。
高齢者に多い疾患や、特定疾患（難病）、特定疾病（介護保険）についても理解しておいてください。

疾病名だけでなく、病理・病態や、治療法を調べて、理解を深めておいてください。
高齢者では、寝込むような基礎疾患がなくても、低栄養や運動不足などから廃用症候群になったり、

寝たきりになったりすることを理解し、予防について考えておいてください。
若い人でも、疾病や運動機能障害などにより体を使わないでいると、筋肉が細くなったり、骨がも

ろくなったりします。骨量が十分あっても、蛋白質の糖化により骨折しやすくなります。毎日の生活
にいかせるような学び方が大切です。

医療は、日々進歩しています。新しい情報を自ら得て、妥当性を確認・判断し、検証しながら行動
することが求められます。新聞やインターネットのニュースに関心を持って、学び続けてください。

■科目修了試験　評価基準 �
1 ）レポートの評価の基準
　①�　問われていることを理解し、求められていることに応えている。即ち、レポートを読めば、

逆に問題がわかるようなレポートになっている。
　②　教科書などの丸写しではなく、納得したうえで自分の言葉でまとめている。
　③　要点を、簡潔に、読み手にもわかるようにまとめている。
　④　�学び方がわからないと思われる場合は、再提出を求める。助言を参考に書き改めて、再提出

したものを評価する。

２ ）試験の評価の基準
　①�　レポートをまとめる中で学んだ知識が、身についている。ただし、年代や細かい数字などを

暗記する必要はない。
　②�　教科書などから学んだ知識が感じられる答案であること。一般常識や、仕事上で得た知識だ

けでは不十分なので注意する。
　③　レポート添削の「講評・指導」などの助言を考慮している。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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　④�　web 試験は、持ち込みなので、採点は厳しくなる。「レポート課題を理解していない」「教科
書を試験前に読んでいない」と判断されれば、不合格とする。

■参考図書 �
人体の基礎知識の参考書として
　　貴邑富貴子ほか著『シンプル生理学』南江堂、2008年
　　黒沢美枝子ほか著『生理学』（コメディカルのための専門基礎分野テキスト）中外医学社、2012年
　　中野昭一編『図説　ヒトのからだ』医歯薬出版、2001年
鈴木庄亮ほか著『シンプル公衆衛生学』南江堂、2009年～2014年

『NHK 今日の健康』日本放送協会出版、月刊誌
別冊 NHK 今日の健康シリーズ（『認知症』、『メタボリックシンドローム』、『うつ病』、『高血圧』など）
山田正仁ほか著『認知症のベストアンサー』主婦と生活社、2012年
Newton 別冊『脳と心』株式会社ニュートンプレス、2012年
田沼久美子ほか著『しくみと病気がわかるからだの事典』成美堂出版、2007年（ 3 D ビジュアル
DVD 付　2013年）
小安重夫ほか著『免疫学マスター』羊土社、2007年

■履修上の注意 �
平成22年度以前の入学者がこの科目を、高等学校福祉科免許状取得のための教職科目として使う場

合は、『レポート課題集2014（社会福祉編）』p.106～をご覧ください。
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福祉行財政と福祉計画 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 3年以上

科目コード CC4080 担 当 教 員 佐藤 英仁

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した
方は、履修することはできません。

■科目の内容 �
福祉行財政では、国・都道府県・市町村の役割や国と地方との関係に留意しながら社会福祉行政の

実施体制を学びます。また、国と地方における財政のポイントを整理しながら、福祉財政の現状や動
向を見ていきます。福祉計画では、福祉計画の意義や目的を理解しながら、具体的な福祉計画（地域
福祉計画、老人福祉計画、介護保険事業計画、障害者計画、障害福祉計画および次世代育成支援行動
計画）の内容や特徴について学びます。

■到達目標 �
1 ）福祉行政の組織および国と地方自治体の関係について説明できる。
2 ）社会保障関係費や民生費の現状を説明できる。
3 ）福祉行政を担う専門機関や専門職について説明することができる。
4 ）具体的な福祉計画について根拠法と関連付けて解説できる。

■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座10　福祉行財政と福祉計画（第 4 版）』

中央法規出版、2014年（第 4 版でなくても可）
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 福祉行財政と

福祉計画
（第 1 章）

戦後の社会福祉の法制度の展開過程
を理解する。また、今日の社会福祉の
中で重要な手法となっている福祉計画
が登場した背景や考え方について学
ぶ。

社会福祉の法制度を成立させる要因について
理解しましょう。特に、福祉需要の増大、人
権思想の確立、社会運動、国際競争が法制
度を成立させてきた歴史について考えてみま
しょう。

2 福祉行政の組
織

（第 2 章）

国の福祉行政を担っている機関・組織
について理解する。また、地方自治体
を整理したうえで、福祉行政を担って
いる地方自治体の組織について理解す
る。

国の福祉行政を担っている厚生労働省の組織
について理解しましょう。また、政令指定都
市や中核市、特例市の特徴についての整理し
ましょう。特に、専門機関が設置される地方
自治体はどこなのか、義務なのか任意なのか
を明確にしてください。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
3 社会福祉基礎

構造
（第 2 章）

法制度や福祉行政の実施体制を規定
する社会福祉の基礎構造について、実
践的な観点から理解する。

福祉サービスの 7 つの利用方式（生活保護方
式、措置方式、行政との契約方式、介護保険
方式、支援費方式、自立支援給付方式、事業
費補助方式）の特徴を理解しましょう。

4 財政と社会福
祉

（第 3 章）

財政、予算とは何かを理解する。また、
社会保障給付費について整理し、その
現状について理解する。

一般会計と特別会計の違いを明確にしておき
ましょう。また、社会保障給費の現状を「医
療」「年金」「福祉その他」に分けて整理してお
いてください。

5 一般会計予算
と社会保障関
係費の動向

（第 3 章）

国の一般会計予算の歳出・歳入につ
いて整理し、その現状について理解す
る。また、社会保障関係費について整
理し、その現状を理解する。

国の一般会計予算の歳出は社会保障関係費、
国債費、地方交付税等、文教及び科学振興費、
公共事業関係費等に分類されますが、それ
ら割合について整理しておきましょう。また、
社会保障関係費は 5 つに分類されますが、そ
の現状についても理解しておくことが重要で
す。

6 地方自治体の
財政と民生費
の動向

（第 3 章）

地方自治体の財政における歳出と歳入
について整理し、その現状について理
解する。また、民生費について整理し、
その現状を理解する。

地方自治体の財政における歳出は民生費、教
育費、公債費、土木費、総務費等に分類され
ますが、それら割合について整理しておきま
しょう。また、民生費は5つに分類されますが、
その現状についても理解しておくことが重要
です。

7 専門諸機関
（第 4 章）

福祉行政を担っている専門機関に理解
する。また、各専門機関と国、都道府
県、市町村の実施体制との関係につい
て学ぶ。

福祉事務所、児童相談所、身体障害者更生相
談所、知的障害者更生相談所、婦人相談所に
ついてそれぞれ理解しておきましょう。また、
それらの専門機関で働いている専門職につい
ても整理しておくことが重要です。

8 専門職
（第 4 章）

福祉行政を担っている（法律による国
家資格、法律によって指定された教育
機関や専門機関による公的資格、民間
の機関が認定する資格を有した）専門
職について理解する。

現業員、査察指導員、児童福祉司、身体障害
者福祉司、知的障害者福祉司について、それ
ぞれの業務内容を整理し、専門機関と関連さ
せて理解しておきましょう。

9 福祉計画の目
的と意義

（第 5 章）

福祉援助の実施・提供機関において個
別援助に関わる社会福祉士が、地方自
治を目指す「福祉計画」に関わる目的
や意義を理解する。

福祉計画における国、都道府県、市町村のそ
れぞれの役割について明確にしておいてくだ
さい。特に国が参酌標準の設定を通じて関与
している点について理解しましょう。

10 福祉計画の理
論と技法

（第 6 章）

福祉計画の概念や類型、計画の過程
モデルとその特徴、ニーズ把握の技
法、計画の評価の技法、住民参加の次
元と技法についてそれぞれ理解する。

福祉計画策定においてまず必要とされるのが
ニーズの把握です。ニーズには客観的ニーズ
と主観的ニーズがありますが、それぞれの特
徴について理解しましょう。（主観的ニーズ
は、利用者自身がサービスの必要性を自覚し
ているものである。）

11 福祉計画の事
例研究の視点

（第 7 章）

「地域特性・福祉特性」「福祉計画の契
機・主体・対象・方法」「福祉計画の類
型・関連・内容」「福祉計画の機能」「福
祉計画の推進体制」の枠組みで分析し
ていく視点を理解する。

計画の契機、計画の主体、計画の対象のそれ
ぞれの意味について理解しましょう。具体的
な福祉計画を考えながら、学習することが重
要です。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
12 老 人 福 祉 計

画・介護保険
事業計画

（第 7 章）

高齢者分野の福祉計画である老人福
祉計画と介護保険事業計画の内容を
理解する。また、それらが法定化され
るまでの歴史的経緯や社会的背景につ
いて学ぶ。

老人福祉計画は老人福祉法に規定された福祉
計画です。介護保険事業計画は介護保険法に
規定されている福祉計画です。老人福祉計画
は市町村老人福祉計画と都道府県老人福祉計
画に大別されます。また、介護保険事業計画
は市町村介護保険事業計画と都道府県介護保
険事業支援計画に大別されます。それぞれの
違いについて理解しましょう。

13 障害者計画・
障害福祉計画

（第 7 章）

障害者分野の福祉計画である障害者
計画と障害福祉計画の内容を理解す
る。また、それらが法定化されるまで
の歴史的経緯や社会的背景について学
ぶ。

障害者計画は障害者基本法に規定された福祉
計画です。1982年に策定された「障害者対策
に関する長期計画」からの歴史的な変遷を整
理してください。障害福祉計画は障害者自立
支援法に規定された福祉計画である。障害福
祉計画は市町村障害福祉計画と都道府県障害
福祉計画に大別されますが、その違いについ
て理解しましょう。

14 次世代育成支
援行動計画

（第 7 章）

児童・家庭分野の福祉計画である次
世代育成支援行動計画の内容を理解
する。また、それが法定化されるまで
の歴史的経緯や社会的背景について学
ぶ。

次世代育成支援行動計画は次世代育成支援
対策推進法に規定されている福祉計画です。
次世代育成支援行動計画は市町村行動計画、
都道府県行動計画、一般事業主行動計画、特
定事業主行動計画の 4 つに大別されますが、
それら違いについて理解しましょう。

15 地域福祉計画
（第 7 章）

地域福祉計画の内容を理解する。また、
それが法定化されるまでの歴史的経緯
や社会的背景について学ぶ。

地域福祉計画は社会福祉法に規定された福祉
計画です。地域福祉計画は市町村地域福祉計
画と都道府県地域福祉支援計画に大別されま
すが、その違いについて理解しましょう。

■レポート課題 �

1 単位め 福祉サービスの利用方式について、措置制度と介護保険制度の特徴をそれぞれ述べなさい。
ただし、措置制度と介護保険制度の違いに留意すること。

2 単位め
介護保険事業計画について、市町村介護保険事業計画と都道府県介護保険事業支援計画のそ
れぞれの概要と違いについて述べなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
この科目の学習内容は、大きく「福祉行財政」と「福祉計画」に分けられます。「福祉行財政」では

「福祉サービスの利用方式」、「福祉財政の動向」、「社会福祉行政の専門機関」、「社会福祉行政の専門職」
など、「福祉計画」では「地域福祉計画」、「老人福祉計画」、「介護保険事業計画」、「障害者計画」、「障
害福祉計画」、「次世代育成支援行動計画」など非常に幅広い内容となっています。ただ単に、概要を
学ぶのではなく、諸制度の意義や問題点についても考えながら学習して下さい。

この科目では特に制度が変更になり、テキストに記載してある内容が通用しなくなる可能性があり
ます。また、「社会保障関係費」、「民生費」といった財政面では年度ごとに数値や特徴が異なります。
これに対応するために毎日、新聞を読む習慣をつけるといいでしょう。教科書以外にも「福祉財政の
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動向」に関しては「地方財政白書」（http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/hakusyo/）も参考に
して下さい。

　　　　　  この課題に関しては、テキストの第 2 章を参照して下さい。以前は措置制度を中心とし
た福祉サービスの利用が一般的でしたが、2000年の社会福祉法の改正に伴い、措置制度
が抜本的に改正され、介護保険制度等が導入されました。措置制度とはどういうもので

あったか、介護保険制度とはどういう制度なのか、これらを比較しながら理解することが重要です。
今回のレポートとは直接関係ありませんが、福祉サービスの利用方式には他に生活保護制度、行政と
の契約方式、支援費制度、自立支援給付制度、事業費補助制度があります。これらも興味を持って学
習して下さい。

　　　　　  この課題に関しては、テキストの第 7 章を参照して下さい。福祉計画は地域や住民、
サービス利用者の実情を踏まえながら、必要となる福祉サービスの量を把握し、目標と
するサービス量を示すために策定されるものです。介護保険事業計画は介護保険法に規

定されている福祉計画です。高齢者が増えることが予想される将来、介護保険事業計画の役割はます
ます重要になります。今回のレポートとは直接関係ありませんが、福祉計画には他に地域福祉計画、
老人福祉計画、障害者計画、障害福祉計画、次世代育成支援行動計画があります。これらも興味を持っ
て学習して下さい。

■科目修了試験　評価基準 �
・福祉行政を担う機関や諸制度が理解できているか。
・福祉サービスの利用方法が理解できているか。
・国や地方自治体の福祉財政の現状が理解できているか。
・福祉計画の概要が理解できているか。

■参考図書 �
総務省「地方財政白書」〈http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/hakusyo/〉（最新のものを参考

にして下さい）

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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障害者福祉論 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 1年以上

科目コード CD2118 担 当 教 員 関川 伸哉（上）／横山 英史（下）

※会場によりスクーリングを別教員（小佐々典靖先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
本科目では、障害者福祉の基礎知識や、その背景にある理念や概念を理解すること

により、障害者への福祉的援助を行う際の基本的な考え方や基盤を築くことを学習のねらいとしてい
ます。障害者福祉とはどのようなものなのかということを理解するために、まず、障害者理解のため
の基本的知識や考え方を学習します。そして、障害者福祉施策の展開とその特徴について概観し、実
際に福祉援助を行う上で必要な知識と方法について習得します。

■到達目標 �
1 ）障害者福祉の理念と障害の概念について説明することができる。
2 ）障害当事者を取り巻く現状や、これまでの歴史を踏まえ、当事者が抱える問題への認識を深め

つつそれらを説明できる。
3 ）障害者福祉制度、関連施策への理解を深め、当事者が抱える問題の軽減、解決に向けた取り組

みについて説明できる。
4 ）何が「障害」かということに関して、身近な体験や様々な事例を通じ、自分の言葉で伝えるこ

とができる。

■教科書 �
1 ）『社会福祉士シリーズ14　障害者に対する支援と障害者自立支援制度（第 3 版）』弘文堂、2015年
2 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座14　障害者に対する支援と障害者

自立支援制度（第 5 版）』中央法規出版、2015年（第 5 版でなくても可）
（最近の教科書変更時期）2015年 3 月
※昨年度までの履修登録者は教科書 ２ ）のみが配本されていますが、レポート課題に取り組む際は「ア

ドバイス」にそっておまとめください。
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■在宅学習15のポイント �
学習内容： 1 ～10回は教科書 1 ）、11～15回は教科書 2 ）を使用してください。ただし、昨年度まで

の履修登録者は、教科書 2 ）に記載のない内容については、ご自身で教科書 1 ）や他の参考図書・資
料で学習をお進めください。

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 障害の概念と理念

①
（第 1 章）

障害、障害のある人をどのようにとら
えるのか、その国際的な捉え方、国内
の法制度の内容について理解する。

一般的な障害の概念を踏まえ、WHO の
国際障害分類（ICIDH）､ 国際生活機能分
類（ICF）への改正の要点について理解
し、説明できるようにしましょう。また、
福祉関係諸法における障害の定義につい
ても確認してください。

2 障害の概念と理念
②

（第 1 章）

基本的人権とそれに対立する思想を踏
まえ、ノーマライゼーション、リハビ
リテーション、自立生活、エンパワメ
ント、バリアフリー、ユニバーサルデ
ザインの捉え方について理解する。

ノーマライゼーションを中心とした諸理
念がいかに形成されてきたかについて理
解し、どのように具現化を図っていくの
か考えてみてください。

3 障害者の生活実態
とニーズ

（第 2 章）

主に統計資料から身体障害、知的障
害、発達障害、精神障害、難病（児）
者の動向、生活実態・ニーズについて
学ぶ。また手帳制度や施策の概要につ
いて理解する。

統計的な実態や、手帳制度の概要、当事
者の生活ニーズについて理解しましょう。
また、その動向や、どのような要因が現
状に影響を与えているのかについても考
えてみてください。

4 国連・障害者の権
利条約と障害者権
利保障の歴史

（第 3 章）

国連を中心とした権利保障の発展過程
について確認し、2006年に採択された
障害者権利条約について理解する。ま
た、戦前も含めた障害者福祉の展開に
ついて学び、現在の障害者総合支援
法、障害者差別解消法制定までの経
緯、課題について理解する。

国内の各法律における障害の定義につい
て確認し、現在の障害者総合支援制度が
制定されるまでの経緯について説明でき
るようにしましょう。その上で、現在の
制度が抱える問題点についてもまとめて
みてください。

5 障害者福祉の法
（第 4 章）

障害者福祉に関連する法律の目的や、
その意義、各法律の対象、法的定義に
ついて把握する。また、その実施体制
を踏まえ、援助の在り方について理解
する。

障害者基本法を中心に、対象者ごとの身
体障害者福祉法、知的障害者福祉法、精
神保健福祉法、発達障害者支援法、児童
福祉法についてその概要について理解し
ましょう。合わせて医療観察法や障害者
虐待防止法、障害者差別解消法などの概
要、課題についても整理してください。

6 障害者の福祉サー
ビス（障害者総合
支援法と障害者支
援）

（第 5 章）

障害者自立支援法の成立とその問題
点、障害者総合支援法の制定に至る経
緯について確認し、障害者総合支援法
の概要について理解する。

障害者支援の法制度は、近年様々な変更
がなされています。現在の制度、サービ
スへの理解と合わせて、その問題点、求
められるサービス像についても考えてみ
てください。

7 障害者の福祉と労
働

（第 6 章）

障害者にとっての働く意味を理解し、
障害者雇用の実態を把握する。また、
障害者雇用を支える制度について確認
する。

障害者雇用においては、長い間、就労機
会の制約、賃金（工賃）の低さが指摘さ
れてきました。その対応が福祉分野と労
働分野に二分されているという問題もあ
り、統一的な保障をいかに図っていくか、
考えてみてください。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
8 障害者の所得保障

（第 7 章）
低所得世帯が多数を占める障害者世
帯においては、所得保障制度の充実、
経済的負担の軽減が欠かせない。生
活の基盤を支える制度の現状、問題な
どについて理解を深める。

所得保障の制度で中心となる障害基礎年
金などの公的年金を始め、特別児童扶養
手当などの社会手当、生活保護制度は、
生活を支えていく上で重要な役割を果
たしています。これらの制度を実際の支
援において適切に活用できるようにしま
しょう。

9 障害者の社会生活
参加

（第 8 章）

障害者の社会参加の意義を明らかに
し、その妨げとなる制度上の参加制限、
偏見や差別、市民の理解不足について
学び、それらをいかに解消していくか
考察する。また、その具体的な取り組
みであるバリアフリー、ユニバーサル
デザインについて理解する。

障害当事者の社会制約を妨げるものには
様々なものがあります。教科書の内容を
踏まえ、身近な生活の中で生じるバリア、
支障をいかに解消していくか、考えてみ
てください。

10 障害児の福祉サー
ビス

（第 9 章）

障害児の固有な権利、子ども期という
年齢や発達の状況に即した支援に意義
について理解する。その上で、児童福
祉法、障害者総合支援法に基づく福祉
サービス、学校教育における取り組み
について確認する。

国際的な到達点である児童の権利条約、
障害者権利条約の意義を踏まえ、障害児
固有の福祉サービスの体系への理解を深
めてください。

11 障害者に関わる法
体系

（第 2 章）

障害者基本法を始め、障害者にかかわ
る法律は福祉分野に限らず、保健・医
療、年金・手当、雇用・労働など多岐
にわたる。これらの法律の目的や、成
立の背景、概要について理解する。

障害当事者の生活を支えていく上で、こ
れらの法律は生活の様々な場面で関わり
をもっています。制度への理解を通じ、
実際の支援に活用してみてください。

12 組織・機関の役割
（第 5 章）

障害者総合支援法の実施主体として位
置づけられる市町村、都道府県、国、
指定サービス事業者、労働機関、教育
機関などの役割や業務について理解す
る。

自治体や国を始め、サービス事業者や労
働機関、教育機関が果たす役割を理解し、
連携やチームアプローチ、地域づくりを
行う際に役立ててみてください。

13 専門職の役割と実
際 ①障害者にか
かわる専門職の価
値・倫理

（第 6 章第 1 節）

専門職に求められる価値・倫理につい
て理解を深め、求められる当事者との
関係性について考える。

利用者にサービスを提供する際の利用者
中心の考え方、多様性や個別性の尊重、
受容など各分野に共通する価値と倫理に
関して、今後の実践の基盤となる考え方
を形成してください。

14 専門職の役割と実
際②

（第 6 章第 2 節～
第 6 節）

障害者総合支援法に位置づけられてい
る相談支援専門員、サービス管理責任
者、生活支援専門員の役割とサービス
提供の状況について理解する。

それぞれの職種の位置づけと役割、実際
のサービスを提供する際に必要とされる
方法や技術を踏まえ、実際の支援に活用
してみてください。

15 多職種連携・ネッ
トワーキング

（第 7 章）

多職種連携・ネットワーキングの意義
を踏まえ、その中核をなす協議会の運
営と活用法について理解を深める。

地域生活への移行を始め、様々な場面で
医療・教育・労働機関との連携はより重
要になってきています。その中で中心的
な役割を果たす協議会の目的、役割につ
いて確認し、効果的な連携、ネットワー
キングの形成ができるようにしましょう。
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■レポート課題 �
※ 3 単位めの B 課題を除いて、各課題1,800字以上記入してください。

1 単位め
ノーマライゼーションおよびリハビリテーションの理念についてまとめ、基本的な考え方につ
いて述べなさい。また、その実現のためにはどうしたらよいか、テキストにとりあげられてい
る取り組みなどを参考に、あなたの考えを述べなさい。

2 単位め
WHO の国際障害分類（ICIDH）および国際生活機能分類（ICF）の概要についてまとめなさい。
また、障害の構造的理解についての解釈や 3 つのレベルへのアプローチ、あるいは「障害をど
のように理解するか」について述べなさい。

3 単位め

次の課題のうち、いずれか一方を選んで答えなさい。
Ａ�．障害者福祉施策の発展についてまとめ、現代社会における障害者福祉サービスの特徴や問

題点について考察し、あなたの見解や考えを述べなさい。
Ｂ．【説明型レポート】
下記について各300字以上500字程度で簡潔に説明しなさい。
　①　障害者に関わる法体系、サービスの概要について
　②　バリアフリーとユニバーサルデザインについて
　③　自立生活（Independent Living: IL）運動について
　④　協議会について
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

4 単位め
援助者に求められる価値観や倫理についてまとめなさい。また、それらを踏まえ、「障害者が
自分らしく生活するということ」や自立支援のあり方について、身近な体験やあなたの考えな
どをもとに考察しなさい。

■アドバイス �
レポート作成の方法について一つの提案を示しますが、みなさんそれぞれに適した方法を自らみつ

けることができればそれがいちばん良いのですから、あくまでも参考としておいてください。また誰
にでも、この角度やこの話題からなら書きやすいというポイントがあるのではないかと思います。そ
ういうところを上手にみつけるのも良い方法でしょう。
⑴　まず、落ちついてレポート課題をよく読み、何について問うているのかについて明確に把握して

ください。そして、そのときすぐに自分の考えが浮かんできた方は、それをメモするなどして覚え
ておきましょう。何も浮かんでこないのであれば、そのまま次へ進みましょう。

⑵　 1 種類のテキストだけでは、どうしても理解に偏りが生じてしまいがちですから、なるべく指定
のテキストだけではなく、それ以外の資料も参考にしてください。決して難しい専門書でなくとも
かまいません。新聞、雑誌、テレビ番組、映画、小説、インターネット、その他興味を感じたもの
なら何でも接してみてください。そこで何か興味を感じるものがあれば、レポートの半分は書けた
ようなものです。高い動機づけによって、自分なりの見解や意見が出てきやすくなるでしょう。

⑶　「まとめなさい」とされている部分に関しては、さまざまな資料を読み、あなたが重要だと思った
ところや要点を中心に整理してみましょう。要点というのはつまり、障害者福祉を学び、実際に障
害者援助に関わるとした場合、これだけは覚えておきたいという最低限必要な知識のことです。ま
た、現代社会における福祉のあり方を自分なりに考えるときにも、それらの知識や考え方は大いに
役立ってくれることでしょう。

⑷　「考えを述べなさい」「考察しなさい」とされている部分に関しては、これまでの経験やそれについ
て考えたこと、またはさまざまな興味深い資料などをもとにして、あなたの考えがきちんと伝わる
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ように論述してください。

障害者福祉における基本理念や、障害者をめぐって生じる問題は、普遍的なものであることが少な
くありません。人は、自分自身にもある程度関係があることなら自然に興味をもちますが、いわゆる

「他
ひ と ご と

人事」に関しては、なかなか興味をもつことは難しいのではないでしょうか。ですから、無理なく
興味をもち、学習を進めやすくするためにも、些細な経験や自分の問題についての自分の考え、社会
で起こる事件・事故などについて、少し感度を上げてみてください。そのような身近な視点から、ふ
と気がつくことがあったり、考えさせられたりすることがあるのではないかと思います。

自分自身の興味関心のありかや、自分自身の経験、ものの考え方や価値観などについて普段から自
己理解を深めておくことは、専門技術と知識を持って援助を行う際だけでなく、何かを学ぼうとする
ときにも有用であることが多いものです。

　　　　　  ノーマライゼーションとは、障害者観を考える背景となる基本理念です。まず、テキス
トまたはそれ以外の資料を参考に、理念の歴史的発展についてまとめてください。著名
な識者の理論を中心にまとめても、理念の概要や捉え方を中心にまとめても、どちらで

もかまいません。また、ノーマライゼーション理念の影響を大きく受けているリハビリテーションの
概要に関しても、代表的な定義やアプローチの変遷などについてまとめてください。

その上で、あなた自身はノーマライゼーション理念をどう捉えるか、またその実現のためには何が
必要と思われるかなどの点について述べてください。

評価ポイントは、第一に、ノーマライゼーションおよびリハビリテーションの展開と概要について
ある程度体系的にまとめられているかという点、第二に、ノーマライゼーション理念についての自分
なりの解釈や見解、捉え方が述べられているかという点が中心となります。

　　　　　  2 単位めでは、まず、テキストやその他の資料を参考に、ICIDH の概要と 3 つのレベル
の捉え方、および ICIDH の改正の要点と ICF の概要について要点をまとめてください。そ
の上で、「障害とは何か」「障害者とは何か」についてのあなたの考えを、障害の構造的理解

による具体例、または身近な具体例をあげて述べてください。また、余力のある方は、現代社会の問題
点などとの関連や、主観的次元の障害（体験としての障害）の問題についても考えてみてください。

評価ポイントは、第一に、ICIDH および ICF の概要とそれらが示している障害の捉え方・考え方を
的確に理解しているかという点、第二に、具体例や現代社会との関わりで、「障害とは何か」「障害者と
は何か」について自分なりの解釈や見解、考え方、 3 つのレベルへのアプローチのあり方が述べられ
ているかという点が中心となります。

　　　　　  障害者福祉施策に関しては、国外・国内それぞれにおいてさまざまな展開がみられま
す。社会の風潮や時代背景によって、障害や障害者の捉え方も違ってきます。まず、テ
キストやその他の資料を読み、障害者福祉施策の発展について、自分なりの視点からま

とめてみてください。その上で、近年の国内の施策や、現在の障害者福祉サービスにおける特徴と問
題点について考察してください。テレビや新聞、雑誌等身近なメディアなどに注意を向けたり、身近

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス
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なできごとや実践での関わりなどを通して問題点が見えてくるのではないかと思います。
評価ポイントは、第一に、障害者福祉施策の発展および近年の施策についての要点が的確にまとめ

られているかという点、第二に、障害者福祉サービスの特徴や問題点に関しての自分なりの見解や考
え方がきちんと述べられているかという点が中心となります。
【説明型レポート】に関しては、教科書やその他の資料を参考にしてまとめてください。ただし、使

用した資料は参考文献としてすべて記載してください。評価ポイントは、各項目の要点を踏まえた説
明がなされているか、あるいは、内容がきちんと理解されているかという点になります。

　　　　　  援助者に求められる価値観や倫理に関しては、テキストやその他の資料を読み、これま
での単位で学んだ知識等を踏まえ、障害者援助の方法や関連事項についてもまとめてく
ださい。

近年の施策においては、障害者の自立が強調され、福祉サービス利用に際しては「自己選択・自己
決定」という考え方がとり入れられています。それに関連して「障害者が自分らしく生活すること」
の意義が問われていますが、それはどのようなことを意味しているのでしょうか。この問題は、障害
者福祉分野だけにとどまらない、特に普遍性が高い問題ですから、あなた自身の考えや、身近な例な
どをあげて説明してみてください。または、本当の意味での自立支援とはどうあるべきかについての
見解を述べてくださってもかまいません。本科目の総まとめとして、あなた自身の障害者福祉の捉え
方を示してみてください。

■科目修了試験　評価基準 �
1 ）設題の内容に適切に答えているか。
２ ）適切な表現であるか－文章として。誤字、脱字はないか－。
　　�－定量の記述がなされているか－当然、内容、文字の大きさは考慮しますが、大学の単位

認定に関わることから概ね表面全体、少なくともオモテ面最後の ３ 行以上の記述をお願いしま
す－。

３ ）自身の見解、考察が示されているか。
　　�教科書や資料をそのまま記述するのではなく、設題に対して自分の考察、見解を含めて答案を

作成してください。

■参考図書 �
佐藤久夫・小澤温著『障害者福祉の世界（第 4 版補訂版）』有斐閣、2013年
内閣府『障害者白書（平成26年版）』、2014年
一番ヶ瀬康子・河東田博編『障害者と福祉文化』明石書店、2001年
田中農夫男・池田勝昭・木村進・後藤守編著『障害者の心理と支援─教育・福祉・生活』福村出版、

2001年
永渕正昭著『障害者のリハビリと福祉』東北大学出版会、2000年
小山内美智子著『あなたは私の手になれますか　心地よいケアを受けるために』中央法規出版、

1997年

4 単位め
アドバイス
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小山内美智子著『私の手になってくれたあなたへ』中央法規出版、2007年
小山内美智子著『わたし、生きるからね』岩波書店、2009年
定藤丈弘・岡本栄一・北野誠一編『自立生活の思想と展望―福祉のまちづくりと新しい地域福祉の

創造を目指して』ミネルヴァ書房、1993年
小澤温編『よくわかる障害者福祉［第 5 版］』ミネルヴァ書房、2013年
小澤温・大島巌編著『新・社会福祉士養成テキストブック12　障害者に対する支援と障害者自立支

援制度　第 2 版』ミネルヴァ書房、2013年
文・後藤安彦／絵・貝原浩『フォー・ビギナーズ・シリーズ73　障害者』現代書館、1995年
渡辺一史著『こんな夜更けにバナナかよ　筋ジス・鹿野靖明とボランティアたち』文春文庫、2013年
正村公宏著『ダウン症の子をもって』新潮文庫、2001年
浦河べてるの家著『べてるの家の「非」援助論―そのままでいいと思えるための25章（シリーズ ケ

アをひらく）』医学書院、2002年
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保健医療サービス論 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 3年以上

科目コード CD4075 担 当 教 員 山本 邦男

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した
方は、履修することはできません。

※会場によりスクーリングを別教員（佐藤英仁先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
「保健医療サービス論」は、社会福祉士受験科目「医学一般」を新たに再編したものです。したがって、

本科目は、少子高齢化、疾病構造の変化等に伴う各種制度の改変とニーズの多様化に合わせ、改めて
社会福祉士に必要な学習領域を示したものと理解できます。

本講義では「保健医療サービス」の基礎的知識とソーシャルワークの歴史やケースワークの技術、
価値、多職種との連携等について学びます。主として、①保健医療サービスのシステム、②専門職の
役割、③社会資源との連携、④保健医療分野のケースワーク理論等です。スクーリングでは、医療ソー
シャルワーク、ケアマネジメントの実務事例にふれながら、わかりやすく解説します。

■到達目標 �
1 ）保健医療サービスの構成要素や歴史、機関間連携と SW の役割を述べることができる。
２ ）医療法や診療報酬、介護保険法における施設の機能や類型を説明できる。
３ ）保健医療サービスにおける MSW の歴史と業務内容を解説できる。
４ ）保健医療サービスの関連専門職の業務内容や MSW の基本的姿勢を説明できる。
５ ）保健医療サービスにける各種社会資源（健康保険や高額療養費等）を解説できる。

■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座17　保健医療サービス（第 4 版）』中央

法規出版、2014年（第 4 版でなくても可）
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月
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■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 保健医療サービス

の変化と社会福祉
専門職の役割

（第 1 章 第 1 節、
2 節）

保健医療サービスを構成するひと・もの・かね
等の構造理解

キーワード：国民皆保険、ステークホルダー、
診療、介護報酬、QOL、コメディカル、医療費
推移、出来高、包括払い

そもそも保健医療サービスと
は何か、戦後の保健医療サー
ビスの歩みを学習し考えてくだ
さい。更に診療報酬、介護報
酬の仕組みについて学んでくだ
さい。

2 保健医療サービス
の変化と社会福祉
専門職の役割

（第 1 章 第 3 節、
4 節）

保健医療サービスと在宅医療と医療法改正

キーワード：医療法、在宅医療、医療連携とチー
ム医療、MSW の業務と医師の指示、疾病構造
の変化と健康転換

保健医療サービスの根幹をな
す医療法や関連施設と医療費
の動向。疾病構造の変化と保
健医療サービス課題、今後の
重要政策在宅医療と連携重視
の背景を学ぶ。

3 保健医療サービス
を提供する施設と
システム

（第 2 章 第 1 節、
2 節）

医療法による施設類型と機能。医療政策と施設
機能類型

キーワード：病床、特定機能病院、地域医療支
援病院、病院、診療所、政策医療、がん拠点病
院

我が国の保健医療、介護の中
心的役割を担う医療法とは何
か。政策医療と中心機関、役割、
医療施設機能と類型を知る。
それぞれの施設の特徴を知る。

4 保健医療サービス
を提供する施設と
システム

（第 2 章第 3 節）

医療保険診における診療報酬の類型と介護保険
法における施設の機能類型

キーワード：回復期リハビリ病棟、亜急性期入
院病棟、緩和ケア病棟、在宅療養支援診療所

回復期リハビリ病棟、緩和ケア
病棟、亜急性期、地域医療支
援診療所などの概要、急性期
から慢性期、地域の在宅医療
を担う機関についてしっかり学
習。

5 保健医療サービス
を提供する施設と
システム

（第 2 章 第 4 節、
5 節）

医療法と介護保険法、在宅支援のシステムと包
括ケア

キーワード：介護保険施設、居宅サービス、地
域密着型、訪問看護ステーション、地域包括支
援センター、地域包括ケアシステム

介護施設の特徴と概要、居宅
サービスの種類と地域密着型
サービスの概要、在宅支援シ
ステムと地域包括ケアシステ
ムの必要性を学び医療と介護
の連携を考えてください。

6 保健医療サービス
における MSW の
役割

（第 3 章 第 1 節、
第 2 節）

MSW の歴史と仕事

キーワード：COS、アルマナー、キャボット、浅
賀ふさ、MSW の業務指針、ミクロのソーシャ
ルワーク、心理社会的問題、パートナーシップ、
受診受療と医師の指示

MSW の歴史と仕事の内容につ
いて学んでください。個別的な
ミクロの支援や MSW 業務の
指針、受診受療援助について
学んでください。

7 保健医療サービス
における MSW の
役割

（第 3 章 第 3 節、
第 4 節）

ミクロからメゾ、メゾからマクロへのソーシャル
ワーク

キーワード：退院援助、退院計画、退院支援計
画書、平均在院日数、ハイ･ソーシャルリスク
患者群、ジョブコーチ、クリティカルパス、社会
復帰援助、地域連携パス、SWOT、モニタリン
グ、アセスメント、ソーシャルアクション

MSW のメゾ、マクロに展開す
る支援と実際の関わりを考えて
ください。特に退院後の地域と
の連携や社会復帰援助につい
て。一つの用語を大事にして概
念を把握すること。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
8 保健医療サービス

の専門職の役割
（第 4 章 第 1 節、
第 2 節）

専門職の実務の概要

キーワード：業務独占と名称独占、チームアプ
ローチ、アセスメント、患者の権利、医師の職
業倫理、インフォームドコンセント、コンプライ
アンス、セカンドオピニオン、アドバンスディレ
クティブ、ブトウリム、アカウンタビリティ

専門職の仕事、お互いの役割、
業務独占、名称独占とは。パ
ターナリズム、インフォーム
ドコンセント、セカンドオピニ
オンについて医療と保健の重
要キーワードを学習してくださ
い。

9 保健医療サービス
の専門職の役割

（第 4 章第 3 節）

専門職の視点と役割の実際

キーワード：LIFE の 3 層と相補性、医行為、診
療補助、療養の世話、パラメディカル、コメディ
カル

保健医療サービスにおいて各
専門職はどの様な視点で業務
を遂行しているのか、特に医師
や看護師、スタッフの役割を把
握。

10 保健医療サービス
の提供と経済的保
障

（第 5 章第 1 節）

医療保険制度と診療報酬の概要

キーワード：被用者保険、地域保健、協会健保、
組合健保、保険料、現物給付、高額療養費、出
産手当、出産育児一時金、傷病手当、出来高、
包括、点数、中医協、審査支払機関

医療保険制度の概要を知る。
被用者と地域保険の違いや給
付の内容、診療報酬の決定に
関わる機関等具体的な知識を
得ること。特に MSW の支援
には欠かせない社会資源です。

11 保健医療サービス
の提供と経済的保
障

（第 5 章 第 2 節、
第 3 節）

介護保険制度と介護報酬、自立支援医療と公費
負担制度

キーワード：第 1 号、第 2 号、特別徴収、普通
徴収、要介護認定、居宅サービス、地域密着型、
高額介護サービス費、単位、公費負担医療、自
立支援医療

介護保険制度の概要を把握、
MSW として多く活用する社
会資源です。個別的ケースに
介入する場合、信頼関係の基
礎になります。いかに多くのメ
ニューとネットワークを活用で
きるか知識を広げてください。

12 保健医療サービス
における専門職の
連携と実践

（第 6 章 第 1 節、
第 2 節）

保健医療サービスにおける連携の基礎知識

キーワード：多職種連携、チームワーキング、
チームコンフリクト、コンピテンシー、パワー概
念、タスク機能、モラール、障害者総合支援法、
地域福祉計画、介護予防、介護施設、医師会

ヘルスケアと連携の意味を知
る。多職種間おける望ましい
連携の在り方を考えてくださ
い。更に個人の能力（コンピテ
ンシー）やパワーの概念は支
援の大切なキーワードとなりま
す。

13 保健医療サービス
における専門職の
連携と実践

（第 6 章第 3 節）

連携の実際、機関

キーワード：ケアシステムとチームケア、病院・
施設・地域の連携と協働、クリティカルパス、
バリアンス、がん末期のチームケア、エコマップ

各機関（行政、社会福祉協議
会、地域包括支援センター）
連携とがん末期チームケアに
ついて、医療から地域への流
れが重要視される中での各
キーワードについて学習。

14 保健医療サービス
における地域の社
会資源との連携と
実践

（第 7 章第 1 節）

ネットワーク構築の方法と基礎知識

キーワード：ネットワークの規定と原則、ペイン
コントロール、シームレスケア、ソーシャルアク
ション、オンブズパーソン制度、コンサルテー
ション

MSW 業務領域の拡大に伴い、
地域とのネットワークと多職種
連携が重要、実践を前提にそ
の知識と基本的な原則につい
て学習してください。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
15 保健医療サービス

における地域の社
会資源との連携

（第 7 章第 2 節）

キーワード：長崎在宅 Dr ネット、がん医療地域
ケアネットワーク、多職種連携、診診・病診連
携

長崎在宅 Dr ネット、神奈川県
医療通訳派遣システム、がん
医療地域ケアネットワークにお
ける連携、目的、内容、留意点
について実践から学ぶ。

■レポート課題 �

1 単位め 医療ソーシャルワーカーの業務内容についてミクロ、メゾ、マクロの各レベルにおける支援の
必要性とＭＳＷの留意点についてまとめなさい。

2 単位め
下記の用語について、1 つ500字以上700字以内で解説してください。
①クリティカルパス　②インフォームド・コンセント　③ネットワーク
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
高齢社会をキーワードとして、保健医療サービスは激しく変化をしています。中でも社会福祉専門

職（医療ソーシャルワーカー；以下 MSW）への役割期待は、医療連携、ネットワークによる退院支
援の重要性など年々高まりつつあります。その背景には、少子高齢社会や生活習慣病などにみられる
疾病構造と社会福祉の構造改革による制度の変化などがあげられます。また、難病やターミナルケア、
在宅医療など、従来の医療機関スタッフのみでは解決できない多様な問題の出現があります。

したがって MSW には医療から在宅、地域関係機関など、地域連携への関わりによる業務への対応
が必要となっています。その背景については、教科書（p.20～32）をよく読み、理解を深めてください。

参考図書として『実践的医療ソーシャルワーク論』（改訂第 2 版）を推薦します。より詳細な医療福
祉制度の流れと MSW 業務の関連を学習してください。

1 単位めは診療報酬改訂や介護保険制度創設に代表されるように、病院から在宅への医療政策に
よって、MSW の働く場と業務内容に大きな変化がみられます。教科書では、MSW 業務の各レベル
における支援の必要性をミクロ、メゾ、マクロに分け具体的事例によって解説しています。事例を参
考にしながら、業務の展開について学習してください。

2 単位めは、そのような MSW の業務領域のキーワードについて学習してください。教科書の中に
は、「保健医療サービス」に関連する多くの専門用語が掲載されています。特に医療福祉制度改変によ
り、在宅支援の重要性が増し、ネットワークや地域連携のキーワード共有化は日常の業務においても
重要となります。いずれの課題も教科書をしっかり読み、その概念と意味を把握してください。教科
書のみでは理解ができない用語については、他の参考書等で独自に学習してください。

　　　　　　MSW の業務は受診、受療援助から退院支援、地域連携等によるサービスシステムの
構築まで、広範囲に及ぶようになっています。教科書第 3 章（第 4 版 p.76～113、第 3 版
p.72～107）ではミクロ、メゾ、マクロにおけるＭＳＷの業務を具体的事例通して解説し

ています。その内容は「医療ソーシャルワークの業務指針」（第 4 版 p.80～83、第 3 版 p.76～79）の 6
つの業務範囲を各レベルに分けて、病院から地域へのＭＳＷの支援展開をわかりやすくまとめたもの

1単位め
アドバイス
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です。教科書第 3 章 2 節（第 4 版 p.87～96、第 3 版 p.81～90）では、ミクロレベルで経済的支援から
受診・受療までの各支援業務について、同様に第 3 節（第 4 版 p.97～106、第 3 版 p.91～100）でメゾ
レベル、第 4 節（第 4 版 p.107～113、第 3 版 p.101～107）マクロレベルで各支援について触れていま
す。

各レベルにおける支援の意味を体系的に理解してください。そして、これらの支援が何故必要とさ
れるのか、そしてＭＳＷが留意しなければならない姿勢、取り組み課題についてまとめてください。
制限字数は2,000字ですので、簡潔に要点を述べてください。

　　　　　　クリティカルパス（第 4 版 p.201～、第 3 版 p.185～）は地域医療連携の一つとして、
多くの病院で採用され実践されています。インフォームド・コンセント（第 4 版 p.131～、
第 3 版 p.124～）も生活習慣病における、主体的治療継続の重要性から注目されています。

また、ネットワーク（第 4 版 p.214～、第 3 版 p.198～）は地域社会資源の活用と構築において重要な
キーワードです。教科書で不明な点は独自で調べてみてください。

■科目修了試験　評価基準 �
科目終了試験問題は教科書から出題しています。教科書の重要キーワードに留意して丁寧に教科書

を読んでください。特に「在宅医療と連携」「チームアプローチ」「介護保険制度」「医療保険制度」の概
要、「MSW の業務内容」や用語の概念を丁寧に学習してください。

■参考図書 �
日本医療ソーシャルワーク研究会監修　村上須賀子・大垣京子編集『実践的医療ソーシャルワーク

論（改訂第 2 版）―保健医療サービスを学ぶ』金原出版、2009年

2 単位め
アドバイス
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社会福祉援助技術総論 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 2年以上

科目コード CE3070 担 当 教 員 佐藤 博彦

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した
方は履修することはできません。

■科目の内容 �
「相談援助」とは何でしょうか。また、「ソーシャルワーク」とは何でしょうか。今日、日々変化し
続けている社会生活の中で、人々が抱えているニーズも多種多様化しています。ニーズに応えるため
の相談援助とはいかにあるべきものでしょうか。相談援助に携わる専門職とはどうあるべきものでしょ
うか。ここでは、それらを明らかにするために、①社会福祉士の役割（総合的かつ包括的な援助及び
地域福祉の基盤整備と開発を含む）と意義について理解する。②精神保健福祉士の役割と意義につい
て理解する。③相談援助の概念と範囲について理解する。④相談援助の理念について理解する。⑤相
談援助における権利擁護の意義と範囲について理解する。⑥相談援助に係る専門職の概念と範囲及び
専門職倫理について理解する。⑦総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について理解す
る。以上を主な学習のねらいといたします。

■到達目標 �
1 ）社会福祉士の役割（総合的かつ包括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発含む）と意義につ
いて説明することができる。

2）精神保健福祉士の役割と意義について説明することができる。
3）相談援助の概念と範囲について説明することができる。
4）相談援助の理念について説明することができる。
5）相談援助における権利擁護の意義と範囲について説明することができる。
6）相談援助に係る専門職の概念と範囲及び専門職倫理について説明することができる。
7）総合的かつ包括的な援助と多職種連携の意義と内容について説明することができる。

■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 6 　相談援助の基盤と専門職（第 3
版）』中央法規出版、2015年（第 3版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 3 月
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■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 社会福祉士の役割

と意義①
社会福祉士の役割
と意義

（第1章第1節）

「社会福祉士及び介護福祉士法」の成立及び見
直しの背景から、法における社会福祉士の位置
づけを理解し、社会福祉士の専門性や精神保健
福祉士の協働について理解する。

キーワード：社会福祉士及び介護福祉士法、社
会福祉士の専門性、定義、義務、法制度成立の
背景、制度見直しの背景、名称独占、精神保健
福祉士法、精神保健福祉士の専門性

「社会福祉士及び介護福祉士
法」成立までの背景を理解す
るとともに、社会福祉士およ
び精神保健福祉士の法的位置
づけ、そして定義を確認しま
しょう。また、なぜ、国家資
格としての専門資格が必要に
なったのかを理解しましょう。

2 社会福祉士の役割
と意義②
現代社会と地域生
活

（第1章第 2節）

現代社会と地域生活において地域や家庭内で起
きていることを把握し、ソーシャルワーク実践
とその基盤となる知識について理解する。

キーワード：グローバル化社会、高齢社会、核
家族、少子高齢社会、独居高齢者、合計特殊出
生率、人口減少、生活扶助機能、孤独死、入所
施設、通所施設、地域に開かれた施設、チーム
アプローチ

現代社会において、どのよう
なニーズが存在しているのか
理解しましょう。キーワードひ
とつひとつを確認しながらそ
の結果としての実情を考えて
みましょう。

3 相談援助の定義と
構成要素①
ソーシャルワーク
の概念

（第2章第1節）

国際ソーシャルワーカー連盟の定義やその他の
主だった定義を理解する。

キーワード：国際ソーシャルワーカー連盟
（IFSW）の定義、全米ソーシャルワーカー協会
の定義、ソーシャルワーカーの定義

国際ソーシャルワーカー連盟
等の定義を確認し、ソーシャ
ルワークの概念を理解しま
しょう。ひとつひとつの言葉
の意味を確認することが大切
です。

4 相談援助の定義と
構成要素②
ソーシャルワーク
の構成要素

（第2章第 2節）

ソーシャルワークの構成要素であるクライエン
トシステム、ニーズ、ソーシャルワーカー、社
会資源について理解する。

キーワード：クライエントシステム、クライエン
ト、ユーザー、コンシューマー、ソーシャルワー
カー、社会福祉士、精神保健福祉士、名称独占、
ソーシャルワークの価値、ソーシャルワークの
知識、ソーシャルワークの技術、社会資源

ソーシャルワーカーについて
価値・知識・技術に分けて整
理してみましょう。社会資源
については、どのような種類
があり、そして分類されてい
るのかをまとめてみましょう。

5 相談援助の形成過
程Ⅰ①
ソーシャルワーク
の源流

（第3章第1節）

COSやセツルメントといったソーシャルワーク
の源流について理解する。

キーワード：慈善、四箇院、キリスト教、隣人愛、
慈善組織協会（COS）、セツルメント

ソーシャルワークの源流につ
いてまとめてみましょう。キー
ワードを確実に理解するよう
にしましょう。

6 相談援助の形成過
程Ⅰ②
ソーシャルワーク
の基礎確立期（～
1930年代）

（第 3章第 2節）

ソーシャルワークの基礎確立期（～1930年代）
について理解する。

キーワード：リッチモンド、慈善組織協会、友
愛訪問、ミルフォード会議、ジェネリック・ソー
シャル・ケースワーク

リッチモンドの業績について
まとめてみましょう。アメリカ
における慈善組織教会の活動
や1920年代における日本の動
向について理解しましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
7 相談援助の形成過

程Ⅱ①
ソーシャルワーク
の発展期（1940年
代～1950年代半ば）

（第 4章第1節）

ソーシャルワークの発展期（1940年代～1950年
代半ば）について理解する。

キーワード：診断主義学派、機能主義学派、フ
ロイト（S.Freud）、ランク(O.Rank）、グルー
プワーク、コミュニティ・オーガニゼーション

診断主義学派と機能主義学派
についてまとめてみましょう。
関係する人物また、両学派の
相違点について理解すること
が大切です。

8 相談援助の形成過
程Ⅱ②
ソーシャルワーク
の展開期（1950年
代半ば～1960年代
以降）

（第 4章第 2節）

ソーシャルワークの展開期（1950年代半ば～
1960年代以降）について理解する。

キーワード：貧困戦争、貧困の再発見、公民権
運動、福祉権運動、問題解決アプローチ、パー
ルマン(H.Perlman）、四つのP、ワーカビリ
ティ、ケースワークは死んだ、状況の中の人、
医学モデル、生活モデル

「貧困の再発見」についてその
歴史的経緯を理解しましょう。
また、パールマンの「問題解
決アプローチ」について理解
しましょう。この時期の日本の
動向についてもまとめておき
ましょう。

9 相談援助の形成過
程Ⅱ③
ソーシャルワーク
の統合化とジェネ
ラリスト・ソーシャ
ルワーク

（第 4章第 3節）

ソーシャルワークの統合化とジェネラリスト・
ソーシャルワークについて理解する。

キーワード：ソーシャルワークの統合化、ミル
フォード会議、シーボーム報告、システム理論、
コンビネーションアプローチ、マルチメソッド
アプローチ、ジェネラリストアプローチ、ジェ
ネラリスト・ソーシャルワーク、エコロジカル・
ソーシャルワーク、相互作用

ソーシャルワークの統合化と
は何か、また、ジェネラリス
ト・ソーシャルワークとは何な
のかを整理してみましょう。

10 相談援助の理念Ⅰ
①
ソーシャルワー
カーと価値

（第5章第1節）

ソーシャルワーク専門職として身につける価値
について理解する。

キーワード：個人としての価値観、受容、非審
判的態度

バイステックの７原則を中心
にまとめてみましょう。

11 相談援助の理念Ⅰ
②
ソーシャルワーク
実践と価値

（第5章第 2節）

ソーシャルワーク実践と価値について理解する。

キーワード：人権尊重、社会正義、尊厳の保持、
利用者本位、平等

キーワードひとつひとつの意
味を理解することが大切です。

12 相談援助の理念Ⅰ
③
ソーシャルワーク
実践と権利擁護

（第5章第 3節）

ソーシャルワーク実践と権利擁護について理解
する。

キーワード：基本的人権、生存権、措置制度、
契約制度、虐待、搾取、人権侵害、権利擁護、
アドボカシー、ケースアドボカシー、クラスア
ドボカシー

「措置」・「契約」制度のメリッ
ト・デメリットは何かを考え
てみましょう。その視点から、
権利擁護を考えてみてくださ
い。

13 相談援助の理念Ⅱ
①
クライエントの尊
厳と自己決定

（第6章第1節）

クライエントの尊厳と自己決定、また、エンパ
ワーメント、ストレングス視点について理解する。

キーワード：自己決定、判断能力、自己責任、
利用者本位、インフォームドコンセント、IL運
動（自立生活運動）、ノーマライゼーション、自
立支援、エンパワーメント、ストレングス視点

クライエントの尊厳や自己決
定の重要性について、キー
ワードひとつひとつを理解し、
そして関連付けをしながらま
とめてみましょう。キーワード
については、説明できること
も目標にしてください。
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14 相談援助の理念Ⅱ

②
ノーマライゼ ー
ションと社会的包
摂

（第6章第 2節）

ノーマライゼーション、社会的包摂（ソーシャ
ル・インクルージョン）について理解する。

キーワード：ノーマライゼーション、社会的包
摂（ソーシャル・インクルージョン）、社会的排
除（ソーシャル・エクスクルージョン）、地域生
活支援

ノーマライゼーションについ
て、歴史、理念等を理解しま
しょう。バンクミケルセンだ
けではなく、ニィリエについて
も理解しておきましょう。ソー
シャル・インクルージョンに
ついても、その内容等、熟知
しておくことが大切です。

15 専門職倫理と倫理
的ジレンマ①
専門職倫理の概念

（第7章第1節）

専門職倫理の概念について理解する。

キーワード：道徳観、専門職倫理

なぜ、専門職倫理が必要なの
か。「専門的対人援助」という
視点から考えてみてください。

16 専門職倫理と倫理
的ジレンマ②
倫理綱領の意義と
内容

（第7章第 2節）

倫理綱領の意義と内容について理解する。

キーワード：倫理綱領、全米ソーシャルワーカー
協会倫理綱領、日本社会福祉士会倫理綱領、日
本社会福祉士会行動規範

倫理綱領の意義をまとめるとと
もに、「全米ソーシャルワーカー
協会」の倫理綱領の歴史を確認
するとともに、日本社会福祉士
会の倫理綱領および行動規範の
内容について熟知してください。

17 専門職倫理と倫理
的ジレンマ③
ソーシャルワーク実
践における倫理的
ジレンマ

（第7章第 3節）

ソーシャルワーク実践における倫理的ジレンマ
の内容について理解する。

キーワード：倫理的ジレンマ、守秘義務

倫理的ジレンマとはどういうこ
とか、倫理的判断過程（教科
書の事例）を通しながら理解し
てください。倫理原則選別リス
ト、守秘義務違反が正当化さ
れる場合の状況についても理
解しましょう。

18 総合的かつ包括的
な相談援助の全体
像①

「総合的かつ包括的
な相談援助」の動
向とその背景

（第8章第1節）

総合的かつ包括的な相談援助の動向とその背景
について理解する。

キーワード：地域を基盤としたソーシャルワー
ク、コミュニティソーシャルワーカー、社会福祉
基礎構造改革

地域を基盤としたソーシャル
ワーク実践とはどのようなこと
なのか。社会福祉基礎構造改
革等を参考にしながらまとめて
みましょう。

19 総合的かつ包括的
な相談援助の全体
像②
地域を基盤とした
ソーシャルワークの
基本的視座－四つ
のパラダイムシフト

（第8章第 2節）

地域を基盤としたソーシャルワークの基本的視
座について理解する。

キーワード：予防的アプローチ、積極的アプロー
チ、連携、協働

本人の「生活の場」での援助
の重要性を考えてみましょう。
また、ネットワークの重要性、
それに伴う連携と協働につい
てまとめましょう。

20 総合的かつ包括的
な相談援助の全体
像③
地域を基盤とした
ソーシャルワークの
八つの機能

（第8章第 3節）

地域を基盤としたソーシャルワークの八つの機
能について理解する。

キーワード：ソーシャルワークの八つの機能

ソーシャルワークの八つの機能
について理解しましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
21 総合的かつ包括的

な相談援助を支え
る理論①
ジェネラリスト・
ソーシャルワークの
意義と基本的視点

（第9章第1節）

ジェネラリスト・ソーシャルワークの意義と基本
的視点について理解する。

キーワード：ジェネラリスト・ソーシャルワーク

ケースワーク、グループワー
ク、コミュニティワークの融合
について理解しましょう。そ
の中で「ジェネラリスト・ソー
シャルワーク」とはなにかを考
えてみましょう。

22 総合的かつ包括的
な相談援助を支え
る理論②
ジェネラリスト・
ソーシャルワークの
特質

（第9章第 2節）

ジェネラリスト・ソーシャルワークの特質につい
て理解する。

キーワード：エコロジカル・ソーシャルワーク、
システム思考、エコシステム、介入、相互作用、
コミュニティ、エンパワメント、ストレングス視
点、マルチシステム、マルチパーソンクライエ
ントシステム、自然発生的援助システム

キーワードを確認しながら、
「ジェネラリスト・ソーシャル
ワーク」の特質について理解し
ましょう。

23 相談援助にかかる
専門職の概念と範
囲①
相談援助専門職の
概念

（第10章第1節）

相談援助専門職の概念や職能団体の役割につい
て理解する。

キーワード：業務独占、名称独占、日本ソーシャ
ルワーカー協会、日本社会福祉士会、日本精神
保健福祉士協会、チームアプローチ

専門職の成立条件とは何か、
また、ソーシャルワーカーには
なぜ専門性が必要なのかを理
解してください。併せて、職能
団体の活動も確認しておきま
しょう。

24 相談援助にかかる
専門職の概念と範
囲②
相談援助専門職の
範囲

（第10章第 2節）

相談援助専門職の範囲や活躍するさまざまな場
について理解する。

キーワード：社会福祉行政における専門職、民
間施設・組織における専門職、独立型社会福祉
士、医療ソーシャルワーカー（MSW）、精神科
ソーシャルワーカー（PSW）、スクールソーシャ
ルワーカー

福祉分野における相談援助専
門職と活躍する機関や施設を
理解してください。福祉行政、
民間施設、医療、司法等、多
領域の確認が必要です。

25 相談援助にかかる
専門職の概念と範
囲③
諸外国の動向

（第10章第 3節）

諸外国の動向について理解する。

キーワード：イギリスの動向、アメリカの動向、
スウェーデンの動向

諸外国の動向について理解し
てください。最新情報の収集
が大切です。

26 総合的かつ包括的
な相談援助におけ
る専門的機能①
個と地域の一体的
支援機能

（第11章第１節）

「総合的かつ包括的な相談援助」における専門的
機能（個と地域の一体的支援機能）の展開につ
いて事例を通して理解する。

キーワード：コミュニティソーシャルワーカー、
アウトリーチ

事例を通して社会福祉士の専
門的機能を理解してください。

27 総合的かつ包括的
な相談援助におけ
る専門的機能②③
予防機能
新しいニーズへの
対応機能

（第11章第 2・3節）

「総合的かつ包括的な相談援助」における専門的
機能（予防機能・新しいニーズへの対応機能）
の展開について事例を通して理解する。

キーワード：リスクマネジメント、予防、地域包
括支援センター、新しいニーズ、独立型社会福
祉士

事例を通して社会福祉士の専
門的機能を理解してください。
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28 総合的かつ包括的

な相談援助におけ
る専門的機能④⑤
総合的支援機能
多問題家族への支
援

（第11章第 4・5節）

「総合的かつ包括的な相談援助」における専門的
機能（総合的支援機能・多問題家族への支援）
の展開について事例を通して理解する。

キーワード：クライエントの重層的システム、時
間軸、スクールソーシャルワーカー、家族シス
テム、エコシステム

事例を通して社会福祉士の専
門的機能を理解してください。

29 総合的かつ包括的
な相談援助におけ
る専門的機能⑥
権利擁護機能

（第11章第 6節）

「総合的かつ包括的な相談援助」における専門的
機能（権利擁護機能）の展開について事例を通
して理解する。

キーワード：権利擁護、措置から契約へ、利用
者主体、自己決定、ケースアドボカシー、クラ
スアドボカシー、日常生活自立支援事業、成年
後見制度

事例を通して社会福祉士の専
門的機能を理解してください。

30 総合的かつ包括的
な相談援助におけ
る専門的機能⑦
社会資源開発機能

（第11章第 7節）

「総合的かつ包括的な相談援助」における専門的
機能（社会資源開発機能）の展開について事例
を通して理解する。

キーワード：社会資源、社会福祉協議会

事例を通して社会福祉士の専
門的機能を理解してください。

■レポート課題 �

1 単位め 社会福祉士の役割と専門性について具体的に論じてください。

2 単位め ソーシャルワークの形成過程についてまとめてください。

3 単位め

【説明型レポート】
下記について説明してください。（各300字以上）
　①　バイステックの7原則について
　②　自立支援について
　③　エンパワメントの定義と意義について
　④　権利擁護の意義と範囲について
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

4 単位め 相談援助に係る専門職倫理について概説してください。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
　　　　　　昭和62年「社会福祉士及び介護福祉士法」が施行されました。何故、社会福祉士とい

う相談援助専門職が必要とされたのでしょうか。その必要とされるに至った時代背景を
確認することが大切です。また、法令上の社会福祉士の定義を確認することも忘れない

でください。現在、社会福祉士は福祉分野だけではなく多方面で活躍しています。社会福祉士が何を
求められているのか。そして、社会福祉士が果たすべき専門性とは何かを整理してみましょう。使用
した参考文献は必ず明示してください。

1単位め
アドバイス
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　　　　　　ソーシャルワークの形成過程を基礎確立期・発展期・展開期と分けてみるとよいで
しょう。また、イギリス、アメリカ、日本と国別に分けて整理してみることもよいでしょ
う。いかなる過程を経て現在のソーシャルワークが存在しているのかを確認してくださ

い。使用した参考文献は必ず明示してください。

　　　　　　教科書や文献を読み、整理し作成してください。
この 3単位めについては、参考文献の明示は必要ありません。

　　　　　　専門職倫理とはなんでしょうか。その中でも相談援助専門職の倫理とはなんでしょう
か。両者の違いを把握してみましょう。また、「憲法」「法律」公益社団法人　日本社会福
祉士会の「社会福祉士の倫理綱領」等の確認は必須です。以上を踏まえた上で概説して

ください。使用した参考文献は必ず明示してください。

■科目修了試験　評価基準 �
１ ）出題された問題の内容についてきちんと理解できているか。
２）用語について基本事項が理解されているか。
３）記述の分量も評価対象となる。

■参考図書 �
1 ）杉本敏夫・斉藤千鶴編『改訂　コミュニティワーク入門』中央法規出版、2003年
2 ）高森敬久ほか著『地域福祉援助技術論』相川書房、2003年
3 ）M.E. リッチモンド著『ソーシャル・ケース・ワークとは何か』中央法規出版、1991年
4 ）濱野一郎ほか編『コミュニティワークの理論と実践を学ぶ』みらい、2004年
5 ）R. ハドレイ・M. クーパー・P. デール・G. ステイシー共著『コニュニティ・ソーシャルワーク
ハンドブック：地域福祉を進める技術』川島書店、1993年

6 ）Z.T. ブトゥリム著『ソーシャルワークとは何か　その機能と本質』川島書店、1986年
7 ）北川清一・久保美紀編著『社会福祉の支援活動―ソーシャルワーク入門―』（シリーズ・ベーシッ
ク社会福祉②）、ミネルヴァ書房、2008年

8 ）社団法人日本社会福祉士会編『改定社会福祉士の倫理―倫理綱領実践ガイドブック―』中央法
規出版、2009年

9 ）中村優一・一番ケ瀬康子・右田紀久恵監修、岡本民夫・田端輝美・濱野一郎・古川降順・宮田
和明編『エンサイクロペディア社会福祉学』中央法規出版、2007年

10）北島英治著『ソーシャルワーク論』（MINERVA 福祉専門職セミナー19）、ミネルヴァ書房、2008
年

11）パメラ・トレビシック著　杉本敏夫監訳『ソーシャルワークスキル～社会福祉実践の知識と技
術』みらい、2008年

12）久保紘章・副田あけみ編著『ソーシャルワークの実践モデル　心理社会的アプローチからナラ

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス

4 単位め
アドバイス
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ティブまで』川島書店、2005年
13）太田義弘・秋山薊二編著、中村佐織・齊藤順子・谷口泰史・佐野真紀共著『ジェネラル・ソー
シャルワーク』光生館、2002年

14）ソーシャルワークケアサービス従事者研究協議会編、大橋謙策編集代表『日本のソーシャルワー
ク研究・教育・実践の60年』相川書房、2007年

15）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 7 　相談援助の理論と方法Ⅰ』中
央法規出版、2009年

16）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 8 　相談援助の理論と方法Ⅱ』中
央法規出版、2009年

■ソーシャルワーク専門職のグローバル定義について �
「社会福祉援助技術総論」の昨年まで発行の教科書の ２ 章などに掲載されている「国際ソーシャル

ワーカー連盟（IFSW）」の「ソーシャルワーク」の定義が2014年 ７ 月に変更になりました。新しい定
義は下記のとおりです（日本社会福祉教育学校連盟より）。

ソーシャルワークは、社会変革と社会開発、社会的結束、および人々のエンパワメントと解放を
促進する、実践に基づいた専門職であり学問である。社会正義、人権、集団的責任、および多様
性尊重の諸原理は、ソーシャルワークの中核をなす。ソーシャルワークの理論、社会科学、人文学、
および地域・民族固有の知を基盤として、ソーシャルワークは、生活課題に取り組みウェルビー
イングを高めるよう、人々やさまざまな構造に働きかける。

この定義は、各国および世界の各地域で展開してもよい。

※2014年 7 月メルボルンにおける国際ソーシャルワーカー連盟（IFSW）総会および国際ソーシャ
ルワーク学校連盟（IASSW）総会において定義を採択。日本語定義の作業は社会福祉専門職団
体協議会と（一社）日本社会福祉教育学校連盟が協働で行った。2015年 2 月13日、IFSWして
は日本語訳、IASSWは公用語である日本語定義として決定した。
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社会福祉援助技術論Ａ 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 2年以上

科目コード CE3071 担 当 教 員 川口 正義

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した
方は履修することはできません。

■科目の内容 �
ソーシャルワーク実践は現在、これまでにない厳しい局面に立たされています。時代社会の変化と

連動して、支援の対象となる「人」「問題」「状況」のいずれもが、いっそう複雑化し、既存の社会福祉
制度では容易に対応しきれない社会問題、生活問題の深刻化・多様化・拡大化が進んでいます。また、
援助専門職による利用者・当事者に対する「不適切なかかわり」や事故、不祥事は後を絶ちません。
さらに、援助専門職が「権利擁護」「命の尊厳」「排除しない福祉」あるいは「自立支援」等々の必要

性を熱く語ろうとも、現実的に「必要とされる支援」が提供されていないと感じている利用者・当事
者が、福祉サービスや援助専門職のあり方に対して疑問、憤りあるいは不信の眼差しをより強く注ぎ
始めているように感じられます。
まさに「当事者の時代」が標榜されている今日的状況の中で、ソーシャルワークの理論と実践が利

用者・当事者の「生活」や「生」にどれだけ接近してきたのか、あるいは接近することができるのか
が問われているといえるでしょう。
また、20年の歳月を経て「社会福祉士及び介護福祉士法」が初めて改正され、「実践力の高い社会福

祉士」及び「総合的かつ包括的な相談援助」ができる社会福祉士が求められています。
このような時代社会状況であるからこそ、ソーシャルワークでしかできないこと、またソーシャル

ワークがやらなければならないことがあるはずです。本科目の学修を通して、相談援助を行う上で必
要な知識・方法の修得に留まらず、自らの「ソーシャルワーカー・アイデンティティ」と「援助観」
の構築に励んで頂きたいと思っています。
本科目では、以下の内容について学びます。
1．「相談援助」とは何か？―概念・構造・機能―
2．「人と環境の交互作用」とは？
3．相談援助における対象の理解
4．相談援助における「援助関係」―概念・意義―
5．相談援助の展開過程
6．相談援助に必要な技術―意義・目的・方法・留意点―
　　�アウトリーチ、契約、アセスメント、介入、モニタリング・再アセスメント・効果測定・評価、

面接、記録、交渉
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■到達目標 �
1 ）ソーシャルワークの定義、枠組み、および構成要素（特に価値、知識、技術の関係性）につい
て説明することができる。

2）ソーシャルワークの構造と機能について説明することができる。
3）相談援助における援助関係の定義について説明し、援助関係の質と自己覚知との関係性につい
て解説することができる。

4）相談援助の展開過程の流れ、およびそれぞれの展開過程の内容について説明することができる。
5）アウトリーチ、契約、アセスメント、介入、モニタリング・再アセスメント・効果測定・評価、
面接、記録、交渉の各技術の意義と目的について説明することができる。

■教科書（「社会福祉援助技術論 B」と共通）�
1 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 7 　相談援助の理論と方法Ⅰ（第
3版）』中央法規出版、2015年（第 3版でなくても可）

2）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 8 　相談援助の理論と方法Ⅱ（第
3版）』中央法規出版、2015年（第 3版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 3 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 相談援助とは ソーシャルワークの定義と役割、ソーシャ

ルワークを構成する要素、ソーシャルワー
クの職場、ソーシャルワーカーが所属す
る組織について理解する。

ソーシャルワークの定義、目的について
理解したうえで、価値、知識、方法・技
能の関係がどのようになっているか理解
しましょう。

2 相談援助の構
造と機能

ソーシャルワークの構造、ニーズ、機能
について理解する。

構造については、人と環境との関係、人
および社会資源についての見方の 3点よ
り。ニーズについては、社会生活ニーズ
とサービス・ニーズの 2 点より。機能に
ついては、過程と枠組みの 2 点より理解
しましょう。

3 人と環境の交
互作用

実践における人と環境、人にとっての環
境の意味、人と環境との全体性、システ
ム理論によるソーシャルワーク論について
理解する。

ソーシャルワークの実践を「人」と「環
境」を分割せずに、相互に影響を与え合
う「全体としてとらえる見方」より理解
しましょう。

4 相談援助にお
ける援助関係

援助関係の意義、援助関係の形成プロセ
スに影響する要因、援助構造、援助関係
の質と自己覚知について理解する。

援助関係とはいかなるものなのか。また
その形成に影響を与えるもの、および質
を担保するうえで必要なものとは何なの
かについて理解しましょう。

5 相談援助の展
開過程Ⅰ①

相談援助の展開過程の流れを学んだうえ
で、ケース発見、受理面接、問題把握、
ニーズ確定に至る過程について理解する。

相談援助の展開過程の全体の流れについ
て理解しましょう。展開過程の段階は明
確に分けられるものではない点に留意し
て、各展開過程について理解しましょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
6 相談援助の展

開過程Ⅰ②
事前評価、支援標的・目標設定、支援の
計画、支援の実施に至るまでの展開過程
を理解する。

学びのポイント5と同様。各段階の目的
と内容を、テキストのなかに記載されて
いる一つの事例を通して理解してみま
しょう。

7 相談援助の展
開過程Ⅱ

経過観察、再アセスメントと支援の強化、
支援の終結、効果測定、評価、アフター
ケア、予防的対応とサービス開発につい
て学び、相談援助の展開過程の全体を理
解する。

学びのポイント5、6、7を通して、ソー
シャルワーカーの支援の視点が、ミクロ、
メゾ、マクロと展開していく様相につい
て理解しましょう。

8 アウトリーチ
の技術

アウトリーチの意義と目的、必要性、機能、
方法と留意点について理解する。

近年の地域を基盤としたソーシャルワー
ク実践の必要性の高まりのなかで、アウ
トリーチが必要とされてきている状況も
ふまえて内容を理解しましょう。

9 契約の技術 契約の意義と目的、方法と留意点につい
て理解する。

ソーシャルワークの理念であるクライエ
ントとの関係の対等性やクライエントの
自己決定の尊重は、契約の考え方や方
法を通して具体化されることを理解しま
しょう。

10 アセスメント
の技術

アセスメントの特性、アセスメントで得る
べき情報16項目と視覚化できるアセスメ
ントツール、アセスメント面接で得た情報
の使い方について理解する。

アセスメントがソーシャルワークのプロ
セスにおいて、最も重要な基本中の基
本といわれている理由について理解しま
しょう。

11 介入の技術 介入の意義と目的、方法と留意点につい
て理解する。

介入はミクロ、メゾ、マクロのシステム
にかかわるものであること。留意点につ
いては、クリティカル・シンカーである
必要性、およびエビデンス・ベースドの
重要性について理解しましょう。

12 経過観察、再
アセスメント、
効果測定、評
価の技術

経過観察、再アセスメント、効果測定、
評価とサービス開発の内容について理解
する。

子どもと家庭への実践事例を通して具体
的にイメージしながら理解しましょう。

13 面接の技術 面接の目的、展開、面接において用いる
技術とコミュニケーション、面接の形態に
ついて理解する。

会話と援助的面接との相違、面接の展開
過程、必要な技術、生活場面面接の重要
性について理解しましょう。

14 記録の技術 記録の意義と活用目的、種類と活用の仕
方、方法とIT化、今後の課題について理
解する。

ソーシャルワーク実践において、なぜ記
録は必要かつ重要であるのか、活用の仕
方とともに理解しましょう。

15 交渉の技術 交渉の意義と目的、方法と留意点、プレゼ
ンテーションの技術について理解する。

「エンパワメントの原則」の視点から意義
について理解し、必要とされる技術につい
て理解しましょう。
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■レポート課題（手書きレポート用紙の p.1、p.9の課題記入欄は、「課題名」として表示されているものの記載で可） �

1 単位め
課題名：「相談援助の概念及び技術の必要性と活用のあり方」
相談援助の概念を整理した上で、相談援助において「技術」を必要とする理由、およびその活
用のあり方について論述してください。

2 単位め

課題名：「ソーシャルワーク実践における対象理解の意味」
ソーシャルワーク実践において「対象を理解する」とはどういうことであるのか、あなたの意
見を述べてください。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
ソーシャルワーカーに必要とされる相談援助の価値・原則、相談援助の過程および相談援助の技術

について「座学で学ぶ」ことの意義とは、何でしょうか？
以下の 2点に留意して考えてみてください。

（「社会福祉援助技術論 A・B」に共通）
1 ．ソーシャルワーカーとして仕事をしようとする際には、いかなる実践の場においても「問題とな
る状況」を全体的にとらえ、可能となる活動の選択肢を広く検討し、思考し、さらに利用者・当事
者や関係機関と連携して活動していく実践が必要とされます。
そして、その際には既存の相談援助の枠組みを駆使した支援のみならず、利用者・当事者の視点

に立ち、場合によっては既存の枠組みを超えて制度やサービスの変革を視野に入れた支援に着手せ
ざるを得ません。
換言するならば、ソーシャルワーカーは自己認識や内省性を高めつつ、利用者・当事者の存在そ

のものに関心を示し、既存の知識や理論に基づく枠組み（理解や思い込み）に囚われることなく、
利用者・当事者の呈する「事実」や取り巻く「事象」について分析し、思考する方法と姿勢を修得
できていることが求められているといえるでしょう。
教科書に記述されている内容（先行研究）に対しても、ただ単にそれを覚えるのみでなく、疑問

や批判的な視点をもちながら学び、自らの見解を育んでください。

2 ．わが国においては、いわゆる「理論と実践の乖離問題」の一端として、「ソーシャルワークの理論
を学ぶことによって培われるソーシャルワークに対するイメージ」と「現場実践を通じて培われる
ソーシャルワークに対するイメージ」の間に大きな “ギャップ ”があることが指摘されています。
理論と実践をつないでいくことは難しい営みであるのかも知れませんが、しかしその 2 つは相対

立するものではありません。「理論に支えられた実践の重要性」および「実践を支える理論の必要性」
の双方を受け入れられるソーシャルワーカーでありたいものです。
本科目を通し、相談援助における理論、知識、技術等について「座学」で学んでいくわけですが、

その「学びの眼差し」の先に利用者・当事者と呼ばれる人びとの暮らしと生のあり方を位置づけ、
実践とのつながりの可能性を意識しながら学んでください。
どこに「顔」（学問的関心）を向けながら取り組むことが、ソーシャルワークについての意味ある

「座学」学修となり得るのか？―そのような意識も頭の隅において頂けましたら幸いです。
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　　　　　　「技術」は援助専門職としての実践をしていく上で “必要 ” です。しかし、それだけで
“必要十分 ”であるとはいえません。では、その他に何が必要となるのでしょうか？
また、換言するならば、ソーシャルワーク実践をしていく上で「技術」の有する意味

とは何であり、その活用に際して留意すべきこととは何なのでしょうか？　それはまた「知識」「価値・
倫理」との関連においては、いかなる役割と意義をもち得るのでしょうか？
「相談援助」とは何であるのか？　および相談援助に必要とされる数々の「技術」には、どのような
ものがあるのか？―について学び、理解した上で、「技術」が必要とされる理由およびその活用のあり
方について、あなたの意見を述べてください。（テキスト『相談援助の理論と方法Ⅰ』第 1 ～ 3 章、第
7～14章、および『相談援助の理論と方法Ⅱ』第 9～10章、参照）

　　　　　　ソーシャルワークはその時々の社会情勢下で生起する社会問題や社会生活上のニーズ
に的確に応えていかなければなりません。近年、社会の不平等化や格差社会の問題が指
摘されるようになり、「貧困」があらゆる福祉問題の根底にみられるようになり、生活問

題はより複雑化、深刻化、多様化してきています。
しかし、この貧困問題にしろ、あるいは孤立、排除、差別の問題にしてもたえず存在してきたもの

であり、歴史的社会的に変化しながら再生産され、新たな形態を伴って進化してきていると解釈する
こともできるでしょう。
社会福祉およびソーシャルワークが今まで対象としてきた問題としては、具体的にどのようなもの

があったでしょうか？　また、それらは時代社会状況の中でどのように取り扱われ変遷してきたので
しょうか？　また、近年において生起してきている、既存の社会福祉制度・サービスでは容易に対応
しきれない生活問題、社会問題としてはどのような問題があるでしょうか？
また、ソーシャルワークが対象とする問題を「個人や家族の抱える生活問題が政治・経済・社会・

文化等の要因によって規定されながら時代の変化の中で社会的課題となってきたもの」であるととら
えたとき、ソーシャルワーカーとしての私たちの対象は、私たちのすぐそばにいる具体的存在として
の利用者・当事者であるともいえます。
利用者・当事者を「自らの生活課題の解決のために他者からのかかわり・介入を必要とする人」で

あるととらえたとき、ソーシャルワーカーとしての「かかわり」「介入」のあり方が問われてきます。
その際に、人は見ようとするものしか見えないし、また問題は人びとによって意識され、認識され、

名づけられなければ「生活・社会問題」とはならないということ。並びに、私たちソーシャルワーカー
が知っていること、あるいは知っていると思いこんでいることが、必ずしもすべて真実であり正しい
とは限らない場合が多いということに心を留めておく必要があるでしょう。
また、社会福祉サービスの合理化、システム化が進む一方である状況において、利用者・当事者と

いう「生きた人間」そのものを全体としてとらえるような対象把握が弱まってきている現実を注視す
る必要もあるでしょう。
以上の点を踏まえた上で、ソーシャルワークが対象とする利用者・当事者とは、そもそもどういう

人たちのことをいうのか？　あるいはソーシャルワークが対象とする「問題」とはどのようなもので
あるのか？　また、そのような対象を理解するために援助専門職に必要な姿勢・専門性とは何なのか？ 
さらにソーシャルワーク実践における「対象を理解すること」の意義について、あなたの意見を述べ

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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てください。（テキスト『相談援助の理論と方法Ⅰ』第 1 ～ 4 章、『相談援助の理論と方法Ⅱ』第 1 章、
および参考図書『相談援助の基盤と専門職』第 1～ 2章、第 5～ 7章、第10～11章、参照）

■レポート作成に際しての留意点（「社会福祉援助技術論 A・B」に共通） �
1 ．以下のような問題意識と姿勢をもって頂くことを望みます。
①　「レポートだから調べたことをそのまま書けばいいや」ということにはなりません。レポートは
「小論文」の一種です。よってレポート課題として与えられたテーマに対して、“自分ではどのよう
な視点で、どのように考えられるのか ”を明確に伝えることが求められます。

　　「良いレポート」とは、ただ単に調べてまとめたものではなく、自分の考えていること（主張）が
読む人に伝わるレポートのことをいいます。

②　そのためには、教科書以外にも自分の見解を深める上で役に立ちそうな「文献」を手に取り、読
むことが必要となります。

　　なお、その際に文献の示されている先行研究を無批判に受け入れ、体裁を整えたレポートを書く
のではなく、疑問をもって先行研究を批判的に検討した上で、自分の考えを述べることを心がけて
ください。「自分自身の言葉」で「自分自身の考え」を述べることで「自分らしいレポート」が仕上
がります。

③　また、“自分は何を言いたかったのか？　今はっきりとわかっていることは何であり、またわかっ
ていないことは何なのか？　いったい自分は何を考えているのか？”―と、自分自身に対して問い直
す作業を心がけてください。「推敲を重ねる」ことでその作業も進みます。

④　レポートは科目履修に伴う単位修得のためには必須のものですが、レポートはそのために仕方な
く書くものではありません。「自分自身の考え方・思想を創りあげる」ために書くものです。大学で
の学修の本来の目的は、そこにあります。

2．以下の点に留意してレポートを作成してください。
①　手書きにしろワープロ・パソコン印字にしろ、論述表記（原稿用紙の使い方）の基本ルールを遵
守してください。

②　どこまでが文献を引用・参照したものであり、どこからが執筆者の独自の見解であるのかがはっ
きりとしない場合、そのレポートは全体として「盗作」であると疑われるおそれがあります。まし
てや教科書の文章をそのまま書き写して列記しただけのものは論外です。

③　引用・参考文献の出典表記と注釈の表記方法には、一般的に「従来型」と「近年型」の 2 つがあ
ります。どちらがいいかは一概にはいえませんし、決して統一されてもいませんが、『学習の手引き』
や「文章作成法」関係の本などを参考にして基本的な表記法についてご修得ください。また、文献
の引用・参考に際しては直接引用、言い換え、要約などについて正規のルールがありますので、ご
修得ください。正規の表記法を用いることで、そのレポートの説得性と信頼性も高まります。

　　従来型：�注釈も参考・引用文献も一緒に、本文中に通し番号の小さな肩数字をつけて表記し、章
末や巻末（論文末）にその通し番号順に一括して表記する。

　　近年型：�注釈は（注 1）のように本文中に括弧つきで大きく表記し、参考文献も本文中に著者名・
発表年のみを括弧つきで（川口、2008）のように表記する。

　　　　　引用文献は引用分末尾に著者名・発表年・引用箇所を括弧つきで（川口、2008、p.123）
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のように表記し、章末や巻末（論文末）に注釈と引用・参考文献一覧とを別々に記載する。
④　「文献」には、主として単行本としての「図書」と、逐次刊行物としての「雑誌論文」があります。
ソーシャルワークの領域でどのような文献があるのか、知っていますか？　必要に応じて把握し、
活用していってください。

⑤　文献検索の方法としては、大別して「イモヅル式検索法」と「二次資料検索法」があります。そ
れぞれに長短がありますので、併用することが望ましいです。なお、インターネット検索を利用し
ての執筆には特別の注意が必要ですのでご留意ください。

　　イモヅル�式検索法：一つの文献（本や論文）の巻末などに記載されている「引用・参考文献」の
中から重要と思われるものをピックアップし、そこから次々と文献をたどっていく方法。

　　二次資料�検索法：分野ごとに集めた文献データベース（文献目録、インターネット、CD-ROM）
を用いて文献・資料を集める方法。

⑥　引用・参考文献の出典表記と注釈の表記方法、および文献探索の方法をはじめ、レポートや論文
を書くときの基本的ルールや心構えについては、以下の本にわかりやすく記述されていますので、
ご参照ください。

　　小笠原善康『大学生のためのレポート・論文術』講談社、2002年
　　�　なお、インターネットを使ってレポート・論文を書く際の方法、留意点については、以下の本

をご参照ください。
　　小笠原善康『大学生のためのレポート・論文術―インターネット完全活用編―』講談社、2003年

■科目修了試験　評価基準 �
１ ）各出題に含められているポイントすべてについて論述されていること。
２）ポイントに関して教科書のなかで説明されている内容を理解していること。
３）論理構成と展開が明確であること。
４）記述の分量（ １問あたり400～800字程度）が確保されていること。

■参考図書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 6 　相談援助の基盤と専門職（第 3
版）』中央法規出版、2015年（第 3版でなくても可）

浦河べてるの家『べてるの家の「非」援助論―そのままでいいと思えるための25章―』医学書院、
2002年

加茂陽編『ソーシャルワーク理論を学ぶ人のために―ソーシャルワークの最新諸理論・事例・議論
―』世界思想社、2000年

北川清一・久保美紀編著『社会福祉の支援活動―ソーシャルワーク入門―』（シリーズ・ベーシック
社会福祉②）、ミネルヴァ書房、2008年

社団法人日本社会福祉士会編『改訂社会福祉士の倫理―倫理綱領実践ガイドブック―』中央法規出
版、2009年

仲村優一・一番ケ瀬康子・右田紀久恵監修、岡本民夫・田端光美・濱野一郎・古川孝順・宮田和明
編『エンサイクロペディア社会福祉学』中央法規出版、2007年
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※鳥瞰図的な視野から社会福祉学研究の現状と将来展望を示した書。高価な本なので大学図書館な
どで閲覧してみてください。

以下の雑誌論文、学会誌などをレヴューしますと、レポート課題、本科目の学修に際して参考とな
る先行研究を知ることができますので、調べてみてください。
『ソーシャルワーク研究』（相川書房）　　『社会福祉学』（日本社会福祉学会）
『社会福祉研究』（財団法人鉄道弘済会）　『月刊福祉』（全国社会福祉協議会）

その他、スクーリング時にも講義内容に合わせ、適時、紹介します。
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社会福祉援助技術論Ｂ 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 2年以上

科目コード CE3072 担 当 教 員 川口 正義

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した
方は履修することはできません。

■科目の内容 �
「社会福祉援助技術論A」の p.90をご参照ください。
本科目では、「社会福祉援助技術論A」の学修内容を踏まえた上で、以下の内容について学びます。
1．様々な実践モデルとアプローチ
2．ケースマネジメントとケアマネジメント
3．グループを活用した相談援助
4．コーディネーションとネットワーキング
5．社会資源の活用・調整・開発
6．スーパービジョンとコンサルテーションの技術
7．ケースカンファレンスの技術
8．事例研究・事例分析―意義・目的・方法・留意点―
9．その他

■到達目標 �
1 ）相談援助において対象をどのようにとらえるかについて述べることができ、さらに対象理解に
際して援助専門職に必要な姿勢、専門性について解説することができる。

2）ソーシャルワーク実践理論の分化・多様化の動向を踏まえたうえで、実践モデルと実践アプロー
チの意味と内容について解説することができる。

3）治療モデル、生活モデル、ストレングスモデルの特徴について述べることができ、さらにジェ
ネラリスト・ソーシャルワークにおける三つの実践モデルの活用の仕方について解説することが
できる。

4）従来の実践アプローチ（心理社会的、機能的、問題解決、課題中心、危機介入、行動変容）
の発展史を踏まえたうえで、新興アプローチ（エンパワメント、フェミニスト、ナラティヴ、
EBSW）の内容、及び注目されるに至った社会的背景と意義について説明することができる。

5）ケースマネジメント、グループ活用、コーディネーションとネットワーキング、社会資源の活
用・調整・開発、スーパービジョンとコンサルテーション、ケースカンファレンス、事例研究・
事例分析の各技術の意義と目的について説明することができる。
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■教科書（「社会福祉援助技術論 A」と共通のため、この科目での教科書配本はありません）�
1 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 7 　相談援助の理論と方法Ⅰ（第
3版）』中央法規出版、2015年（第 3版でなくても可）

2）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 8 　相談援助の理論と方法Ⅱ（第
3版）』中央法規出版、2015年（第 3版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 3 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 対象の理解 社会福祉援助活動の概念と定義、対象のと

らえ方について理解する。
相談援助において「対象を理解する」
ことの必要性と意義、必要とされる視
点について理解しましょう。

2 ケースマネジメ
ント①

ケースマネジメントの基本、過程、アセス
メントの特徴、ケアプランの作成・実施の
特徴について理解する。

ケースマネジメントの必要性について
考え、その過程についてソーシャル
ワークの過程と対比させながら理解し
ましょう。

3 ケースマネジメ
ント②

ケースマネジメントの特徴、ケースメネジ
メントとソーシャルワークの関係について
理解する。

ケースマネジメントの特徴について整
理し、ソーシャルワーカーが実施する
ケースマネジメントの独自性について
理解しましょう。

4 グループを活用
した援助

人間にとっての集団の意味、グループワー
クの意義、自助グループを活用した相談援
助について理解する。

グループワーク、サポートグループ、
当事者組織、自助グループの相違と特
徴について理解しましょう。

5 コーディネー
ションとネット
ワーキング

コーディネーションの目的と意義、方法・
技術・留意点、及びネットワーキングの意
義と目的、方法について理解する。

コーディネーションとネットワーキン
グの必要性と関係について理解しま
しょう。

6 社会資源の活
用・調整・開発

社会資源の種類、活用・調整・開発の意義
と目的、方法、留意点、ソーシャルアクショ
ンによるシステムづくりについて理解する。

社会資源の開発（再資源化と開発）、
ソーシャルアクションがクライエント
の権利を擁護していくうえで重要であ
ることを理解しましょう。

7 実践モデルとア
プローチⅠ

実践モデルとその意味、3つの実践モデル、
ジェネラリスト・ソーシャルワークの展開
について理解する。

実践モデル、アプローチが分化・多
様化している状況、3つの実践モデル
の内容と相互の関係について理解しま
しょう。

8 実践モデルとア
プローチⅡ

心理社会的、機能的、問題解決、課題中心、
危機介入、行動変容の6つの実践アプロー
チの内容について理解する。

主にケースワークの場面で活用される
6つの実践アプローチの特徴について
理解しましょう。

9 実践モデルとア
プローチⅢ

エンパワメント、ナラティブ、実存主義、
フェミニスト、解決志向の 5つの実践アプ
ローチ、実践アプローチをめぐる課題につ
いて理解する。

実存主義アプローチを除き、それまで
のアプローチがもつ限界を指摘しつつ
登場してきたものであることをふまえ、
その特徴について理解しましょう。

10 スーパビジョン
とコンサルテー
ションの技術

スーパービジョンの意義と目的、方法、留
意点、及びコンサルテーションの意義と内
容について理解する。

スーパービジョンの必要性と3つの機
能、スーパービジョン関係形成の重要
性について理解しましょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
11 ケースカンファ

レンスの技術
ケースカンファレンスの意義と目的、運営
と展開過程、実際、評価と普遍化について
理解する。

ケースカンファレンスの目的を五つの
視点から整理し、その意義について三
つの視点から理解しましょう。

12 個人情報の保
護

個人情報の定義、個人情報の考え方、個人
情報保護制度、個人情報保護の課題につい
て理解する。

クライエントの生活と権利を守り、支
えていくために、個人情報とどう向き
合い、いかに保護し、活用するのか、
考え、理解しましょう。

13 情報通信技術
の活用

情報通信技術と福祉情報、相談援助におけ
る情報通信技術の活用、留意点について理
解する。

情報通信技術が必要となってきた社会
的状況を理解したうえで、相談援助に
おける活用のあり方について理解しま
しょう。

14 事例研究・事例
分析

事例研究の目的と意義、方法と留意点、及
び事例分析の目的と意義、方法と留意点に
ついて理解する。

事例研究と事例分析の相違を整理し、
それらがソーシャルワーカーの自己研
鑽にとって必要かつ重要であることを
理解しましょう。

15 相談援助の実際 ミクロ、マゾ、マクロの各レベルの具体的
事例を通して、相談援助について理解する。

具体的事例を通して、ソーシャルワー
ク援助の対象の広さと実践の広さを理
解しましょう。

■レポート課題（手書きレポート用紙の p. 1 、p. 9 の課題記入欄は、「課題名」として表示されているものの記載で可。） �

1 単位め

課題名：「実践モデル・アプローチの発展史と現状・課題」
実践モデル・アプローチの発展史を概説した上で、近年、EBSW（エビデンス・ソーシャルワー
ク）と構成主義アプローチが注目されるに至った社会的背景、意義について論述してください。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

2 単位め 課題名：「私の考える『援助』観」
自らの「援助」観について論述してください。

■アドバイス �
「社会福祉援助技術論A」の p.93～95もご参照ください。

　　　　　　実践モデル・アプローチは特定の問題のとらえ方と、それに基づく対応方法・技法の
まとまりであり、実践をガイドする役割を担うものです。また、ソーシャルワーカーが
その活動の妥当性を利用者・当事者や所属組織、関係機関等に説明する際に活用する知

識体系でもあります。
ソーシャルワークが時代社会状況による影響を受け、その時々の社会の動向や要請に応えていかな

ければならないという宿命を有する営みであるように、そのガイド役となる実践モデル・アプローチ
も時代とともに多様化してきました。そして、ソーシャルワークのための実践モデル・アプローチは
その時代社会で有力な隣接諸科学の知見を広く取り入れつつ多種多様に発展してきました。
ソーシャルワーカーは現実の場面で出会う複雑な状況に対応するためには、単一の実践モデル・ア

プローチのみでなく、どのような状況で、どのような実践モデル・アプローチが有効に機能するのか
を理解した上で、それらを自らの実践に適切に応用していくことが求められます。

1単位め
アドバイス
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まず、各実践モデル・アプローチの定義、固有の視点、意義およびその史的展開を理解し、簡潔に
まとめてください。その上で、1990年代に入り「社会構成主義」と「証拠に基づく実践」（Evidence 
Based Practice）の考え方がソーシャルワークの領域においても注目を集めるに至った社会的背景と
その意義について論述してください。（テキスト『相談援助の理論と方法Ⅱ』第 6 ～ 8 章、及び参考図
書『相談援助の基盤と専門職』第 3～ 4章、参照）

　　　　　　ソーシャルワーカーには「時代の風」を感じ、読みとる能力が求められます。また、
ソーシャルワークの過程においては、自分とは異なる存在である利用者・当事者に対し
誠実に向き合い、その人生に関心を寄せ、言葉にできないその人の痛み、哀しみ、苦悩

等を感じとることができる関係が求められます。
しかし、残念なことに「時代の風」は冷たく、混沌としており、利用者・当事者のみならずソーシャ

ルワーカーをも翻弄させています。また、そのソーシャルワーク実践が援助を提供する側の意図や立
場が優先される中で行われてしまっている、まさに「当事者主権」のスローガンとは程遠い現実も散
見されます。
このような状況を踏まえたとき、「人を援助する」とはいかなる意味をもつのでしょうか？　あるい

は「ソーシャルワーカー」とはいかなる営みを行う人のことをいうのでしょうか？　さらに、利用者・
当事者を “主人公 ”にした援助とは、いかなるものであるべきなのでしょうか？―これらについて自
問し、再考する必要に迫られています。
これらの問いに答えるためには、自らの準拠している価値・倫理観のあり様を見つめ直す作業が不

可欠となります。また、なぜ自分が援助専門職（ソーシャルワーカー）を目指そうとしているのか？ 
その思いの「原点」およびその形成過程における「こだわり」（パッションとミッション）の中身を振
り返る作業も必要となってくるでしょう。
ソーシャルワーカーの実践力は時代の動向を利用者・当事者の生活実態と照合しながら的確に把握

できることにより蓄えられます。あなたはどのように「時代の風」を感じ、読みとっていますか？　
そして、その中であなたが希求し、実践していきたいと考えているソーシャルワークとはどのような
ものですか？
本科目の学修のまとめとして、また自らの「ソーシャルワーカーとしてのアイデンティティ」を構

築していくために、あなたが望ましいと考える「援助」観について “自分の言葉 ”で述べてください。

■レポート作成に際しての留意点（「社会福祉援助技術論 A・B」に共通） �
「社会福祉援助技術論A」の p.95～96をご参照ください。

■科目修了試験　評価基準 �
１ ）各出題に含められているポイントすべてについて論述されていること。
２）ポイントに関して教科書のなかで説明されている内容を理解していること。
３）論理構成と展開が明確であること。
４）記述の分量（ 1問あたり400～800字程度）が確保されていること。

2 単位め
アドバイス
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■参考図書 �
「社会福祉援助技術論A」の【参考図書】p.96～97を参照してください。

■履修登録条件 �
この科目は、「社会福祉援助技術論Ａ」をすでに履修登録済みか、同時に履修登録をする方のみが履

修登録できます。
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社
福
士 

指
定
科
目

社会調査の基礎 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 3年以上

科目コード CE4073 担 当 教 員 三浦 　剛（上）／石附 　敬（下）

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年
度以前に入学した方は、同じ内容を「社会福祉援助技術論Ⅱ」として学習します。

■科目の内容 �
社会福祉実践における社会調査の役割は、近年ますます重要になっています。間接援助技術として

強調されていた時代には、主にメゾ、マクロ領域を中心に用いられていました。しかし、近年ではリサー
チに基づくソーシャルワークあるいはエビデンスに基づくソーシャルワークといった概念にみられる
ように、ミクロ領域を含む全ての社会福祉実践の領域に社会調査の知識と技術が必要とされています。

本科目では、主に以下の内容について学びます。
①　社会福祉における社会調査の役割
②　社会調査の概要
③　社会調査の方法（量的および質的分析）
④　社会調査における倫理と個人情報保護

■到達目標 �
1 ）社会福祉調査の意義を近代史に位置付けて述べることができ、今日におけるその目的を説明で
きる。

2）各種統計を統計法も参照しながら活用することができる。
3）統計的方法の基礎を理解し、調査の枠組みが組めるようになる。
4）調査票を作成したり結果の分析の方法に関する留意点が説明できる。
5）少数事例実験計画や質的調査法について、社会福祉実践の評価と関連付けて説明できる。

■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編集『新・社会福祉士養成講座 5 　社会調査の基礎（第 3 版）』中央
法規出版、2013年（第 3版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2013年 4 月
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■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 社会調査と社会福祉

（第1章、第7章）
ソーシャルワークの発達史を軸に、貧困
調査に代表される社会調査とソーシャル
ワークの関連性を理解する。社会科学と
してのソーシャルワークを理解する。

産業革命以降、ヨーロッパを中心
とした人道主義的諸活動の発展と
ソーシャルワークの萌芽について
確認しておきましょう。

2 社会福祉援助技術にお
ける社会調査

（第2章）

社会福祉援助技術における社会調査の
意義、目的、種類と方法を理解する。

ソーシャルワークは「ミクロから
マクロへの連続体である」ことの
意味を事前に調べておきましょう。

3 社会福祉援助技術にお
ける社会調査

（テキストに該当箇所
なし）

特に、社会福祉実践（ソーシャルワーク）
の評価における社会調査の意義、目的、
方法を理解する。

ソーシャルワークのプロセス（過
程）における「評価」の意味を確
認しましょう。

4 社会調査の概要
（第2章）

社会調査の分類、意義と目的、対象と方
法について理解する。また、統計法の概
要を理解する。社会調査のプロセスを理
解する。

身のまわりにどのような「調査」
「統計」があるか調べてみましょう。

5 量的調査の方法
（第3章）

量的調査法の必要性を理解し、標本の
抽出の方法から調査票作成までのプロセ
ス、データ分析の手順を身につける。独
立、従属変数の意味、変数の尺度水準
を理解する。

量的調査のプロセスにおいて、大
切なことは何か、説明できるよう
にしましょう。

6 量的データの分析
（第3章）

単純集計と1変量の性質を表す「記述統
計量」について理解する。

平均や標準偏差、正規分布といっ
た用語について、あらかじめ確認
しておきましょう。

7 量的データの分析
（第3章）

2 変量の関係を表す記述統計について、
まず、相関関係を分析する方法を理解す
る。「統計的有意」の意味を理解する。

相関係数の意味（分析結果の読み
方）がわかるようになりましょう。

8 量的データの分析
（第3章）

次いで、「検定」の意味と方法を理解す
る。

「仮説」と「検定」の意味を理解する。

カイ自乗検定、ｔ検定などの結果
の解釈ができるようになりましょ
う。

9 量的データの分析
（第3章、第6章）

多変量解析の意味と、統計分析パッケー
ジ・ソフトの利用の仕方について知る。

代表的なパッケージ・ソフトを利
用した多変量解析結果の、基礎的
な部分の解釈ができるようになり
ましょう。

10 質的調査の方法
（第 4章）

質的調査の必要性と特徴を理解する。質
的調査法の種類を理解する。

主観的データが重視されるように
なった背景を考えてみましょう。

11 質的調査の方法
（第 4章）

質的調査のプロセスについて、設計から
対象者、手法の選定までを理解する。

質的調査において、なぜ厳密にプ
ロセス、方法を守らなければなら
ないのか説明できるようになりま
しょう。

12 質的調査の方法
（第 4章）

調査の実施について、実際の調査手法に
基づいて理解する。

KJ法やグループ・インタビューな
どを例にとり質的調査の実施方法
を、具体的に説明できるようにし
ましょう。
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社
福
士 

指
定
科
目

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
13 質的データの分析

（第 4章）
１、２の質的調査手法を例に、逐語記録
の作成から報告書の作成に到る一連の分
析プロセスを理解する。

グラウンデッド・セオリーによる質
的データの分析プロセスの概略を
理解しましょう。

14 社会調査における倫理
と個人情報保護

（第5章）

社会調査における倫理的配慮や個人情
報保護の具体的手続きを知る。

調査依頼文書の作成を通して、倫
理的配慮や個人情報保護の方法を
具体的に理解しましょう。

15 まとめ
社会調査の実際

まとめとして、福祉的事象の理解から、
仮説を立て、調査を企画、実施、データ
を分析する一連の作業を、実例に基づ
いて学び、社会調査に関する具体的なイ
メージを作る。

卒業論文を書く、などと仮定し、
一連の手順を具体的にイメージし
てみましょう。

■レポート課題 �

1 単位め 社会福祉における社会調査の今日的役割について、歴史的経緯も踏まえて説明しなさい。

2 単位め 量的調査における調査票の作成方法と留意点について説明しなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
　　　　　　社会調査の歴史的な流れを概観したうえで、社会調査が今日の社会福祉にどのように

生かされているのかについて述べてください。従来は社会福祉援助技術の中で間接援助
技術として位置づけられ、主にメゾ・マクロ領域の実践を中心に用いられていましたが、

近年ではミクロ領域においても社会調査で得られた知見を活用し、さらに、その技法を活用すること
も求められてきています。このような点にも着目し、具体例をあてはめながら学習するとより理解が
深まります。
社会福祉と社会調査の歴史的関係について、さらに深く学習したい方は、リッチモンドの「社会診

断」、ブースの「ロンドン調査」、エンゲルスの「イギリスにおける労働者階級の状態」などについて
調べてみると良いでしょう。

　　　　　　この課題では、量的調査を題材とし、社会調査の方法を単に知識として覚えるだけで
はなく、あなたが社会福祉の実践で活用することを想定して、調査票作成の手順と留意
点を確認していきましょう。レポート作成では、単に手順と留意点を羅列するのではなく、

具体例を挙げながら説明するとより理解が深まります。
参考として、調査報告書や調査論文には、調査の目的、意義、方法や手順が述べられています。報

告書には、付録として実際に用いられた調査票が載せられていることがあります。これらの資料は社
会調査の方法について具体的イメージを持つのに役立ちます。

■科目修了試験　評価基準 �
・『レポート課題集』本科目全体の内容についての理解を問います。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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・問題の題意に適しているかどうかも問います。
・解答字数は、800字以上を基準といたします。

■参考図書 �
●初心者向け
平山尚・武田丈・呉栽喜・藤井美和・李政元『ソーシャルワーカーのための社会調査法』ミネルヴァ
書房、2007年

大谷信介・木下栄二・後藤範章・小松洋・永野武『社会調査へのアプローチ』ミネルヴァ書房、
2000年

●ちょっと専門的に学びたい人にお勧めの文献
宝月誠・中道實・田中滋・中野正大『社会調査』有斐閣Ｓシリーズ、1998年
井上文夫・井上和子・小野能文・西垣悦代『よりよい社会調査をめざして』創元社、2001年
●調査した結果をコンピュータで分析してみたい人にお勧めの文献
　※統計解析ソフト（SPSS）を購入済みであることが前提
加藤千恵子・廬志和・石村貞夫『SPSSでやさしく学ぶ　アンケート処理』東京図書、2005年
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社
福
士 

指
定
科
目

福祉経営論 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 3年以上

科目コード CE4074 担 当 教 員 高橋 誠一

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した
方は、履修することはできません。

■科目の内容 �
これまで社会福祉事業を中心とした福祉分野は、利用者を中心とした福祉サービスへとその提供の

あり方が大きく変わってきました。その背景には、地域生活支援・自立生活支援ニーズが高まり、従
来の福祉援助の仕組みでは対応が困難になってきたことがあげられます。その結果、福祉サービスの
特質に配慮しながらも、増大する福祉サービスのニーズに応えるために、これまでの社会福祉法人を
中心とした制度から、特定非営利活動法人（NPO）、民間企業、医療法人などさまざまな法人が事業
所を運営して福祉サービスを提供できるように規制が緩和されてきました。
このように、多様な法人によって福祉サービス提供組織が運営されていますが、基本的な福祉サー

ビスは、補助金や社会的保険によって費用のほとんどがまかなわれ、サービス内容が決められていま
す。そこで、利用者と事業者の間の契約を基本としつつも、一般の市場と区別して、福祉サービスは
準市場と呼ばれることがあります。したがって、民間企業であっても、福祉サービスの特質を理解し
て事業を経営する必要があります。また、社会福祉法人では、これまで以上に利用者のニーズに即し
た事業経営が求められます。
この科目では、福祉サービス提供組織の多様性を理解し、共通して必要となる福祉サービス提供組

織の経営について学んでいきます。福祉サービス提供組織の存在理由は、利用者へのサービス提供に
あります。利用者を中心とした福祉サービスは、利用者のニーズを理解し、本人や家族、地域の住民
と協力して提供していくことが多いので、画一的ではない柔軟なサービス提供が求められます。経営
者や管理者は、小規模な事業所以外では、直接利用者にサービスを提供することは多くありませんが、
生活支援や介護、相談援助を行う職員を通して利用者に貢献しています。ですから、経営者や管理者
は職員が働きやすい環境を作り、人材を育成し、必要な資源や組織環境を整えることが重要な仕事に
なります。そのためには、利用者中心の理念を明確にし、組織的な事業経営に取り組む必要があります。

■到達目標 �
1 ）福祉サービス経営者としての法人の役割を説明できる。
２）職員をサポートしリードしていく管理者の役割を理解し、説明できる。
３）福祉サービスの質を保証し、利用者の選択と意見を取り入れていく仕組みや第三者評価を説明
できる。

４）職員の待遇、人材の確保、人材の育成を理解し、説明できる。
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５ ）会計財務管理の基本を理解し、説明できる。
６）経営学の基礎知識を理解し説明できる。

■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座11　福祉サービスの組織と経営（第 4
版）』中央法規出版、2013年

（最近の教科書変更時期）2013年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 福祉サービスにおけ

る組織と経営①福祉
サービスにおける組
織・経営

（第1章）

「サービス」「経営」といった用語がどのよ
うな意味で用いられているのかを押さえた
うえで、福祉領域における「サービス」や

「経営管理」の特徴を整理し、理解する。

１� ．福祉サービスという言葉が使
われるようになった背景は何か。

２．福祉サービスの特徴は何か。

2 福祉サービスにおけ
る組織と経営②福祉
サービスと制度

（第1章）

福祉サービスがどのような環境で、どのよ
うな手法を用いて展開されているのかを理
解する。

１� ．準市場は、一般の市場となに
が違うのか。

２� ．福祉サービスを提供する上で、
倫理はなぜ重要なのか。

3 福祉サービスにかか
わる組織や団体①法
人とは、社会福祉法
人

（第2章）

１� ．「法人」の存在意義について述べ、そ
の基本形態について整理する。そして社
会福祉に関連する法人にはどのようなも
のがあり、それぞれがどのような特徴を
もっているのかを理解する。

２� ．福祉サービスの提供にかかわる組織や
団体に関して、それぞれの定義や役割を
押さえるとともに、各機関の現状や課題
について理解する。

３� ．戦後、わが国の社会福祉サービスの提
供主体として大きな役割を果たしてきた
社会福祉法人について理解する。

１．法人のメリットは何か。
２� ．ガバナンスとマネジメントの
違いは何か。

３� ．社会福祉法において社会福祉
法人の役割はどのように考えら
れているか。

4 福祉サービスにかか
わる組織や団体②特
定非営利活動法人

（第2章）

特定非営利活動促進法成立後わずか10年
余りで 4 万6,300の団体が認証されるまで
になった特定非営利活動法人について理解
する。

1 �．特定非営利活動法人が生まれ
た背景は何か。

2 �．認証の仕組みはどのようなも
のか。

5 福祉サービスにかか
わる組織や団体③そ
の他の組織や団体

（第2章）

医療法人、営利法人、公益法人、市民団体、
協同組合（農協､ 生協）、自治会について、
それぞれの特徴を理解する。

１� ．医療法人の法人としての多様
性を理解する。

２．各法人の根拠法を理解する。
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社
福
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指
定
科
目

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
6 福祉サービスの組織

と経営の基礎理論①
戦略、事業計画

（第3章）

１� ．経営を学ぶうえで最低限必要となる基
礎的な概念、理論について理解する。

２� ．戦略について、その概念を整理したう
えで経営戦略の策定プロセスを具体的に
理解する。

３� ．福祉サービスの戦略を考える際に参考
となるいくつかの戦略論も理解する。

１� ．福祉事業を行う上で、経営理
念はどのような役割を果たすか。

２� ．経営理念を実現するために、
どのような仕組みや経営活動が
考えられるか。

7 福祉サービスの組織
と経営の基礎理論②
組織、管理運営の基
礎理論

（第3章）

１� ．事業計画の策定から実行、評価までを、
順を追って理解する。

２� ．福祉サービスを念頭におき、マクロ的
な観点の組織論の主要な概念について
理解する。

３� ．管理の目的やその対象について整理し、
次に、管理の手法として、PDCAサイク
ルを理解する。

１．福祉サービスの質とは何か。
２� ．サービスの質を改善するため
にどのような取り組みが考えら
れるか。

8 福祉サービスの組織
と経営の基礎理論③
集団の力学に関する
基礎理論

（第3章）

集団力学の基本的な理論を理解する。 チームワークにおいてグループダ
イナミックスを考えることはなぜ
重要なのか。

9 福祉サービスの組織
と経営の基礎理論④
リーダーシップに関
する基礎理論

（第3章）

リーダーシップの必要性とさまざまな理論
を学び理解する。

１� ．リーダーシップとマネジメント
はどう異なるのか。

２� ．なぜさまざまなリーダーシッ
プ論があるのか。

10 福祉サービスの管理
運営の方法①サービ
ス管理①サービスマ
ネジメント、サービ
スの質の評価

（第 4章）

１� ．マーケティングの基本的な要素である
「四つのP」を軸に、サービス管理に必
要な基礎的な事項を整理し、

2 �．サービスの質の向上、利用者のサービ
ス選択のために導入が進められている第
三者評価等の「サービスの質」を評価す
る仕組みについて理解する。

１� ．福祉サービスにおいて、なぜ
マーケティングが必要なのか。

２� ．第三者評価、自己評価の違い
は何か。

11 福祉サービスの管理
運営の方法①サービ
ス管理②苦情対応と
リスクマネジメント
（第 4章）

福祉サービスの提供にあたってのリスクに
はどのようなものがあるかを明らかにし、
その対処法について具体的に理解する。

リスクに対する、事後的な対応だ
けでなく、事前の対応を考える必
要性は何か。

12 福祉サービスの管理
運営の方法①サービ
ス管理③サービス提
供のあり方の方向性

（第 4章）

これまでの福祉サービス提供の問題点を指
摘し、今後の福祉サービスのあり方につい
て理解する。

いま求められている福祉サービス
とはどのようなものか、それを実
現する方法は何か。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
13 福祉サービスの管理

運営の方法②人事・
労務管理、人材育成

（第5章）

1 �．人事・労務管理について、一般理論で
はなく福祉サービスの視点から学ぶ。

2 �．具体的には､ 人材の確保と採用､ 配置
と異動、給与等の待遇と福利厚生、人事
考課、労務管理・労使関係管理といった
テーマについて、それぞれ福祉の職場の
特徴を踏まえて、その目的や内容を理解
する。

3 �．人材育成の意義と必要性、OJTや
OFF-JT、SDSの手法を理解する。

1 �．雇用する側、雇用される側そ
れぞれの立場から、人事管理を
考えると、どのような違いがあ
るか。

2 �．福祉における人材確保の問題
は何か、どのような施策や支援
が行われているか。

14 福祉サービスの管理
運営の方法③会計管
理と財務管理

（第6章）

企業とは異なる特殊な性格を有する社会
福祉法人の財務管理の考え方を解説し、
財務管理の基礎となる情報である財務諸
表の概要とその見方・使い方を習得するこ
とを目的とする。

1 �．基本的な財務諸表は何か
2 �．貸借対照表と事業活動収支計
算書の違いは何か。

15 福祉サービスの管理
運営の方法④情報管
理と戦略的広報

（第7章）

超高齢社会の到来、高度情報社会の進展
に伴い変革する福祉サービスのあり方を踏
まえ、事業経営における情報の活用、利用
者への情報開示、個人情報の保護、パブ
リック・リレーションズについて理解する。

個人情報保護と情報開示がなぜ必
要とされるのか。

■レポート課題 �

1 単位め 利用者中心の福祉サービスの提供を実現するために必要と考えられることを述べよ。

2 単位め 職員が働きやすい事業所の運営について説明せよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
　　　　　　利用者中心の福祉サービスとは何かを考えてください。利用者中心は利用者本位、利

用者主体と呼ばれることもあります。利用者中心の福祉サービスを考えるために、そう
ではない場合、すなわち提供者中心の福祉サービスを考え、対比すると、はっきりする

と思います。一般のサービスでは、消費者主権という言葉が使われますが、これは利用者中心と同じ
でしょうか。ここでは、直接サービスを提供する職員の立場だけでなく、福祉サービス提供組織の経
営者の立場からも考えてください。どのような理念や事業経営が必要になるでしょうか。

　　　　　　職員が働きやすいとはどういうことでしょうか。職員の能力を発揮できる、やりがい
が持てる、必要なスキルを身につけることができる、仕事を通して自分自身が成長でき
るということがあるでしょう。チームの一員として自分の役割を果たせることもあるで

しょう。なによりも、利用者が必要とし、役立つ支援をできることが働きやすい職場となると思います。
そのためには、経営者や管理者はどのように職員を支援していけばいいでしょうか。また、賃金やキャ
リアアップの仕組みがはっきりしていることなども重要です。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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■科目修了試験　評価基準 �
内容を理解した上で書かれているかを重視しますが、キーワードが書かれており、適切に使用され

ているか、を評価します。

■参考図書 �
教科書の「文献」欄参照
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高齢者福祉論 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 1年以上

科目コード CL2064 担 当 教 員 中里 　仁（上）／石附 　敬（下）

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年
度以前に入学した方の「高齢者福祉論（ 4 単位）」は『レポート課題集2014（社会
福祉編）』または通信教育部HPをご覧ください。

※会場によりスクーリングを別教員（小森弘道先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
高齢者福祉の理念および目的について学習し、あわせて現行の高齢者福祉施策の体系の全般的理解

とその課題について考察します。具体的な内容は、次の通りです。
⑴　高齢者問題の背景（高齢者人口の動向・家庭環境の変化）を中心としながら、高齢者福祉の成
立要因を多角的に考えてみる。

⑵　高齢者福祉施策の変遷を学習する。
⑶　老人保健福祉計画・介護保険事業計画の概要を学習する。
⑷　在宅高齢者福祉施策（サービス）の体系と概要を理解する。
⑸　高齢者施設福祉施策（サービス）の体系と概要を理解する。

■到達目標 �
わが国の高齢者福祉の現状と課題を理解し説明することができる。

■教科書（「介護概論」と共通）�
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座13　高齢者に対する支援と介護保険制
度（第 4版）』中央法規出版、2015年（第 4版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 3 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 高齢者の特性

①
高齢期における生活の変化、家族
と社会関係の変化を理解するとと
もに、加齢に伴う身体機能、運動
能力の変化を理解する。

高齢者の福祉を学ぶ際、その特性を理解すること
が重要です。加齢に伴う身体的変化を充分理解
されたうえで、特に「家族」と「社会関係」の変
化について、テキストに書かれた内容を身近な高
齢者に当てはめながらイメージ化し学びを深めて
ください。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
2 高齢者の特性

②
高齢者の精神的な変化を理解する
とともに、ライフサイクルとライフ
コース、更に終末期ケアを含め高
齢者を総合的に理解する。

社会的環境の変化や加齢に伴い、精神的な老化
や心の病気等の高齢者の抱える精神的な課題を
理解するとともに、誰しもが避けては通れない

「死」について学びを深めてください。

3 少子高齢社会
と高齢者

少子高齢社会の現状と要因を理解
するとともに、高齢者を取り巻く
諸問題を理解する。

少子高齢社会が国家にもたらす「その意味合い」
を理解するとともに、介護問題のみならず高齢
者を取り巻く諸問題について学びを深めてくださ
い。

4 高齢者保健福
祉の発展

高齢者福祉の起源と生成、第二次
大戦以降の我が国における高齢者
保健福祉制度の発展過程を理解す
る。

「現在」の高齢者保健福祉制度を理解するために
は、その発展過程を理解することが重要となりま
す。それら制度の変遷を踏まえ、「将来」の制度
のあるべき姿について学びを深めてください。

5 高齢者支援の
関係法規①

高齢者の支援にあたり、その法的
根拠となる関連法規を学ぶことは
必要不可欠であります。ここでは
高齢社会対策基本法の概要と高齢
社会対策大綱の概要を正しく理解
する。

これまでに類をみないスピードで高齢化が進んだ
我が国において、その対策への基本的理念であ
る高齢社会対策基本法を理解するとともに、社会
経済の変化を踏まえ見直された高齢者対策大綱
について比較関連づけながら、学びを深めてくだ
さい。

6 高齢者支援の
関係法規②

高齢者支援法規の基本ともいえる
老人福祉法を理解するとともに、
高齢者の医療の確保に関する法規
内容を理解する。

老人福祉法の内容とその目的を理解するととも
に、高齢者の生活に深く関連する「医療」の確保
に関する法規を理解することにより、その連携の
重要性について学びを深めてください。

7 高齢者支援の
関連法規③

高齢者虐待防止法、バリアフリー
新法、高齢者の居住の安定確保に
関する法律、権利擁護と成年後見
制度等の内容を理解する。

これらの関連法案は、家族構造や社会構造の変
化に対応すべく作られた法律です。特に高齢者
虐待につての正しい理解、そして成年後見制度に
ついて学びを深めてください。

8 高齢者を支援
する組織と役
割①

行政機関の役割、指定サービス事
業者、国民健康保険団体連合の役
割を正しく理解する。

国・都道府県・市町村それぞれの役割、そして
様々なサービスを提供する指定サービス事業者
の役割を理解することが、現在の高齢者支援の
基本となります。国民健康保険団体連合の役割
を含め、学びを深めてください。

9 高齢者を支援
する組織と役
割②

地域包括センターの組織と役割、
その目的、市町村の責務、活動の
実態を学ぶとともに、「地域包括ケ
ア」における役割を理解する。

2015年 4月の介護保険改定の内容においても重要
な役割を果たす地域包括支援センターを理解し、
併せて活動の実態を踏まえ、「地域包括ケア」の
具現化における、その現状と課題について学びを
深めてください。

10 高齢者を支援
する組織と役
割③

地域福祉推進の要でもある社会福
祉協議会の役割、ボランティア団
体、ＮＰＯ等を含めた非営利民間
活動の現状を理解する。

社会福祉協議会という名称については、多くの皆
さんが承知されておられますが、その設立の目的
や歴史的変遷、そして現状と課題について、あま
り理解されていない実情もあります。地域福祉の
理解を含めるためにも学びを深めてください。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
11 高齢者支援の

方法と実際①
高齢者理解の方法、個人・家族相
談援助、グループ相談援助、ケア
マネジメント等、相談援助に必要
な方法と実際について理解する。

高齢者支援において最も重要なことは、「その人
（高齢者）を理解する」ことです。支援にあたっ
ては、支援者の個人的な経験値を尺度とした理
解や支援ではなく、さまざまな相談援助の「技
術」や知識が必要となります。その実際について
学びを深めてください。

12 高齢者支援の
方法と実際②

介護保険法に基づき、またケアマ
ネジメントの技術を駆使し、要介
護状態であっても自宅で暮らし続
ける（たい）高齢者の支援や虐待
を受けている高齢者の支援につい
て、具体的事例をとおし、専門職
間の連携の在り方を含め理解する。

制度内容を理解したうえで、実際の支援がどの
ように行われるのか、そのために必要な専門職と
は、その役割とは等、ケアマネジメントの流れに
沿って紹介されています。実際の事例から学びを
深めてください。

13 高齢者を支援
する専門職の
役割と実際①

専門職の役割と実際、専門職によ
る協働（多職種連携）について、
チームとはチームアプローチの展
開と実際について理解する。

複合的ニーズのある高齢者に対し、さまざまな分
野の専門職の支援が必要となります。ここでは専
門職役割と実際、特にチームアプローチの重要性
について学びを深めてください。

14 高齢者を支援
する専門職の
役割と実際②

専門職に必要な倫理とは、社会福
祉士や介護支援専門員に必要な倫
理とは何か理解する。

専門職にとって、知識や技術が重要であることは
承知のとおりです。その根幹を成す「倫理」につ
いて、社会福祉士の倫理要綱、介護支援専門員
の倫理内容から学びを深めてください。

15 近未来の高齢
者福祉の課題

近未来の高齢者が直面する課題、
その解決に求められる支援システ
ム、高齢者を対象とした就労や学
習支援システム、予防システムに
ついて理解する。

高齢者人口の増加、要介護後期高齢者の増加、
認知症高齢者の増加、若年労働力の減少、エネ
ルギーや環境問題を含め、近未来に予想される
諸課題について、俯瞰的な視点から学びを深め
てください。

■レポート課題 �

1 単位め 「高齢社会とは何か」「高齢者とは何か」、そして病や死の時期の「尊厳のあり様」について自ら
の体験等に基づき、見解を述べよ。

2 単位め 戦後の高齢者福祉施策の体系について時系列で整理し、その課題について論述しなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
「高齢者福祉論」の学習は、全般的には高齢者福祉施策の体系に関する知識的理解が中心となります
が、最終的には履修者各自の高齢者観（像）の再考と “ 老い ” ＝生きることへの価値観を涵養するこ
とにつきます。したがって、「高齢者福祉論」を履修される方は、単なる知識的理解に留まることなく
（これも大切な学習ですが……）、常に自らの人生経験と絡め、考察し続けながら学習をしてください。

なお、レポートに要求する内容を考えると、 1 単位につき1,800字以上でまとめてくださることを希
望します。1,800字未満では再提出になる可能性が高くなります。
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　　　　　　そもそも “高齢者 ”“ 老人 ” とは何かを、各自もう一度自分と関連させながら考えてく
ださい。人間は何歳から《老人》になるのか、いつから《大人》になるのか、そしてい
つ《子ども》であることを卒業（？）するのか。借り物の知識ではなく、自らのまた身

近な方の例をあげながら述べてみてください。そして、「あなたは年齢を重ねた時、“高齢者 ”と呼ば
れたいですか、それとも “老人 ” ですか」。レポート作成過程で自らの “高齢者 ”観が確認できればよ
いのですが……。

　　　　　　戦後の高齢者福祉施策の体系について、時系列で整理してください。また各自の常識
的視点からで結構ですから、批判的に高齢者に係わる在宅そして施設福祉サービス等の
課題（問題）について述べてみてください。

■科目修了試験　評価基準 �
テキストの内容を自身で要約することにより、下記の項目について理解を深めて下さい。
１）介護保険給付の対象者を理解しているか。
２）要介護状態と要支援状態について理解しているか。
３）第 2号被保険者と特定疾病について理解しているか。
４）要介護（要支援）認定のプロセスを理解しているか。

■参考図書 �
二瓶貴子著『施設に暮らしを』筒井書房、2009年

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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介護概論 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 1年以上

科目コード CL2065 担 当 教 員 後藤 美恵子

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した
方の「介護概論（ ４ 単位）」は『レポート課題集2014（社会福祉編）』または通信教育部HPをご覧
ください。

■科目の内容 �
わが国における高齢者の全体像を理解し、社会保障制度である介護保険制度の創設の背景と目的を

理解し、介護保険制度の見直しの背景、目的及び基本的視点について理解する。さらに、社会福祉の
基本理念を踏まえた上で、人としての尊厳を重視した生活支援のあり方について専門的観点を習得す
ると共に、専門職しての介護理念を構築することを目的としています。

■到達目標 �
1 ）介護を取り巻く社会的背景について説明できる。
2）「介護」をどのように定義づけるのか、介護の概念について説明できる。
3）介護の範囲の考え方と専門性に求められる資質について説明できる。
4）介護課程の仕組みについて説明できる。
5）認知症の原因と症状を踏まえ、認知症高齢者の対応方法について説明できる。

■教科書（「高齢者福祉論」と共通のため、この科目での配本はありません）�
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座13　高齢者に対する支援と介護保険制
度（第 4版）』中央法規出版、2015年（第 4版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 3 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 介護保険制度の

基本的枠組み

介護保険制度の
全体像

（第5章第１節）

介護保険制度のサービスの申請から利用までの
流れ、介護保険サービス、介護保険制度の財源
構成について理解する。

キーワード：要介護認定、居宅サービス、地域
密着型サービス、施設サービス、公費、保険料

・介護保険制度のサービスの申請
から利用までの流れについて理解
し、説明できるようにしましょう。
・介護保険サービスの3つの区分
について理解し、説明できるよう
にしましょう。
・介護保険制度の財源の公費、保
険料の構成について理解し、説明
できるようにしましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
2 介護保険制度の

目的と理念
（第5章第 2節）

介護保険制度の創設、制度の目的、理念につい
て理解する。また、介護保険法改正の背景と方
向性を理解する。

キーワード：介護保険制度の創設、介護保険制
度の目的・理念、介護保険法改正

・介護保険制度の創設、制度の目
的、理念について理解し、説明で
きるようにしましょう。
・介護保険法改正の背景と方向性
を理解し、説明できるようにしま
しょう。

3 保険財政
（第5章第 3節）

保険者と被保険
者

（第5章第 4節）

・介護保険の費用負担構造、財政安定化基金に
ついて理解する。
・保険者、被保険者について理解する。

キーワード：調整交付金、地域支援事業、介護
予防事業、包括的支援事業、介護予防・日常生
活支援総合事業、財政安定化基金、民間保険、
社会保険、介護保険特別会計、広域連合、第1
号被保険者、第2号被保険者

・介護保険の費用負担構造、財政
安定化基金、保険者、被保険者に
ついて理解し、説明できるように
しましょう。

4 介護保険制度の
最近の動向

（第5章第 5節）

介護保険制度の動向として、介護人材の確保、
介護の普遍化、2025年の高齢者介護、地域ケア
について理解する。

キーワード：介護人材確保法、介護の普遍化、
2025年の高齢者介護、団塊の世代、地域ケア

・介護保険制度の動向として、介
護人材の確保、介護の普遍化、
2025年の高齢者介護、地域ケアに
ついて理解し、説明できるように
しましょう。

5 介護保険制度の
仕組み

要介護認定の仕
組みとプロセス

（第6章第１節）

介護保険給付の対象者、要介護（要支援）認定
のプロセスについて理解する。

キーワード：要介護状態、要支援状態、第 2号
被保険者の特定疾病、要介護（要支援）認定申
請、認定調査と一次判定、主治医意見書、介護
認定審査会、介護保険審査会

・介護保険給付の対象者、要介護
（要支援）認定のプロセスについ
て理解し、説明できるようにしま
しょう。

6 保険給付
（第6章第 2節）

介護報酬
（第6章第 3節）

・介護給付・予防給付・市町村特別給付、指定
サービスと特例サービスについて理解する。
・介護報酬について理解する。

キーワード：介護給付、予防給付、市町村特別
給付、指定サービス、特例サービス、介護報酬

・介護給付・予防給付・市町村特
別給付、指定サービスと特例サー
ビス、介護報酬について理解し、
説明できるようにしましょう。

7 地域支援事業
（第6章第 4節）

介護保険事業計
画

（第6章第 5節）

・地域支援事業創設の背景、地域支援事業の内
容、地域包括支援センターについて理解する。
・介護保険事業計画として、厚生労働大臣が定
める基本指針、市町村介護保険事業計画、都道
府県介護保険事業支援計画を理解する。

キーワード：地域支援事業、地域包括支援セン
ター、介護保険事業計画

・地域支援事業創設の背景、地域
支援事業の内容、地域包括支援セ
ンターについて理解し、説明でき
るようにしましょう。
・介護保険事業計画として、厚生
労働大臣が定める基本指針、市町
村介護保険事業計画、都道府県
介護保険事業支援計画を理解し、
説明できるようにしましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
8 サービスの質を

確保するための
仕組み

（第6章第 6節）

サービスの質を確保するための仕組みとして、
介護サービス情報公表、苦情への対応、介護保
険審査会について理解する。

キーワード：介護サービス情報の公表、苦情対
応、介護保険審査会

・サービスの質を確保するための
仕組みとして、介護サービス情報
公表、苦情への対応、介護保険審
査会について理解し、説明できる
ようにしましょう。

9 介護保険サービ
スの体系

介護保険サービ
スにおける専門
職の役割と実際

（第7章第１節）

介護保険サービスにおける専門職として、介護
支援専門員、訪問介護員、介護職員、その他

（社会福祉士、看護師、理学療法士等）の役割
について理解する。

キーワード：介護支援専門員、訪問介護員、介
護職員、専門職

・介護保険サービスにおける専門
職として、介護支援専門員、訪問
介護員、介護職員、その他（社会
福祉士、看護師、理学療法士等）
の役割について理解し、説明でき
るようにしましょう。

10 居宅サービス
（第7章第 2節）

居宅サービス、住宅改修サービス、居宅介護支
援の種類と内容について理解する。

キーワード：居宅サービス、住宅改修サービス、
居宅介護支援

・居宅サービス、住宅改修サービ
ス、居宅介護支援の種類と内容に
ついて理解し、説明できるように
しましょう。

11 施設サービス
（第7章第 3節）

施設サービスの種類と内容について理解する。

キーワード：施設サービス

・施設サービスの種類と内容につ
いて理解し、説明できるようにし
ましょう。

12 介護予防サービ
ス

（第7章第 4節）

介護予防、介護予防サービス（予防給付）、介
護予防住宅改修サービス、介護予防支援につい
て理解する。

キーワード：介護予防サービス（予防給付）、介
護予防住宅改修サービス、介護予防支援

・介護予防、介護予防サービス
（予防給付）、介護予防住宅改修
サービス、介護予防支援につい
て理解し、説明できるようにしま
しょう。

13 地域密着型サー
ビス
（第7章第 5節）

地域密着型サービスの種類と内容について理解
する。

キーワード：地域密着型サービス

・地域密着型サービスの種類と内
容について理解し、説明できるよ
うにしましょう。

14 介護の概念や対
象

介護の概念と範
囲

（第11章第1節）

介護の理念
（第11章第 2節）

・介護の概念と範囲、介護の実践構造（専門性）
について理解する。
・介護の専門性を支える理念と価値、目的的価
値、手段的価値、専門職倫理について理解する。

キーワード：介護実践構造、介護の理念

・介護の概念と範囲、介護の実践
構造（専門性）について理解し、
説明できるようにしましょう。
・介護の専門性を支える理念と価
値、目的的価値、手段的価値、専
門職倫理について理解し、説明で
きるようにしましょう。

15 介護の対象
（第11章第 3節）

介護予防の概念
（第11章第 4節）

・介護の対象者、利用者、生活と家族支援、介
護活動の場について理解する。
・介護保険制度の改正と介護予防について理解
する。

キーワード：介護の対象者、家族支援、介護活
動の場、介護予防

・介護の対象者、利用者、生活と
家族支援、介護活動の場につい
て理解し、説明できるようにしま
しょう。
・介護保険制度の改正と介護予防
について理解し、説明できるよう
にしましょう。
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■レポート課題 �

1 単位め 介護保険制度までの高齢者福祉制度の発展過程を踏まえ、介護保険制度の概要について整理
し、その課題について自身の考えを具体的に論述しなさい。

2 単位め

※次の課題のうち、いずれか一方を選んで答えなさい。ただし、平成21～22年度入学者で福
祉科教員免許状を取得希望者は必ず②について解答すること。平成23年度以降入学者は①を
解答すること。
①介護の概念を捉えた上で、介護の神髄と職業倫理について介護の社会的動向と関連づけな
がら、具体的に論述しなさい。
②要介護者の生活援助を展開する上での基本的な生活支援技術をまとめなさい。その上で、
要介護者がその人らしく生活をすることの意義を考え、さらにそれを可能にするために専門職
者としてのあり方について具体的に論述しなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
介護概論は、平成21年度の社会福祉士養成課程におけるカリキュラム及び教科内容の見直しに伴い

「高齢者に対する支援と介護保険制度」という枠組みに統合されました。本学では、「高齢者に対する
支援と介護保険制度」は高齢者福祉論と介護概論の 2 科目で構成されています。したがって、レポー
ト作成に当たっては、高齢者福祉論と関連づけて取り組むことでより理解が深まると思います。
高校福祉科教員を目指されている方にとって、本テキストは「介護概論」を理解するには十分とは

言えないため、参考文献を活用し理解を深めて頂きたいと思います。
レポート作成に当たっては、テキスト、参考文献等の内容を踏まえ自身の考えを書いてください。

　　　　　　介護保険制度の施行は、従前の老人福祉のあり方を、根本から変更させたといえます。
テキスト第 3 章「高齢者保健福祉の発展」第 4 章「高齢者支援の関係法規」を参考に高
齢者福祉制度の発展過程を踏まえた上で、第 5 章「介護保険制度の基本的枠組み」の介

護保険制度の概要を整理してください。さらに、現行の介護保険制度の課題を自身がどのように捉え
たのか、今後の介護保険制度の展望を視野において具体的にまとめてください。

　　　　　　①介護の本質をどのように捉えるのか、といった「介護観」について考えることが核
となります。介護の社会的背景をテキスト第 2 章「少子高齢社会と高齢者」を参考に整
理してください。また、介護の定義に関しては現時点において定説がないなかで、さま

ざまな「介護」の捉え方・考え方を第11章「介護の概念や対象」を参考にして介護の概念を専門的観
点から簡潔に整理した上で、専門職に求められる介護の神髄と職業倫理についてまとめてください。
②（平成21～22年度入学の福祉科教員免許状取得希望者は必ずこちらを解答してください）専門職

として、生活支援（介護）を展開する上での基本的な専門技術について、テキスト第13・14章を参考
に理論的根拠を踏まえた上で簡潔にまとめてください。テキストでは、間接技術の一つであるコミュ
ニケーションが網羅されておりませんので、他の文献を参考にしてください。専門職としての生活支
援のあり方も介護保険導入と共に変化しています。介護保険の基本理念である「利用者本位」「自立支
援」を具現化する上でその人らしい生活の意義について自身の考えを述べ、基本的な専門技術の個別
展開のあり方についてまとめてください。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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■科目修了試験　評価基準 �
１ ）出題された課題の内容について理解できているか。
２）課題に対する解答が指定のテキストの内容を踏まえているか。
３）テキストの内容を踏まえて、課題に対する自身の視点で考察がされている。
４）記述の分量が、800字程度以上書かれているか。

■参考図書 �
１ ）老人保健福祉法制研究会編『高齢者の尊厳を支える介護』法研、2003年
２ ）介護支援専門員テキスト編集委員会編『改訂　介護支援専門員　基本テキスト』長寿社会開発
センター、2004年

３ ）西村洋子著『介護福祉論』誠信書房、2005年
４ ）介護福祉士養成講座編集委員会編『新・介護福祉士養成講座 6・ 7・ 8　生活支援技術Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ』中央法規出版、2009年

■履修登録上の注意 �
「高齢者福祉論」と同一年度か履修後に、この科目の履修登録をしてください。2012年 8 月以降、こ
の科目では教科書の配本はいたしません。
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児童・家庭福祉論 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 1年以上

科目コード CL2066 担 当 教 員 千葉 喜久也（上）／君島 昌志（下）

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年
度以前に入学した方は同じ内容を「児童福祉論」という科目名で学習します。

※会場によりスクーリングを別教員（渡邊憲介先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
子どもは、社会の一員として人権が保障されていると同時に、すべての子どもが児童家庭福祉の対

象です。本科目は、子ども家庭を取り巻く社会現象や生活環境の背景について理解するとともに、児
童家庭福祉に関する法とサービス、子ども・家庭に対する援助活動について学習します。児童家庭福
祉は子どものみを対象とするのではなく、子どもを取り巻く家庭・家族のテキストでも取り上げてい
るようにウェルビーイングという視点から考えることが大切です。したがって、児童家庭福祉は子育
てをする家族や地域社会のあり方が重要な要素といえます。子どもがのびのびと成長でき､ 家族が安
心して子育てできる地域社会は、地域住民にとっても暮らしやすい社会ということができます。
こうした背景から、本科目では児童・家庭の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、福祉需要、一人

親家庭、児童虐待およびDV、地域における子育て支援および子どもの青少年育成の実態について理解
します。

■到達目標 �
1 ）子ども虐待について説明が出来る。
2）児童相談所の機能と役割について説明が出来る。
3）児童福祉施設（ 5種類程度）について説明が出来る。
4）児童扶養手当制度、里親制度について説明が出来る。

■教科書 �
千葉喜久也著『児童・家庭福祉論（第 3版）』みらい、2015年（第 3版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 子ども家庭を取り巻く

社会情勢と生活実態
（第1章）

少子高齢社会、子ども家庭を取り
巻く環境の変化と生活問題

少子化の要因・背景と、その社会的に影
響について、説明できるようにしましょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
2 子ども家庭福祉とは

何か①
（第2章）

子ども家庭福祉とは、子ども家庭
福祉の理念

子どもを取り巻く環境の変化により、児童
福祉の理念がどのように転換したかを説
明できるようにしましょう。
また、子ども家庭福祉に関する法律・条
文の内容を押さえましょう。

3 子ども家庭福祉とは
何か②

（第2章）

子どもと家庭の権利保障、子ども
の「成長・発達権」保障

子どもの権利条約にみる子どもの権利内
容を押さえましょう。
また、子どもの成長・発達に必要な 4 つ
のニーズを説明できるようにしましょう。

4 子ども家庭福祉の歩
み

（第3章）

日本の子ども家庭福祉の歴史、欧
米の子ども家庭福祉の歴史

日本と欧米の児童・家庭福祉施策につい
て理解できるようにしましょう。

5 子ども家庭福祉の法
体系と実施体制①

（第 4章）

子ども家庭福祉の法体系、児童福
祉法〔1947（昭和22）年〕、児童
福祉法以外の関連法律

子ども家庭福祉に関する法律の、それぞ
れの目的と対象・内容について理解しま
しょう。

6 子ども家庭福祉の法
体系と実施体制②

（第 4章）

子ども家庭福祉の実施体制、子ど
も家庭福祉の財源と費用負担

児童福祉行政が担う各機関と役割を押さ
えましょう。
子ども・子育て支援に関する各財源を把
握しましょう。

7 母子保健・医療サー
ビス
（第5章）

母子保健・医療の歩み、母子保
健・医療サービスの現状、健やか
親子21、課題と展望

母子保健に関する施策とサービスについ
て理解しましょう。

8 子育て支援と子ども
の健全育成

（第6章）

子育て・子育ちをめぐる問題とそ
の背景、子育て支援の意味と目的、
少子化対策の動向、子どもの健全
育成の意味と目的、子ども健全育
成施策

子育てにはどのような問題があるのかを
把握した上で、子育て支援の取り組みに
ついて、その概要を理解しましょう。

9 保育サービス
（第7章）

保育の意味と目的、保育所の現
状、さまざまな形態の保育、課題
と展望

保育所の現状と実施形態、課題について
把握しましょう。

10 ひとり親家庭への福
祉サービス

（第8章）

ひとり親家庭の現状、ひとり親家
庭に関する施策の変遷、ひとり親
家庭への福祉サービスの現状、ド
メスティック・バイオレンスの現
状、ドメスティック・バイオレン
スへの対応、課題と展望

ひとり親家庭に関する施策と福祉サービ
スを把握しましょう。
ドメスティック・バイオレンスの現状と法
的な対応について、理解しましょう。

11 子どもの社会的養護
と自立支援サービス

（第9章）

子どもの養護の現状、子どもの養
護の種類と内容、児童虐待の現
状、児童虐待への対応、被措置児
童等虐待の防止対策、課題と展望

要保護児童と、社会的養護の種類につい
て理解しましょう。
児童虐待の種類と実態、法的な対応につ
いて理解しましょう。

12 障害のある子どもと家
庭への福祉サービス

（第10章）

障害児の定義と現状、障害のある
子どもと家庭への福祉サービス、
経済的支援、特別支援教育、課題
と展望

障害児の定義を把握した上で、各福祉
サービスについて説明できるようにしま
しょう。
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福
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指
定
科
目

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
13 情緒・非行問題のあ

る子どもと家庭への
福祉サービス

（第11章）

情緒・非行問題のある子どもとは、
情緒に問題のある子どもの現状と
対応、非行問題のある子どもの現
状と対応

情緒・非行問題のある子どもの定義を理
解し、各問題についての現状とその対応
について説明できるようにしましょう。

14 子ども家庭福祉にお
ける専門職の役割と
実際

（第12章）

子ども家庭福祉専門職とは、子ど
も家庭福祉行政機関における専
門職、児童福祉施設における専門
職、関連分野における専門職等、
ボランティア、民間団体・組織等、
子ども家庭福祉および関連分野の
専門職・組織等の連携

子ども家庭福祉専門職の分野と、それぞ
れの役割について説明できるようにしま
しょう。

15 子ども家庭への相談
援助活動の実際

（第13章）

「市町村児童家庭相談援助指針」
の概要、子どもへの相談援助活動
の事例紹介

児童家庭相談援助に求められる基本的態
度、活動の流れ・内容・アフターケアに
ついて説明できるようにしましょう。

■レポート課題（手書きレポート用紙の p.1、p.9の課題記入欄は、「課題名」として表示されているものの記載で可） �

1 単位め 課題名「子ども虐待の現状と対策」
日本における子ども虐待の現状とその対策について述べよ。

2 単位め 課題名「児童・家庭福祉制度の発展過程」
児童扶養手当制度、児童手当制度の発展過程を検証し、最近の動向について述べよ。

3 単位め

課題名「児童相談所の機能と市町村の役割」
児童・家庭福祉の相談援助活動と児童・家庭福祉制度について、とりわけ児童福祉の専門機関
として位置付けられている児童相談所の機能と役割について述べよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・別レポートは担当教員により異なります

4 単位め

課題名「子どもの権利について」
子どもの権利について、これまでの流れを押さえ、ウェルビーイングへの理念の転換について
述べよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・別レポートは担当教員により異なります

■学習にあたって �
基本的姿勢
子どもは社会の一員であり人権が保障されるとともに、必要に応じて社会保護の対象ともなります。

子どもの福祉は、子育てする家庭・子育てをする地域の上にあるということを念頭に置きウェルビー
イングの実現が必要です。子ども家庭福祉の実現は、子どもや子どもを持つ家庭だけの福祉ではなく、
高齢者や障害を持つ方々にとっても暮らしやすい地域社会の実現ということができます。
学習の目標
実際の児童福祉は、具体的な諸政策をもって実施されています。このため、学習にあたっては児童

福祉法を中心とした諸法律、制度の仕組みと現在の状況を把握することが学習の目標となります。そ
の上で、これらの法制度・諸施策を利用者に結び付けていく実践についての理解、施策・実践の課題
の理解ができ、自分なりに整理できることが目標となります。
また利用者が人間であることから子ども・親の多様性の理解と受容、他の分野との連携、実際に関
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わるときの方法・技術なども学ばれることを望みます。
学習の仕方
第一に教科書を読み、その内容を理解することが必要です。文章を読むだけではなく、具体的事例

などを思い浮かべながら読んでいただきたい。例えば、地域にある児童福祉施設や、子どもを思い浮
かべながら読まれると理解しやすいのではないかと思います。第二にスクーリングに積極的に参加し
てみてください。教科書では理解できなかったことでも理解が深められます。
第三に一と二を踏まえたうえで、教科書では理解することができなかったことについて、児童家庭

福祉分野の本を読むことや資料を調べること、児童福祉施設見学などを行うことが有効であると思い
ます。
解答作成にあたって
教科書を熟読し、スクーリングに積極的に参加していれば十分に解答できる問題が準備されていま

す。問題を解くために教科書を読むのではなく、教科書を読んで理解すること、確認することが重要
です。記述問題については、教科書に加えた学習も必要かと思います。論述の体裁を整えることはも
ちろんのこと、現状の把握やそれに対する考察、自分の考え、感想が加えられるとよいでしょう。

■アドバイス �
　　　　　　「子どもの虐待の現状と対策」

テキスト 9 章を読み、子ども虐待の概念・発生要因を学び、理解を深めてください。
次に関係機関の役割と現状について理解し、法的な対応を学び理解してください。その

うえで、図表なども参考にしながら子ども虐待の現状、それに対する施策等について述べてください。

　　　　　　「児童家庭福祉制度の発展過程について述べよ」
テキスト「児童扶養手当制度、児童手当制度」を読み、制度の発展過程について検証し、

両制度の最近の動向について述べてください。次ページの補足資料も参考にしてください。

　　　　　　「児童相談所の機能と市町村の役割」
児童福祉の第一義的な市町村の役割と専門的の機関としての児童相談所の機能につい

て述べてください。

　　　　　　「子どもの権利について」
テキストで、子どもの権利について学習し、これまでの経過やウェルビーイングへの

理念の転換について述べてください。

■科目修了試験　評価基準 �
・『レポート課題集』本科目全体の内容についての理解を問います。
・問題の題意に適しているかどうかも問います。
・解答字数は、800字以上を基準といたします。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス

4 単位め
アドバイス
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■参考図書 �
千葉喜久也著『思春期 ─ 子ども相談の心』中央法規出版、2002年
千葉喜久也著『子ども虐待から親子再統合』福祉工房、2006年
千葉喜久也著『保育士の家族援助の実際』シーライズ、2008年
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更生保護制度論 単位数 履修方法 配当学年

1単位 R or SR 2年以上

科目コード CM3069 担 当 教 員 菅原 好秀

※この科目は、平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した
方は履修することはできません。

■科目の内容 �
更生保護とは、犯罪や非行に陥った者の改善更生を図るため、必要な指導監督、補導援護の措置を

行い、また、一般社会における犯罪予防活動を助長することによって、犯罪や非行から社会を保護し、
個人及び公共の福祉を増進することを目的としています。つまり、「再犯の防止」「改善更生」という 2
つの特別予防目的を掲げて、これを車の両輪のように活用することによって「社会の保護」という一
般予防目的を達成し、それによって「個人及び公共の福祉を増進する」ことを目的としています。
本科目では、相談援助活動において必要となる更生保護の制度趣旨を踏まえ、刑事司法・少年司法

分野で活躍する組織、団体及び専門職、刑事司法・少年司法分野の他機関等との連携の在り方につい
て、具体的に学んでいきます。

■履修登録条件 �
この科目は、「福祉法学」をすでに履修登録済みか、同時に履修登録をする方のみが履修登録できます。

■到達目標 �
1 ）更生保護制度の制度概要について説明することができる。
2）保護観察の制度趣旨と問題点について説明することができる。
3）更生保護制度と社会福祉の関係性について、事例を挙げて解説できる。
4）医療観察制度の制度趣旨と問題点について説明することができる。

■教科書 �
1 ）渡辺信英著『更生保護制度』南窓社、2011年
2 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座19　権利擁護と成年後見制度（第4
版）』中央法規出版、2014年

※福祉法学と共通のため、この科目での教科書配本はありません。
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■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 更生保護制度 更生保護制度の概要について学びます。 刑事司法の中の更生保護の位置づけに

ついて説明できることが重要です。

2 仮釈放等 仮釈放等の制度概要について学びます。 仮釈放等の種類、手続きについて理解
することが重要です。

3 保護観察制度 保護観察制度の概要について学びます。 保護観察の目的・方法について理解す
ることが重要です。

4 保護観察対象者の
現状と課題

保護観察対象者の現状と課題について学
びます。

保護観察対象者の現状と課題をふまえ
て今後求められる対応策について説明
できることが重要です。

5 生活環境の調整 生活環境の調整について学びます。 収容中の者に対する生活環境の調整に
ついて説明できることが重要です。

6 更生緊急保護制度 更生緊急保護制度の概要について学びま
す。

更生緊急保護制度の意義、対象となる
者についていて理解することが重要で
す。

7 更生緊急保護制度
の現状と課題

更生緊急保護制度の現状と課題について
学びます。

更生緊急保護制度の現状と課題をふま
えて今後求められる対応策について説
明できることが重要です。

8 犯罪被害者等施策 犯罪被害者等施策について学びます。 恩赦と犯罪予防活動について説明でき
ることが重要です。

9 保護観察官 保護観察官について学びます。 保護観察官の意義と役割について説明
できることが重要です。

10 保護司 保護司について学びます。 保護司の意義と役割について説明でき
ることが重要です。

11 更生保護施設 更生保護施設について学びます。 更生保護施設の意義と役割について説
明できることが重要です。

12 民間協力者 民間協力者について学びます。 更生保護女性会、BBS会、協力雇用
主について説明できることが重要です。

13 更生保護制度にお
ける関係機関・団
体との連携

更生保護施設における関係機関・団体と
の連携について学びます。

裁判所、検察庁、矯正施設、児童相談
所との関わりについて説明できること
が重要です。

14 医療観察制度 医療観察制度の概要について学びます。 医療観察制度の制度背景、各制度趣旨
について理解することが重要です。

15 医療観察制度の現
状と課題

医療観察制度の現状と課題について学び
ます。

医療観察制度の現状と課題をふまえて
今後求められる対応策について説明で
きることが重要です。
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■レポート課題 �
2012年 7 月までのスクーリングを受講し合格した方は提出する必要はありません。
ただし、2012年10月以降のスクーリング受講者は提出の必要があります。

1 単位め 保護観察について論ぜよ。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web 解答可

■アドバイス �
　　　　　　保護観察の意義と種類、保護観察における処遇、保護観察の問題点について言及し、

自分の考えを論じて下さい。

■科目修了試験　評価基準 �
当該科目の内容理解がなされているかが重要であり、論述の分量（ 1 問あたり400～800字程度）も

評価対象となる。また、法の制度趣旨、意義を述べた上で、現実との関連から自分なりの視点から述
べられていることも評価の対象となる。

■参考図書 �
1 ）志田民吉編『改訂　法学』建帛社、2007年（改訂版でなくても可）
2）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座20　更生保護制度（第 2 版）』中央
法規出版、2010年

3 ）渡辺信英著『行政法の基礎』南窓社、2010年
4 ）犯罪白書（インターネットの検索サイトで各年度を参照して下さい。）
5）藤本哲也　刑事政策概論（全訂第 6版）青林書院、2008年

1単位め
アドバイス
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就労支援サービス論 単位数 履修方法 配当学年

1単位 S 3年以上

科目コード CM4076 担 当 教 員 三浦　 剛

■スクーリングで学んでほしいこと �
就労支援サービス論は、2007（平成19）年の「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正で新たな科目

として加えられました。これまで障害者や生活保護受給者への就労支援という課題を、トータルな社
会福祉援助論としての就労支援という視点からまとめたものです。
したがって、労働基準法を中心とした労働者の権利を保障する制度を出発点に、社会福祉の枠組み

からの支援の現状を知り、どのような支援がどのような方法で行われるべきかを考えていくことが学
習のねらいです。
また、就労を考えることは、これから就職していくみなさん、あるいは現在就労しながら学んでい

るみなさんにとっても大きな課題です。自らのこととして問題を捉えていく姿勢も合わせて学んでく
ださい。

■到達目標 �
1 ）労働の意味および社会福祉と労働の関係が説明できる。
２）就労支援の社会福祉における位置づけが説明できる。
３）現代の労働を取り巻く状況が説明できる。
４）労働者の権利を保障するための法制度が説明できる。
５）障害者や低所得者への就労支援の方法と実際が説明できる。

■教科書 �
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座18　就労支援サービス（第 3 版）』中央
法規出版、2013年

（最近の教科書変更時期）2013年 4 月

■スクーリング講義内容 �

回数 テーマ 内容
1 労働の意味 働くことの意味から就労支援の目的を考える

2 社会福祉と就労支援 就労支援における社会福祉実践の意味を考える

3 現代の労働を取り巻く状況 就業率や就業構造の変化などを視点に、労働環境の現状を分析する

4 労働に関する法制度 労働関連法規や労働保険などを学び、3との関連から労働者のおか
れている実情を理解する
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回数 テーマ 内容
5 障害がある人を対象とした就労

支援の現状と課題
有給雇用を目指す支援、福祉的就労支援それぞれの現状と課題を学
ぶ

6 低所得者を対象とした就労支援
の現状と課題

生活保護受給者だけではなく、生活困窮者を対象とした支援の現状
と課題を学ぶ

7 就労支援におけるケアマネジメ
ントおよび連携、ネットワーク
形成の方法

就労支援の方法をケアマネジメント過程ととらえ、社会資源開発に
焦点を当てる

8 まとめ

9 スクーリング試験

■講義の進め方 �
パワーポイントおよび配付資料を中心に講義を進めます。教科書も適宜使用します。

■スクーリング評価の基準 �
スクーリング試験100％（自筆のノート・プリントのみ持込可）

■スクーリング時の教科書 �
『新・社会福祉士養成講座18　就労支援サービス（第 3 版）』（第 2 版所持でも可）、およびそれに準拠
したプリントをスクーリング時に配付する。

■スクーリング事前学習 �
ソーシャルワークが始まる19世紀末から20世紀初頭にかけての貧困調査や、慈善組織化運動、セツ

ルメント活動などについて復習しておきましょう。
生活保護法、生活困窮者支援法などについても確認しておきましょう。

■スクーリング事後学習 �
就労支援におけるソーシャルワーク（社会福祉実践）の意味が説明できるように、振り返っておき

ましょう。
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社会福祉援助技術演習Ａ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

3単位 SR（演習） 2年以上

科目コード CN3082 担 当 教 員
君島 昌志／大橋 雅啓／佐々木 達雄／
齋藤征人／竹田 征子／千葉 喜久也／
芳賀 恭司／長谷川 千種ほか

※平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前入学者は、履修すること
はできません。

※社会福祉士を目指す方々を対象とした講義となります。

■科目の内容 �
この科目では、社会福祉士に求められる相談援助に係る基本的知識と技術について，実践的に習得

することを目的としています。単なる理論的な学習だけでは、今日の支援を必要としている人たちが
抱える課題の解決やニーズの充足を満たすことは困難といえるでしょう。理論を実践に役立てるため
には、専門的援助技術の学習とその体得が不可欠となります。
本演習では、社会福祉援助技術における理論や知識を踏まえた上で、特に、倫理・価値観、面接技

法などの基本的なソーシャルワーク実践の方法・技術のいくつかを取り上げ、役割演技、グループ討
議などを通し、統合的、主体的に学習することを目的としています。

■到達目標 �
1 ）視点、モデル、アプローチなど社会福祉援助技術の枠組みが説明できる。
2）社会福祉専門職としての「自己」について、客観的な視点から説明できる。
3）社会福祉の価値、倫理について説明できる。
4 ）言語的コミュニケーション、非言語的コミュニケーションの基礎を身につけ、基本的な面接技
術を学習の場で実践できる。

5）相談援助の過程を事例を通し具体的にイメージすることができ、説明できる。
6）相談援助の基盤と専門性について説明できる。

■教科書（「演習 B」「演習 C」でも使用） �
白澤政和・中谷陽明・長谷川匡俊・上野谷加代子編『社会福祉士相談援助演習（第 2 版）』中央法規
出版、2015年（第 2版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 3 月



132

■在宅学習15のポイント（初版本の内容を基に作成しています） �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 相談援助における基

本技術（1）
人を理解する－「他
者理解」と「自己理
解」
人を理解する

（第1部第1節）

「人を理解する」ということはどのようなこと
を意味しているのか。専門家であるソーシャル
ワーカーが意味する「人を理解する」というこ
とは何かを考える。

キーワード：他者理解、自己理解

「人を理解する」ということは、
「他者理解」、「自己理解」を意
味することになるということを
視点に学習をしましょう。

2 相談援助における基
本技術（ 2）
人を理解する－「他
者理解」と「自己理
解」
クライエントを理解
する

「クライエントを理解する」ということはどの
ようなことを意味しているのか。専門家である
ソーシャルワーカーが意味する「クライエント
を理解する」ということは何かを考える。

キーワード：社会診断、社会的困難、ソーシャ
ル・ケース・ワークの定義

「クライエント」という呼び名
の意味するところは何か。リッ
チモンドの社会診断の定義を
参考に学習しましょう。また、
ソーシャル・ケース・ワーク
の定義について確認しましょ
う。

3 相談援助における基
本技術（ 3）
人を理解する－「他
者理解」と「自己理
解」
他者の“こころ”を
理解する

（第２節）

「他者の“こころ”を理解する」ということはど
のようなことを意味しているのか。専門家であ
るソーシャルワーカーが意味する「他者の“こ
ころ”を理解する」ということは何かを考える。

キーワード：四つの枠組み、（ケースワーク）
診断、アセスメント、クライエントシステム、
意識、無意識、前意識、自我違和性、自我親
和性、反復脅迫、心的外傷体験、世代間伝播、
自我防衛、抑圧、同一視、洞察

他者の“こころ”を理解すると
はどのようなことなのでしょう
か。「人」を「他者」に置き換
えて考えてみましょう。四つ
の枠組みを参考にしましょう。

4 相談援助における基
本技術（ 4）
人を理解する－「他
者理解」と「自己理
解」
自己の“こころ”を
理解する

「自己の“こころ”を理解する」ということはど
のようなことを意味しているのか。専門家であ
るソーシャルワーカーが意味する「自己の“こ
ころ”を理解する」ということは何かを考える。

キーワード：感情転移、逆感情転移

自己の“こころ”を理解するす
るとはどのようなことなので
しょうか。事例を通して考え
てみましょう。その際、感情
転移、逆感情転移とはどうい
うことをいうのかも理解する
ようにしましょう。

5 相談援助における基
本技術（5）
人を理解する－「他
者理解」と「自己理
解」
他者の“気持ち”を
理解する

（第３節）

「他者の“気持ち”を理解する」ということはど
のようなことを意味しているのか。専門家であ
るソーシャルワーカーが意味する「他者の“気
持ち”を理解する」ということは何かを考える。

キーワード：内容の理解、感情の理解、指示技
法、非指示技法、意志療法、機能主義ケース
ワーク、クライエント中心療法

他者の“気持ち”を理解する
とはどのようなことなのでしょ
うか。「人」を「他者」に置き
換えて考えてみましょう。ソー
シャルワーカーAとBの面接
を通し、その技法の違いにつ
いて理解してみましょう。

6 相談援助における基
本技術（6）
人を理解する－「他
者理解」と「自己理
解」
自己の“気持ち”を
理解する

「自己の“気持ち”を理解する」ということはど
のようなことを意味しているのか。専門家であ
るソーシャルワーカーが意味する「自己の“気
持ち”を理解する」ということは何かを考える。

キーワード：自己覚知、クライエント中心

自己の“気持ち”を理解する
とはどのようなことなのでしょ
うか。「人」を「自己」に置き
換えて考えてみましょう。ク
ライエント中心の考え方とは、
そして専門職としての自己覚
知の重要性について理解しま
しょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
7 相談援助における基

本技術（7）
人を理解する－「他
者理解」と「自己理
解」
他者の“行動 ”を理
解する

「他者の“行動 ”を理解する」ということはど
のようなことを意味しているのか。専門家であ
るソーシャルワーカーが意味する「他者の“行
動 ”を理解する」ということは何かを考える。

キーワード：推論、断定

他者の“行動 ”を理解するす
るとはどのようなことなので
しょうか。「人」を「他者」に
置き換えて考えてみましょう。

「第三者によって観察可能にな
る」とはどのようなことなのか
を考えてみましょう。

8 相談援助における基
本技術（ 8）
人を理解する－「他
者理解」と「自己理
解」
自己の“行動 ”を理
解する

「自己の“行動 ”を理解する」ということはど
のようなことを意味しているのか。専門家であ
るソーシャルワーカーが意味する「自己の“行
動 ”を理解する」ということは何かを考える。

キーワード：行動療法

自己の“行動 ”を理解するす
るとはどのようなことなので
しょうか。事例を通し、自己
の「行動」に対する記述の違
いについて理解してみましょ
う。

9 相談援助における基
本技術（ 9）
相談援助における面
接の技術①
相談援助における面
接の目的と特性

相談援助における面接の目的と特性について理
解する。

キーワード：言語的コミュニケーション、非言
語的コミュニケーション

相談援助における面接の目的
と特性について、「会話と援助
的面接との相違」について理
解しましょう。

10 相談援助における基
本技術（10）
相談援助における面
接の技術②
面接の基盤

面接の基盤（インテーク面接）について理解す
る。

キーワード：傾聴、共感的理解、支持

相談援助における、傾聴、共
感的理解、支持について理解
しましょう。

11 相談援助における基
本技術（11）
相談援助における面
接の技術③
面接における基本的
応答技法

面接における基本的応答技法について理解す
る。

キーワード：単純な反射、感情の反射、アンビ
バレントな感情の反射、言い換え、要約、情緒
的な支持の提示

「面接における基本的応答技
法」について、教科書を参照
に具体的技法を理解しましょ
う。事例を通して、キーワー
ドを理解しましょう。

12 相談援助における基
本技術（12）
相談援助における面
接の技術④
面接の展開

面接の展開について理解する。

キーワード：準備、導入、展開、終了、波長合
わせ

面接の展開について理解しま
しょう。その際、準備、導入、
展開、終了それぞれの段階で
行うべき具体的内容を理解し
ましょう。

13 相談援助における基
本技術（13）
相談援助における面
接の技術⑤
非言語コミュニケー
ション

非言語コミュニケーションについて理解する。

キーワード：言語コミュニケーション、非言語
コミュニケーション

非言語コミュニケーションに
ついて、その効果とはなにか
を具体的に理解しましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
14 相談援助の実際（危

機的状態にある相談
援助の実際を理解す
る。（１）

キーワードを中心に、教科書の事例を参照し、
相談援助の実際の概況を理解することを目的と
しています。

キーワード：児童虐待、家庭内暴力、高齢者虐
待、成年後見制度利用者、低所得者、嗜癖問
題を抱えた家族、ホームレス

教科書のビネット等を参照し、
キーワードを中心に現在の相
談援助の実際の概況を把握し
ましょう。

15 相談援助の実際（危
機的状態にある相談
援助の実際を理解す
る。（２）

キーワードを中心に、教科書の事例を参照し、
相談援助の実際の概況を理解することを目的と
しています。

キーワード：児童虐待、家庭内暴力、高齢者虐
待、成年後見制度利用者、低所得者、嗜癖問
題を抱えた家族、ホームレス

教科書のビネット等を参照し、
キーワードを中心に現在の相
談援助の実際の概況を把握し
ましょう。

■レポート課題 �
※レポートの提出方法については p.135～136参照のこと。

1 単位め
スクーリング事前課題（演習Aスクーリング申込締切日までに提出）
社会福祉実践においては、援助者自身の「気づき・自己覚知」が大切です。なぜ、援助者には

「気づき」が大切なのでしょうか、あなた自身の体験を踏まえながら述べてください。

2 単位め 「バイスティックの原則」のうち、３つの原則を選び、実践やスクーリングでの体験を通して、
援助のあり方を論じてください。

3 単位め

（スクーリング受講者）
「演習Ａ」のスクーリングを受講しての自身の振り返りを行いながら、社会福祉士として求めら
れるものをまとめなさい。

（スクーリング免除者：実習免除者とは異なります）
社会福祉士に必要とされる価値観にはどのようなものがあるか、まとめなさい。

■アドバイス �
　　　　　　社会福祉実践において他者を援助するに当たっては、適切な他者理解が必要です。他

者理解を得るためには、適切な自己理解が援助者としてはとても大切になります。利用
者と向き合った時に自分自身の考え方や、性格、価値観などについての「気づき・自己

覚知」が出てきます。過去の出来事が自分の性格や、癖、行動傾向などによって現在の自分が作り上
げられています。ここでの「気づき・自己覚知」についてまとめてみることによって、自己理解に役
立てることができます。このような視点からの「気づき・自己覚知」について論じてくださっても結
構です。
また、社会福祉実践において援助者は、コミュニケーションを通して効果的な援助を展開していき

ます。コミュニケーションについては、言語コミュニケーション、非言語コミュニケーションの理解
が必要です。ここでは、言語コミュニケーションにおける自分自身についての「気づき・自己覚知」
や非言語コミュニケーション（視線、姿勢、表情、音声、距離、位置）などについての「気づき・自
己覚知」なども大切です。これらを通しての自分自身のコミュニケーションの特性についての「気づ

1単位め
アドバイス
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き・自己覚知」について感じたことをまとめてみることも大切です。このような視点からの「気づき・
自己覚知」について論じてくださっても結構です。
あるいはこのレポート課題について、あらためて自分自身の日常生活における行動や考え方、癖な

どについての新たな「気づき・自己覚知」や、これまでの生活を振り返って感じた「気づき・自己覚
知」、社会福祉専門職を目指すものとしての「気づき・自己覚知」について論じてくださっても結構で
す。

　　　　　　利用者理解を深めるためには、理論的な面をしっかり理解するとともに、仕事やボラ
ンティアなどの実践活動、また、スクーリングでのロールプレイや日常生活における人
間関係のなかで、対人援助の基本を考察しながら自らの資質を高めていく努力が求めら

れます。
利用者主体とはなにか、最善の利益とはなにか。援助のあり方について実践的な面（職務・体験）

と理論的な面（原理・原則）を結びつけながら論じてみてください。
また、バイステックの原則は ７つありますが、選択した ３つを必ず明記してください。

　　　　　　（スクーリング受講者）
利用者の尊厳を守り、利用者主体の原則を実現するための社会福祉士の役割について

考えてください。一般論としてだけではなく、演習Ａのスクーリングを受講しての自身
の体験をふりかえりも含めて、まとめてください。
（スクーリング免除者）
現在、社会福祉の制度やまた、それらをとりまく環境は大きく変わり、社会福祉援助技術にも新た

な視点が求められています。それらの技術の基盤となる価値観や倫理観にはどのようなものがあるか、
一般論ではなく演習や実践の体験とを関連づけながらまとめてください。

■レポートの提出方法 �
全単位共通
・ 1課題につき 1冊のレポート用紙を使用すること。
・字数は2,000字程度（最長4,000字程度）。

1 単位めについて
・提出締切はスクーリング受講判定日（ 5／31・ 6 ／15・ 6 ／30・10／15・11／30）必着。
・レポート用紙の担当教員名は未記入で提出すること。
・返却はスクーリング受講申込締切日から約 1カ月後になります。

2 ・ 3 単位めについて
・�提出締切は、「演習Ｂ」を同年 9 ～11月に受講希望する人は 9 ／15（10／15でも可だが、「演習Ｂ」
の受講は10月下旬以降で定員に余裕のある会場のみとなります）、翌年 5 ～ 6 月に受講希望する人
は 3 ／15 or 4 ／15。ただし 2 単位めについては、演習内容をより理解するために、スクーリン
グ受講前までの提出をおすすめいたします。

・�レポート用紙の担当教員名はスクーリング時の教員名を書くこと（スクーリング受講前に提出の

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス
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2 単位め、スクーリング免除者の 3単位めは未記入）。

■演習 A　スクーリング受講条件 �
受講判定日（ 6 ～ 7 月開講分： 5 ／31・6／15・ 6 ／30、11月開講分：10／15、 1 月開講分：11／

30）までに
①「社会福祉援助技術総論」の 1 ・ 2 単位めレポートの提出
②「演習Ａ」の 1 単位めレポートの提出
③（入学後 １年以上経過した方は）認定単位を除き20単位以上の修得。
※�5／31までに申し込んで、受講条件の達成が 6 ／15や 6 ／30になった場合、受講可能なのは 7 月
中旬以降で定員に余裕のある会場となります。

※�7 月中旬以降の会場で定員に余裕がある場合、 6／30締切で申込を受け付けることがあります。
※�「高齢者福祉論」「障害者福祉論」「児童・家庭福祉論」「福祉社会学」「福祉法学」「福祉心理学」など
のうち数科目の学習を進めるなど、十分事前準備をしてから受講してください。

■演習 A　スクーリング申込手続 �
申込時の注意点
・『With』（ 3月号や 9月号頃を予定）巻末の申込ハガキまたは用紙を郵送すること。
・必ず第 2希望（第 1希望と同一不可）まで○をつけること（ 5／31申込締切分のみ）。
・申込後の希望の変更は不可。

各申込日について
・ 5 ／31締切の申込➡ 6～ 7月に受講を希望する方が申込みください。
　※�受講判定日（ 5 ／31or 6 ／15or 6 ／30）までに受講条件を達成すること（早めに達成した方が

希望の会場で受講できる可能性は高くなります）。
・10／15締切の申込➡11月に新潟会場を希望する方がお申込みください。
　※10／15までに受講条件も達成すること。
・11／30締切の申込➡ 1月に仙台会場を希望する方がお申込みください。
　※11／30までに受講条件も達成すること。

■スクーリング受講クラスの決定方法 �
・申込締切日までに条件を満たしている方は、原則第 2希望まででの受講が可能です。
・�それ以降の受講判定日に条件を満たした方は、希望会場に空きがあれば調整しますが、定員を超
えている場合は無作為に振り分けます。

　※�申込みハガキに第 2 希望まで記入されていない方や、これまでにスクーリング受講料納入の遅
延やスクーリングへの届出なしの欠席など、ルールをお守りいただけない方の優先順位は下が
ります。

・教員を指定することはできません。
・クラス分け決定後の受講日・受講地の変更は一切できません。
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■スクーリング講義概要 �
『試験・スクーリング　情報ブック』をご参照ください。

■科目の評価基準・単位の認定方法 �
レポート30％＋実践や説明30％＋スクーリング試験40％で評価します。

※スクーリング時間内において、ソーシャルワーク実践に関する基本的な視点や態度をどの程度身に
つけることができたかについて確認をしていただきます。その確認内容が、スクーリングで学んだ
ことと著しく相違していると思われる内容である場合には再履修となります（再試験・再レポート
は一切ありません）。

※単位修得できなかった方が再受講する場合、スクーリングの申込みはあらためて必要ですが、既に
合格済みのレポートは有効となります。

■体験学習 �
「演習A」スクーリング最終コマ（ ８ コマめ）の「体験学習・次年度実習ガイダンス」において説明

をしますが、受講後に体験学習（ 3日間・福祉施設の現場体験）を実施していただきます。
※概要は『学習の手引き』3章　Ⅳ「社会福祉士国家試験受験資格」をご参照ください。
※体験学習費5,000円（H29まで・ただしH26年度以降入学者：無料）
※実務経験により免除の可能性有り。
※実習免除者は不要。

■養成課程履修費について �
「演習Ａ」を受講した方（スクーリング免除者を含む）は、受講後に届く納入依頼書にて期限までに
納入してください。
納入されない場合、「演習Ｂ」が受講できなくなりますので、ご注意ください。
※「演習Ⅰ」の受講者は、納入の必要はありません。
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社会福祉援助技術演習Ｂ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

3単位 SR（演習） 3年以上

科目コード CN4083 担 当 教 員
関川 伸哉／山川 敏久／三浦 　剛／
石田 　力／佐々木 裕彦／小山 　剛／
川口 正義／佐藤 博彦ほか

※平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は、履修することはできません。

■科目の内容 �
社会福祉士として求められる専門的資質、専門知識、専門技術の習得を図ることを目的とします。

社会福祉士に必要とされる専門知識、専門技術の習得や専門職として求められる相談援助の一連の過
程について、具体的な事例検討等を通してその内容を熟知します。また、支援計画立案に関しての基
本的な知識・技術の習得を図ることに焦点をあてながら、併せて社会資源の活用や、利用者理解、そ
して社会生活上の課題に対する理解を深めていくことを目的とします。

■到達目標 �
1 ）一連の相談援助過程を具体的イメージを持って説明でき、その基本的な技術を演習場面におい
て実践できる。

2）事例などから支援計画を作成することができる。
3）社会資源の活用やネットワーク形成の技術について具体的に説明できる。
4）プロセス評価、効果測定についてその方法を説明することができる。
5）社会福祉援助活動で使用される基本的な言葉の意味を的確に説明することができる。

■教科書（「演習 A」と共通（この科目での配本はありません）） �
白澤政和・中谷陽明・長谷川匡俊・上野谷加代子編『社会福祉士相談援助演習（第 2 版）』中央法規
出版、2015年（第 2版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 3 月

■履修登録条件 �
この科目は、「社会福祉援助技術演習Ａ」をすでに履修登録済みか、同時に履修登録をする方のみが

履修登録できます。
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■在宅学習15のポイント（初版本の内容を基に作成しています） �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 さまざまな事例を活用

した談援助演習（1）
地域を基盤とした相談
援助演習①
地域福祉計画の策定に
関する相談援助演習

（第2部第 3章）

地域福祉計画の策定に関する相談援
助について理解する。

キーワード：地域福祉計画、策定委
員会、KJ法、ブレインストーミング、
ワークショップ、連携、協働

個別の相談援助を日常業務としてい
る専門職と計画策定とのかかわり、計
画策定過程における地域住民の理解
と参加促進に必要な援助技術につい
て理解しましょう。あなたの市町村の
地域福祉計画書を確認してみましょ
う。

2 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（ 2）地域を基盤とし
た相談援助演習②
地域におけるサービス
提供に関する相談援助
演習

地域におけるサービス提供に関する
相談援助ついて理解する。

キーワード：チームアプローチ、ソー
シャルサポートネットワーク、成年後
見制度、地域ボランティア

地域におけるサービス提供の視点と
はいかなるものなのか、フォーマルな
サポートのみではなく、インフォーマ
ルなサポートを含め理解しましょう。
また、チームアプローチとコーディ
ネーションの重要性についても理解し
ましょう。

3 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（ 3）地域を基盤とし
た相談援助演習③
地域におけるネット
ワーキングに関する相
談援助演習

地域におけるネットワーキングに関す
る相談援助ついて理解する。

キーワード：ネットワーキング、ネッ
トワーク会議、民生委員

地域におけるネットワーキングについ
て、ネットワークメンバーが内発的、
創造的な活動を生み出すためのソー
シャルワーカーの役割を理解しましょ
う。

4 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（ 4）地域を基盤とし
た相談援助演習④
地域における権利擁護
活動に関する相談援助
演習

地域における権利擁護活動に関する
相談援助ついて理解する。

キーワード：判断能力、日常生活自立
支援事業、成年後見制度、地域包括
支援センター、認知症、身上監護

判断能力が不十分な人が利用可能な
制度とはどのような制度が考えれらる
か。日常生活自立支援事業、成年後
見制度を中心に理解しましょう。

5 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（5）地域を基盤とし
た相談援助演習⑤
社会資源の把握、活
用、調整、開発に関す
る相談援助演習

社会資源の把握、活用、調整、開発
に関する相談援助について理解する。

キーワード：社会資源、社会資源開
発

社会資源の役割・機能、それらを担
う人や機関について考えてみましょ
う。また、その社会資源を、誰が、
どの機関が主導するのか理解しましょ
う。

6 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（6）地域を基盤とし
た相談援助演習⑥
住民参加と組織化活動
に関する相談援助演習

住民参加と組織化活動に関する相談
援助について理解する。

キーワード：住民参加、住民活動、コ
ミュニティオーガニゼーション、地区
社協

住民参加の意義と目標について、住
民参加活動の形態について、住民参
加支援の方法について理解しましょ
う。キーワードを中心に学習をしま
しょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
7 さまざまな事例を活

用した相談援助演習
（7）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習①
治療モデル・環境モデ
ル・生活モデルに関す
る相談援助演習

（第 ４章）

治療モデル・環境モデル・生活モデ
ルに関する相談援助について理解す
る。

キーワード：治療モデル、環境モデ
ル、生活モデル

治療モデル・環境モデル・生活モデ
ルの着眼点、考え方、介入の違いに
ついて理解しましょう。また、生活モ
デルについて、人と環境の相互作用
に着眼した支援のあり方とはどういう
支援のことなのかを理解しましょう。

8 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（ 8）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習②
ストレングスモデルに
関する相談援助演習

ストレングスモデルに関する相談援
助について理解する。

キーワード：ストレングス、社会資源

利用者の「強さ」に焦点化したアセ
スメントとはどのようなことか、利用
者自身が問題解決の主役であること
を理解しましょう。また、利用者自身
のさまざまな能力や強さ、そして資源
をソーシャルワーカーとの協働のなか
で活かしながら、生活問題を解決し
ていることを理解しましょう。

9 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（ 9）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習③
心理社会的アプローチ
に関する相談援助演習

心理社会的アプローチに関する相談
援助について理解する。

キーワード：状況の中の人間、心理社
会的診断（アセスメント）、持続的支
持、ジェノグラム、エコマップ

「心理社会的診断」（アセスメント）の
視点について理解しましょう。

10 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（10）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習④
機能的アプローチに関
する相談援助演習

機能的アプローチに関する相談援助
について理解する。

キーワード：潜在的可能性、機関の
持つ機能

クライエントが抱える問題・課題、
ニーズを明確化すること、また、機関
がもっている機能を明確にするという
ことを理解しましょう。

11 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（11）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習⑤
問題解決アプローチに
関する相談援助演習

問題解決アプローチに関する相談援
助について理解する。

キーワード：動機づけ、能力、機会

利用者の抱えている問題、利用者の
問題に対処する力に焦点をあて、そ
の人が置かれている状況を理解しま
しょう。また、問題解決アプローチの
考え方を理解しましょう。

12 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（12）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習⑥
危機介入アプローチに
関する相談援助演習

危機介入アプローチに関する相談援
助について理解する。

キーワード：危機介入、共感的理解、
アセスメント

危機的状況への共感的理解について
理解しましょう。また、アセスメント
について理解をしましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
13 さまざまな事例を活

用した相談援助演習
（13）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習⑦
行動変容アプローチに
関する相談援助演習

行動変容アプローチに関する相談援
助について理解する。

キーワード：行動への焦点

利用者の行動や認知の特性に焦点を
当て、その人がおかれている状況を
理解しましょう。また、事例を通して、
行動変容アプローチの考え方を理解
しましょう。

14 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（14）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習⑧
エンパワメントアプ
ローチに関する相談援
助演習

エンパワメントアプローチに関する相
談援助について理解する。

キーワード：エンパワメント、四つの
次元の介入モデル

多次元でのアセスメントや多面的な
支援について理解しましょう。利用者
自身がパワーを獲得していく過程を
学びましょう。

15 さまざまな事例を活
用した相談援助演習

（16）実践モデルやア
プローチに関する相談
援助演習⑩
ケースマネジメントお
よびケアプラン（介護
保険制度上）に関する
相談援助演習

ケースマネジメントおよびケアプラン
（介護保険制度上）に関する相談援助
について理解する。

キーワード：ケアプラン、インテーク、
アセスメント、プランニング、モニタ
リング、終結、アフターケア

ソーシャルワークの展開過程を事例
を通して学びましょう。キーワードそ
れぞれの段階で、行うべき内容を理
解しましょう。

■レポート課題 �
※レポートの提出方法については p.143参照のこと。

1 単位め

（スクーリング事前課題＝できるだけ9／15 or 3／15まで、遅くともスクーリングの各受講判
定日〔10／15 or 11／30 or 4 ／15〕までに送付）
相談援助実践における記録の意義と具体的記述方法をまとめてください。また、同じく相談援
助におけるスーパービジョンの目的、機能、あり方についてまとめてください。
� （担当：佐藤博彦）

2 単位め
（スクーリング受講前の提出を希望＝遅くとも受講後p.143の提出期限までに送付）
社会福祉実践において、またソーシャルワーカーにとって地域社会資源の活用や開発の①意義
や必要性と②その留意点について述べなさい。� （担当：三浦剛）

3 単位め
（スクーリング事後課題＝スクーリング受講後p.143の提出期限までに送付）
平成18年に改正、平成19年に公布された「社会福祉士および介護福祉士法」の一部改正に伴う、
今後の社会福祉士の役割と課題についてまとめてください。� （担当：関川伸哉）

■アドバイス �
※レポート作成に当たっては、ご自身の経験だけでなく、教科書をよく読んだうえで取り組んでくだ
さい。 3 単位めは 5 冊以上の文献にあたってください。ただし、教科書や文献の丸写しは避けてく
ださい。
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　　　　　　ソーシャルワーク実践における記録の意義とはなんでしょうか。まず、何故ソーシャ
ルワーク実践において記録が必要なのか考えてみましょう。また、記録形式についてま
とめてください。次に、スーパービジョンについてです。スーパービジョンは、ソーシャ

ルワーク実践に関して、知識・技術・倫理等が十分備わっていないワーカーに対してもなされるもの
ですが、経験豊かなワーカーにもその必要性があります。ソーシャルワーク実践において、実践に携
わるすべてのワーカーに対して、何故スーパービジョンが必要なのでしょうか。そのスーパービジョ
ンの目的、機能、あり方についてまとめてみましょう。また、記録とスーパービジョンの関係性も併
せて考察してみましょう。

　　　　　　社会資源開発とは、ソーシャルワークの中心的な技術です。ケアマネジメントの側面
だけではなく、まちづくりや制度化といった側面についても学び、事例などを用いて具
体的にその技術を説明できるようにしてください。

　　　　　　はじめに、今回の改正法にいたる背景について整理してください。その後、課題につ
いて客観的

4 4 4

にまとめてください。その際に、事実と各自の考察（考え）をしっかり分け
て作成するように心掛けてください。

また、レポート作成の際には、必ず
4 4

章立てを行ってください。
記載方法（例）
　 1．法改正にいたる背景について
　 2．改正の主な○○について
　 3．今後の社会福祉士の役割について
　 4．今後の社会福祉士の課題について
　 5．まとめ
　引用・参考文献
※レポート末尾に本文中で使用した引用・参考文献を必ず 5つ以上明示してください。

■参考図書 �
1 単位め
1 ）福山和女編著『ソーシャルワークのスーパービジョン』（MINERVA福祉専門職セミナー14）、ミ
ネルヴァ書房、2005年

2 ）副田あけみ・小嶋章吾編著『ソーシャルワーク記録―理論と技法』誠信書房、2006年
2 単位め
1 ）日本社会福祉士会編『障害者ケアマネジメントのための社会資源開発』中央法規出版、2001年
（図書館を利用してください）
2）白澤政和・竹内孝仁・橋本泰子監修『ケアマネジメント講座（ 1）ケアマネジメント概論』中
央法規出版、2000年

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス
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■レポートの提出方法・期限 �
・ 1 単位につき 1 冊のレポート用紙を使用してください。
・各レポートの字数は2,000字程度ですが、最長4,000字程度まで可です。
　（パソコン用：左右40字 ×30行 × 4 枚まで、手書き用：最終ページまで。）
・各レポート表紙には、「レポート課題」記載の担当教員名を記入してください。
　 1 単位めレポートは、スクーリング受講判定日までに提出。
　 2 単位めレポートは、スクーリング受講許可通知後から受講後11／30までに提出。
　 3 単位めレポートは、スクーリング受講後11／30までに提出。
※実習免除者の 2・ 3単位めのレポートは、「演習C」スクーリング受講申込締切日までに提出。

■演習 B　スクーリング受講条件 �
下記⑴⑵を満たしていることが必要です。
⑴　 3年生以上の方、または10月生は 9／15時点で、 4月生は 3／15時点で 2年生の方。
⑵�　受講判定日（ 9 ～11月開講分： 9 ／15・10／15、 5 ～ 6 月開講分： 3 ／15・ 4 ／15）までに、
下記の①～⑤の条件を達成していること。

　①　「社会福祉援助技術総論」「社会福祉援助技術演習Ａ」の 2 科目分すべてのレポート提出。
　②�　上記 2 科目以外に社会福祉士・指定科目のなかから 4 科目分すべてのレポート提出（個別単

位認定科目を除く）。
　③　「演習Ｂ」の 1 単位めレポートの提出。
　④　（入学後 1 年以上経過した方は）認定単位を除き20単位以上の修得。
　⑤　社会福祉士養成課程履修費が納入済みであること。
※ 9～10月のスクーリングは 9／15時点で条件を満たさないと、原則受講できません。

■演習 B　スクーリング申込手続 �
申込時の注意点
・申込締切は 9 ／15または 3 ／15です。
・『With』（ 7～ 8月号や 1月号を予定）巻末の申込ハガキまたは用紙を郵送すること。
・必ず第 2希望（第 1希望と同一不可）まで○をつけること（ 9／15申込締切分のみ）。
・申込後の希望の変更は不可。

各申込日について
・ 9 ／15締切の申込➡ 9～11月に受講を希望する方がお申込みください。
・ 3 ／15締切の申込➡ 5～ 7月に受講を希望する方がお申込みください。

■スクーリング受講クラスの決定方法 �
9 ／15・ 3 ／15（初回判定日）の時点で受講条件を満たした方は、原則として第 2 希望までの日程

で受講が可能です。それ以降に条件を満たした方は、希望の日程に空きがあれば配慮しますが、定員
に達している場合は無作為に振り分けます。教員を指定することはできません。
※�申込みハガキに第 2 希望まで書かれていない方、これまでにスクーリング受講料納入の遅延やス
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クーリングに事前の届出なしに欠席されたことのある方、その他ルールが守れない方の優先順位
は下がります。

■スクーリング講義概要 �
『試験・スクーリング　情報ブック』をご参照ください。

■科目の評価基準・単位の認定方法 �
レポート30％＋実践や説明30％＋スクーリング試験40％で評価します。
※�スクーリング試験は、ソーシャルワーク実践に関する基本的な知識の確認テストとなります。こ
の確認テストにおいて合格点（点数60点以上）に達しない場合は再履修となります（再試験・再
レポート等一切ありません）。

※�単位修得できなかった方が再受講する場合、スクーリングの申込みはあらためて必要ですが、既
に合格済みのレポートは有効となります。
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社会福祉援助技術演習Ｃ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

3単位 SR（演習） 4年以上

科目コード CN5084 担 当 教 員
阿部 一彦／高橋 誠一／田中 治和／三浦 　剛／
山川 敏久／君島 昌志／関川 伸哉／佐々木 裕彦／
千葉 喜久也／小山 　剛／竹之内 章代／佐藤 博彦

※平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は、履修することはできません。

※「演習Ｃ－ 1」「演習Ｃ－ 2」に分割されており、両方のスクーリングを同一年度内に受講しなけれ
ばなりません。同一年度内に受講ができなかった場合は、「演習Ｃ－ 1」からあらためての受講にな
ります。

※実習受講者は「演習Ｃ－ 1」は「実習指導Ｂ－ 1」と、「演習Ｃ－ 2」は「実習指導Ｂ－ 3」と 2 日
間連続での受講をしていただきます。

※「実習免除」の方、または次年度以降に科目等履修生として実習指導・実習を受講希望の正科生の
方は、①「演習Ｃ－ 1」と「演習Ｃ－ 2」を 1日ずつ分割して受講するか、② 2日間連続の「演習Ｃ」
を受講する必要があります。

■科目の内容 �
社会福祉士として必要である、社会福祉援助技術（相談援助）に係る知識と技術の習得を目指しま

す。個別的な体験を一般化しながら、なおかつ実践的な知識と技術の習得を図ることを目的とします。
また、具体的事例（社会的排除、児童問題、高齢者問題、家庭内問題、低所得者、ホームレス等）を
通して、実際の社会資源を活用も含め、社会福祉援助技術の知識・技術の習得を図ることとします。

■到達目標 �
1 ）虐待や社会的排除などの発生する原因、過程を具体的に説明できる。
2）ミクロからマクロまでの連続体としての支援過程を説明し、その視点で事例の解釈ができる。
3）地域生活支援を基盤とした地域福祉の方法（ネットワークの形成や支援システムの構築など）
を、演習の場面で模擬的に実践できる。

■教科書（「演習 A」と共通（この科目での教科書配本はありません）） �
白澤政和・中谷陽明・長谷川匡俊・上野谷加代子編『社会福祉士相談援助演習（第 2 版）』中央法規
出版、2015年（第 2版でなくても可）

（最近の教科書変更時期）2015年 3 月

■履修登録条件 �
「演習Ａ・Ｂ」の単位を修得済み、または履修登録済みの方が履修登録できます。
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■在宅学習15のポイント（初版本の内容を基に作成しています） �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 社会問題を基盤とした相

談援助演習①
（第2部第 5章）

社会的排除事例に基づく総合的・包括
的援助実践を学ぶ

キーワード：社会的排除、環境要因、
差別、偏見

ホームレスなどの事例を通し、社
会的排除が個人要因だけでなく環
境要因によって起きることを考え
ましょう。

2 社会問題を基盤とした相
談援助演習②

（第2部第 5章）

ミクロからマクロ・レベルに焦点を当
てた総合的・包括的援助実践を学ぶ

キーワード：ミクロからマクロ・レベル
の実践

個への支援が（ミクロ・レベル）
地域、制度などマクロ・レベルに
まで連続していることを事例で確
認しましょう。

3 社会問題を基盤とした相
談援助演習③

（第2部第 5章）

就労支援が必要な障害がある人への援
助実践を学ぶ

キーワード：障害者雇用率制度、福祉
的就労、ケアマネジメント、チームア
プローチ

障害がある人への就労支援がなぜ
必要となるのかを考え、必要なケ
アマネジメント、チームアプロー
チ、ネットワーク形成について知
りましょう。

4 社会問題を基盤とした相
談援助演習④

（第2部第 5章）

就労支援が必要な低所得などで生活困
窮の状況にある人への援助実践を学ぶ

キーワード：「福祉から就労へ」、生活
困窮者、生活保護受給者、母子世帯

なぜ、生活困窮が起きるのか、わ
が国の労働を取り巻く環境を考え
ましょう。「就労支援サービス」「公
的扶助論」などのテキストも参考
になります。その上で、必要とさ
れる支援の実際を理解しましょう。

5 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑤

（第2部第 5章）

高齢者虐待への援助実践を学ぶ

キーワード：高齢者虐待防止法、地域
包括支援センター

高齢者虐待の起きるメカニズムを
理解しましょう。その上で介護支
援専門員や地域包括支援センター
の社会福祉士などがどのように
連携して支援をおこなうのか、ま
た予防の方策についても理解しま
しょう。

6 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑥

（第2部第 5章）

児童虐待への援助実践を学ぶ

キーワード：子育て支援策、ストレン
グス、発達障害

児童虐待が起こるメカニズムを理
解しましょう。また、発達障害に
ついて学び、虐待の対象となりや
すいこと、ストレングスに視点を
当てた支援が必要なことを理解し
ましょう。

7 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑦

（第2部第 5章）

学校での問題（いじめ、不登校など）
に関する援助実践を学ぶ

キーワード：スクール・ソーシャルワー
ク、ケース会議

教育現場で展開されるソーシャル
ワーク実践を理解し、アセスメン
トの方法や他職種連携によるケー
ス会議の運営方法などについて理
解しましょう。

8 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑧

（第2部第 5章）

ドメスティック・バイオレンスに関する
援助実践を学ぶ

キーワード：ドメスティック・バイオレ
ンス、DV法、PTSD

DVの現状を知りその支援制度に
ついて理解する。その上で、支援
の実際を理解しましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
9 社会問題を基盤とした相

談援助演習⑨
（第2部第 5章）

病院からの退院に関する事例を通して、
他職種とのチーム・アプローチの実践
を学ぶ

キーワード：多職種連携、退院援助に
おけるアセスメント、在宅療養を支え
る多職種

病院という他領域でチームの一員
としてのソーシャルワーカーの役
割を専門性を理解しましょう。

10 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑩

（第2部第 5章）

ジェネラリスト・ソーシャルワークの視
点によるサービス評価について学ぶ

キーワード：ジェネラリスト・ソーシャ
ルワーク、エコマップ、サービス評価

支援評価の考え方と、その方法を
理解しましょう。

11 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑪

（第2部第 6章）

受刑者の出所後の生活支援に関する援
助実践を学ぶ

キーワード：更生保護、地域定着支援
センター、刑務所などの刑事施設

犯罪に至る動機について、事例を
通して考えましょう。出所に関す
る手続きを調べましょう。また、
このような事例にソーシャルワー
クがかかわる意義について理解し
ましょう。

12 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑫

（第2部第 6章）

在住外国人への相談援助実践を学ぶ

キーワード：在住外国人、在住外国人
の自助組織

在住外国人の現状を理解しましょ
う。また、在住外国人を支援する
ための社会資源を調べましょう。

13 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑬

（第2部第 6章）

認知症高齢者への相談援助を学ぶ

キーワード：認知症高齢者、家族の介
護負担、BPSD

認知症高齢者とその家族への支援
の現状を理解し、支援の方法につ
いて理解しましょう。

14 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑭

（第2部第 3章）

単身高齢者の見守りなどを目的とした
地域におけるネットワーク形成の方法
を学ぶ

キーワード：見守りシステム、ネット
ワーク会議

事例を元に、ネットワーク会議な
どを使ったネットワーク形成の視
点、方法について理解しましょう。

15 社会問題を基盤とした相
談援助演習⑮

（第2部第 3章）

ケアマネジメントの手法を用いた地域
におけるサービス提供に関する援助実
践を学ぶ

キーワード：ケアマネジメント、ソー
シャルサポートネットワーク、ワーカ
ビリティ、アクセスビリティ、プロセス
チャート

地域におけるサービス提供を、イ
ンフォーマルなサービスを含む
ソーシャルサポートネットワーク
を使って支援するプロセスを理解
しましょう。
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■レポート課題 �
※レポートの提出方法については p. ●参照のこと。

1 単位め

（スクーリング事前課題）
社会的問題とされている福祉問題（「虐待」、「介護放棄」等その他のでもよい）に関して、あ
なたの考えを述べてください。また、そのことに関連させ、あなたが、社会福祉士としてその
課題に対して、今後どのような支援を展開していくのか。社会資源の活用を考慮しながら論じ
てください。� （担当：高橋誠一）

2 単位め
（スクーリング事前課題）
ソーシャルワークの開発機能について、ネットワーク形成などを例に、その実際にも触れなが
ら説明してください。� （担当：三浦剛）

3 単位め
（スクーリング事後課題）
利用者の権利擁護の重要性について、あなた自身の考えを、実習を行う前と実習終了後を比較
しながら、具体的に述べてください。� （担当：佐藤博彦）

3 単位め
（実習免除対象者）

（スクーリング事後課題）
実習免除に該当する相談援助業務の経験から、利用者の権利擁護の重要性について、実践例
をとりあげ、あなた自身の考えを具体的に述べてください。� （担当：佐藤博彦）

3 単位め
（科目等履修生として
実習を受講する予定の方）

（スクーリング事後課題）
利用者の権利擁護を支援した事例を探し、その事例内容を説明、考察し、その支援に対するあ
なた自身の考えを具体的に述べてください。� （担当：佐藤博彦）
※�　科目等履修生として実習指導と実習を受講する予定で正科生で演習Ｃを単位修得する際
には、この課題を解答してください。なお、厚生労働省の省令により、科目等履修生として
実習指導と実習を受講する際に、演習Ｃ・3単位めレポートについて再度実習受講者用の課
題を提出していただきますので、ご了承ください。

■アドバイス �
　　　　　　最初に、具体的にとりあげた問題がどのような意味で社会的問題なのかを考えてくだ

さい。そのためには、個人的問題と社会的問題の違いを考えることが大切です。本人にとっ
て何が問題か、家族にとって何が問題か、そして、地域、社会、自治体にとって何が問

題なのかをそれぞれの立場から考えてください。つぎに、問題を解決するために、どのような社会資
源を活用できるのかを考えてください。そのときに、問題解決とは何かをしっかりと理解しておくこ
とが大切です。危機的な介入が必要なこともありますが、支援の長期的視点がないためにその場しの
ぎの解決・支援になってしまう可能性はないでしょうか。問題にとらわれて、本人のニーズを見失う
ことはないでしょうか。以上の点も含めて、フォーマル、インフォーマルな社会資源、本人や地域の
強さに着目しながら、ソーシャルワーカーとしての支援を考えてください。

　　　　　　ソーシャルワークの開発機能については、近年特にその必要性が問われています。利
用者本位の地域生活支援を実践するときに必要となるネットワーク形成や、コーディネー
ションについて、具体的なイメージをもって利用できるように、事例などを活用して学

習してください。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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　　　　　　実習の前に、実習先に関わる法律上の権利擁護、権利擁護事業、権利擁護機関につい
て調べておくことが大切です。実習中に、実際にどのように行われているのか、課題は
ないのかなど、実習指導者などから聞いて理解を深めてください。また、利用者の日常

生活上の権利擁護もあります。介護や生活支援において、本人の意見が反映されているか、サービス
利用者において不適切な扱いや不利な扱いを受けていないかなど、場合によっては第三者が見過ごし
てしまう権利侵害もあるかもしれません。ソーシャルワーカーの視点から、整理することが大切です。

　　　　　　権利擁護に関わる事例を検討するときに、さまざまな問題と絡み合って権利擁護の問
題が生じることが多いと思います。問題の背景も含めて、検討するようにしてください。
また、適切な権利擁護が行われたかどうかの考察も忘れないでください。権利擁護では、

他の専門職や関係機関や地域との協力や協働が必要なことも多いと思いますので、その点の考察も忘
れないでください。また、関係者や本人の権利擁護に対する理解や啓発も重要だと思いますが、その
点も自身の経験から具体的な実践方法を検討してみましょう。

　　　　　　権利擁護に関わる事例を検討するときに、さまざまな問題と絡み合って権利擁護の問
題が生じることが多いと思います。問題の背景も含めて、検討するようにしてください。
権利擁護では、他の専門職や関係機関や地域との協力や協働が必要なことも多いと思い

ますので、その点の考察も忘れないでください。また、関係者や本人の権利擁護に対する理解や啓発
も重要だと思いますが、その点も含め検討をしてみましょう。

■参考図書 �
1 ）社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座19　権利擁護と成年後見制度（第
3版）』中央法規出版、2012年

2 ）藤井博志著「第 4 章　コーディネーションとネットワーキング」社会福祉士養成講座編集委員
会編『新・社会福祉士養成講座 8　相談援助の理論と方法Ⅱ（第 2版）』中央法規出版、2009年

■レポートの提出方法 �
・ 1 単位につき 1 冊のレポート用紙を使用してください。
・各レポートの字数は2,000字程度ですが、最長4,000字程度まで可です。
　（パソコン用：左右40字 ×30行 × 4 枚まで、手書き用：最終ページまで。）
・レポート表紙の教員名は、レポート課題の担当教員名を記載してください。
・各レポートは、『試験・スクーリング　情報ブック』に記載の期限までに提出すること。

■演習 C　スクーリング受講条件 �
⑴　実習受講者
①　実習申込受理判定に合格していること。
②　「実習指導Ａ」スクーリングを受講していること。
③　その他、『社会福祉援助技術実習の手引き　第 1分冊』も参照してください。

3 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス

（実習免除対象者）

3 単位め
アドバイス

（科目等履修生として実習を受
講する予定の方）
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⑵　実習免除者・科目等履修生として実習受講希望者
申込締切日までに、下記①～⑤の達成
①　「演習Ｂ」のスクーリング合格とすべてのレポート提出。
②　「演習Ｃ」スクーリング受講前の指定日までに、「演習Ｃ」1・ 2単位めレポートの提出。
③　社会福祉士指定科目から 8科目の単位修得（認定単位を含む）。
④　卒業要件単位80単位以上の修得（認定単位を含む）。
⑤�　次年度以降、科目等履修生として実習受講を希望する場合、体験学習（ 3 日間）を実施し合格

していること。

■演習 C　スクーリング申込手続 �
※開講日・会場は『試験・スクーリング　情報ブック』を参照してください。

⑴　実習受講者
※�申込みに関するご案内および申込用紙の配付は、「社会福祉援助技術実習指導Ａ」スクーリング時
に行います。

「演習 C － 1 」　申込締切： 4 ／ 1 （ 4月受講希望者 3／20）
　➡「実習指導B－ 1」とセットでの申込みおよび受講となります。

「演習 C － 2 」　申込締切： 7 ／15（ 9～10月受講者）、 9 ／30（11～12月受講者）
　➡「実習指導B－ 3」とセットでの申込みおよび受講となります。

⑵　実習免除者・次年度以降に科目等履修生での実習受講希望者
※申込みに関するご案内および申込用紙は『With』（ 1月号頃を予定）に掲載いたします。
※早めに受講条件を達成した方が希望の会場で受講できる可能性が高くなります。
　分割型　申込締切： 4 ／ 1
　　➡�「演習C－ 1」を 4 ～ 5 月に、「演習C－ 2」を 8 ～12月に各地で、 1 日ずつ計 2 日間の受

講（注： 9月末卒業希望者の「演習C－ 2」は仙台会場のみ）
　 2 日間連続型　申込締切： 6 ／20または12／20
　　➡「演習C－ 1」と「演習C－ 2」を、 7月または 2月に仙台で、連続 2日間の受講

■スクーリング講義概要 �
『試験・スクーリング　情報ブック』をご参照ください。

■科目の評価基準・単位認定 �
レポート30％＋実践や説明30％＋スクーリング筆記試験40％で評価します。

※スクーリング試験は、ソーシャルワーク実践に関する知識の確認テストとなります。この確認テス
トにおいて合格点に達しない場合は再履修となります（再試験・再レポート等一切ありません）。

※単位修得できなかった方が再受講する場合、スクーリングの申込みはあらためて必要ですが、合格
済みのレポートは有効となります。
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※万一、科目等履修生として実習受講希望の方向けの演習Cを受講後に、正科生としての実習受講に
切り替えた場合、演習Cのレポート提出、スクーリング受講記録の消去願を実習係に書面で提出し、
許可を受けたうえで、再度正科生としての実習受講者用のスクーリング受講やレポート提出をおこ
なう必要があります。
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社会福祉援助技術実習指導Ａ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

1単位 SR（演習） 2年以上

科目コード CP3190 担 当 教 員
阿部 一彦／三浦 　剛／高橋 誠一／
田中 治和／中里 　仁／佐々木 裕彦／
小山 　剛／竹之内 章代／佐藤 博彦ほか

※平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は、履修することはできません。

※「実習指導Ａ」のスクーリングを欠席された方は、「実習指導Ｂ」および「社会福祉援助技術実習」
は受講できません。

※今後の実習受け入れ状況などにより、ここに記載の内容・日程を変更する場合があります。『実習の
手引き』や『With』でご案内します。

■科目の内容 �
社会福祉士として必要な具体的かつ実践的な専門技術等の習得を図ることを目的とします。また、

併せて社会福祉援助技術実習の意義について理解をするとともに、児童・高齢者等、実際に実習を行
う実習分野（利用者理解を含む）と施設・事業者・機関・団体・地域社会等に関する基本的な理解を
することを目的とします。
また、次年度の相談援助実習に向けて、実習計画の意義と策定方法を学びます。そして、これまで

学修してきた社会福祉学の専門知識を深化させるとともに、各自の援助能力の開発・今後の課題の明
確化・自己理解を深める場とし、相談援助専門職としての倫理観を理解する機会とします。

■到達目標 �
1 ）実習をおこなう施設・機関等を利用する地域や利用者の実態、生活ニーズ等について具体的デー
タ等を示しながら説明することができる。

2）実習をおこなう施設・機関等の根拠法、機能、業務内容について説明できる。
3）実習をおこなう施設・機関等においておこなわれている関連業務の内容や他職種の役割等につ
いて説明できる。

4）「実習計画案」を作成することができる。

■教科書 �
1 ）『社会福祉援助技術実習の手引き（第 1分冊）』東北福祉大学（「演習Ａ」時に配付済み）
2）『社会福祉援助技術実習の手引き（第 2 分冊）』東北福祉大学（「実習指導Ａ」スクーリング受講
許可者に配付）

3）『社会福祉援助技術実習　課題ノート』東北福祉大学（「実習指導Ａ」スクーリング受講許可者
に配付）

4）白澤政和・中谷陽明・長谷川匡俊・上野谷加代子編『社会福祉士相談援助実習　第 2 版』中央
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法規出版、2014年
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習 8 のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 社会福祉士養成と相談援助実習

相談援助実習の位置づけ
（第1部第1章）

「相談援助実習の位置づけ」につい
て、資格制度の見直しやその養成
課程を理解する。

キーワード：資格制度、養成課程、
教育カリキュラム

社会福祉士に求められる役割
と新たな教育カリキュラムにつ
いて理解しましょう。また、相
談援助実習の基本的枠組み、
実習担当教員要件、教育内容
等について理解しましょう。

2 相談援助実習ガイドライン
相談援助実習・実習指導ガイド
ラインの見方
相談援助実習評価表

（第1部第 2章第1～ 2節）

相談援助実習ガイドライン、相談
援助実習指導ガイドライン、相談
援助実習評価表について理解す
る。

キーワード：相談援助実習ガイド
ライン、相談援助実習指導ガイド
ライン、相談援助実習評価表

相談援助実習ガイドライン、相
談援助実習指導ガイドライン、
相談援助実習評価表の具体的
内容について理解しましょう。

3 ソーシャルワーカーとしての社
会福祉士
社会福祉士とソーシャルワー
カーの関係
社会福祉士の新たな役割と機能
ソーシャルワークの枠組みをと
らえる
社会福祉士の義務

（第1部第 3章第1～ 4節）

ソーシャルワーカーとしての社会
福祉士とはどういう意味であるの
かを役割や機能、ソーシャルワー
クの枠組みを通して理解する。

キーワード：ジェネラリスト・ソー
シャルワーカー、ソーシャルワー
ク機能、価値、倫理、知識、技術、
義務、ソーシャルワークの枠組み

ソーシャルワーカーとしての社
会福祉士とは何か。キーワー
ドを中心に学習し理解しましょ
う。

4 実習の場と形態
法令上の相談援助実習施設
フィールド・ソーシャルワーク
とレジデンシャル・ソーシャル
ワーク実習
第1次分野と第 2次分野と相談
援助実習の場
さまざまな実習の形態

（第1部第 4章第1～ 4節）

法令上の相談援助実習施設の範
囲、フィールド・ソーシャルワー
ク、レジデンシャル・ソーシャル
ワークの特徴と分類、そして第1次
分野、第2次分野の代表的実習先
を理解する。

キーワード：施設の範囲、フィー
ルド・ソーシャルワーク、レジデ
ンシャル・ソーシャルワーク、第
1次分野、第2次分野

法令上の相談援助実習施設の
範囲を法律ごとにまとめてみま
しょう。また、フィールド・ソー
シャルワークとレジデンシャ
ル・ソーシャルワークの特徴に
ついて、そして第1次分野、第
2 次分野における代表的な実
習先について理解しましょう。

5 契約関係の中にある実習
実習契約関係の理解
実習機関・施設におけるリスク
マネジメント
契約書の例

（第1部第 5章第1～ 3節）

実習における契約の意義について、
また、契約内容について理解する。
併せて、プライバシー情報を含む
実習機関におけるリスクマネジメ
ントの必要性について理解する。

キーワード：実習契約、リスクマ
ネジメント、プライバシー情報

実習における契約書締結の意
義について、「実習委託と指導
関係の構造」から整理してみま
しょう。また、実習にかかわる
リスクとなどのようなことが考
えられるのかまとめてみましょ
う。そして、契約書の具体的な
内容例を教科書から理解しま
しょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
6 実習スーパービジョンの理解

スーパービジョン概論
実習スーパービジョン関係の理
解
実習スーパービジョンの実際

（第1部第 6章第1～ 3節）

スーパービジョン、実習スーパー
ビジョンの意義および定義、機能、
効果について、また、スーパービ
ジョンの構造とスーパーバイザー
の権能について理解する。

キーワード：スーパービジョン、
実習スーパービジョン、スーパー
ビジョン機能（管理・教育・支
持）、スーパーバイザーの権能

スーパービジョンおよび実習
スーパービジョンの意義および
定義、機能、効果について理
解しましょう。また、スーパー
ビジョンの構造とスーパーバイ
ザーの権能について、実習教
育における二重のスーパービ
ジョンシステムについて理解し
ましょう。

7 実習準備・事前学習課題
実習機関・施設、地域の理解
事前学習として実習先を理解す
る意義
相談援助実習機関・施設の理解
実習機関・施設のある地域の理
解

（第2部第 7章第1～ 3節）

事前学習の重要性を理解する。ま
た、各分野（高齢者、障害者、児
童、社会福祉協議会、医療分野等）
の実習機関・施設を理解する。

キーワード：事前学習、実習施設、
地域踏査

事前学習の重要性を理解しま
しょう。また、実習機関・施
設について、教科書を参考に
分野ごとに確認しましょう。ま
た、地域理解の方法も確認し
ましょう。

8 実習機関・施設、地域の利用者
理解と援助方法
実習機関・施設における利用者
の理解
実習機関・施設のある地域にお
ける利用者の理解
援助方法の理解

（第2部第 8章第1～ 3節）

実習機関・施設における利用者理
解の方法について、また、実習機
関・施設のある地域における利用
者理解の方法について理解する。
また、施設および地域における援
助の方法について理解する。

キーワード：利用者理解、地域福
祉の推進、個別支援、他の職種と
の連携、在宅福祉サービス、小地
域ネットワーク活動、組織化支援、
社会資源開発、地域ケアシステム

実習機関・施設、地域の利
用者理解と援助方法について
キーワードを中心にまとめま
しょう。

■レポート課題 �

課題1
体験学習を実施のうえ『体験学習記録』を提出してください（体験学習免除希望者は、『体験
学習記録』の代わりに「実績報告書」を提出してください）。
※すべてペンによる手書き。

課題2

『社会福祉援助技術実習　課題ノート』（すべて鉛筆書き）のp. 8 ～17を完成させてください。
あらゆる資料を活用して完成させてください。
※残りの箇所は、「社会福祉援助技術実習指導Ｂ」での課題となります。
※�スクーリング受講日（提出締切日）までに、実習先が決定していない場合は、p. 9およびp.17
は記載可能な箇所のみで構いません。

※『課題ノート』はスクーリング受講許可者に配付します。

課題3 あなたはなぜ「社会福祉援助技術実習」を希望しましたか。また、実習で学びたいことは何で
すか。目標や希望を具体的に述べてください。
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■各課題提出期限・提出方法 �
課題 1 ：�実習受講前年の 9 ／15（『体験学習記録』の場合、遅くとも 1 ／20、科目等履修生の方は入学

許可後10日以内）
　　　　※郵送または窓口にて。
課題 2 ：「実習指導Ａ」スクーリング受講日
　　　　※�スクーリング時に回収しますので、必ず持参してください。忘れた場合もしくは記載内容

が不十分な場合（空白箇所がある等）は、スクーリングが不合格となり、次年度の実習受
講はできません。

　　　※�スクーリング受講日までに実習先が決定しなかった場合は、実習開始前までに完成させ、
実習で活用してください。大学への提出は実習後になります（実習指導Ｂの課題 4）。

課題 3 ：実習受講前年の10／31必着（科目等履修生〔 4月生〕の方は入学年 4／ 1必着）
　　　※通常のレポート用紙（手書き用・パソコン用どちらでも可）を郵送または窓口にて。

■実習指導 A　スクーリング受講条件 �
実習申込受理判定に合格していること。
※受講許可証は、実習申込受理通知に同封します。

■スクーリング申込方法 �
『With』（ 7 ～ 8 月号を予定）巻末の「実習指導Ａスクーリング受講申込用紙」を「実習希望届」に

同封し、 9／15必着でお申込みください。

■スクーリング開講予定 �
スクーリングは毎年 2 月頃に行います。ただし、 4 月生休学明けの方、 4 月生科目等履修生として

実習を行う方は 4月上旬になります。
※開講日の詳細は『試験・スクーリング　情報ブック』を参照してください。
※実習受理条件の達成が遅かったり、実習先がなかなか決まらない場合、希望の日程・会場でスクー
リング受講ができないことがあります。

■スクーリング講義概要 �
『試験・スクーリング　情報ブック』をご参照ください。

■単位認定方法 �
レポート60％＋授業への参加態度20％＋発表20％で評価します。

■参考図書 �
①　早坂聡久・増田公香・福祉臨床シリーズ編集委員会編『相談援助実習・相談援助実習指導―ソー
シャルワーク現場実習・ソーシャルワーク実習指導』弘文堂、2009年

②　川廷宗之・藤林慶子・高橋流里子著『相談援助実習（MINERVA社会福祉士養成テキストブッ
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ク）』ミネルヴァ書房、2009年
③　日本社会福祉士会編『改訂 社会福祉士の倫理―倫理綱領実践ガイドブック』中央法規出版、
2009年 

④　各社発行の福祉小六法・社会福祉辞典
⑤　東北福祉大学通信教育部『社会福祉援助技術実習の手引き【第 2分冊】』中記載の各参考文献

〔事典、辞典、資料〕
①　日本地域福祉学会編集『地域福祉事典　新版』中央法規出版、2012年
②　中央法規出版編集部『社会福祉用語辞典』中央法規出版、2010年

③　山懸文治・柏女霊峰編集『社会福祉用語辞典［第 9版］』ミネルヴァ書房、2013年
　※第 8版などでも可
④　社会福祉法規研究会編集『社会福祉六法　平成26年版』新日本法規出版、2013年
⑤　厚生労働統計協会編集『国民の福祉と介護の動向』厚生労働統計協会、各年版
⑥　厚生労働統計協会編集『保険と年金の動向』厚生労働統計協会、各年版

〔実習〕
①　澤伊三男編『ソーシャルワーク実践事例集―社会福祉士をめざす人・相談援助に携わる人のた
めに―』、明石書店、2009年

②　久保、副田編著『ソーシャルワークの実践モデル』、川島書店、2006年
③　社団法人日本福祉士会編『改訂　社会福祉士の倫理　倫理綱領　実践ガイドブック』、中央法
規、2009年

④　加藤幸雄・小椋喜一郎・他『相談援助実習―ソーシャルワークを学ぶ人のための実習テキスト
―』中央法規、2010年

⑤　深谷美枝『ソーシャルワーク実習―より深い学びをめざして―』、みらい、2009年
⑥　川廷宗之・高橋流里子・藤林慶子編著『相談援助実習（MINERVA社会福祉士養成テキスト
ブック 7）』ミネルヴァ書房、2009年

⑦　相談援助実習研究会編『はじめての相談援助実習』ミネルヴァ書房、2013年
〔インターネット〕

①　厚生労働白書　http://www.mhlw.go.jp/toukei_hakusho/hakusho/
②　厚生労働統計一覧（1. 人口・世帯　2. 保健衛生　3. 社会福祉　4. 老人保健福祉　5. 社会保険　
6. 社会保障等）　http://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/

③　福祉・医療・介護関係諸統計リンク集（医療福祉機構）　http://hp.wam.go.jp/useful/link/
tabid/348/Default.aspx

④　厚生労働省法令等データベースサービス　http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/
⑤　WAM NET（医療福祉機構　総合情報サイト）　http://www.wam.go.jp/
⑥　日本社会福祉士会　http://www.jacsw.or.jp/
⑦　社会福祉振興・試験センター　http://www.sssc.or.jp/
⑧　日本社会福祉士養成校協会　http://www.jascsw.jp/
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科
目

社会福祉援助技術実習指導Ｂ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

2単位 SR（演習） 4年

科目コード CP5191 担 当 教 員
阿部 一彦／高橋 誠一／田中 治和／三浦 　剛／山川 敏久／
君島 昌志／中里 　仁／佐々木 裕彦／川口 正義／
小山 　剛／竹之内 章代／関屋 光泰／佐藤 博彦ほか多数

・平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は、履修することはできません。

・「実習指導Ｂ－ 1」「実習指導Ｂ－ 2」「実習指導Ｂ－ 3」に分割されており、すべてのスクーリングを
同一年度内に受講しなければなりません。同一年度内に受講ができなかった場合は、「実習指導Ｂ－
1」からあらためての受講になります。

・「実習指導Ｂ－ 1」は「演習Ｃ－ 1」と、「実習指導Ｂ－ 3」は「演習Ｃ－ 2」と 2 日間連続でのス
クーリング受講が必要となります。

※スクーリングを欠席された方は、「社会福祉援助技術実習」は受講・単位修得できません。
※今後の実習受け入れ状況などにより、ここに記載の内容・日程を変更する場合があります。『実習の
手引き』や『With』でご案内します。

■科目の内容 �
社会福祉援助技術（相談援助）実習の意義について理解し、具体的かつ実践的な技術等を体得する

ことを目的としています。
相談援助実習にかかわる個別指導ならびに集団指導を通して、相談援助に係る知識と技術について、

事例等を通じて具体的かつ実際的に理解し、かつ実践的な技術等を学修します。社会福祉士として求
められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得します。
具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる

能力を併せて修得することを目的とします。

■到達目標 �
1 ）プライバシー保護と守秘義務について法的基準や方法の説明ができる。
2）実習記録の記録内容を理解し、実際に記録できる。
3）実習施設・機関業務、周辺社会資源について具体的に説明できる。
4）実習課題を整理し、専門職としての今後の課題を説明できる。
5）援助技術理論に沿って具体的な社会福祉士像をつくり、他者に伝えることができる。

■教科書（この科目での教科書配本はありません） �
「実習指導Ａ」と同じ。
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■在宅学習12のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 相談援助実習の仕組み

相談援助実習の仕組み（全
体像）
実習におけるジェネリック
とスペシフィックの学び

（第2部第 9章第1～ 2節）

相談援助実習の構造および相談援助実
習指導の構造を理解する。また、実習
におけるジェネリックとスペシフィッ
クの学びを理解する。

キーワード：ジェネリックの学び、ス
ペシフィックの学び

相談援助実習の仕組み（全体
像）を理解しましょう。また、
事前学習で学んでおくべき内容
を確認しましょう。また、相談
援助実習教育の展開における実
習指導におけるジェネリック・
スペシフィックの変換について
理解しましょう。
※第 １回～第 9回までは、実習
前学習

2 相談援助実習の仕組み
事前学習で学んでおく内容
相談援助実習指導（実習
中）の展開例
相談援助実習指導（実習後
の1学期分）の展開例

（第2部第 9章第 3～ 5節）

事前学習の内容、実習計画の作成と事
前訪問の意義を理解するとともに、併
せて実習指導の展開例を理解する。

キーワード：実習計画書、実習プログ
ラム、実習前評価、実習評定、実習・
実習指導科目成績評価、実習巡回

通知に示されている事前学習の
内容を確認しましょう。また、
実習計画の作成と事前訪問の
意義を確認するとともに、実習
計画書（案）作成と実習プログ
ラムの関係（すり合わせの必要
性）も理解しましょう。実習巡
回のミニマムスタンダートの内
容と事後学習の内容についても
理解しましょう。

3 実習中の経験と学習
相談援助実習における学習
実習で何をどこまで経験す
るのか（方法論）
基本的なコミュニケーショ
ン、円滑な人間関係形成

（第3部第10章第1～ 2節）

実習で何をどこまで経験するのか、そ
の方法論を理解する。基本的なコミュ
ニケーション、円滑な人間関係形成に
ついて理解する。

キーワード：アセスメント、支援計画
作成、地域アセスメント

実習経験の方法を確認しましょ
う。また、基本的なコミュニケー
ション、円滑な人間関係形成に
ついて、教科書の事例を参照し、
事例場面の理解、学びとの照合
について理解しましょう。

4 実習中の経験と学習
相談援助実習における学習
利用者理解、利用者の需要
把握、支援計画の作成
利用者やその関係者（家
族・親族・友人等）との援
助関係の形成
利用者やその関係者（家
族・親族・友人等）との権
利擁護および支援

（第3部第10章第 3～ 5節）

利用者理解、利用者の需要把握、支援
計画の作成について理解する。利用者
やその関係者（家族・親族・友人等）
との援助関係の形成や権利擁護および
支援について理解する。

キーワード：支援計画、インテーク、
アセスメント、プランニング、モニタ
リング、計画評価、バイステックの７
原則、成年後見制度、日常生活自立支
援事業、苦情解決制度、第三者評価、
個人情報保護、差別の解消、消費者保
護法

キーワードの理解を中心に学習
をしましょう。キーワードは確
実に説明できるようにしておき
ましょう。また、インテーク、
アセスメント、プランニング、
モニタリング、計画評価につい
てもその具体的内容等を理解し
ましょう。

5 実習中の経験と学習
相談援助実習における学習
チームアプローチの実際
社会福祉士としての職業倫
理、施設・職員などに関す
る規定と責任の理解

（第3部第10章第 6～ 7節）

チームアプローチの実際、社会福祉士
としての職業倫理、施設・職員などに
関する規定と責任について理解する。

キーワード：チームアプローチ、倫理
綱領

チームアプローチの必要性を事
例を基に理解しましょう。また、
社会福祉士の「倫理綱領」およ
び「社会福祉士の行動規範」を
確認しましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
6 実習中の経験と学習

相談援助実習における学習
実習機関・施設の経営や
サービスの管理運営の理解
地域社会の一員としての実
習機関・施設の理解

（第3部第10章第 8～ 9節）

実習機関・施設の経営やサービスの管
理運営、地域社会の一員としての実習
機関・施設について理解する。

キーワード：最低基準、事業報告・事
業計画、理事会、評議委員会、共同
募金、施設の社会化、インフォーマル
な社会資源、地域アセスメント、地域
福祉計画、地域福祉活動計画、ネット
ワーキング、福祉教育、広報啓発活動、
地域の組織化

キーワードの理解を中心に学習
をしましょう。キーワードは確
実に説明できるようにしましょ
う。地域の組織化の展開過程を
確認しておくとともに各過程に
おいての社会福祉士の役割も理
解しましょう。

7 実習記録
「相談援助」における記録の
意義
実習に際し実習生が作成す
る「記録」
実習記録ノート（実習日誌）
の内容

（第3部第11章第1～ 3節）

「相談援助」における記録と実習記録
ノート（実習日誌）の意義について理
解する。また、記述の留意点について
理解する。

キーワード：自己確認、評価ツール、
プライバシー配慮

「相談援助」における記録と実習
記録ノート（実習日誌）の意義
について理解しましょう。また、
記述の留意点について（記述内
容、正確さ、訂正の方法、プラ
イバシー配慮等）確認しましょ
う。

8 実習スーパービジョン、訪
問指導
実習スーパービジョン関係
の理解
実習スーパービジョンの受
け方
スーパーバイジーに求めら
れる姿勢

（第3部第12章第1～ 3節）

実習スーパービジョンについて、関係
の理解、受け方について、また、スー
パーバイジーに求められる姿勢につい
て理解する。

キーワード：実習スーパービジョン、
個人スーパービジョン、グループスー
パービジョン、スーパーバイザー

実習スーパービジョンについて、
その受け方の場面や方法を確認
しましょう。また、スーパーバ
イジーに求められる姿勢とは何
かを理解しましょう。

9 実習スーパービジョン、訪
問指導
実習スーパービジョンの実
際
実習の中断・中止の事例

（第3部第12章第 4～ 5節）

実習スーパービジョンの実際について
理解する。また、実習の中断・中止に
ついて事例を基に実習スーパービジョ
ンの実際を理解する。

キーワード：スーパービジョン

実習スーパービジョンの実際を
教科書を参考に理解しましょう。

10 実習終了後の学習
実習後の学習課題と全体総
括
社会福祉士実習における事
後学習の意義
実習後の学習内容と方法
実習の全体総括

（第 4部第13章第1～ 3節）

社会福祉士実習における事後学習の意
義と実習後の学習内容とその方法を理
解する。また、実習の全体総括の内容、
方法を理解する。

キーワード：実習報告書、実習報告会

社会福祉士実習における事後学
習の意義を理解しましょう。ま
た、事後学習のポイントを理解
しましょう。全体総括の実施方
法等も確認しましょう。
※第10回～第12回までは、実習
終了後学習
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
11 実習の評価

実習評価の具体的な方法
実習評価表の活用方法
実習指導者の評価の確認

（第 4部第14章第1～ 3節）

実習評価の具体的な方法および実習評
価表の活用方法について理解する。ま
た、実習指導者の評価の確認、位置づ
けについて理解する。

キーワード：実習評価、自己評価、他
者評価、実習評価表

実習評価の具体的な方法を「実
習過程と評価主体ごとの主な評
価活動」を参考に確認しましょ
う。また、自己評価と他者評価
について意義と有用性を確認し
ましょう。実習評価表の活用方
法を整理するとともに、実習指
導者の評定の位置付けを理解し
ましょう。

12 求められる社会福祉士を目
指して

（第15章）

今後求められる社会福祉士の役割は何
かを理解する。

キーワード：実践応用力

教科書で確認しましょう。また、
社会保障審議会福祉部会「介
護福祉士制度及び社会福祉士制
度の在り方に関する意見」（2006

（平成18）年12月）も参考とする
とよいでしょう。

■レポート課題 �

課題1

（実習指導 A スクーリング受講後）
実習先に対応した「実習計画案」を作成してください。その場合、実習のねらい（この実習で
学びたいこと、この実習先・種別を選んだ理由・動機、将来に向けての希望等を明確にするこ
と。また、実習課題を明確にすること。（これまで「実習指導Ａ」で学んだ利用者、業務、専
門性などに関する課題）
※�　『社会福祉援助技術実習の手引き　第1分冊』巻末の「様式6－1～4（下書き用）」を使用。
※�　必ず鉛筆書きで作成しコピー1部（A4サイズ、両面コピー不可）を大学へ提出すること。
※　原本は保管しておくこと。
※�　返信用封筒を同封すること（定形封筒なら92円切手貼付、あて先明記）。
※�　提出締切日は、『試験・スクーリング　情報ブック』をご参照ください。
※�　添削を受けた後に修正した「実習計画案」を「実習指導Ｂ－1」スクーリングに持参して
ください。

課題2

（実習先への事前訪問学習後）
実習計画案　「課題 1」をより具体化させて、「実習計画書

4

」を作成してください。その場合、
実習を通して学びたいこと、学ぶための具体的な方法などを詳細に記載すること。
※�　『社会福祉援助技術実習の手引き　第1分冊』巻末の「様式7－1～6」を使用すること。
※�　課題1で作成した実習計画案を基にして作成すること。その際、教員や実習先による添削
内容を参照し作成すること。

※�　鉛筆書きで作成し、実習開始 1カ月前までにコピーを大学へ 2 部、実習先へ 1部提出
（FAX、Eメール不可）。

課題3

（実習終了後）
実習で学んだ内容を分析・考察してください。単なる感想にならないよう注意してください。
※�　内容は、はじめに実習施設の概要、実習内容、実習課題の達成状況、全体のまとめ（今後
の課題も含む）を記載してください。その他の項目を追加しても構いません。

※�　通常のレポート用紙で提出してください（字数4,000字程度）。
※�　提出締切日は、『試験・スクーリング　情報ブック』をご参照ください。

課題4
（実習終了後）
完成させた『社会福祉援助技術実習　課題ノート』を提出してください（すべて鉛筆書き）。
※　「実習指導Ｂ－3」スクーリングに持参してください。
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課題5
（科目等履修生として
実習受講者用追加課題）

（実習終了後）
利用者の権利擁護の重要性について、あなた自身の考えを、実習を行う前と実習終了後を比較
しながら、具体的に述べてください。� （担当：佐藤博彦）
※　科目等履修生として実習を受講する方のみが提出する課題です。
※　通常のレポート用紙で提出してください（字数2,000字程度）。

■アドバイス �
主体的に取り組んでください。また、教科書は必ず熟読してください。課題 1 ・課題 2 については、

『社会福祉援助技術実習の手引き　第 2 分冊』を参考にしてください。ただし、計画案の丸写しは絶対
しないでください（再提出になります）。

■実習指導 B　スクーリング受講条件 �
①　実習申込受理判定に合格していること。
②　「実習指導Ａ」スクーリングを受講済みであること。
③　その他、『社会福祉援助技術実習の手引き　第 1分冊』も参照してください。

■スクーリング申込方法 �
※申込みに関するご案内および申込用紙の配付は、「実習指導Ａ」スクーリング時に行います。
※各課題の提出締切日は『試験・スクーリング　情報ブック』を参照してください。
「実習指導 B － 1 」　申込締切： 4／ 1（ 4月受講希望者 3／20）
　➡「演習Ｃ－1」とセットでの申込み（正科生の実習受講者）。

「実習指導 B － 2 」　申込締切： 4／ 1
「実習指導 B － 3 」　申込締切： 7／15（ 8 ～10月受講者）、 9／30（11～12月受講者）
　➡「演習Ｃ－ 2」とセットでの申込み（正科生の実習受講者）。

■スクーリング開講予定 �
※詳細は『試験・スクーリング　情報ブック』を参照してください。
「実習指導Ｂ－ 1 」（会場：各地　開講時期： 4～ 5月）
　➡翌日の「演習Ｃ－ 1」とセットでの受講（正科生の実習受講者）。

「実習指導Ｂ－ 2 」（会場：各地　開講時期： 6月）
「実習指導Ｂ－ 3 」（会場：各地　開講時期： 8～12月）
　➡翌日の「演習Ｃ－ 2」とセットでの受講（正科生の実習受講者）。

■実習指導Ａ・Ｂスクーリング受講料 �
「実習指導Ａ・Ｂスクーリング受講料」は合計 2 万円となります。「実習指導Ｂ－ 1」許可時に請求
予定です。　納入期限は 5／10です。

■スクーリング講義概要 �
『試験・スクーリング　情報ブック』をご参照ください。
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■単位認定 �
レポート20％＋実習50％＋実習記録30％で評価します。
単位認定通知は、「実習指導Ｂ－ 3」スクーリング受講後 1カ月程度で書面にて通知します。

■参考図書 �
「社会福祉援助技術実習指導A」の p.155～156「参考図書」参照。
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社会福祉援助技術実習 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

4単位 実習 4年

科目コード CP5907 担 当 教 員
阿部 一彦／高橋 誠一／田中 治和／三浦 　剛／山川 敏久／
君島 昌志／中里 　仁／佐々木 裕彦／西尾 卓樹／川口 正義／
小山 　剛／竹之内 章代／関屋 光泰／佐藤 博彦ほか多数

※平成21年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成20年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は、履修することはできません。

※今後の実習受け入れ状況などにより、ここに記載の内容・日程を変更する場合があります。『実習の
手引き』や『With』でご案内します。

■実習の内容 �
社会福祉士の実践現場を理解し、総合的に対応できる能力を習得します。利用者及び関係者との円

滑な人間関係形成・利用者理解とその需要の把握・利用者理解と支援計画の作成・利用者及び関係
者との援助関係の形成・利用者及び関係者への権利擁護・利用者及び関係者への支援（エンパワメン
ト）・利用者及び関係者への支援評価・多職種連携の意義と方法・チームアプローチの実際・実習機関
での社会福祉士の役割について、経営サービス、管理運営の実際等の学習を行います。

■科目の内容 �
指定施設において、24日間以上かつ180時間以上の相談援助実習を行うものです。
社会福祉士の実践現場を理解し、総合的に対応できる能力を習得することを目的とします。また、

利用者および関係者との円滑な人間関係形成・利用者理解とその需要の把握・利用者理解と支援計画
の作成・利用者および関係者との援助関係の形成・利用者および関係者への権利擁護・利用者および
関係者への支援（エンパワメント）・利用者および関係者への支援評価・多職種連携の意義と方法・
チームアプローチの実際・実習機関での社会福祉士の役割について、経営サービス、管理運営の実際
等を学びます。

■到達目標 �
1 ）社会福祉士、社会福祉専門職として求められる価値・倫理観および基本的態度を実習を通して
示すことができる。

2）実習機関、施設における相談援助実習を通して、相談援助に関する知識と技術を体験的に理解
し、実習指導者の指導のもと、実践することができる。

3）社会福祉士、社会福祉専門職として求められる自己の課題を実習体験を通じて分析し、今後の
課題を明確に述べることができる。

到達目標の具体的内容は以下の通りである
　①利用者および実習指導者などの関係者との円滑な人間関係の形成ができる。
　②利用者やその家族などとの援助関係の形成ができる。



164

　③利用者のニーズの把握（アセスメント）及び支援計画の作成ができる。
　④生活場面面接、生活支援などの直接的技術の実践ができる。
　⑤実習記録を用いての実践の評価ができる。
　⑥�権利擁護、チームアプローチ、事業の運営管理、地域社会への働きかけなどの技術を体験した

り、実践できる。
　⑦社会福祉士、社会福祉専門職としての職業倫理、責任と役割について述べることができる。

■教科書 �
「社会福祉援助技術実習指導Ａ・Ｂ」に同じ

■アドバイス �
実習計画案作成にあたっては、健康管理を含め無理のない日程になるように十分配慮してください。

そして主体的に取り組んでください。また、教科書は必ず熟読してください。

■実習日数・時期・対象施設 �
★実習日数
24日間以上かつ180時間以上（ 1日 8時間程度〔休憩時間は含まない〕）。
※�　実習の分割： 4 分割まで可能（同一年度、同一実習先にて、 1 回 5 日間以上で。大学および実
習先の許可が必要）。学習効果の観点から鑑みると 2回までの分割を推奨。

★実習時期
6 月第 4週～10月第 2週（ 9月末卒業希望者※： 6月第 4週～ 8月第 2週）
※�　10月生および 4 月生で 4 年以上（ 3 年次編入学者は 2 年以上）在学し、他の卒業要件を満たし
た方。実習後、 9月上旬までに実習指導B－ 3スクーリング（会場：仙台）の受講が必要。

★実習対象施設
1 ）『学習の手引き』3 章に記載の法令で定められた施設で、かつ次に該当する実習指導者がいる施
設。
�「社会福祉士の資格取得後3年以上相談援助業務に従事した経験のある者で、かつ厚生労働大臣が
基準を定める実習指導者講習会を修了した者」

※　公的機関における実習指導者については、当分の間、児童福祉司・身体障害者福祉司・知的障
害者福祉司・福祉に関する事務所において社会福祉主事などとして 8 年以上相談業務に従事した
者または「社会福祉士実習指導者講習会」を修了した者。

※　対象施設・事業であっても法令要件等により実習が認められない場合もあり。
※　平成23年 4 月以降入学者➡東海・北陸・近畿地方以西の実習については要件に適合した実習先
を各自で確保する必要あり。

2）「登録実習先」（HP 参照）から選択・希望していただくことが原則。ただし、「登録実習先」に
ない箇所でも可能（省令の基準を満たしており承諾が得られた場合）。
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3 ）勤務先での実習も可能。ただし、省令の基準を満たす施設所属長の了解をとり、休暇扱いで、「社
会福祉援助技術実習」にふさわしい内容が必要。

4）病院・診療所など医療機関での実習は、医療機関において勤務経験があり医療ソーシャルワー
クに関して十分理解のある方のみ。別途レポート提出が必要。

■実習申込から卒業までの流れ �
① 9 ／ 1 ～ 9 ／15に実習申込 ➡ ② 2 月に「実習指導Ａ」受講 ➡ ③ 4 ～ 5 月に「実習指導Ｂ－ 1」

および「演習Ｃ－ 1」受講 ➡ ④ 6 月に「実習指導Ｂ－ 2」受講 ➡ ⑤ 6 月第 4週～10月第 2週の期間
に実習（ 9 月末卒業希望者は 6 月第 4 週～ 8 月第 2 週） ➡ ⑥ 8 月～12月に「実習指導Ｂ－ 3」および
「演習Ｃ－ 2」受講（ 9月末卒業希望者は 8月下旬～ 9月上旬に受講） ➡ ⑦卒業

■申込方法・受理条件 �
9 ／ 1 ～ 9 ／15の期間に申込書類（「社会福祉援助技術実習希望届」等）を提出。
申込受理判定日（10／31 or 11／30 or 12／20 or 1 ／31）までに、受理条件を達成。

※申込方法および受理条件の詳細は、『学習の手引き』または「演習Ａ」スクーリングで配付の『社会
福祉援助技術実習の手引き　第 1分冊』を参照。

※受理条件は、変更になる場合があります。実習申込年以外に「演習A」を受講した場合、最新の条
件を『With』などでの案内により必ず確認してください。

■単位認定 �
本学の担当教員が総括的に評価し合格点に達した場合に単位が認定されます。「社会福祉援助技術実

習指導Ｂ」スクーリング結果通知とあわせて、原則として実習指導Ｂ－ 3 スクーリング受講から 1 カ
月程度で書面で通知します。

■実習費 �
実習費（110,000円〔Ｈ25年度以前入学者：80,000円、ただしH31年度以降110,000円〕）は実習受講

年の 4 月中旬に請求いたします。期限（ 5 月10日）までにコンビニエンスストアでお支払いください。
一旦納入した実習費は、返金できませんのでご注意ください。
実習費には、実習保険加入費、実習委託費、実習巡回指導費（ 1 回分、下記も参照）、帰校指導費、

諸手続き費などが含まれています。実習先が委託費の受取を辞退した場合でも、その部分を実習生に
返金することはできません。

■巡回指導・帰校指導について �
実習中、本学実習担当教員による 1 回の巡回指導（実習先で受講）、 3 回の帰校指導（土 or 日曜日、

90分程度、仙台・札幌・青森・盛岡・秋田・山形・福島・北関東・南関東・新潟の指定会場にて）を
受講します。
●帰校指導日の開講要領

1 ）帰校指導の実施時間は約90分。原則として、土 or 日曜日の10：30～12：00で行います（予定日
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の午前に科目修了試験が実施される場合は13：30～15：00になります）。
2）会場は個別に通知します。
3）福島または郡山、宇都宮または水戸、新潟または長岡は同一週では一会場でのみ実施予定です。
受講者数の分布でどちらで何回開講するかを決定します。

4）帰校指導受講者が 1名の会場は本学負担の巡回指導に変更する場合があります。
5）帰校指導においては、守秘義務の範囲内で担当教員および他の受講生の前で各自の実習内容の
報告を行っていただく予定です。

6）実習期間中、 2週めに巡回指導が入れば、1週め、 3週め、 4週めの土曜日（または日曜日）に
帰校指導を受けていただきます（巡回指導が入らない週の週末に帰校指導）。

7）帰校指導費は無料です。
8）帰校指導日に受講できない場合は、その分は巡回指導となり、 1 回につき15,000円の巡回指導
費が必要になります（実習期間終了後にまとめて請求します）。

■インフルエンザ、麻疹（はしか）などの感染症対策について �
『社会福祉援助技術実習の手引き　第 1分冊』（「社会福祉援助技術演習Ａ」受講者に配付）参照。



精神保健福祉士
指定科目

社会福祉士指定科目と共通科目は、社会福祉士指定科目A・Bの部をご覧ください。
精神保健福祉士の受験指定科目が平成24年度入学者から変更になりました。平成23年度以前入学者の指定科目

は卒業まで変更ありませんが、内容は下記のような変更があります。

平成23年度以前入学者へのご注意点
変更箇所 変更内容

この部に記載の科目のスクー
リングの際の参照教科書

2014（平成26）年度以降のスクーリング時の教科書は、『試
験・スクーリング情報ブック』を参照してください。

『レポート課題集2011』記載
の提出期限

2014年 3 月末までです。それ以降は本冊子記載の課題に取り
組んでください。

精神保健 2012（平成24）年度より精神保健学に科目名称が変更になっ
ています。

精神保健福祉援助技術各論 2013（平成25）年度からスクーリング単位 1単位（ 6コマ）、
科目コード CR3148に変更になっています。

精神保健福祉援助演習 2014（平成26）年度以降のスクーリングは受講者数により演
習時間数が大幅に増える場合があります。

精神保健福祉援助実習 2015（平成27）年度以降は事前事後スクーリングの時間数が
大幅に増え、実習内容や申込時期・条件等が変更されます。
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平成24年度以降入学者　精保演習・実習科目　受講の流れ

「精神保健福祉援助演習A（以下、精保演習A）」「精神保健福祉援助演習B（以下、精保演習B）」「精
神保健福祉援助演習C（以下、精保演習C）」「精神保健福祉援助実習指導A（以下、実習指導A）」「精
神保健福祉援助実習A（以下、精保実習A）」「精神保健福祉援助実習指導B（以下、実習指導B）」「精
神保健福祉援助実習B（以下、精保実習B）」の受講にあたり、p.170～171図のように、受講条件を満
たしていく必要があります。各条件の詳細については、p.172【条件 1】～【条件 9】を参照ください。
注意点は、下記の通りです。

⑴　実習受講年度の 4 月末の「精保演習A」申込、および「精保演習 B－ 1 ＋実習指導A－ １」申込
ができるのは、 4月生の ３年次編入学者の入学初年度のみです。

⑵　 1 年次入学・ 2 年次編入学者は 2 年次以降「精保実習Ａ」の受講前年度までに「精保演習Ａ」を
受講し（p.170～171図参照）、「精保実習Ａ」を受講前年度の11月末に申込みます。

⑶　実習免除者は p.170～171下の図の流れのとおりとなります。
⑷　いずれにせよ、まず、「精保演習A」の申込（締切 4 月末・11月末）を行い、p.172の【条件 1】
を達成することが必要です。

⑸　新カリキュラムの在籍者で「精神保健福祉士国家試験受験資格」の取得を希望される方は、下記
に記載の「出願時の誓約書」の内容【抜粋】をご理解いただいているものとみなします。
・精神保健福祉士希望者で実習受講希望者の「出願時の誓約書」の内容【抜粋】
本学通信教育部で「精神保健福祉援助実習」を受講希望の方は、下記の条件をご了承いただいて
いるものとみなします。

①　実習受講希望者に対しては、指定の単位修得後の実習受講前の演習受講時に「精神保健福祉援
助実習Ａ・Ｂ選考試験」をおこないます。実習受講者の選考は、演習科目をはじめ他の科目の成
績や受講態度、筆記試験、面接試験などを総合しておこなう予定です。

②　「北海道・青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県・茨城県・栃木県・群馬県・埼玉
県・千葉県・東京都・神奈川県・新潟県」以外で実習を受講することはできません。

③　各地域の受講年度の実習希望者数により、「精神保健福祉援助実習Ａ・Ｂ選考試験」に合格した
方でも、②の都道府県在住であってもお住まいの地域では実習ができない方が出る場合がありま
すことを予めご了承ください。
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精神保健福祉士国家試験受験資格取得希望者は、下表に記載のとおり最低限26科目62単位（最大28
科目68単位）を修得し、かつ本学通信教育部を卒業することが必要になります。
3 年次編入学者は下表に記載の中から最低限26科目62単位を修得すれば、卒業も可能で受験資格も

取得できることになります。※（注 1）参照。

厚生労働大臣の指定する精神障害
者の保健及び福祉に関する科目

3年次編入学
者・初年度
履修推奨科目

本学における授業科目の名称 配当年次
単
位
数

履修方法

☆人体の構造と機能及び疾病　の内
☆心理学理論と心理的支援　    1 科目
☆社会理論と社会システム　  　（注 1）

＊医学一般　　 3 科目中 2 年以上 （2） R or SR
◎ ＊福祉心理学   1 科目以上 1 年以上 （2） R or SR

＊福祉社会学　 選択 1 年以上 （4） R or SR
☆現代社会と福祉 ◎ ＊社会福祉原論（職業指導を含む） 2年以上 4 R or SR
☆地域福祉の理論と方法 ＊地域福祉論 2年以上 4 R or SR
☆社会保障 ＊社会保障論 3年以上 4 R or SR
☆低所得者に対する支援と生活保護制度 ＊公的扶助論 3年以上 2 R or SR
☆福祉行財政と福祉計画 ＊福祉行財政と福祉計画 3年以上 2 R or SR
☆保健医療サービス ＊保健医療サービス論 3年以上 2 R or SR
☆権利擁護と成年後見制度 ◎ ＊福祉法学 2年以上 2 R or SR
☆障害者に対する支援と障害者自
立支援制度 ◎ ＊障害者福祉論 1年以上 4 R or SR

　精神疾患とその治療 ◎ 　精神医学 3年以上 4 R or SR
　精神保健の課題と支援 ◎ 　精神保健学 2年以上 4 R
　精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） ◎ ＊精神保健福祉援助技術総論Ⅰ 2年以上 2 R or SR
　精神保健福祉相談援助の基盤（専門） ◎ 　精神保健福祉援助技術総論Ⅱ 2年以上 2 R or SR

　精神保健福祉の理論と相談援助の展開
◎ 　精神保健福祉の理論 2年以上 2 R or SR

　精神科リハビリテーション学 3年以上 4 R or SR
◎ 　精神保健福祉援助技術各論 2年以上 2 R or SR

　精神保健福祉に関する制度とサービス ◎ 　精神保健福祉のサービス 2年以上 2 R or SR
◎ 　精神保健福祉の制度 3年以上 2 R or SR

　精神障害者の生活支援システム ◎ 　精神障害者の生活支援システム 2年以上 1 R
　精神保健福祉援助演習（基礎） ◎ ＊精神保健福祉援助演習Ａ 2年以上 1 SR

　精神保健福祉援助演習（専門） ◎ 　精神保健福祉援助演習Ｂ 3年以上 2 SR
　精神保健福祉援助演習Ｃ 4年 2 SR

　�精神保健福祉援助
実習指導 実習免除者

は履修不要

◎ 　精神保健福祉援助実習指導Ａ 3年以上 1 SR
　精神保健福祉援助実習指導Ｂ 4年 1 SR

　�精神保健福祉援助
実習

◎ 　精神保健福祉援助実習Ａ 3年以上 2 実習科目
　精神保健福祉援助実習Ｂ 4年 2 実習科目

（注 1）�　「医学一般」「福祉心理学」「福祉社会学」の 3 科目中いずれか 1 科目選択で可となっています
が、国家試験は演習・実習科目以外のすべてから出題されるので、すべての指定科目を履修さ
れることを推奨いたします。

（注 2）　☆印は、社会福祉士受験資格取得のための指定科目と共通の科目を示します。
　　　　＊�印は、精神保健福祉法第 7 条第 2 号の規定に基づく「精神障害者の保健及び福祉に関する

基礎科目」を示します。基礎科目のみ履修する場合においても、「医学一般」「福祉心理学」「福
祉社会学」の 3科目中いずれか 1科目選択で可となっています。

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

精神保健福祉士国家試験受験資格取得に関する指定科目



170

1 年次入学者・ 2年次編入学者 　「精神保健福祉援助演習A」の申込・受講条件達成を 2年生で行うことを目標としてください。

3年次編入学者 　入学後すぐの「精保演習A」の申込、p.172記載の条件 1の達成が必要です。

● 4月生
実習履修者

時　　期 受講日・申込等締切日 科　　目　　名
（※ 1） 受講申込 精保実習A（入学初年度受講希望者のみ）

4月 1日 3年次（入学 1年め）
4月中旬 受講 スタートアップガイダンス（任意）
4月30日 受講申込 精保演習A

精保演習B-1・精保実習指導A-1
5 月31日 【条件 1】達成 精保演習A
6月30日 【条件 2】達成 精保演習B-1・精保実習指導A-1
6 月 or 7 月 受講 精保演習A（※ 2）

精保実習A選考試験（※ 3）
8月31日 【条件 3】達成 精保実習A
8月 or 9 月 受講 精保演習B-1・精保実習指導A-1
9 月15日 受講申込 精保実習B
9月30日 【条件 4】達成 精保実習A（※ 5）

10月 1 日～ 2月15日（うち15日間かつ120時間）　精保実習A（福祉施設）受講
10月31日 受講申込 精保演習B-2・精保実習指導A-2
2 月末日 受講申込 精保演習C-1・精保実習指導B-1
1 月 or 3 月 受講 精保演習B-2・精保実習指導A-2

精保実習B選考試験（※ 4）
精保実習A帰校指導

3月31日 【条件 5】達成 精保実習B
4月 1日 4年次（入学 2年め）
4月30日 【条件 6】達成 精保演習C-1・精保実習指導B-1
5 月31日 【条件 7】達成 精保実習B
5月 or 6 月 受講 精保演習C-1・精保実習指導B-1

7 月 1 日～12月25日（うち12日間かつ90時間）　精保実習B（医療機関）受講
10月31日 受講申込 精保演習C-2・精保実習指導B-2
12月 or 2 月 受講 精保演習C-2・精保実習指導B-2

精保実習B帰校指導
1月下旬　国家試験受験

3月末　卒業
※ 1　 3年次編入学者は入学出願時、 1・ 2年次入学者および 3年次編入学者で入学 2年目以降の在学生は11月30日のみ。
※ 2　「精保演習A」は、実習履修者・実習免除者共通。
※ 3　「精保実習A選考試験」は、「精保演習A」とセット開講。
※ 4　「精保実習B選考試験」は、「精保演習B-2・精保実習指導A-2」とセット開講。
※ 5　【条件 4】の単位修得を科目修了試験で満たす場合は、 7月までに受験すること。

実習免除者
時　　期 受講日・申込等締切日 科　　目　　名

4月 1日 3年次（入学 1年め）
4月30日 受講申込 精保演習A
5月31日 【条件 1】達成 精保演習A
6月 or 7 月 受講 精保演習A（※ 6）
11月30日 受講申込 精保演習B（実習免除者用）

【条件 8】達成 精保演習B（実習免除者用）
2月末日 受講申込 精保演習C（実習免除者用）
2月 受講 精保演習B（実習免除者用）
4月 1日 4年次（入学 2年め）
4月30日 【条件 9】達成 精保演習C（実習免除者用）
5月 受講 精保演習C（実習免除者用）

1月下旬　国家試験受験
3月末　卒業

※ 6　「精保演習A」は、実習履修者・実習免除者共通。

受講の流れ：最短で精神保健福祉士受験資格を得るためのモデルプラン
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●10月生
実習履修者

時　　期 受講日・申込等締切日 科　　目　　名
（※ 1） 受講申込 精保実習A

10月 1 日 3 年次（入学 1年め）
11月30日 受講申込 精保演習A（※ 2）

【条件 1】達成 精保演習A（11/30申込）
12月 or 1 月 受講 精保演習A（11/30申込）

精保実習A選考試験（※ 3）
4月30日 受講申込 精保演習A（※ 2）

精保演習B-1・精保実習指導A-1
5 月31日 【条件 1】達成 精保演習A（ 4 /30申込）
6月30日 【条件 2】達成 精保演習B-1・精保実習指導A-1
6 月 or 7 月 受講 精保演習A（ 4 /30申込）

精保実習A選考試験（※ 3）
8月31日 【条件 3】達成 精保実習A
8月 or 9 月 受講 精保演習B-1・精保実習指導A-1
9 月15日 受講申込 精保実習B
9月30日 【条件 4】達成 精保実習A（※ 5）
10月 1 日 4 年次（入学 2年め）

10月 1 日～ 2月15日　実習A（福祉施設）受講　（15日間かつ120時間）
10月31日 受講申込 精保演習B-2・精保実習指導A-2
2 月末日 受講申込 精保演習C-1・精保実習指導B-1
1 月 or 3 月 受講 精保演習B-2・精保実習指導A-2

精保実習B選考試験（※ 4）
精保実習A帰校指導

3月31日 【条件 5】達成 精保実習B
4月30日 【条件 6】達成 精保演習C-1・精保実習指導B-1
5 月31日 【条件 7】達成 精保実習B
5月 or 6 月 受講 精保演習C-1・精保実習指導B-1

7 月 1 日～12月25日　実習B（医療機関）受講　（12日間かつ90時間）
10月 1 日 5 年次（入学 3年め：在籍期間延長）
10月31日 受講申込 精保演習C-2・精保実習指導B-2
12月 or 2 月 受講 精保演習C-2・精保実習指導B-2

精保実習B帰校指導
1月下旬　国家試験受験

3月末　卒業
※ 1　 3年次編入学者は入学出願時、 1・ 2年次入学者および 3年次編入学者で入学 2年目以降の在学生は11月30日のみ。
※ 2　「精保演習A」は、 4月30日申込みは、原則当年度に 3年次編入し、次年度実習を受講予定の10月生のみ。
※ 3　「精保実習A選考試験」は、「精保演習A」とセット開講。
※ 4　「精保実習B選考試験」は、「精保演習B-2・精保実習指導A-2」とセット開講。
※ 5　【条件 4】の単位修得を科目修了試験で満たす場合は、 7月までに受験すること。

実習免除者
時　　期 受講日・申込等締切日 科　　目　　名

10月 1 日 3 年次（入学 1年め）
11月30日 受講申込 精保演習A（※ 6）

【条件 1】達成 精保演習A（11/30申込）
12月 or 1 月 受講 精保演習A（11/30申込）
4月30日 受講申込 精保演習A（※ 6）
5月31日 【条件 1】達成 精保演習A（ 4 /30申込）
6月 or 7 月 受講 精保演習A（ 4 /30申込）
10月 1 日 4 年次（入学 2年め）
11月30日 受講申込 精保演習B（実習免除者用）

【条件 8】達成 精保演習B（実習免除者用）
2月末日 受講申込 精保演習C（実習免除者用）
2月 受講 精保演習B（実習免除者用）
4月30日 【条件 9】達成 精保演習C（実習免除者用）
5月 受講 精保演習C（実習免除者用）

9月末　卒業
1月下旬　国家試験受験

※ 6　「精保演習A」は、11月30日または 4月30日申込みのいずれかを受講すること。
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演習・実習指導・実習受講条件　※（　　）内は条件達成期日

【条件 1】「精神保健福祉援助演習Ａ」受講申込受理条件（ 5月末または11月末）
　①「精神保健福祉援助技術総論 I」「精神保健福祉の理論」の 2科目すべてのレポート提出。
　②「精保演習Ａ」 1 単位めレポートの提出。

【条件 2】「精神保健福祉援助演習B-1+ 実習指導A-1」受講申込受理条件（ 6月末）
　①「精保演習Ｂ」1単位めレポートの提出。
【条件 3】「精神保健福祉援助実習Ａ」受講申込受理条件（ 8月末）
　①「精神保健福祉援助技術各論」のレポート提出。
　②「精保演習Ａ」受講時に実施される「精保実習Ａ選考試験」に合格していること。
【条件 4】「精神保健福祉援助実習Ａ」受講条件（ 9月末）
　①「精神保健福祉援助技術総論 I」「精神保健福祉の理論」「精保演習Ａ」の 3科目の単位修得。
　②「精神保健福祉援助技術総論 II」「精神保健福祉のサービス」の 2科目すべてのレポート提出。
【条件 5】「精神保健福祉援助実習Ｂ」受講条件 I（ 3月末）
　①�「精神保健福祉援助技術総論 II」「精神保健福祉援助技術各論」「精神保健福祉のサービス」「精保実習

Ａ」の 4科目の単位修得。
　②�「福祉心理学（※）」「社会福祉原論（職業指導を含む）」「精神医学」「福祉法学」「精神保健学」「精神保健

福祉の制度」「精神障害者の生活支援システム」の 7科目中 4科目すべてのレポート提出。
　③「精保実習Ｂ選考試験」に合格していること。
　④卒業要件単位数80単位を修得していること（入学時の一括認定単位を含む）。
　※「福祉社会学」または「医学一般」でも可。
【条件 6】「精神保健福祉援助演習C-1+ 実習指導B-1」受講申込受理条件（ 4月末）
　①「精保演習C」1単位めレポートの提出。
【条件 7】「精神保健福祉援助実習Ｂ」受講条件 II（ 5月末）
　①「精保演習Ｂ」「精保実習指導Ａ」「精保実習Ａ」の単位修得。
　②「公的扶助論」「地域福祉論」「精神科リハビリテーション学」の 3科目すべてのレポート提出。

【条件 8】「精神保健福祉援助演習Ｂ（実習免除者）」受講申込受理条件（11月末）
　①「精保演習Ａ」を受講済み , または受講見込（当年度12月の受講）であること。
　②�「精神保健福祉援助技術総論 I」「精神保健福祉援助技術総論 II」「精神保健福祉援助技術各論」「精神保

健福祉のサービス」の 4 科目すべてのレポート提出（入学 1 年目の方は 4 科目中 2 科目すべてのレ
ポート提出でも可）。

　③「精保演習Ｂ」1単位めレポートの提出。
【条件 9】「精神保健福祉援助演習C（実習免除者）」受講申込受理条件（ 4月末）
　①�「精神保健福祉援助技術総論 I」「精神保健福祉の理論」「精保演習Ａ」「精保演習Ｂ」の 4 科目の単位修

得。
　②�「精神保健学」「精神保健福祉援助技術総論 II」「精神保健福祉援助技術各論」「精神保健福祉のサービ

ス」「精神保健福祉の制度」「精神障害者の生活支援システム」の 6 科目のうち 3 科目の単位修得。残り
3科目すべてレポート提出。

　③�「福祉心理学（※）」「社会福祉原論（職業指導を含む）」「福祉法学」「精神医学」の 4 科目すべてのレ
ポート提出。

　④「精保演習C」1単位めレポートの提出。
　⑤卒業要件単位数80単位を修得していること（入学時の一括認定単位を含む）。
　※「福祉社会学」または「医学一般」でも可。

　各演習・実習指導スクーリング受講に伴う課題等の提出期限は，『試験・スクーリング情報ブック』1部
を参照のこと。

実習受講者・免除者共通

実習受講者

実習免除者

注意
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■スタートアップガイダンス
精保実習受講希望者を対象に、入学後から国家試験受験・卒業までの演習・実習指導・実習の流れ

から、単位修得の基本となるレポート学習方法や履修方法、精神保健福祉の基礎知識等について解説
するガイダンスです。特に 3 年次編入生で、当年度「精保実習Ａ」を受講希望の方は、入学後すぐの
4～ 5月、または12～ 1 月のスクーリングの受講と併せて参加されることを強く推奨します。
◆ 4月開催（主に 4月入学者向け）

4 月に仙台で開講される「精神保健福祉の理論」「精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」の両スクーリング
に併せて同じ内容で2回開催。両科目は履修方法「R or SR」であり、「レポート＋科目修了試験」、「ス
クーリング＋レポート」のいずれかの方法で単位修得が可能ですが、一方または両方のスクーリング
を受講し、いずれか一方のガイダンスに参加されることを強く推奨します。
◆12月開催（主に10月入学生向け）
12月・ 1月に開講される「精保演習A」受講時に併せて開催します。

■精保実習A・B選考試験について
※実習免除者は受験の必要はありません。
この選考試験は、「精保演習A」「精保演習B－2＋実習指導A－2」スクーリング受講時に実施されます。

あらかじめ設定した評価基準にもとづき、スクーリング受講時の受講態度・評価等を加味しながら、
実習生としてのレディネス（ここでは、実習生として学習する際の基礎条件となる一定の知識・経験・
態度等が修得されている状態）について審査委員会において総合的に判定されます。
本選考試験の目的は、あくまでも実習生としてのレディネスを測るものであり、個々の人間性につ

いて評価するものではありません。不合格となった場合も、次項の「補講演習」を受講したうえで次
年度以降の再挑戦が可能です。
また、合格となっても、実習希望地における実習受入数が限られている場合は、成績上位者から優

先的に受入の調整を行うため、実習希望地で実習ができない場合があります。この場合、実習施設と
しての条件を満たす施設と新たに受入契約を結ぶことも可能ですが、難航することも予想されます。
その場合は、①別の地域での実習、②次年度に実習を行う、のいずれかを選択していただきます。

■補講演習について
精保演習・実習指導スクーリング・精保実習受講選考試験では、実習生としての準備が整っている

かについて様々な指標から評価が行われ、実習生として所定の基準に達していない場合は、スクーリ
ングが不合格、または実習受講が不許可となります。
不合格・不許可者のうち再受講を希望する方は、評価の低かったスキル（技術・能力）の向上を目

的とした、個別またはグループによる「補講演習」の受講が必須となります（仙台でのみ開講）。なお、
「補講演習」の受講料は、スクーリング受講料と同額程度を予定しています。
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精神保健学 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R 2年以上

科目コード CQ3136 担 当 教 員 松江 克彦

2011年度以前入学者は科目名が「精神保健」から「精神保健学」に変更になりました。

■科目の内容 �
精神的健康を保持・増進することは、心豊かな生活と生きる喜びを享受することの基礎であります。

しかしながら、精神障害の発生をはじめ、現在のような複雑な社会では、精神的健康を阻害する多く
の要因が存在します。そこで本科目では、各ライフサイクル段階での発達や成熟の在り方と、それに
たいする現代の社会・文化的影響、今日特に問題となる精神障害や精神的問題についての知識とそれ
らに対する精神保健対策、さまざまな集団における精神保健活動の実際、精神保健にかかわる施策や
制度の問題などを中心に学んでいきます。そのような学習を通して、自己や周囲の人の精神的健康に
ついて考え、ひいては、人間全体の精神的健康について考えていくことを目的とします。

■到達目標 �
1 ）ライフサイクルにおける各ステージの特徴と、各ステージにおいて起こりやすい精神的問題や、
代表的な精神障害を述べることができる。

2）今日社会的に問題となる精神的問題（精神障害を含む）と、それらに対する精神保健対策を説
明できる。

3）我が国の精神障害者の処遇に関して、法律の変遷を中心に歴史的に説明でき、現在どのような
方向へ向かっているのか具体的に解説できる。

4）世界の精神保健、特に WHOによる障害概念、世界的な精神障害の動向や今後の課題を説明で
きる。

■教科書 �
新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 2 　精神
保健学』へるす出版、2014年

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 精神保健とは何か 精神保健の定義、現代社会における

精神保健上の課題などの理解。
現代における精神保健の課題におけ
る予防、対策など、メンタルヘルスの
重要性とその守備範囲を明確にしてお
く。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
2 ライフサイクルと精神

保健①乳幼児期・学童
期

乳幼児期と学童期の発達過程の理解
と、当該時期の精神保健。

エリクソンの発達課題などを参考にし
てこの時期の特殊性を理解する。また
この時期の精神保健上の問題を把握す
る。

3 ライフサイクルと精神
保健②思春期・青年期

思春期・青年期におけるライフス
テージの特徴を理解し、精神保健の
課題を把握する。

第二次反抗期でもあり、複雑な現代社会
では問題が多発する。その現状を把握し、
自我同一性の確立の観点などから理解す
る。

4 ライフサイクルと精神
保健③成人期

成人期の特徴把握と、精神保健の課
題を理解する。

家庭と職場中心のこの時期の特徴と心
性をよく理解し、家族問題、職場の問
題による自殺の増加などについての理
解を深める。うつ病の好発時期として
も重要。

5 ライフサイクルと精神
保健④老年期

この時期の 3つの老化を理解し、老
年期の精神保健について理解する。

高齢社会では特に重要で、老化および
この時期多発する認知症などの精神障
害を含む精神的問題をよく理解する。

6 精神障害対策 明治以降の精神障害者に関する施策
の歴史を理解し、今日の処遇に関す
る経緯を把握する。

明治から今日までの精神障害者に対する
施策の経緯から、今日における入院から
社会復帰施策の経緯を把握し、今後の精
神障害者の社会におけるあり方をよく考
えていく。

7 認知症対策 認知症の疾患理解と認知症対策の
流れを把握する。

高齢社会において4～ 5人に1人とい
われる認知症発生の予測は今日の精神
保健の大きな課題である。疾患の理
解とともに、近年までの施策、今後の
対策の方向性を考えることが重要であ
る。

8 精神作用物質乱用に関 
わる防止対策

アルコール、それ以外の覚醒剤や麻
薬に代表される依存性薬物の理解
と、それへの防止対策の歴史・現状
を理解する。

社会における依存性物質による弊害を
よく理解し、その特性を見極め、その
防止対策や治療上の自助グループの実
際と意義について理解する。

9 思春期精神保健対策 思春期に多発する問題行動の把握、
それらに対する精神保健システムに
ついて理解する。

摂食障害、自傷行為（リストカットな
ど）が多発し、不登校も長引いている
現状を年代と現代社会の相互関係を中
心に理解し、それらへの対策のあり方
を考えることが大切。

10 緩和ケアと精神保健 ターミナルケアから緩和ケアへ至っ
た経緯とこれらのあり方の歴史、現
状について理解を深める。

緩和ケアの方法論の趣旨がターミナル
ケアに発し、それがもっと広い領域に
適用される緩和ケアの概念と実際の理
解に努め、今後のケアのあり方を探る
ことが重要。

11 家庭における精神保健 少子高齢社会の理解と育児支援施
策の経緯を把握する。

少子高齢社会の理解は、高齢化率と合
計特殊出生率から具体的に理解し、育
児支援はエンゼルプラン（1994）から
現在までの施策を中心に理解する。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
12 学校における精神保健 不登校やいじめへの対応、特別支援

教育、児童虐待を中心に理解する。
スクールカウンセラー、スクールソー
シャルワーカーの導入、特別支援教育
の現状、虐待の種類と対応策を中心に
理解する。

13 職場の精神保健 労働安全衛生法の改正の経緯、職
場のメンタルヘルスの現状を理解す
る。

職場のメンタルヘルスへの取り組み
（THPや 4 つのケアなど）を中心に理
解を深める。

14 地域精神保健 精神障害者の地域生活への推進。障
害概念の変遷の理解。さらに健康作
り施策の背景としてあるWHOの動
きを理解する。

近年の社会復帰政策の現状の理解。国
際障害分類（ICIDH）と国際生活機能
分類（ICF）の理解。アルマアタ宣言、
オタワ憲章の理解など重要。

15 世界の精神保健 世界における精神障害の問題の把
握。他国の精神保健福祉活動の現状
の理解。障害調整生命年（DALY）
の経緯を理解する。

世界の精神保健における問題としての
うつ病の増加や、その他の精神障害の
動向の把握。今後の精神保健問題の予
測などを理解するよう努める。

■レポート課題 �

1 単位め 人間のライフサイクルを各段階（時期）に分けてその特徴を説明し、それぞれの段階で起こり
やすい精神的な問題についても述べなさい。

2 単位め

【説明型レポート】
下記について各300字以上500字以内で簡潔に説明してください。
　①アルコール依存症の自助グループと家族支援について
　②依存性薬物の特性について
　③WHO による ICIDHと ICFについて
　④DALYと精神保健上の課題について

3 単位め 我が国における少子高齢社会の現状と少子化対策、育児支援について述べなさい。

4 単位め 日本の精神障害者の処遇に関する法律の変遷について説明し、その上で第二次世界大戦以後、
精神障害者への施策がどのように変わってきたか論じなさい。

■アドバイス �
レポート課題に取り組むにあたって考えておいてほしいのは、レポート課題を単にテキストで調べ、

それを要求する字数で書けば良いという態度ではいけないということです。私たちの身のまわりで起
きているさまざまな精神的な問題に関心を持ち、それらを自分自身の問題として受け止め、それにた
いしてどのような対策が行われ、行おうとしているかを全体的に理解することが大切です。そして、
自分自身でもその対策を考える積極的な態度が必要です。そのためには、まず教科書を通読して精神
保健の概略を理解することです。そうすれば、レポート課題についても、どのような箇所が参考にな
るのか自ずとわかってきます。また、新聞やテレビで、精神保健にかかわるニュースを読んだり、見
たりすることも大切です。新聞の記事のスクラップブックを作るのも理解を深めるのに良いでしょう。
その上でレポート課題に取り組んでください。参考図書も最後に挙げておきますが、必読というわけ
ではありません。特に詳しく調べたい人には有用です。レポート課題の評価は、単に教科書に書かれ
ていることを羅列するようなことはせず、教科書をよく理解し、メディアで見たり聞いたりしたこと
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なども参考にし、自ら考えたことを自分の言葉でまとめているかどうか、という点も加えて評価しま
す。また、レポートの最後に参考文献（教科書も含む）を必ず記すようにしてください。
さらに、レポート課題にないから重要ではないということではなく、たとえば、認知症の問題（第

3章Ⅱ）など、きわめて重要な今日的問題も含まれています。そのような問題についても理解を深め、
高齢者における予防や対策のために役立てるようにしてください。

　　　　　　ここでは、人間が生まれてから死ぬまでのライフサイクルの全体を理解し、その各段
階の特徴や特殊性を良く理解してもらうことを目的にしています。教科書の第 2 章の全
体、できれば参考文献なども参考にしながらまとめてください。精神的問題は、単に精

神障害だけでなく、各年代で起こりやすいさまざまな問題や社会的な問題も含みます。

　　　　　　この課題では、他のレポート課題のほかに、今日の精神保健活動において是非知って
おきたい項目についての理解を目指しています。指定のテキストにおいて、①は第 3章Ⅲ、
②は第 3 章Ⅳ、③は第 3 章Ⅵに、④は第 8 章Ⅱに適切な解説を見いだすことができます。

これらの理解から、様々な精神保健対策への理解へとつなげていきましょう。

　　　　　　少子高齢社会の到来は今日の大きな問題であり、それにどのように対処していくかは
我が国の重要課題です。ここでは、高齢社会に至る我が国の経緯を高齢化率の増加を中
心に理解し、少子化は合計特殊出生率の推移を中心に具体的に理解しておくことが大切

です。その上で、ここ20年間ちかく、国はいかに少子化対策のための施策を行ってきたか、さらに育
児支援へとつなげてきているかを理解することを目的としています。レポート作成においては、教科
書の第 ２ 章のⅥ、第 ４ 章のⅠ、さらにできれば参考書なども活用して、数値を挙げたり、具体的対策
について、わかりすく整理して作成するようにしてください。

　　　　　　精神障害者の処遇の問題は、狭義の精神保健と言われるように、古くから精神保健の
最大の課題です。昔から精神障害者はどのように扱われてきたのか、そして現在、精神
障害者をどのような方向に持って行こうとしているのかをよく理解することを目的とし

ています。レポート作成にあたっては、第 3 章Ⅰ、第 5 章Ⅰ、そしてできれば参考図書なども参考に
して、時代と共に精神障害者への対策が法律や制度の変化としてよくわかるように作成してください
（法律名や制度名だけでなく、その内容理解と変化の理由をよく理解して作成すること）。このような
課題の作成を通して精神障害をよく理解し、精神障害者への偏見などについても理解を深めなければ
いけません。

■科目修了試験　評価基準 �
まず課題の理解が大切です。次に課題にたいする解答が指定のテキストの内容理解を基礎としてい

るかどうかが大切です。したがって、テキストにある重要な用語や概念を用いて適切に答えているか
どうかが評価の上で重要になります。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス

4 単位め
アドバイス
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■参考図書 �
1 ）E.H. エリクソン　村瀬孝雄・近藤邦夫訳『ライフサイクル、その完結〔増補版〕』みすず書房、
2001年

2 ）厚生統計協会編『国民の福祉の動向』厚生統計協会、最新版
3）精神保健福祉研究会監『我が国の精神保健福祉―精神保健福祉ハンドブック（平成21年度版）』
太陽美術、2009年

4 ）大熊輝雄著『現代臨床精神医学〔改訂第11版〕』金原出版、2008年
　その他、精神保健・精神医学関係の図書
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指
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科
目

精神医学 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 3年以上

科目コード CQ4140 担 当 教 員 松江 克彦

※平成26年度より「R or SR」科目に変更され、スクーリングが開講されています。スクーリングは
別教員（浅野弘毅先生・滝井泰孝先生・高野毅久先生）が担当いたします。

■科目の内容 �
精神障害は紀元前の古くから知られていましたが、科学的な近代精神医学が確立されたのは約一世

紀前のことです。そして約60年前に向精神薬が発見されて以来、精神障害の治療は著しく進展し、こ
こ四半世紀は、精神障害の主座としての脳に関する検査法や研究においてもめざましい発展を示して
きました。本科目では、精神医学、精神医療の成り立ちから説明し、精神医学関連の基礎知識、診断
の手順、各種精神障害とその治療法について理解することを目的とします。さらに、病院精神医療や
地域精神医療についても理解を深めます。現代は心の時代ともいわれますが、精神医学の方法や精神
障害についての学習を通して、疾患としての精神障害の理解はもちろんのこと、心を科学的に考える
方法も身につけるように心掛けましょう。

■到達目標 �
1 ）精神疾患の診断におけるプロセスを順序よく説明できる。
2）代表的な精神疾患とその治療について説明できる。
3）わが国における病院精神科医療と地域精神科医療の現状について説明できる。
4）精神科医療における人権擁護の重要性について説明できる。

■教科書 �
新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 1 　精神
医学』へるす出版、2013年

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 脳・神経の解剖生

理
神経系の発生と構成を理解し、中枢
神経系、末梢神経系の構成と機能を
知る。

神経系全体を理解し、特に、大脳の構成
と機能の理解が大切。

2 精神医学の概念 精神医学の方法論と、精神障害の成
因と分類を理解する。

了解概念の理解、分類では従来診断によ
る分類、アメリカ精神医会による分類、
国際疾病分類の異同をよく理解する。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
3 精神疾患の診断法 診断の手順と方法、症状把握、検査

法について理解する。
全体的情報の把握、症状把握（主観的・客
観的症状など）、心理検査、身体的検査の検
査内容と検査の仕方を中心に学ぶ。

4 精神疾患の理解①
症状性および器質
性精神疾患

器質性精神障害の急性期、慢性期の
症状、認知症性疾患の理解を中心に、
その他の器質性疾患をよく理解する。

特に認知症性疾患は今日の高齢社会にお
いて急増している疾患なので、ここの疾
患の症状などよく理解することが重要。

5 精神疾患の理解②
精神作用物質によ
る精神障害

アルコールと、それ以外の依存性薬
物による依存の精神症状、診断基準

（ICD）、治療法について学ぶ。

アルコール依存は従来から多いものだが、
覚醒剤、麻薬などの薬物依存は急増して
いて社会問題を引き起こしているので、そ
れら薬物の特性や症状、治療としては自
助グループの知識が重要である。

6 精神疾患の理解③
統合失調症および
気分障害

両疾患における疫学、症状、病型
分類、経過、予後（特に長期予後）、
治療（特に薬物療法を中心に）につ
いて学ぶ。

ここでの両疾患は原因不明であり、かつ発生
率の高い精神疾患である。社会復帰の主な
対象である統合失調症、今日世界中で増加
している気分障害についてはすべての面での
十分な理解が必要である。

7 精神疾患の理解④
神経症性障害、ス
トレス関連障害、
身体表現性障害

社会不安障害やパニック障害、ＰＴ
ＳＤを中心とするストレス関連障害、
自分が根拠無く病気であるとする身
体表現性障害についてよく理解する。

若者に多い社会不安障害やパニック障害、
震災と密接に関連する心的外傷後ストレ
ス障害（ＰＴＳＤ）などは、今日問題とな
る疾患であり、それらの症状と原因をよく
理解しておくことが重要。

8 精神疾患の理解⑤
生理的・身体的要
因に関連した行動
症候群

摂食障害、睡眠障害の医学的理解。 摂食障害はよく知られているが、拒食・
過食ではなく、神経性無食欲症、神経性
大食症としてその医学的特徴をよく把握
する。また睡眠障害の厳密な理解が必要。

9 精神疾患の理解⑥
パーソナリティ障
害

境界型パーソナリティ障害を中心に、
種々のパーソナリティ障害を理解す
る。

パーソナリティ障害は社会や対人関係の
中で問題を引きおこしやすく、特に境界型
パーソナリティ障害の理解は今日特に重
要である。

10 精神疾患の理解⑦
知的障害とてんか
ん

知的障害の診断、種々のレベルの分
類、原因について理解する。また合
併が多いてんかんについてここでよ
く理解しておく。

知的障害は療育手帳の対象であり、その
重症度分類の状態をよく理解することが
大切。またその原因も重要であり、特に
原因となる重要疾患についての理解も大
切。てんかんについては、原因並びに、
種々のてんかん発作について知っておくこ
とが重要。

11 精神疾患の理解⑧
発達障害および小
児期発症の情緒お
よび行動症候群

学習障害、小児自閉症、アスペルガー
症候群についての理解。さらに小児
期発症の注意欠如多動性障害の理
解。

教育や社会的生活の困難さと関連し、今
日注目されている。原因など不明であるが、
その病態の理解は必須。

12 精神疾患の治療 治療の歴史、薬物治療、精神療法、
生活療法などの理解。

種々の疾患に対する薬物療法の具体的知
識を学ぶ。また精神療法一般、認知行動
療法、生活療法などの理解が大切。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
13 病院精神科医療と

地域精神医療
入院治療、外来治療、在宅治療につ
いてよく理解し、精神科救急の現状
と課題などの理解。

外来治療と入院治療の実際を学び、在宅
医療における福祉との連携についても学
ぶことが大切。また精神科救急の現状や
課題は、精神疾患の特殊性の観点からよ
く学ぶことが大切。

14 司法精神医学 司法精神医学の定義、方法、領域に
ついて学び、医療観察法について理
解する。

触法犯罪と精神障害の関連について学び、
それらを取り扱う医療観察法について理
解を深める。

15 精神医学の歴史 精神医学の歴史についての理解。 古代ギリシャにおける精神障害の知識や、
19世紀半ばより発展した近代精神医学の今
日までの歩みをよく理解することが重要。

■レポート課題 �

1 単位め 精神科診断における特殊性と「了解不能と了解」、診察の手順、代表的な身体検査、心理検査
について説明せよ。

2 単位め

【説明型レポート】
下記について各300字以上500字以内で簡潔に説明してください。
　①器質性精神障害の主な症状について
　②心的外傷後ストレス障害（PTSD）とその治療について
　③摂食障害とその治療について
　④学習障害と小児自閉症について

3 単位め 内因性精神障害である統合失調症および気分（感情）障害におけるそれぞれの症状、病型、
経過と予後、治療について説明せよ。

4 単位め 知的障害（精神遅滞）の診断基準、分類、知的障害を引き起こす疾患について説明せよ。

■アドバイス �
諸君が精神医学を学ぶにあたってまず想定されるのは、専門用語が多いこともあって理解するのが

容易ではないだろうということです。そのような場合は、教科書だけでなく、末尾に挙げた参考図書や、
市販の精神医学用語辞典なども参考にするとよいと思います。また、現代は心の時代といわれるほど
なので、精神疾患についての科学番組や新聞記事も随分増えています。精神医学や脳科学に関するテ
レビの番組や新聞の記事なども見るようにして知識を増やすよう努力してください。そのような積み
重ねが、精神医学を身近なものにし、理解を助けてくれます。
さて、レポート課題に取り組むにあたって考えておいて欲しいのは、レポート課題を教科書で調べ、

それを要求される字数で書き写せばよいというような態度ではいけないということです。課題は 4 つ
だけですが、レポート課題にないから重要でないというわけではありませんので、その他の部分もよ
く理解するようにしておきましょう。課題に答える前に、最初に述べたアドバイスも参考にして精神
医学を理解しようという努力が必要であり、精神医学全体に対する理解が大切だということを強調し
ておきたいのです。以上のような点を考慮して、レポートの評価においても、そのレポートが、教科
書をよく読み、かつ、教科書以外の方法で得られた知識も駆使して作成されているかどうか、という
点を加えて評価します。また、レポートの最後に参考文献（教科書を含む）を必ず記すようにしてく



182

ださい。
精神医学の理解は決して容易なものではありませんが、今ほど精神障害に対する知識が必要とされ

る時代もないでしょう。正しい知識を持つことによって、精神障害にたいする誤解や偏見などについ
ても考え直すきっかけにするようにしてください。

（注）「統合失調症」は2002年以前に発行された文献では「精神分裂病」と表記されていることが多くあります。「精
神分裂病」という呼び名にはマイナスのイメージがあり、差別や偏見を生み出しているのを是正するために、
現在では「統合失調症」と呼び名が変更されています。

　　　　　　この課題は教科書第 ３ 章、第 ４ 章にわたって書かれています。精神障害は身体障害と
異なって形のないものの障害なので、それだけ曖昧だったり困難だったりします。した
がって、患者さんの診断する場合、どのような考え方で、どのような診断の手順で進め

ていくのか、そしてその診断をより確実なものにしていくためにどのような検査を用いて何を調べよ
うとするのか、良く理解するようにまとめてください。その場合、診察の手順は時間的順序にしたがっ
て記述するように配慮してください。また受診時の現在の症状は主観的症状と客観的症状に分けてい
くらかでも具体例を挙げるとなお良いと思います。

　　　　　　ここでは、知っておくべき精神疾患のキーポイントの理解を目指しています。①は、
教科書第 5 章のＩ、②は第 5 章Ｖ、③はⅥ、④は第 5 章 IX にわかりやすい解説を見いだ
すことができます。全ての課題で症状を中心に述べるようにしていますが、精神疾患は

その精神症状に把握によって診断されるので、自ずと精神疾患の理解につながります。②と③では治
療についても述べるようにしてください。

　　　　　　内因性精神障害は身体因が想定され少しずつ解明されてきていますが、未だ原因不明
な疾患（第 3 章Ⅱ）で、ここで挙げられた2大疾患がそれに相当します。それだけに、症
状、病型、経過と予後が大切になります。ここでは、統合失調症と気分（感情障害；躁

うつ病）に分けてそれぞれまとめるようにしましょう。教科書の第 5 章ⅢとⅣに書かれています。ま
た治療についてもそれぞれ要領よくまとめるようにしましょう。

　　　　　　知的障害（精神遅滞）は、1993年における障害者基本法成立のはるか以前に福祉の対
象となっているので、精神障害と区別されている印象を持つかもしれませんが、精神保
健福祉法までの全ての法律における精神障害の定義に銘記されているものです。ここで

は知的障害について医学的側面からしっかり理解することを心掛けてください。第 5 章Ⅷによく書か
れています。

■科目修了試験　評価基準 �
まず課題の理解が大切です。次に課題に対する解答が指定のテキストの内容理解を基礎としている

かどうかが大切です。したがってテキストにある重要な用語や概念を用いて適切に答えているかどう
かが評価の上で重要になります。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス

4 単位め
アドバイス



183

精
保
士 

指
定
科
目

■参考図書 �
1 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 1 　精神疾患とその治療』中
央法規出版、2012年

2 ）大熊輝雄著『現代臨床精神医学　第11版』金原出版、2008年
3 ）その他精神医学関係の図書
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精神保健福祉援助技術総論Ⅰ 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 2年以上

科目コード CR3153 担 当 教 員 志村 祐子

（注）2011年度以前入学者は、「精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」（ 2 単位　科目コード CR3153）と「精神
保健福祉援助技術総論Ⅱ」（ 2 単位　科目コード CR3154）の 2 科目をあわせて「精神保健福祉援助技
術総論」（ 4単位　科目コード ＣＲ3137）として履修します。

■科目の内容 �
2012年 4 月からの新カリキュラムにおいて、本科目は「精神保健福祉相談援助の基盤（基礎・専門）」

にあたるものです。「総合的かつ包括的な相談援助の理念と方法に関する知識と技術」ならびに「医療
と協働・連携する相談援助の方法に関する知識と技術」を習得することが求められています。主な内
容は様々な問題に対応する精神保健福祉士としての役割、相談援助の定義・理念・形成過程、他の専
門職についての理解をした上での多職種との連携の仕方などについて学びます。「精神保健福祉の理論
と相談援助の展開」を学ぶ上での基盤となる科目です。

■到達目標 �
1 ）ソーシャルワーカーとしての倫理、役割を理解して説明することができる。
２）精神保健福祉領域の歴史が説明できる。
３）基本的原則を説明することができる。

■教科書 �
新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 3 　精神
保健福祉相談援助の基盤［基礎］［専門］』へるす出版、2013年

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 精神保健福祉士

の役割と意義①
（第1章Ⅰ）

わが国の精神保健福祉施策の変遷と精神保健福
祉士の役割と意義ついて理解する。

キーワード：PSW、精神保健福祉士、精神衛生
運動、「Ｙ問題」、「宇都宮病院事件」、精神病者
監護法、精神病院法、精神衛生法、精神保健法、
精神保健福祉法、障害者基本法、任意入院制度、
告知義務、障害者総合支援法

歴史的事件を踏まえながら、精神
保健福祉に係る諸制度の変遷につ
いて理解し、精神保健福祉士に求
められる「精神障害者の社会的復
権と福祉」の意味を押さえる。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
2 精神保健福祉士

の役割と意義②
（第1章Ⅰ）

精神保健福祉士と社会福祉士の双方の役割と専
門性について理解する。

キーワード：社会福祉士、資質向上の責務、他
職種との連携、「入院医療中心から地域生活中
心へ」、「社会的入院」、「ワーカーとクライエン
トの関係性」、ジェネリック、スペシフィック

社会福祉士と精神保健福祉士の
それぞれの専門性と役割について
押さえる。

3 現代社会と精神
保健福祉士①

（第1章Ⅱ）

精神保健福祉士の役割の変化と現代社会におけ
る精神保健福祉の課題について理解する。

キーワード：社会生活技能訓練（SST）、「入院
医療中心から地域生活中心へ」

現代社会の特徴と精神保健福祉
の課題についてまとめる。

4 現代社会と精神
保健福祉士②

（第1章Ⅱ）

ソーシャルワークの定義を理解する。

キーワード：「医療観察法」、多職種チーム、人権
擁護、地域移行、地域生活支援、社会的入院、ク
ライエントのアドボケート、ソーシャルアクション

チームアプローチ、ソーシャルア
クションの重要性について理解す
る。

5 ソーシャルワー
クの定義と構成
要素①

（第2章Ⅰ）

ソーシャルワークの定義と構成要素を理解する。

キーワード：3 分法、社会診断、社会的治療、
アダムス、診断主義、機能主義、ケースワーク
の7原則、医学モデル、生活モデル、見立て、
ストレングスモデル、傾聴、クライエントの自
己決定、地域に生きる生活者

ソーシャルワーク理論の変遷を抑
えた上で、ソーシャルワークの定
義や知識・価値・技術について理
解する。

6 ソーシャルワー
クの定義と構成
要素②

（第2章Ⅰ）

精神保健福祉士の基盤としてのソーシャルワー
クの価値・理念と原則を理解する。

キーワード：ソーシャルワーカーの倫理綱領、
自己開示、コンプライアンス、時熟、協働、私
宅監置、人権侵害

ソーシャルワーカーの価値につい
て、教科書p.42～46のキーワード
から整理し理解する。

7 ソーシャルワー
ク関係における
価値・理念と原
則①

（第2章Ⅱ）

個別援助技術（ケースワーク）の原則を理解する。

キーワード：個別援助技術、バイステックの
「7 つの原則」、パターナリズム、ストレングス
モデルの6原則

教科書p.47～51のバイステックの
「7 つの原則」、p.52のラップのス
トレングスモデルの 6原則につい
て理解する。

8 ソーシャルワー
ク関係における
価値・理念と原
則②

（第2章Ⅱ）

ソーシャルワークの概念、独自の「かかわり」
の視点について理解する。

キーワード：人と状況の全体性、リッチモンド、
マイルズ、パールマン、トーマス、ラポポート、
リード、エプスタイン、ジャーメイン

「人と状況の全体性」の視点につ
いて理解し、キーワードに挙げる
人物が提唱した理論について内容
を整理する。

9 ソーシャルワー
ク関係における
価値・理念と原
則③

（第2章Ⅱ）

ソーシャルワーク関係（かかわり）の固有性に
ついて理解する。

キーワード：「ここで、今（here and now）」、
フォーマルケア、インフォーマルケア、コミュ
ニティケア

教科書p.39「人と状況の全体性」
を踏まえ、クライエントとの「か
かわり」において「ここで、今

（here and now）、何を望むのか」
を重視する関係性について理解す
る。精神障害者の支援における有
機的な連携について理解する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
10 ソーシャルワー

ク関係における
価値・理念と原
則③

（第2章Ⅱ）

ソーシャルワーカーとしての自己覚知について
理解する。

キーワード：自己覚知、専門的統制、スーパー
ビジョン、スーパーバイザー、スーパーバイ
ジー、管理的機能、教育的機能、支持的機能

自己覚知や専門的統制、ソーシャ
ルワーカーを支えるスーパービ
ジョンの意義と必要性について理
解する。

11 精神保健福祉領
域におけるソー
シャルワークの
歴史①

（第3章Ⅰ）

イギリスにおけるソーシャルワークの歴史につ
いて理解する。

キーワード：エリザベス救貧法、新救貧法、慈
善組織協会、貧困実態調査、心的外傷後ストレ
ス障害（PTSD）、精神医学ソーシャルワーカー

教科書p.59～61の「エリザベス救
貧法」制定から第一次世界大戦を
経た「精神保健法」までの流れを
整理する。

12 精神保健福祉領
域におけるソー
シャルワークの
歴史②

（第3章Ⅰ）

イギリス型福祉国家の進展と精神保健のかかわ
りについて理解する。

キーワード：「ベバリッジ報告」、「シーボーム報
告」、「バークレー報告」、「地域ケア失敗の時期」、

「認定ソーシャルワーカー制度」、「ソーシャルケ
ア協議会（GSCC）」

教科書p.62～64の社会保障制度
の確立から近年に至るまでの福祉
施策等の流れを押さえる。

13 アメリカにおけ
る精神保健福祉
分野のソーシャ
ルワーク発展の
歴史①

（第3章Ⅱ）

アメリカにおける精神保健福祉領域のソーシャ
ルワーク発展の歴史について理解する。

キーワード：コミュニティケア運動、ビアーズ、
精神衛生運動、サイキアトリックソーシャルワー
カー、慈善組織協会（COS）、セツルメント運動

教科書p.64～66の巨大収容施設
から脱施設への流れ、精神障害を
持つ人々へのソーシャルワークの
嚆矢について理解する。

14 アメリカにおけ
る精神保健福祉
分野のソーシャ
ルワーク発展の
歴史②

（第3章Ⅱ）

アメリカにおけるソーシャルワークの実践方法
の発展と様々なアプローチや理論について理解
する。

キーワード：コミュニティメンタルヘルス運動、
回転ドア現象、ACT、家族システム、エコロジ
カルな視点、ストレングス視点、ナラティブア
プローチ、社会構成主義アプローチ、認知行動
アプローチ、クライシス介入、課題中心主義、
クライエント主導、メンタルヘルスソーシャル
ワーカー、クリニカルソーシャルワーカー

教科書p.66～71のソーシャルワー
クの実践方法や理論、それらの変
遷について整理する。

15 日本における
ソーシャルワー
クの歴史と精神
保健のかかわり

（第3章Ⅲ）

日本におけるソーシャルワークの歴史と精神保
健のかかわりについて理解する。

キーワード：「精神病者監護法」、「精神病院法」、
「精神衛生法」、ライシャワーアメリカ大使刺傷
事件、Y問題、宇都宮病院事件、「精神保健法」、

「精神保健福祉士法」

教科書p.71～76の日本の精神保健
施策の変遷とそれらの契機となっ
た事件やその背景について整理し
理解する。
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科
目

■レポート課題 ※ 2 課題とも1,900字以上記述してください。 �

1 単位め 「◆★精神保健福祉援助技術総論」1単位め
我が国におけるPSWの歴史と関連づけて、精神保健福祉士の専門性について述べてください。

2 単位め

「◆★精神保健福祉援助技術総論」2単位め
次の用語を解説してください。（1用語1,000文字程度で）
①ストレングスモデル
②スーパービジョン
スクーリング受講者専用「別レポート対象課題」・web解答可

■アドバイス �
テキストは初めて学ぶ人にはやや困難な内容かもしれませんので、参考文献にも目を通し、調べ学

習をしてください。また、「ソーシャルワーカーは足で稼ぐ」といわれているほど自分が一つの社会資
源となって動くことが大切ですので、実際の現場に足を運ぶなど、目で見て確かめることもできれば
行ってみてください。人とかかわる仕事をしていく上で、いかにコミュニケーションをとっていける
かはとても大切な能力です。自分がしたいことを相手に伝えること、わからないことを人に聞くこと
も大事なコミュニケーション能力です。

　　　　　　歴史的に起きた様々な事件、特に「Y問題」を踏まえて、精神保健福祉士としての専
門性とは何か、専門職としての「専門的知識」「専門的技術」「価値観（倫理観）」等に言及
してまとめてください。

　　　　　  ①第 2章をよく読み、エンパワメントと関係づけてまとめてください。
②スーパービジョンの意義・機能と形態について述べてください。

■科目修了試験　評価基準 �
教科書の内容を理解しているかどうかを評価の対象といたします。

■参考図書 �
1 ）F・P・バイステック著　尾崎新他訳『ケースワークの原則』誠信書房、1996年
2 ）C・Aラップ、R・Jゴスチャ著　田中英樹監訳『ストレングスモデル－精神障害者のためのケー
スマネジメント　第 2版』金剛出版、2008年

※教科書記載の参考図書も参考にするとよいでしょう。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス



188

精神保健福祉援助技術総論Ⅱ 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 2年以上

科目コード CR3154 担 当 教 員 志村 祐子

■科目の内容 �
2012年 4 月からの新カリキュラムにおいて、本科目は「精神保健福祉相談援助の基盤（基礎・専門）」

にあたるものです。「総合的かつ包括的な相談援助の理念と方法に関する知識と技術」ならびに「医療
と協働・連携する相談援助の方法に関する知識と技術」を習得することが求められています。主な内
容は様々な問題に対応する精神保健福祉士としての役割、相談援助の定義・理念・形成過程、他の専
門職についての理解をした上での多職種との連携の仕方などについて学びます。「精神保健福祉の理論
と相談援助の展開」を学ぶ上での基盤となる科目です。

■到達目標 �
1 ）援助技術についての理解を深め実践できる。
２）記録の書き方を理解し実践できる。
３）様々な関連技術について説明できる。
４）多職種との連携の取り方を説明できる。
５）ライフステージにおける課題がつかめ、それぞれのステージにおける問題に対する支援の仕方
を理解できる。

■教科書（「精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」と共通（この科目での配本はありません）） �
新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 3 　精神
保健福祉相談援助の基盤［基礎］［専門］』へるす出版、2013年

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 ソーシャルワー

ク理論①
（第 4章Ⅰ）

ソーシャルワークの実践モデルについて理解する。

キーワード：エビデンス（根拠）に基づく科学的な支援、
OJT、国際生活機能分類（ICF）、説明責任、社会生活技
能訓練（SST）、生態学的（エコロジカル）アプローチ、
システム理論、エンパワメントアプローチ、ストレングス
視点、ナラティブアプローチ、ドミナントストーリー、オ
ルタナティブストーリー

教科書p.87の図4-1「北
米におけるソーシャル
ワークの変遷とその内
容」を踏まえ、p.87～92
の実践モデルおよびア
プローチについて整理す
る。



189

精
保
士 

指
定
科
目

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
2 ソーシャルワー

ク理論②
（第 4章Ⅰ）

精神保健福祉士と社会福祉士の双方の役割と専門性につ
いて理解する。

キーワード：コンビネーションアプローチ、多元的アプ
ローチ、一元的アプローチ、セルフヘルプ・グループ、
ジェネラリストソーシャルワーク、社会諸目標モデル、相
互作用モデル、治療モデル、コミュニティワーク、社会
的排除、社会的包摂、ジェネラリストソーシャルワーク

キーワードの各アプロー
チ、実践モデルについて
整理する。

3 ソーシャルワー
ク理論③

（第 4章Ⅰ）

地域を基盤とした生活者としてのソーシャルワークにつ
いて理解する。

キーワード：生活の個人的側面、生活の環境的側面、生
活の主観的側面、「かかわりの質」、社会的入院者、アウ
トリーチ

教科書p.98図4-2「ソー
シャルワーカーの役割」
を理解し、「支援」のス
タンスならびに「支援関
係」について考える。

4 協働作業とし
てのソーシャル
ワークの展開過
程①

（第 4章Ⅱ）

相談援助のプロセスを理解する。

キーワード：インテーク、契約、アセスメント、エコマッ
プ、ジェノグラム、支援計画、インターベンション、ミク
ロ・メゾ・マクロ領域

教科書p.104～111をよく
読み、インテーク～終結
までの相談援助の展開
について理解する。教科
書p.110の表4-1「アセス
メントに必要なデータ」
を参考にクライエントの
抱えている問題ならびに
生活・福祉ニーズを明
確化するための情報につ
いて考える。

5 協働作業とし
てのソーシャル
ワークの展開過
程②

（第 4章Ⅱ）

ソーシャルワークの定義と構成要素を理解する。

キーワード：個別支援（ケースワーク）、ラポール、生活
場面面接、ケース記録、叙述体、逐語録、要約体、フェー
スシート

教科書p.112～114をよく
読み、個別支援、面接
技術について理解する。
3つの記録の書き方につ
いても整理する。

6 協働作業とし
てのソーシャル
ワークの展開過
程③

（第 4章Ⅱ）

グループを活用した支援について理解する。

キーワード：グループワーク、グループ力動、コノプカ

教科書p.114～117を読
み、グループワークにお
けるプログラム、コノプ
カの提唱する14の実践の
基本的原理や実践原則
を理解する。

7 協働作業とし
てのソーシャル
ワークの展開過
程④

（第 4章Ⅱ）

地域を対象とした支援について理解する。

キーワード：コミュニティワーク、地域福祉、コンフリク
ト

教科書p.117～123を読
み、コミュニティワーク
実践に求められる技法に
ついて整理する。教科書
p.119の表4-2「コミュニ
ティーワークのプロセス
モデル」、p.120の図4-7

「地域福祉の構造と内
容」から、コミュニティ
ワークの展開過程と内容
を理解する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
8 社会福祉調査・

研究①
（第 4章Ⅲ）

社会調査における量的調査、質的調査について理解する。

キーワード：全数（悉皆）調査、標準誤差、無作為抽出
法、有意抽出法、横断調査、縦断調査、質問紙法、個別
面接調査法、信頼性、妥当性、ワーディング、キャリー
オーバー効果、単一回答法、複数回答法、数量回答法、
リッカート法、自由回答法、観察法、面接法、KJ法、エ
スノメソドロジー、テキストマイニング、グラウンデッド
セオリー

教科書p.123～133を読
み、量的調査、質的調
査の各手法や分析方法
について整理する。調
査するつもりで対象者や
調査項目等をイメージし
たり、実際に調査票を作
成してみると理解が深ま
る。

9 社会福祉調査・
研究②

（第 4章Ⅲ）

ソーシャルワークの効果を科学的に測定する実践評価に
ついて理解する。

キーワード：実践評価、集団比較実験計画法、単一事例
実験計画法（シングルシステム・デザイン）、根拠に基づ
くソーシャルワーク実践、ミックス法

教 科 書p.133 ～ 136 、
p.135の図4-10「実践評価
の方法」から、実践評
価のデザイン（設計・
計画）ならびに「何が評
価されるのか」を理解す
る。

10 チームアプロー
チと多職種連携

（IPW）①
（第5章Ⅰ）

多職種連携の必要性と精神保健福祉領域における現況に
ついて理解する。

キーワード：チーム医療、IPW、IPE、チームアプローチ、
専門職構成志向、専門性志向、利用者尊重志向、協働性
志向、多職種連携、協力と協働の視点、「協力・合作的関
係」、「相談・協議する関係」、「指導・監督の関係」、「医
師の指示」、情報の共有化、かかわりの個別化、コンサル
テーション、「関係性」、「個別性」

教科書p.137～146を読
み、多職種連携につい
て理解し、「病院を中心
としたかかわり」「地域生
活を支援するかかわり」
において具体的にどのよ
うな連携がなされるのか
整理する。

11 チームアプロー
チと多職種連携

（IPW）②
（第5章Ⅰ）

多職種連携と精神保健福祉士の専門性、利用者の参加に
ついて理解する。

キーワード：コーピング、コンピテンス、「相互関係とし
ての人間理解」、「共時性」、「独自のライフスタイルの獲
得の保障」、自己決定の尊重、サービス内容の点検、退院
基準

教科書p.146～149を読
み、多職種連携における
精神保健福祉士の「生
活支援の視点」、利用者
の参加の必要性につい
て理解する。

12 精神保健福祉領
域における精神
保健福祉士の生
活支援①

（第5章Ⅱ）

イギリス型福祉国家の進展と精神保健のかかわりについ
て理解する。

キーワード：自立生活運動、ノーマライゼーション、イン
フォームドチョイス、「全人間的復権」、「生活のしづらさ」

教科書p.150～154を読
み、精神障害者の生活
支援、リハビリテーショ
ン、社会的復権について
理解する。退院や就労
を意味する「社会復帰」
と「全人間的復権」の違
いを説明できるようにす
る。教科書p.152の表5-1

「医療モデルと生活モデ
ルの比較」も内容を押さ
える。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
13 精神保健福祉領

域における精神
保健福祉士の生
活支援②

（第5章Ⅱ）

精神障害者の権利擁護と精神保健福祉士の役割について
理解する。

キーワード：ケースアドボカシー、クラスアドボカシー、
シチズンアドボカシー、セルフアドボカシー、リーガルア
ドボカシー、権利擁護

教科書p.154～158を読
み、精神障害者の権利
擁護や地域生活支援に
おいて果たす役割につい
て理解する。

14 メンタルヘルス
と精神保健福祉
士の役割①

（第5章Ⅲ）

胎児期～青少年期における精神保健福祉課題と精神保健
福祉士の役割について理解する。

キーワード：メンタルヘルス、ライフサイクル、ライフス
テージ、妊産婦のメンタルヘルス課題、「基本的信頼の
確立」、「第 1次反抗期」、発達障害者支援法、広汎性発
達障害、学習障害、注意欠如多動性障害、いじめ、不登校、
非行、問題行動、特別支援教育、スクールソーシャルワー
カー、第 2 次性徴、第 2 次反抗期、アイデンティティ、
ひきこもり、家庭内暴力、薬物乱用、摂食障害、家族問題、
児童虐待、子どもの貧困、ニート、ジョブカフェ、ハロー
ワーク、トライアル雇用

教科書p.158～164を読
み、胎児期～青少年期
における様々な課題と精
神保健福祉士の果たす
役割について整理する。

15 メンタルヘルス
と精神保健福祉
士の役割②

（第5章Ⅲ）

成人期～老年期における精神保健福祉課題と精神保健福
祉士の役割について理解する。

キーワード：アイデンティティの見直し、「うつ病」、若年
性認知症、更年期障害、プロフェッショナルニーズ、ノー
マティブニーズ、デマンド、真のニーズ、フェルトニーズ、

「ソーシャルワーク関係」、介護保険制度、「地域包括ケア
システム」、エイジズム、場（トポス）、つなぐ支援、認
知症、エンパワメントの活用、役割支援への転換、ケア
マネジメント、ネットワークづくり

教科書p.164～171を読
み、成人期～老年期に
おける精神保健福祉課
題と精神保健福祉士の
役割について理解する。
老年期の特徴や認知症
高齢者との「かかわり」
について留意点を押さ
える。教科書p.165の表
5-3「自殺の原因・動機

（人）」も詳しく目を通す。

■レポート課題 ※ 2 課題とも1,900字以上記述してください。 �

1 単位め 「精神保健福祉援助技術総論」3単位め
バイステックの原則から3つを選び、それぞれの意味について3つを関連づけて述べてください。

2 単位め 「精神保健福祉援助技術総論」4単位め
多職種との連携の必要性を述べてください。

■アドバイス �
テキストは初めて学ぶ人にはやや困難な内容かもしれませんので、参考文献にも目を通し、調べ学

習をしてください。また、「ソーシャルワーカーは足で稼ぐ」といわれているほど自分が一つの社会資
源となって動くことが大切ですので、実際の現場に足を運ぶなど、目で見て確かめることもできれば
行ってみてください。人とかかわる仕事をしていく上で、いかにコミュニケーションをとっていける
かはとても大切な能力です。自分がしたいことを相手に伝えること、わからないことを人に聞くこと
も大事なコミュニケーション能力です。
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　　　　　　テキスト35ページから58ページ（初版は33ページから56ページ）をよく読んで相談援
助の際にどのようなことが大切になるかを考えながらまとめてください。

　　　　　　テキスト第 5 章をよく読んで連携の必要性、その中での精神保健福祉士の役割と専門
性について、生活モデルの視点に触れながらまとめてください。

■科目修了試験　評価基準 �
教科書の内容を理解しているかどうかを評価の対象といたします。

■参考図書 �
1 ）F・P・バイステック著　尾崎新他訳『ケースワークの原則』誠信書房、1996年
2 ）C・Aラップ、R・Jゴスチャ著　田中英樹監訳『ストレングスモデル－精神障害者のための
ケースマネジメント　第2版』金剛出版、2008年

※教科書記載の参考図書も参考にするとよいでしょう。

■履修登録条件 �
2012年度以降入学者はこの科目の履修登録を「■精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」の履修登録と同時

かその後に行ってください。この科目での配本はありません。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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精神保健福祉援助技術総論 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 2年以上

科目コード CR3137 担 当 教 員 志村 祐子

※「◆★精神保健福祉援助技術総論」（ ４ 単位）は平成23年度以前入学者に対して開設されている科目
です。

※科目の内容は「■精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」（ 2 単位；p.184～188）、「■精神保健福祉援助技術
総論Ⅱ」（ 2単位；p.188～192）の 2科目の両方を学びます。

※レポート課題も １ ・ ２ 単位めは「■精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」の 1 ・ 2 単位めを、 ３ ・ ４ 単位
めは「■精神保健福祉援助技術総論Ⅱ」の 1・ 2単位めを提出してください。

※スクーリングを受講する場合も「■精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」、「■精神保健福祉援助技術総論
Ⅱ」の 2科目分に同一年度に受講する必要があります。
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精神保健福祉援助技術各論 単位数 履修方法 配当学年

R or SR 2年以上

科目コード CR3138
CR3148・CR3156 担 当 教 員 大和田 誠子

（注）　2012年度以降入学者→「精神保健福祉援助技術各論」（ 2 単位　科目コード CR3156＝スクーリン
グ単位 1単位）

　　　20�11年度以前入学者→「精神保健福祉援助技術各論」（ 4 単位　科目コード CR3138＝2012年度ま
でにスクーリングを受けてスクーリング試験に合格した方＝スクーリング単位 2 単位　；　
CR3148＝2013年度以降にスクーリングを受講して単位を修得する方＝スクーリング単位 1 単
位〔レポートは 4単位分〕）

　　　　※�2011年度以前入学者が今後科目修了試験を受験する場合の科目コード＝ CR3148（レポート
4単位）

　同じ科目名ですが、科目コード・単位数が異なります。ご注意ください。

■科目の内容 �
この科目では精神障害者の自立と社会参加を支援する精神保健福祉士が、その理論的背景と支援の

具体的展開について学ぶものである。
精神保健医療の歴史と動向、精神障害者支援の理念、精神障害者の地域移行支援に関わるネットワー

キングの実際も重要な課題である。相談援助についてはその具体的展開過程と専門援助関係及び面接
技法、家族療法的アプローチ等を学習する。

■到達目標 �
1 ）ノーマライゼーションと精神障害者が地域に住むということの関連性について説明することが
できる。

2）国際生活機能分類の概略と特徴について「障害」ということと関連づけて説明することができ
る。

3）ソーシャルワークの展開過程について具体的事例とあわせ解説することができる。
4）グループでおこなわれるSSTについてその必要性と効果について説明することができる。
5）精神障害者の家族をサポートすることの必要性について理解し考えを説明することができる。
6）セルフヘルプグループの特徴と意義について説明することができる。
7）地域生活支援と社会資源の活用・開発，ネットワークの関連性について説明することができる。
8）災害時における支援と精神保健福祉士の役割について説明することができる。

■教科書（「◆★精神保健福祉論Ⅰ・■精神保健福祉の理論」と共通） �
新版精神保健福祉士セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 4 　精神保健

4単位
2単位
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目

福祉の理論と相談援助の展開』へるす出版、2013年　　第 1・ 5・ 6章
　※�「精神保健福祉論Ⅰ」「精神保健福祉の理論」で配本済のため、この科目での教科書配本はあり

ません。
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 ジェノグ

ラム
特に家族関係のあり方と現在の問題との関係
について理解しアセスメントする。

キーワード：インテーク、関係性、コミュニ
ケーションパターン

本人の抱えている問題が、人との関係の
取り方やコミュニケーションパターンが関
係していないかを検討することは支援の
ための方針を立てる上で役立つことを考
えてみましょう。

2 家族支援 家族と本人との関係を理解する。

キーワード：協力者、当事者、精神保健福祉
士

本人との関係で悩んでいるクライエントの
立場。本人が治療や社会参加、地域生活
を維持していくうえでの協力者という二つ
の立場の家族を支援するのが精神保健福
祉士である。

3 アドボカ
シー

権利の擁護と保護

キーワード：セルフアドボカシー、市民のアド
ボカシー、専門職のアドボカシー

個人やグループ、コミュニティが思い切っ
て主張し、権利を（再）獲得するのを支
援する。場合によっては弁護、代弁、支援、
主張することも。これらについて検討して
みましょう。

4 グループ
の持つ力

グループの持つ力についてヤーロムは11の要
素をあげている。

キーワード：グループワーク、ヤーロム、相互
作用、凝集性、サポートシステム

グループワークは、グループの持つ力を
最大限に引き出し生かすことよって個別援
助とは異なる支援をおこなっている。グ
ループの目的に照らし合わせながら、その
グループの目的に適した要素を最大限に
引き出せるようタイミングを逃さず適切に
介入します。１１の要素を学習し考えてみま
しょう。

5 グループ
の力動

グループの力動は、個々のメンバーおよびグ
ループ全体に影響を及ぼします。

キーワード：コミュニケーション、相互作用、
サブグループ、スケープゴート

グループの力動を理解するためにはそれ
を成立させている側面について理解しま
しょう。①コミュニケーションおよび相互
作用のパターン②グループの凝集性③グ
ループの規範、メンバーの役割や地位④
グループの文化　特にグループの文化は、
そのグループがどのように機能していくか
に大きな影響を与えます。

6 セルフ
ヘルプ
グループ

セルフヘルプグループとメンバー自身との関
係、生き方の変容等について考え、精神保健
福祉士としての関わり方についても検討する。

キーワード：相互支援、自発的な集まり、オー
ルタナティブ、AA、当事者運動

人はどんな問題を抱えていたとしても回
復したいと思えば「回復できる」。このこ
とを実感するためにはどうしたら良いのだ
ろう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
7 家族 問題を抱えている人を悩みながら世話してき

た家族。精神医療政策、法律と合わせて理解
してみる。

キーワード：保護義務者、保護者、イネーブ
ラー、共依存

家族と問題を抱えている人との関係を考
えてみましょう。法的に、環境との関係
で、家族関係そのものとの関係で・・・。
家族やその人自身の問題もある、コミュニ
ケーションパターンも調べて理解してみま
しょう。

8 自己評価 自己評価が心の健康や新しい行動をとるとき
の勇気を左右するメカニズムについて理解す
る。

キーワード：自尊心、愛着、世間体、境界

自己評価は対人コミュニケーションや心
の健康と深く関係しています。どのような
家族関係の中で、どのようなコミュニケー
ションパターンを身に着けてきたのかを明
らかにし、自己評価を適切なレベルに維
持できるよう対処法を考えてみましょう。

9 ニーズと
目標

「ニーズとは何か」を考えてみましょう。ニー
ズがない人、ある人という判断をしていませ
んか？SSTではニーズを達成するための目標
を本人と協同設定します。

キーワード：SST、マズローの欲求段階説、
生活者、関心

たとえば劣悪な生活環境や虐待などの体
験がある人は、安全の欲求が満たされず、
人と安心して関係性を構築できない場合
があります。何が第一に優先されるべき
でしょうか？

10 問題解決
技法

日常生活上の問題をとりあげる。クライエント
自身が自力で解決できるようになるための支
援法の一つ。

キーワード：再発防止、予防、ポジティブ志
向、生活上の問題の低減

日常生活でストレスを感じる問題を自力で
問題解決ができるようになったら、自己効
力感が上がり自信が付きます。この技法
について学習してみることは具体的支援
を考える上で重要です。

11 般化 SSTで練習したスキルが自分の日常生活の場
面で使えるようになる。SSTのセッションが
有効だったかどうかの証明にもなります。

キーワード：A.S.べラック、社会学習理論、
SST

車の運転を考えてみましょう。教習所で
徐々に運転技能を獲得し、免許をとり最
少は多少ぎくしゃくした運転でも次第に自
分の車以外でも運転できるようになるで
しょう。ソーシャルスキルの獲得も同様で
す。

12 内なる偏
見と外な
る偏見

精神障害者が病を得たことで本人の中に根づ
く偏見を谷中輝雄は「内なる偏見」とした。
そのことは地域生活を続けて行くうえで、どの
様な影響をおよぼすだろうか、考えてみよう。

キーワード：地域生活支援、ノーマライゼー
ション、誤解、偏見

「どうせわかってくれないよ」という考え
はどんな状況に置かれると出てくるだろ
う？やどかり出版から発行されている「や
どかりブックレット」から参考になるもの
を選んで読んでみましょう。

13 支援者支
援

被災地の自治体組織は混乱し ,それを補完す
る意味で多数の支援者が支援に労力を費やし
た。

キーワード：災害、こころのケアチーム、支援
者の疲弊感

支援者は慣れない支援活動に、しかも住
民の状況によっては専門外の対応もあり、
積み重なった心身の疲労を手当てしつつ
活動する。支援者支援の重要性と対策を
考えてみましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
14 チームア

プローチ
社会的入院の解消ということで退院促進事業
が始まり、病院では多職種のチーム対応が当
たり前になっている。なぜでしょう？

キーワード：退院支援、多職種協働、相互信
頼関係

退院するには住むところ、生活費、ADL
の問題、家族は？その他どんなことがそ
ろう必要があると考えるでしょう？チーム
ワークで展開されることを考えてみましょ
う。

15 EE（感情
表出）

家族が患者に向けて表出する感情のこと。再
発との関係が指摘された。

キーワード：低EE、高EE、G.W.Brown、
J.Leff

家族の批判的な言葉や病気や患者の障害
を許そうとしない言動が再発に影響する。
患者（本人）との関係のあり方、病気に
対する情緒的反応について理解しておき
ましょう。

■レポート課題 �

1 単位め グループワークの原則と展開過程とについて述べなさい。

2 単位め ストレングスを活用して行うケアマネジメントについて述べなさい。

3 単位め
（2011年度以前入学者のみ解答）地域における精神障害者の生活支援とノーマライゼーション
の思想について、述べなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題（別レポートは論述式）

4 単位め
（2011年度以前入学者のみ解答）チーム医療における精神保健福祉士の役割について述べなさ
い。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題（別レポートは論述式）

■アドバイス �
各論では、総論で学んだソーシャルワーク史、概念、目的、原理などを基にソーシャルワーク「ス

キル」の習得をめざしています。多くの実践事例を読み込み総論で得た知識とあわせ深く掘り下げて
検討してみること。さらに自分自身が精神保健福祉士だったらどのような方法、スキルを持って対処
するのか、その根拠は何か等も考えてみましょう。

　　　　　　精神科領域の支援方法としてグループワークは、重要な位置を占めている。デイケア
でのプログラム、病棟でのプログラム、地域生活の場でのセルフヘルプ活動策、対人関
係の改善の目的で活用されている支援方法である。グループワークの原則を理解し、展

開していくことが必要である。

　　　　　　ストレングスモデルのケアマネジメントは、利用者が本来持っている能力や環境の側
の潜在的能力にも着目し、それを引き出し、活用したり、セルフケア能力を高めること
に重点をおいており、自己効力感や自尊心と深く関係する視点でもある。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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　　　　　　障害者は「ごく当たり前の生活」を送り、「あたりまえ」の付き合いをする人にほかな
らない。したがって、「住む場・憩いの場・働く場があることだ」と谷中輝雄氏は述べて
おり、具体的生活支援の方法について、考察を深め実践場面に反映できるよう検証を加

えていきます。

　　　　　　精神保健福祉の領域では精神疾患と障害を併せ持つ精神障害者に対して医療と福祉の
両面から支援が必要とされます。特に医療職とは異なる視点を有する精神保健福祉士の
役割を検討することは、支援を効果的なものとするために重要となります。その点につ

いて考察します。

■科目修了試験　評価基準 �
①出題された課題の内容について理解されているか。
②テキストで学習した知識が課題に反映されているか。
③具体的支援を検討する際のアセスメントの意義を理解しているか。
④テキストに記載されている具体的事例の検討において、支援方法の考察として自分の考えが述べ
られているかを評価の上で重視します。

■参考図書 �
1 単位め
1 ）黒木保博・横山穣・水野良也・岩間伸之『グループワークの専門技術―対人援助のための７７の
方法』中央出版、2001年

2 ）A. S. べラック他（熊谷直樹・天笠崇・岩田和彦監訳）『改訂新版わかりやすいSSTステップガ
イド』上巻下巻、星和書店、2005年

2 単位め
３ ）西尾雅明『ACT入門―精神障碍者のための包括地域生活支援プログラム』金剛出版、200４年
４ ）三品桂子『利用者主導を貫く精神障碍者のケアマネージメント』へるす出版、200３年
5 ）C. A. ラップ（江畑敬介監訳）『精神障害者のためのケースマネージメント』金剛出版、1９９８年
３ 単位め
６ ）谷中輝雄『生活支援―精神障害者生活支援の理念と方法―』やどかり出版、1996年
７ ）田中英樹『精神障害者の生活支援―統合的生活モデルとコミュニティソーシャルワーク』中央
法規出版、2001年

４ 単位め
８ ）精神保健福祉士養成セミナー編集委員会『精神保健福祉援助技術各論』へるす出版、200８年
9 ）谷中輝雄、早川進編『ごくあたりまえの生活を求めて―精神障碍者の社会復帰への実践　改訂
版』やどかり出版、1983年

10）吉川悟『家族療法―システムズアプローチの「ものの見方」』ミネルヴァ書房、1993年

3 単位め
アドバイス

4 単位め
アドバイス
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■履修登録条件 �
この科目は「◆★精神保健福祉論Ⅰ・■精神保健福祉の理論」と同時かその後に履修登録をしてく

ださい。
2012年度以降入学者はこの科目について「精神保健福祉の理論」と同時かその後に履修登録をして

ください。
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精神保健福祉の理論・精神保健福祉論Ⅰ 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 2年以上

科目コード CS3155・CS3133 担 当 教 員 阿部 正孝

2012年度以降入学者→「精神保健福祉の理論」（ 2単位　科目コード CS3155）
2011年度以前入学者→「精神保健福祉論Ⅰ」（ 2単位　科目コード CS3133）

■科目の内容 �
精神保健福祉とは一般に、疾病を抱えた人たちのものと考えられた時から、現在では国民全体の心

の健康維持・向上、そして精神障害者の社会的自立と社会参加の促進・支援を目指す諸活動をさすも
のと考えられています。ここでは我が国の精神保健医療福祉の沿革を辿りながら、精神保健福祉士の
活動の歴史と、精神保健福祉士の成立までの経過を学びます。テキストには事例も紹介されており、
精神保健福祉士の相談援助の各過程の概要も学習してください。

■到達目標 �
我が国の精神障害者への処遇の変遷、精神保健の法律の成立の背景が説明できる。

■教科書（「◆★■精神保健福祉援助技術各論」と共通） �
精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編集『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 4 　精神保
健福祉の理論と相談援助の展開』へるす出版、2013年　　第 1～ 4章

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 障害者福祉の理念と精神障害

者の人権①
（第1章　Ⅰ・Ⅱ）

障害者福祉の理念と精神障
害、精神障害者の人権

障害者福祉支援にあたっての視点、国連
原則のポイントについて説明できるよう
にしましょう。

2 障害者福祉の理念と精神障害
者の人権②

（第1章　Ⅲ・Ⅳ）

障害者権利条約の理念、精
神障害者および精神障害者

精神障害者の人権擁護、精神障害の概
念、および国際生活機能分類について理
解しましょう。

3 精神保健福祉の歴史と理念①
（第2章　Ⅰ）

精神保健福祉と精神障害者
福祉

精神保健福祉とは何か、また学問的基盤
について理解しましょう。

4 精神保健福祉の歴史と理念②
（第2章　Ⅱ）

精神保健福祉の歴史と理念 精神保健福祉の歴史的変容について理
解しましょう。

5 精神保健福祉の歴史と理念③
（第2章　Ⅲ）

精神保健福祉の現状と展望 各場面における現状とPSWの課題につ
いて理解しましょう。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
6 精神保健福祉の領域における

ソーシャルワークの動向①
（第3章　Ⅰ・Ⅱ）

導入期、混乱期 わが国へのPSW導入の過程を理解しま
しょう。

7 精神保健福祉の領域における
ソーシャルワークの動向②

（第3章　Ⅲ・Ⅳ）

展開期、拡大期 制度の変遷と国家資格化への流れについ
て理解しましょう。

8 精神保健福祉士の理念と意義
（第 4章）

国家資格としての精神保健
福祉士の意義、精神保健福
祉士の専門性と倫理

国家資格制度の成立過程を把握し、求め
られる知識を説明できるようにしましょ
う。

9 精神保健福祉士の支援とソー
シャルワーク展開過程①

（第5章　Ⅰ・Ⅱ）

ソーシャルワークの展開過
程、ソーシャルワークの面
接

相談援助に使用する技術の概要について
説明できるようにしましょう。

10 精神保健福祉士の支援とソー
シャルワーク展開過程②

（第5章　Ⅲ・Ⅳ）

個別支援、グループを活用
した支援

個別支援、グループワークの概要を理
解し、テキストの事例を正確に理解しま
しょう。

11 精神保健福祉士の支援とソー
シャルワーク展開過程③

（第5章　Ⅴ・Ⅵ）

地域を対象とした支援、災
害時における精神保健福祉
士の役割

ノーマライゼーションの理念と支援にあ
たっての視点を学びましょう。

12 精神保健福祉士の支援とソー
シャルワーク展開過程④

（第5章　Ⅶ・Ⅷ）

スーパービジョンとコンサ
ルテーション、ケアマネジ
メント

スーパービジョン、コンサルテーション
の意義と方法、ケアマネジメントのあり
方について理解しましょう。

13 精神障害者のソーシャルワー
クと関連専門職種との連携①

（第6章　Ⅰ）

チーム医療における精神保
健福祉士の役割

精神科医療における精神保健福祉士の
役割を説明できるようにしましょう。

14 精神障害者のソーシャルワー
クと関連専門職種との連携②

（第6章　Ⅱ）

専門職の役割と機能 精神保健福祉士の専門性を説明できるよ
うにしましょう。

15 精神障害者のソーシャルワー
クと関連専門職種との連携③

（第6章　Ⅲ）

チームアプローチおよび生
活支援の理念と精神保健福
祉士の役割

多職種連携の意義や、精神保健福祉士
の役割を説明できるようにしましょう。

■レポート課題 �
※課題は1,900字以上、手書き用レポート用紙を使用して記述してください（ワープロ・パソコン印字
での提出不可）。

1 単位め 日本の精神科医療が欧米諸国と大きく異なっていた歴史的経過についてまとめてください。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web解答可

2 単位め 自分の抱いている精神保健福祉士の仕事のイメージについてまとめ、そのためにどのような知
識と技術が必要であるかを述べてください。

（注）「統合失調症」は2002年以前に発行された文献では「精神分裂病」と表記されていることが多く
あります。「精神分裂病」という呼び名にはマイナスのイメージがあり、差別や偏見を生み出して
いるのを是正するために、現在では「統合失調症」と呼び名が変更されています。
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■アドバイス �
レポート作成の留意点
①　教科書を熟読し、内容を深め理解することに努めてください。また、必要に応じ、教科書記載の
参考書を読むことにより一層の理解につながります。

②　教科書の内容を写すのではなく、各自の言葉で記載することに努めてください。
③　引用・参考文献は教科書も含めて 3つ以上はレポートに出典明示するようにお願いします。

　　　　　　テキスト 2 章を読み、我が国の精神保健医療福祉の沿革を理解し、諸外国の制度に触
れながら述べることが求められています。

　　　　　　テキスト 4 章を読み、精神保健福祉士国家資格制度の成立過程を把握しながら、自分
の考えも述べてください。

■科目修了試験　評価基準 �
・『レポート課題集』本科目全体の内容についての理解を問います。
・問題の題意に適しているかどうかも問います。
・解答字数は、800字以上を基準といたします。

■参考図書 �
佐藤久夫著『障害構造論入門―ハンディキャップ克服のために』青木書店、1992年
※教科書記載の参考図書も参考にするとよいでしょう。

■履修登録条件 �
この科目は「◆★精神保健福祉援助技術各論・■精神保健福祉援助技術各論」と同時かその前に履

修登録をしてください。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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精神科リハビリテーション学 単位数 履修方法 配当学年

4単位 R or SR 3年以上

科目コード CS4139 担 当 教 員 八巻 幹夫

■科目の内容 �
我が国における精神障害者リハビリテーションの概念およびその実践概要を学ぶことによって、精

神障害の構成要因や社会復帰（リハビリテーション）概念とその目標などについての理解を深めるよ
うにしたい。特に、身体・知的障害領域にも定着している生活障害の概念については、生活機能の理
解と生活支援における援助視点について学ぶようにします。

■到達目標 �
1 ）リハビリテーション概念を理解し精神科リハビリテーションの特異点を説明できる。
２）ICF（国際生活機能分類）に基づく精神科領域の障害概念を説明できる。
３）生活の構造及び機能を理解し精神障害者の生活障害を説明できる。
４）生活支援の理念及び具体的な支援システムを説明できる。

■教科書 �
新版　精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 5 　精
神保健福祉におけるリハビリテーション』へるす出版、2014年

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 リハビリテー

ション概念
（第1章）

リハビリテーションの本来の意味および
リハビリテーションの構成を理解する。

キーワード：権利の回復、リハビリテー
ション領域（医学的・社会的・教育的・
職業的）、トータルリハビリテーション

リハビリテーションとは、一般的には医学
領域の治療や訓練を指していますが、その
内容を理解することは、社会生活上の課題
を支援対象とするソーシャルワークにとっ
ては重要であると思われます。

2 精神科リハビ
リテーション
の基本原則

（第1章）

障害者リハビリテーションから派生する
精神科リハビリテーションの特異点や働
きかけの基本的視点を理解する。

キーワード：病院内外リハビリテーショ
ン、脱施設化、エンパワーメント、アン
ソニー，W.

精神科リハビリテーションの対象は疾病と
生活上の課題となりますが、精神障害領域
では社会的偏見や障害特性のために、障害
者領域には見られない問題や課題が多くみ
られます。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
3 障害概念（上

田敏）
（第2章）

上田敏は、国際障害分類の検討に多くの
提言を行ったが、その内容を理解する。

キーワード：上田敏、相対的独立性、体
験としての障害、第三者の障害

国際障害分類（ICIDH）や国際生活機能分類
（ICF）の公表後も、上田敏は補完的な提言や
課題を示しています。

4 精神障害論試
論

（第2章）

蜂矢英彦は上田敏の障害概念を援用し
た「精神障害論試論」を公表したが、そ
の内容を理解する。

キーワード：蜂矢英彦、火事場と焼け跡、
精神障害者福祉施策

蜂矢英彦は、精神疾患は「病であり、精神
障害ではない」とされていた1980年代に、

「急性（亜急性）症状はほぼ完全に治って
いるのだから、病気そのものは安定してし
まい、あとは情意減退や思考障害等が残さ
れたと考えることができる。むしろそう考
えたほうが適当であると思われる」という
試論を示しました。この試論は我が国の精
神障害者も福祉施策の対象とされる論拠と
もなりました。

5 精神障害の特
性

（第2章）

精神障害はひとが生活するうえで様々な
問題を生じさせる。これまで、精神科医・
精神保健福祉士・作業療法士などはそ
れぞれの立場から障害特性をまとめてい
るが、その内容を理解する。

キーワード：生活障害（生活のしづら
さ）、台弘、谷中輝雄、岩田康夫、昼田
源四朗

生活障害は精神障害者にだけ見られるもの
ではなく、誰しもが抱えているものです。
自分自身の生活障害にご自身はどのように
対応しているのでしょうか。

6 国際生活機能
分類（ICF）

（第 2章）

国際障害分類（ICIDH）を補完する目的
で作成された国際生活機能分類（ICF）
は、我が国の高齢者や障害者及び教育の
分野でも活用されている。改定された背
景、その内容などを理解する。

キーワード：社会モデル、生活機能、活
動と参加

国際生活機能分類（ICF）は、ひとが生きる上
で生じる課題について、その問題の構成や対
処手段を示唆するものです。理解を深めるた
めにも、自分自身の課題をフェースシートに作
成し客観的に見つめなおすことも有効な学び
になると思います。

7 精神科リハビ
リテーション
過程

（第3章）

精神科リハビリテーションは、本人自身
がそれぞれの環境で満足できる生活を
送るために、専門家の最小限の介入で技
能や社会資源を活用できる助けを提供す
ることである。そのための支援過程や用
いる技法等を理解する。

キーワード：評価・計画・実施・評価、
リカバリー、ストレングスモデル

比較的長期の支援を要する精神保健福祉領
域では、対象者との関係性にも配慮しなけ
ればなりません。そのためにも、支援者自
身の資質や知識、そして技術等が重要とな
ります。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
8 回復過程

（第3章）
現象と映る症状（病状）は生活面の機能
に影響（生活障害）を与えるため、病状
の回復段階に配慮した支援の目標設定を
考慮しなければならない。

キーワード：生活臨床、統合失調症の回
復過程（野中猛）、ライフスタイル、治
るの意味

回復過程は病院医療や地域生活を支援する
保健師活動にとって重要であったため、実
践仮説としての生活療法・生活臨床を理解
することが必要となるでしょう。

9 労働の意義
（第3章）

賃労働としての労働は生活の中で大きな
比重を占めるが、生きるために必要な対
価のない労働（家事等）や働く意義など
についても学ぶ。

キーワード：生活構造、生活機能、労働
と遊び、ニート

生計を維持し、社会に参加し、より人間ら
しく生きるための営みである職業（労働）
は、産業構造の発展とともに、ひとが働く
ことでの弊害も大きくなっている。それは
障害者であっても同じ立場にあるため、支
援者自身の「働くことをいかに捉えるのか」
は支援関係にも影響を与えるでしょう。

10 精神科リハビ
リテーション
の技法・作業
療法

（第 4章）

精神障害者の「生きるための主体的な活
動の獲得」（日本作業療法協会による作業
療法とは）は精神科リハビリテーション
の使命であるともいえるが、そのための
具体的な種目や技法について理解する。

キーワード：作業療法、生きるための主
体性、創造性

私たちの生活は、「私がこの生活をしてい
る」という認識の下で保たれているといえ
るでしょう。そのためには、どのような生
活をしたいのか（創造性）そして、いかに
対処するのか（実行力）への働きかけが重
要であり、精神保健福祉士は対象者の主体
性の尊重・自己実現を業務の行動倫理とし
て掲げています。

11 社会生活技能
訓練（SST）

（第 4章）

SSTは1994年の診療報酬に点数化後、
全国の医療機関に普及し、障害者支援施
設でも活用されるようになった。SSTの
理論的背景や基本訓練モデル及び特定
の技能獲得のために段階的な教材として
まとめられたモジュールについて学ぶ。

キーワード：日常生活技能、社会生活技
能、リーバーマン、基本訓練モデル、モ
ジュール

アメリカにおいて統合失調症のリハビリ
テーションとして開発されたSSTは、知的
障害や発達障害の分野でも活用されるよう
になりました。しかし、文化やコミュニケー
ションが異なる我が国では、我が国の風土
に合うようなプログラムの開発が今後の課
題になるでしょう。

12 心理教育プロ
グラム

（第 4章）

心理教育プログラムは、情報提供・教育
によって当事者や家族の精神的安定を図
り、そのことが、それぞれの課題に対処
し着手することを目的としている。伝え
るべき情報や参加者間の相互交流を促
すための具体的技法などを理解する。

キーワード：情報の提供と教育、EE（家
族の感情表出）、自己肯定感、相互交流・
相互支援

心理教育プログラムは、当事者や家族を対
象として生活のしずらさを改善するために
行われます。そこでは、疾病の知識や対応
の技能について獲得することが主な内容と
なります。



206

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
13 精神科デイケ

ア
（第5章）

デイケアの開発された背景、デイケアの
持つ機能、実際の運営とプログラム、そ
して地域社会の生活者であるデイケア通
所者について、生活支援の視点からもデ
イケア機能の課題を学ぶ。

キーワード：入院防止機能、退院促進機
能、集団力動、デイケアホスピタリズム

デイケアは1940年代後半に入院防止・退院
促進を目的として北米で開発され、我が国
では1974年に診療報酬点数化以降、医療機
関に普及しました。その後の1987年の精神
保健福祉法・2006年障害者自立支援法（現
障害者総合支援法）の施行は、デイケア機
能の存在価値を高めることになるでしょう。

14 障害者雇用促
進法

（第5章）

障害者雇用施策の経緯と精神障害者の
雇用支援の実際及び支援する際の留意
点等を職業リハビリテーションの視点か
ら学ぶ。

キーワード：院外作業、障害者雇用施
策、福祉的就労、就労支援

従来、精神科医療では院外作業や外勤作
業という働きかけを医療サービスの一つと
して行っていたが、それには就労も医療の
ゴールとすることの是否や使役・搾取など
の問題を含み、解決すべき懸案ともされて
いました。1960年、障害者雇用を規定する
身体障害者雇用促進法が制定されました。
その後、本法は知的障害者も法の対象とさ
れたものの、精神障害者は1987年の法改正
からであり、しかも、法定雇用率について
は身体障害者らとの同等の扱いは2018年適
用開始まで待たなければなりません。

15 地域生活支援
ネットワーク

（第6章）

生活支援施策としての福祉と医療の連携
は今後も重要であることから、生活支援
の理念やケアマネジメント技法・チーム
概念・機関や職種の連携などについて理
解する。

キーワード：入院医療中心、地域医療中
心、医療経済学、社会生活支援、ケアマ
ネジメント、他機関多職種チーム

精神保健法は「入院医療から地域ケアへ」
を目標として1987年に改正された以降、法
施策は、社会復帰施設の設置→施設から地
域社会での生活→地域生活支援（障害者自
立支援法・障害者総合支援法に基づくサー
ビス提供）の経緯を示しています。生活支
援施策としての福祉と医療の連携は今後も
重要となるでしょう。

■レポート課題 �

1 単位め 障害者リハビリテーションと精神科リハビリテーションの概念を説明し精神科領域の相違点を
述べなさい。

2 単位め 上田敏･蜂矢英彦・ICF（2001年版）の障害概念を述べその概念の変化について説明しなさい。

3 単位め
我々の生活に占める「働くこと」の意義を述べ、現状の障害者に対する職業リハビリテーショ
ン施策法と就労支援の際の留意点を述べなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題

4 単位め 生活の構造とその機能を述べ、「生活障害」の内容について述べなさい。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題

■アドバイス �
テキスト転載や他文献の丸写しによるレポート作成は避けるようにしてください。自分で考えた文

章と引用した文章を意識して区別するために引用・参考文献を表記（『学習の手引き』6 章「レポート
をまとめる」を参照）し、課題の説明だけでなく作成者自身の考察も加えるようにしてください。
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　　　　　　リハビリテーションの焦点は障害の改善にありますが、専門家は対象者のリハビリ
テーション過程にいかに伴走するかが大きな鍵になります。両リハビリテーション領域
の基本原則、なぜ相違点があるのかについても考察してください。テキスト第1章および

参考図書1）『精神保健福祉の理論と相談援助の展開』を参照してください。

　　　　　　障害者リハビリテーションは対象者との協働作業です。そのための動機づけや目標設定
において、障害の理解は不可欠なものであり、精神障害領域と他の障害領域との違いをき
ちんと理解してください。この課題については新テキストには詳しく掲載されていないた

め、参考図書（『障害構造論入門』『ICF（国際生活機能分類 )の理解と活用』）を参考にしてください。
また、蜂矢英彦については、次の論文が参考になります。蜂矢英彦「精神障害論試論」（『臨床精神医

学』10巻12号、p.1653～1661）。ただし、一般書店での入手が困難ですので、図書館の文献複写取り寄
せ（有料）などをご利用ください（『図書館ハンドブック』参照）。

　　　　　　私たちは働いて得る収入によって様々な欲求を満たし生活しています。それだけ、働
くこと（就労）は重要な要素ですが、生活課題のすべてを解決するものではありません。
この視点で働く意義を考察してください。また、支援の際の留意点については丁寧に作

成してください。テキスト第 5 章第Ⅲ節が参考になりますが、評価ポイントを「働く意義の考察」と
します。

　　　　　　生活（暮らし）における「生活の障害、生活のしづらさ」は、精神保健福祉士にとっ
ては重要な視点です。その「生活」を構成する要素と機能の理解が不十分では生活の支
援さえもできないことになります。生活障害の構造と機能について課題をまとめてくだ

さい。テキスト第 2 章第Ⅰ節を参照してください。参考図書（『ひとと作業・作業活動』）も活用して
ください。

■科目修了試験　評価基準 �
・課題について基本事項を理解し、必要な用語や概念を用いた作成をしているか。
・十分な記述文量を確保し、自分の考察を加えているかどうか。

■参考図書 �
1 ）新版精神保健福祉士セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 4 　精神
保健福祉の理論と相談援助の展開』へるす出版、2013年

　※「精神保健福祉の理論（精神保健福祉論Ⅰ）」「精神保健福祉援助技術各論」の指定教科書
2）佐藤久夫著『障害構造論入門』青木書店、1992年
3 ）上田　敏著『ICF（国際生活機能分類 )の理解と活用』きょうされん、2005年
4 ）清水正徳著『働くことの意味』岩波新書、1982年
5 ）山根　寛ほか編著『ひとと作業・作業活動―ひとにとって作業とは？作業をどのように使うの
か？』三輪書店、2005年

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

3 単位め
アドバイス

4 単位め
アドバイス
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精神保健福祉のサービス・精神保健福祉論Ⅱ 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 2年以上

科目コード CT3150・CT3134 担 当 教 員 阿部 正孝

2012年度以降入学者→「精神保健福祉のサービス」（ 2単位　科目コード CT3150）
2011年度以前入学者→「精神保健福祉論Ⅱ」（ 2単位　科目コード CT3134）

■科目の内容 �
基本的には「精神保健福祉論Ⅰ・精神保健福祉の理論」における概念・歴史・現状の理解を前提と

して、「精神保健福祉論Ⅱ・精神保健福祉のサービス」の学習をすすめます。ここでは精神障害者の医
療・保健・福祉にまたがる援助の中で福祉サービスを中心にした援助活動全体を概観します。

■到達目標 �
精神保健の法律の成立背景や精神障害者の生活の実際を説明できる。

■教科書 �
新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 6 　精神
障害者の生活支援―制度・システムとサービス』へるす出版、2014年　第 1・ 3章

※「◆★精神保健福祉論Ⅲ・■精神保健福祉の制度」「■精神障害者の生活支援システム」と共通で
使用。

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 精神保健福祉に関する制度と

サービス①
（第1章　Ⅰ-1）

精神保健福祉法の意義と内
容について学ぶ①

法改正とポイントについて説明できるよ
うにしましょう。

2 精神保健福祉に関する制度と
サービス②

（第1章　Ⅰ-2・3）

精神保健福祉法の意義と内
容について学ぶ②

精神保健福祉法の主な内容、精神保健
福祉士の役割について理解することが重
要です。

3 精神保健福祉に関する制度と
サービス③

（第1章　Ⅱ-1）

精神障害者福祉制度の概要
と福祉サービスについて学
ぶ①

障害者総合支援法の成立の背景を説明
できるようにしましょう。

4 精神保健福祉に関する制度と
サービス④

（第1章　Ⅱ-2）

精神障害者福祉制度の概要
と福祉サービスについて学
ぶ②

障害者基本法の目的・定義・理念と改正
のポイントを説明できるようにしましょ
う。
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5 精神保健福祉に関する制度と

サービス⑤
（第1章　Ⅱ-3）

精神障害者福祉制度の概要
と福祉サービスについて学
ぶ③

障害者総合支援法におけるサービスの概
要について理解しましょう。

6 精神保健福祉に関する制度と
サービス⑥

（第1章　Ⅱ-4・5）

精神障害者福祉制度の概要
と福祉サービスについて学
ぶ④

障害者福祉施策における精神障害者保
健福祉施策の変遷、および今後の精神
保健医療福祉の課題と要検討事項につ
いて理解しましょう。

7 精神保健福祉に関する制度と
サービス⑦

（第1章　Ⅲ-1）

精神保健福祉に関する行政
組織について学ぶ①

保健福祉行政の基本、および特徴につ
いて理解しましょう。

8 精神保健福祉に関する制度と
サービス⑧

（第1章　Ⅲ-2・3）

精神保健福祉に関する行政
組織について学ぶ②

精神保健福祉に関する国、および都道府
県・政令指定都市のサービスの目的・意
義を把握しましょう。

9 精神保健福祉に関する制度と
サービス⑨

（第1章　Ⅲ-4・5）

精神保健福祉に関する行政
組織について学ぶ③

精神保健福祉に関する精神保健福祉セ
ンター・保健所、および市町村のそれぞ
れの役割を把握しましょう。

10 精神保健福祉の関連施策①
（第3章　Ⅰ-1・2）

医療保険制度について学ぶ
①

医療保険制度と健康保険の概要につい
て説明できるようにしましょう。

11 精神保健福祉の関連施策②
（第3章　Ⅰ-3）

医療保険制度について学ぶ
②

医療保険の主な給付の種類について理
解しましょう。

12 精神保健福祉の関連施策③
（第3章　Ⅱ）

介護保険制度について学ぶ 介護保険制度の目的、特徴を理解し、地
域生活支援のサービス内容について説明
できるようにしましょう。

13 精神保健福祉の関連施策④
（第3章　Ⅲ-1）

所得保障について学ぶ① 経済的支援に必要な社会保険、社会手
当、公的扶助の内容について説明できる
ようにしましょう。

14 精神保健福祉の関連施策⑤
（第3章　Ⅲ-2・3）

所得保障について学ぶ② 障害年金制度と公的扶助の内容について
説明できるようにしましょう。

15 精神保健福祉の関連施策⑥
（第3章　Ⅳ -1・2）

経済負担の軽減について学
ぶ

精神障害者が受けられるサービスと、税
法上、公共料金等に関する負担軽減につ
いて説明できるようにしましょう。

■レポート課題 �
※課題は1,900字以上、手書き用レポート用紙を使用して記述してください（ワープロ・パソコン印字
での提出不可）。

1 単位め
精神科医療の根拠となる法律の概要を説明し、精神科医療の特徴をふまえた入院形態につい
ても述べてください。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web解答可

2 単位め 現行の関連法律について説明し、問題点や不足しているサービスをあげ、障害者の望む暮らし
に大切なものを述べてください。
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■アドバイス �
①　教科書を熟読し、内容を深め理解することに努めてください。また、必要に応じ、教科書記載の
参考書を読むことにより一層の理解につながります。

②　教科書の内容を写すのではなく、各自の言葉で記載することに努めてください。
③　引用・参考文献は教科書も含めて 3つ以上はレポートに出典明示するようにお願いします。

　　　　　　テキスト 1 章を読み、関連図書なども参考にしてください。精神保健福祉法の意義と
内容を理解し、精神保健福祉士の役割についても考え、自分の言葉で述べることが大切
です。

　　　　　　テキスト 3 章を熟読してください。そのうえで実際場面を想定し、それと関連付けて
述べることが求められています。テキストにあげられている参考文献も利用するとよろ
しいです。

レポート作成の留意点
⑴　テキストを熟読してください。
⑵　引用文章だけでレポートを作成するのではなく、自分自身の言葉でまとめましょう。内容を理解
できれば可能なことです。

⑶　何回か推敲してから、レポート用紙に書くようにしましょう。そうすれば、繰り返しが少なくなり、
論理的になるでしょう。限られた紙数を有効に使いましょう。

⑷　段落をきちんとつけて、論理的に構成されたレポートを作成しましょう。

■科目修了試験　評価基準 �
・『レポート課題集』本科目全体の内容についての理解を問います。
・問題の題意に適しているかどうかも問います。
・解答字数は、800字以上を基準といたします。

■参考図書 �
佐藤久夫著『障害構造論入門―ハンディキャップ克服のために』青木書店、1992年
※教科書記載の参考図書も参考にするとよいでしょう。

■履修登録条件 �
この科目は「精神障害者の生活支援システム」と同時かその前に履修登録をしてください。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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精神保健福祉の制度・精神保健福祉論Ⅲ 単位数 履修方法 配当学年

2単位 R or SR 3年以上

科目コード CT4152・CT4135 担 当 教 員 菅原 好秀

2012年度以降入学者→「精神保健福祉の制度」（ 2単位　科目コード CT4152）
2011年度以前入学者→「精神保健福祉論Ⅲ」（ 2単位　科目コード CT4135）

■科目の内容 �
「精神保健福祉法と社会保障制度」「更生保護制度と医療観察制度」を中心に学びます。特に、制度と
して精神障害者の支援に関連する制度、更生保護制度における関係機関や団体との連携、医療観察法
の概要と精神保健福祉士の役割について、現状を踏まえて理解することを目標とします。

■到達目標 �
1 ）精神保健福祉の制度概要について説明することができる。
2）精神保健福祉の視点から、医療観察制度の制度趣旨と問題点について説明することができる。
3）精神保健福祉法の各入院制度の活用法を説明できる。
4）障害者の人権について理解して説明することができる。

■教科書 �
1 ）渡辺信英著『更生保護制度』南窓社、2011年（「◆★■福祉法学」と共通＝原則としてこの科目
での教科書配本はありません・下記参照）

2）新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 6   精
神障害者の生活支援―制度・システムとサービス』へるす出版、2014年　第 2章

　※�「◆★精神保健福祉論Ⅱ・■精神保健福祉のサービス」「■精神障害者の生活支援システム」と
共通で使用。

　※�2012年 7 月～2014年 1 月までの「◆★精神保健福祉論Ⅱ・■精神保健福祉のサービス」履修登
録者には上記教科書の改訂前の初版が配本されています。または日本精神保健福祉士養成校協
会編『新・精神保健福祉士養成講座 4 　精神保健福祉論』中央法規、2011年が2012年 6 月以前
の「精神保健福祉論Ⅰ」履修登録者に配本されています。

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
1 精神保健福祉法の

意義と内容
精神保健福祉法の意義と内容につい
て学びます。

精神障害者をめぐる法律の歴史的変遷、
精神保健福祉法の内容について説明でき
ることが重要です。
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回数 テーマ 学習内容 学びのポイント
2 精神保健福祉法の

おける精神保健福
祉士の役割

精神保健福祉法における精神保健福
祉士の意義について学びます。

精神保健福祉士の意義と役割について説
明できることが重要です。

3 精神保健福祉法の
入院形態

精神保健福祉法の入院形態について
学びます。

任意入院、医療保護入院、応急入院、措
置入院、緊急措置入院について説明でき
ることが重要です。

4 障害者総合支援法 障害者総合支援法の制度概要につい
て学びます。

障害者総合支援法の制度趣旨、目的、内
容について説明できることが重要です。

5 障害者総合支援法
の現状と課題

障害者総合支援法の現状と課題につ
いて学びます。

障害者総合支援法の現状と課題をふまえ
て今後求められる対応策について説明で
きることが重要です。

6 精神保健福祉の関
する行政組織

精神保健福祉に関する行政組織につ
いて学びます。

保健福祉行政の特徴について理解するこ
とが重要です。

7 精神保健福祉と更
生保護制度

精神保健福祉と更生保護制度の関係
性について学びます。

更生保護制度を精神保健福祉の視点から
説明できることが重要です。

8 医療観察制度と更
生保護制度

医療観察制度と更生保護制度の関係
性について学びます。

医療観察制度創設の経緯と背景、概要、
目的について説明できることが重要です。

9 医療観察制度の現
状と課題

医療観察制度の現状と課題について
学びます。

医療観察制度の現状と課題をふまえて今
後求められる対応策について説明できる
ことが重要です。

10 医療保険制度 医療保険制度の概要について学び 
ます。

医療保険制度、健康保険、医療保険給付
の状況について説明できることが重要で
す。

11 介護保険制度 介護保険制度について学びます。 介護保険制度の概要、介護保険給付の概
要について説明できることが重要です。

12 精神障害者の生活
実態

精神障害者の生活実態について学び
ます。

精神障害者の生活実態を現実的視点から
説明できることが重要です。

13 精神障害者の居住
支援

精神障害者の居住支援について学び
ます。

精神障害者の住居、居住形態、課題につ
いて説明できることが重要です。

14 精神障害者と雇
用・就労

精神障害者と雇用・就労について学
びます。

精神障害者の一般雇用制度、労働保険制
度、福祉的就労について説明できること
が重要です。

15 精神障害者の生活
支援システム

精神障害者の生活支援システムにつ
いて学びます。

精神障害者の生活支援の基本的考え方、
生活支援システムの制度について説明で
きることが重要です。

■レポート課題 �

1 単位め 精神保健福祉の視点から更生保護制度の概要を論じてください。

2 単位め 精神保健福祉の視点から医療観察制度の概要を論じてください。
※スクーリング受講者専用「別レポート」対象課題・web解答可
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■アドバイス �
　　　　　　更生保護制度の保護観察、仮釈放、更生緊急保護、被害者等が関与する制度を中心に

精神保健福祉の視点から言及してください。

　　　　　　医療観察制度の目的、背景、社会復帰調整官の役割、精神保健福祉法との関係を中心
に精神保健福祉の観点から言及してください。

■科目修了試験　評価基準 �
当該科目の内容理解がなされているかが重要であり、論述の分量（ 1 問あたり400～800字程度）も

評価対象となる。また、法の制度趣旨、意義を述べた上で、現実との関連から自分なりの視点から述
べられていることも評価の対象となる。

■参考文献 �
1 ）社会福祉士養成講座編集委員会『更生保護制度』中央法規、2010年
2 ）清水義悳・若穂井透編『更生保護』ミネルヴァ書房、2009年
3 ）日本弁護士連合会刑事法制委員会編『Ｑ&Ａ心神喪失者等医療観察法解説』三省堂、2005年

■履修登録条件 �
2012年度以降入学者はこの科目の履修登録を「★■福祉法学」「■精神保健福祉のサービス」の履修

登録と同時かその後に行ってください。この科目での配本はありません。
2011年度以前入学者はこの科目の履修登録を「◆★福祉法学」「◆★精神保健福祉論Ⅱ」の履修登録

と同時かその後に行ってください。この科目での配本はありません。
（注）この科目のスクーリングは2012年度以降の「更生保護制度論」と一部内容が重複する箇所があり

ます。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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精神障害者の生活支援システム 単位数 履修方法 配当学年

1単位 R 2年以上

科目コード CU3151 担 当 教 員 阿部 正孝

この科目は平成24年度以降入学者のみが受講できる科目です。

■科目の内容 �
ここでは精神障害者の支援に関する制度と福祉サービスの知識と内容が述べられています。相談援

助活動が精神保健福祉法とどのように関連しているか、その組織や機関などの専門職を理解します。
また、地域で生活するための場の確保や、近年大きく変化している障害者の就労・雇用支援の体制と
その現状について学びます。

■到達目標 �
1 ）国際生活機能分類について、改正の背景と意義を説明できる。
2）精神障害者の生活支援の意義と特徴を説明できる。
3）精神障害者の就労支援に関する制度と施策を説明できる。

■教科書（「精神保健福祉のサービス」で配本済のため、この科目での教科書配本はありません。） �
精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編集『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 6 　精神障
害者の生活支援―制度・システムとサービス』へるす出版、2014年　　第 4章

※�「◆★精神保健福祉論Ⅱ・■精神保健福祉のサービス」「◆★精神保健福祉論Ⅲ・■精神保健福祉
の制度」と共通で使用。

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習 8のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 精神障害者の生活

の実際①
（第 4章）

転換する障害のとらえ方、障害者の実態把握の
難しさ、精神障害者の基本的な状況の把握

キーワード：障害者総合支援法

精神障害者の現状や家族支援
を理解する。

2 精神障害者の生活
の実際②

（第 4章）

自治体による障害者（保健）福祉に関するアン
ケート結果から、家族の調査からみえてくること

キーワード：支援者、制度

生活支援の理念を考える。

3 精神障害者の生
活の実際③

（第 4章）

地域における精神障害者の人権

キーワード：負の側面、偏見・差別、環境整備

精神障害者の人権を考える。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
4 精神障害者の居

住支援
（第 4章）

居住における近年の動向と課題

キーワード：ノーマライゼーション、障害者総合
支援法

地域で生活する住居や生活の
場の確保を説明できるようにす
る。

5 精神障害者と雇
用・就労①

（第 4章）

就労支援にかかわる機関と連携

キーワード：障害者の雇用の促進等に関する法
律

障害者雇用の制度と労働保険
について説明できるようにす
る。

6 精神障害者と雇
用・就労②

（第 4章）

就労支援の実際

キーワード：障害者総合支援法、就労支援

就労支援の近年の動向を説明で
きるようになる。

7 精神障害者の生
活支援システム①

（第 4章）

自立と社会参加

キーワード：精神科ソーシャルワーカー

生活支援の基本的な考え方を
踏まえ、その意義と特徴につい
て説明できるようにする。

8 精神障害者の生
活支援システム②

（第 4章）

制度としての地域生活支援システム、障害者ケ
アマネジメント

キーワード：地域生活支援事業

生活支援の制度を把握し、精
神保健福祉士がそれをどのよ
うに活用していくかを考える。

■レポート課題 �
※課題は1,900字以上、手書き用レポート用紙を使用して記述してください（ワープロ・パソコン印字
での提出不可）。

1 単位め 地域に暮らす精神障害者の具体的な状況をまとめ、生活支援を行うにあたっての基本的理念や
主な政策を述べなさい。

■アドバイス �
レポート作成の留意点
①教科書を熟読し、内容を深め理解することに努めて下さい。また、必要に応じ、教科書記載の参考
書を読むことにより一層の理解に繋がります。

②教科書の内容を写すのではなく、各自の言葉で記載することに努めてください。
③参考・引用文献は教科書も含めて 3つ以上はレポートに出典明示するようにお願いします。

　　　　　　テキスト 4 章を読み、精神障害者の統計や実態調査を概観し、あわせて地域生活支援
に対する自分の考えも述べることが求められています。

■科目修了試験　評価基準 �
・『レポート課題集』本科目全体の内容についての理解を問います。
・問題の題意に適しているかどうかも問います。
・解答字数は、800字以上を基準といたします。

1単位め
アドバイス
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■参考文献 �
教科書記載の参考図書を読まれることをおすすめします。

■履修登録条件 �
この科目は「■精神保健福祉のサービス」と同時かその後に履修登録をしてください。
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精神保健福祉援助演習A 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

1単位 SR（演習） 2年以上

科目コード CW3157 担 当 教 員
阿部 正孝／志村 祐子／大和田 誠子／
八巻 幹夫／山本 操里／狩野 俊介／
小野 芳秀　ほか

注意事項
この科目は平成24年度以降入学者のみが受講できる科目です。

■科目の内容 �
関連科目との関連性をふまえ、精神保健福祉援助の基礎的知識と技術の習得を図ることを目的とし

ます。
精神保健福祉援助に係る知識と技術について、事例を通して実践的に習得します。また、事例を通

して地域福祉の基盤整備と開発についても学んでください。精神保健福祉援助の知識と技術を実践的
に習得し、かつ概念化できるようになることを目指します。

■到達目標 �
1 ）自分の特性を把握できる。
2）支援者としての自分への気づきを得ることができる。
3）関わりの基本的姿勢が説明できる。
4）面接における基本的な原則を意識しながら、面接を進めることができる。
5）伝達技術における様々な方法について理解して説明できる。
6）情報の収集におけるアセスメントができる。
7）ジェノグラム、エコマップが書ける。
8）客観的な記録を書ける。
9）グループ学習の中から、グループダイナミクスを理解し、活用できる。
10）地域住民に対するアウトリーチとニーズの把握方法を説明できる。
11）地域アセスメントから、地域福祉計画をたてられる。
12）ネットワーキングの方法や必要性について理解できる。
13）必要な社会資源の活用・調整・開発について理解できる。
14）サービスの評価が理解できる。

■教科書 �
1 ）新版　精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 7  
精神保健福祉援助演習［基礎］［専門］』へるす出版、2014年

2 ）「Ⅳ資料集：ソーシャルワーカーの倫理綱領／社団法人日本精神保健福祉士協会倫理綱領／精神
科ソーシャルワーカー業務指針」（コピーで配付）

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月
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■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 精神保健福祉士につ

いての理解
（基礎編　序章Ⅰ）

ソーシャルワーカーとしての精神保健福祉士
の意義について理解する。

キーワード：社会的入院、生活支援の視点、
倫理綱領

「Y問題」とはどのような事件
だったのか、他の文献等から調
べ、そのことの反省から精神保
健福祉士のあり方としてどのよう
なことが提起されたのか調べる。

2 自己覚知について
（基礎編　第1章Ⅱ）

ソーシャルワークにおける自己覚知の意味に
ついて理解する。

キーワード：自己覚知、スーパービジョン、
ジェノグラム、エコマップ

ソーシャルワークにおける自己覚
知の定義と必要性について調べ
る。

3 専門職としての価値
と倫理

（基礎編　第2章Ⅰ）

個人の価値観と専門職である精神保健福祉
士としての価値観の違いについて理解する。

キーワード：クライエントの自己決定、権利
擁護

「なぜ精神保健福祉士になりたい
のか」、自身がどのような価値観
や人生観を持っているのか再確
認しながら整理する。

4 支援（相談援助）の
対象について

（基礎編　第2章Ⅱ）

精神保健福祉領域における相談援助の対象、
精神保健福祉士としての相談援助の範囲につ
いて理解する。

キーワード：ミクロレベル、メゾレベル、マ
クロレベル

精神保健福祉士は誰を援助の対
象とするのか、相談援助の範囲
にはどのようなレベルがあるの
か整理する。

5 精神障害者の理解
（基礎編　第2章Ⅲ）

精神障害者を疾病と障害を併せ持つ生活者と
して捉える視点について理解する。

キーワード：ホスピタリズム、ストレングス、
精神保健福祉法

精神保健福祉士は支援の対象
となる精神障害者をどのような

「存在」として理解すれば良いの
か、4 つの視点について整理す
る。

6 援助関係のあり方
（基礎編　第2章Ⅳ）

専門的な援助関係、援助関係の結び方等、援
助関係の原則について理解する。

キーワード：バイステックの7原則

ケースワーク（直接援助技術）
における専門的な援助関係の行
動原理について示した、バイス
テックの 7 原則について整理す
る。

7 コミュニケーション
の基本

（基礎編　第3章Ⅰ）

言語・非言語コミュニケーションについて理
解する。

キーワード：言語・非言語コミュニケーショ
ン・想像する力

言語・非言語的コミュニケーショ
ンとは具体的にどのようなもの
か理解したうえで、家族や友人
から「ある日の出来事」について
話してもらい、その時の話し手の
感情や状況を自分なりにイメー
ジしてみる。

8 基本的面接技術
（基礎編　第3章Ⅱ）

対人援助における共感・感情移入について理
解する。

キーワード：共感、感情移入、『自覚しない逆
転移』

教科書p.34「共感の2つの側面」、
『自覚しない逆転移』とはどのよ
うなことか整理する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
9 グループワークの基

本
（基礎編　第3章Ⅲ）

グループ援助の可能性と留意点について理解
する。

キーワード：ヤーロム、ディーガン

集団精神療法の領域において
ヤーロムがあげたグループのも
つ有効性の11の因子、ディーガ
ンのあげたリカバリー要因とし
ての「2 、3 歩先を行く当事者」
の存在の有効性についてそれぞ
れまとめる。

10 情報の収集・整理・
伝達

（基礎編　第3章Ⅳ）

情報収集の目的と原則および方法について理
解する。

キーワード：アセスメント、ジェノグラム、
エコマップ

教科書p.38の「1　情報収集の
目的」を理解した上で、p.40～
43の「 4 　情報収集の原則と方
法」について整理する。

11 課題の発見と分析
（支援の見立て）に
ついて

（基礎編　第3章Ⅴ）

課題の発見に必要なプランの作成能力・洞察
力・的確な情報提供力ならびに情報収集・整
理能力について理解する。

キーワード：協働、態度形成

教科書p.44の尾崎新の援助にお
いて理解しなければならない 5
領域について具体的にイメージ
しながら、精神保健福祉士の誠
実な態度と傾聴の姿勢、理解者
でありたいと願い続ける謙虚な
態度形成とは何か整理してみる。

12 記録について
（基礎編　第3章Ⅵ）

記録の意義と具体的方法について理解する。

キーワード：ケース記録、アセスメントシー
ト

どのような記録がどのような目
的で必要なのか、記録の種類と
使用目的、記録事項、記述方法
について教科書p.48～50をよく
読み整理する。

13 基本的援助方法の理
解

（基 礎 編　 第 4 章
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ）

個別援助技術（ケースワーク）・集団援助技
術（グループワーク）・地域援助技術（コミュ
ニティワーク）について理解する。

キーワード：4 つのPと 2 つのP、個別化、
ホリス、ケースワーク、グループワーク、コ
ミュニティワーク

パールマンの 4および 2つのP、
直接的援助におけるホリスの 6
つの手法、個別援助技術（ケー
スワーク）、集団援助技術（グ
ループワーク）、地域援助技術

（コミュニティワーク）の過程と
原則について整理する。

14 チームアプローチと
ケアマネジメント

（基 礎 編　 第 4 章
Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ）

チームアプローチの意義と効果、ケアマネジ
メントの原則について理解する。

キーワード：情報の共有化、ニーズ本位、
チームアプローチソーシャルワークの共通基
盤

チームアプローチとはどのような
ものか整理する。クライエント
の複合的なニーズに沿って社会
資源を適切にアレンジしてパッ
ケージにして提供し、地域で支
えるケアマネジメントについて
過程と原則、共通する①～⑤の
基盤（教科書p.69）について整
理する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
15 自己理解を深める

（基礎編　付章Ⅰ・
Ⅱ）

1～14の学びを通して得られた知見と要点を
整理し、再び自身の価値観を見つめ直し、精
神保健福祉士の意義と専門性について理解す
る。

キーワード：「かかわり」「寄り添う」「協働の関
係」「権威性」「自己覚知」「人と状況の全体性」

各キーワードの意味について、
教科書の内容を吟味し理解を深
める。演習スクーリング受講後
は、グループワーク等の演習内
容を振り返りながら、援助者とし
ての自己の適性や精神保健福祉
士の価値について理解を深化さ
せる。

■レポート課題 �

1 単位め ※スクーリング事前レポート（所定の期日までに提出）
利用者とのコミュニケーションにおいて大切と考えられることをまとめてください。

2 単位め ※スクーリング事後レポート（スクーリング受講後の所定の期日までに提出）
精神保健福祉士の価値と倫理についてまとめてください。

■アドバイス �
レポート作成にあたっては、ご自身の経験だけでなく、教科書をよく読んだうえで取り組んでくだ

さい。ただし、教科書や参考図書の丸写しは認められません。

　　　　　　テキストの 2章・ 3章・ 4章をよく読んでまとめてください。

　　　　　　テキストの序章・ 2 章および本課題と一緒に送付しているⅣ資料集の「 1  ソーシャル
ワーカーの倫理綱領」「 2 　社団法人日本精神保健福祉士協会倫理綱領」「 3 　精神科ソー
シャルワーカー業務指針」（コピーで配付）をよく読んでまとめてください。

■参考図書 �
1 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 第 8 巻　精神保健福祉援助演
習（基礎・専門）』中央法規出版、2012年

2 ）福祉臨床シリーズ編集委員会編『精神保健福祉士シリーズ10　精神保健福祉援助演習（基礎）』
弘文堂、2012年

■レポートの提出方法 �
1 ） 1 単位につき、 1冊のレポート用紙を使用してください。
2） 1 単位のレポート文字数は、2,000字程度ですが、最長4,000字程度まで記入していただいても
結構です。

　・手書き用レポート用紙→ p.16まで使用可。
　・パソコン印字用レポート用紙→左右40字 ×30行 × 2 ～ 4 枚まで可。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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3 ）教員名は記入しないでください。
4）各レポートは所定の提出締切日までに提出してください（『試験・スクーリング情報ブック』
p.45～48または『With』参照）。

■スクーリング受講申込上の注意 �
・この科目はスクーリングの受講が必ず必要になります（仙台でのみ開講）。
・ 1クラス20人以内の少人数で開講します。
・受講料は10,000円となります。
・受講許可証・納入依頼書は、各判定日以降に発送いたします。
・スクーリング開講日・申込締切日は、『試験・スクーリング情報ブック』p.45～48または『With』
を参照ください。

・申込は、『With』巻末の申込ハガキまたは用紙を郵送してください。希望受講日は必ず第二希望
まで○を付けてください（第一希望と同一は不可）。

・クラス分けは無作為に行いますので、教員の指定はできません。
・申込締切後の、受講日程の変更は受け付けいたしません。必ずしも第一希望での受講ができない
場合があります。ご了承ください。

・公共交通機関の延着を除き、遅刻・欠席は認められません。また、スクーリング終了時間前の退
席は認められません。

・「精保演習A」または「精保実習A選考試験（面接）」が不合格となった場合、当該年度の「精神
保健福祉援助実習A」の申込みは無効となります。

■「精保演習A」スクーリング受講条件 �
p.172【条件 1】参照。

■「精保演習A」スクーリング受講・単位認定について �
演習のスクーリングにおいては、自己紹介、学生同士の話し合いや発表・ロールプレイング等の実

施を予定しており、積極的な参加が求められます。
また、「精保演習A」の受講内容・成績および同日程中に実施される「精神保健福祉援助実習A（福

祉施設実習※）選考試験」によって次年度実習受講の可否が判定されます。
※福祉施設実習：障害福祉サービス事業を行う施設等における実習

●単位認定
1 単位めレポート＋「精保演習A」スクーリング（スクーリング試験は実施しません）＋ 2 単位め

レポート等で総合的に単位認定いたします（「■科目の評価基準」参照）。
2単位めレポートを所定の期日までに提出しない場合は、スクーリングの受講は無効となります。
また、 2 単位めレポートが再提出の場合は、再提出となったレポート到着後、指示された期日まで

に再提出を行わないとスクーリングの受講は無効になります。
この科目の最終スクーリング結果通知は、 2単位めレポート提出締切後に郵送にて行います。
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スクーリングを欠席・不合格の場合、 1 単位め合格済みレポートについても無効となります。次回
以降の「精保演習A」を申込む際、所定の期日までに再度「精保演習A」の 1 単位めレポート提出お
よび申込みを行ってください。

■精神保健福祉援助実習A選考試験・補講演習について �
■「精神保健福祉援助実習A選考試験」→ p.173参照
■補講演習→ p.173参照
「精保演習A」受講申込者で実習免除者以外は、「精神保健福祉援助実習A」を申込むことが前提と
なります。「精保演習A」または「精神保健福祉援助実習A選考試験」が不合格となった場合、当年
度の「精神保健福祉援助実習A」の申込は無効となります。

■科目の評価基準 �
小テスト（20％）＋選考試験（面接）（20％）+演習内容（40％）+素行評価※（10％）+演習レポー

ト（10％）により総合的に評価する。グループワークにおける協力や演習への積極的参加を求める。
なお評価基準については、実習教育プログラムの質的向上を目的に適宜見直しを図り改定していく。
※素行とは、普段からの各種申込・提出期日の遵守状況や言葉づかい・態度を指す。
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精神保健福祉援助演習B 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

2単位 SR（演習） 3年以上

科目コード CW4158 担 当 教 員 阿部 正孝／志村 祐子／
大和田 誠子／八巻 幹夫ほか

注意事項
この科目は平成24年度以降入学者のみが受講できる科目です。実習履修者のスクーリングは下記の

とおり「精保実習指導Ａ」との組み合わせにより開講されます。実習免除者は「精保演習B」のみ 2
日間 7 コマで開講されます（実習免除者向けの演習は年 1 回のみの開講となりますので日程調整にご
注意ください）。
■演習・実習指導のコマ数と組み合わせ開講の流れ

◆実習履修者（精保演習B： 7コマ・精保実習指導Ａ： 8コマ）
※精保実習Ａ事後指導までの流れ
　精保実習Ａ事前指導（精保演習B－ 1＋精保実習指導Ａ－ 1＋現場体験学習）
　　※精保実習Ａ受講年度の 8・ 9月頃開講
　 1日め　精保実習指導Ａ－ 1（ 3コマ）＋現場体験学習
　 2日め　精保演習B－ 1（ 4コマ）
　　　　↓
　精保実習Ａ（福祉施設実習）
　　※10／ 1 ～ 2 ／15の期間に15日間かつ120時間
　　　　↓
　精保実習Ａ事後指導（精保演習B－ 2＋精保実習指導Ａ－ 2＋帰校指導）
　　※精保実習Ａ受講年度の 1・ 3月頃開講
　 1日め　精保実習指導Ａ－ 2（ 4コマ）＋帰校指導（精保実習B選考試験）※Ａ
　 2日め　精保実習指導Ａ－ 2（ 1コマ）＋精保演習B－ 2（ 3コマ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋帰校指導（精保実習B選考試験）※Ｂ
※Ａ・Ｂいずれかを受ける。

◆実習免除者（精保演習B： 7コマ）
　　※ 2月頃開講
　 1日め　精保演習B（ 4コマ）
　 2日め　精保演習B（ 3コマ）

■科目の内容 �
精神保健福祉士は医療と福祉をつなぐソーシャルワーカーといわれています。したがって、「つなぐ」

ことが大切な業務となります。利用者から見れば精神障害を抱えることにより生じる生活上の困難は、
精神科病院の受診で解決するわけではありません。医療と福祉の問題は繋がっており、連続的な対応
が必要となります。本演習のテーマは利用者を生活者としてとらえ、支援・援助するために「つなぐ」
ことを中心に学びます。
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授業では、記録のあり方、援助過程に沿った事例展開の共通内容を概説し、相談援助過程の実技指
導、情報の収集・整理・伝達、課題別事例（社会的排除）についてグループワーク、ロールプレイン
グを用い解説します。

■到達目標 �
1 ）自己評価と第三者の評価を理解できる。
2）事例を用いたグループワークの実践をとおして、相談援助の過程を理解して説明できる。
3）退院支援における過程が理解でき、地域資源との連携方法、必要性を説明できる。
4）地域支援において必要なことを理解して説明できる。
5）家族システムを説明できる。
6）デイケアの役割、PSWの役割、グループダイナミクスについて理解して説明できる。
7）精神障害者の就労支援の理解、雇用の実態について理解できる。

■教科書（この科目での教科書配本はありません） �
「精神保健福祉援助演習Ａ」と同じ。

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 事例を活用した演習

の実践に向けて
（実践編　序章Ⅰ～
Ⅳ）

演習におけるグループ討論、ロール
プレイ、記録と評価の技能や事例検
討に必要な基礎知識について理解す
る。

キーワード：グループ討論、ロール
プレイ、記録・評価、日常生活自立
支援事業（地域福祉権利擁護事業）、
医療保護入院、保護者制度の廃止

教科書p.83～87にかけての練習事例につ
いて、手順に沿って取り組み、事例を理
解する上で必要な知識（医療保護入院、
日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁
護事業））の必要性について理解し、他
の精神保健福祉関連領域の教科書等を用
いて精神科病院への入院形態、諸制度・
サービスについて整理する。

2 援助過程に沿った事
例展開の実際「イン
テーク～プランニン
グ」

（実践編　第1章Ⅰ・
Ⅱ）

援助の展開におけるインテーク～契
約～アセスメント～プランニングま
での具体的な流れを理解する。

キーワード：インテーク、契約、ア
セスメント、プランニング

教科書p.89～94の事例の展開について
「インテーク・契約」から「アセスメント・
プランニング」までの展開について整理
する。

3 援助過程に沿った事
例展開の実際「支
援の実施・振り返り

（モニタリング）」
（実践編　第 1 章　
Ⅲ）

援助の展開における支援の実施～振
り返り（モニタリング）～サービス等
利用計画の変更までの具体的な流れ
を理解する。

キーワード：支援の実施、相談主
訴の明確化、振り返り（モニタリン
グ）、サービス等利用計画の変更

教科書p.95～99の事例の展開について
「支援の実施」から「振り返り（モニタリ
ング）」「サービス等利用計画の変更」ま
での展開について整理する。事例におい
て自信を回復したAさんの状態につい
て援助の目的と併せて考察する（教科書
p.97）。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
4 援助過程に沿った事

例展開の実際「支
援評価・終結とアフ
ターケア」

（実践編　第1章Ⅳ）

援助の展開における支援評価～終結
～アフターケアまでの具体的な流れ
を理解する。

キーワード：終結、支援評価、アフ
ターケア

教科書p.99～101の事例の展開について
「終結」から「支援評価」「アフターケア」
までの展開について整理する。事例にお
いて「最後は私が決めます」といって自
分の人生を歩んでいるAさんはどのよう
な状態にあるか考察する（教科書p.101）。

5 社会的排除（偏見・
差別）

（実践編　第2章Ⅰ）

偏見・差別の意味について精神障害
者に対する社会的排除（偏見・差
別）について理解する。

キーワード：偏見・差別、「生活のし
づらさ」、精神保健福祉法

偏見・差別の意味についておさえた上で、
教科書p.103・104の事例から、精神障害
者の「生活のしづらさ」、生活上の不安や
思いについて整理する。

6 退院支援・地域移行
（実践編　第2章Ⅱ）

退院支援・地域移行について理解す
る。

キーワード：社会的入院者、ピアサ
ポート、ケアホーム※とグループホー
ム、地域相談支援（地域移行支援・
地域定着支援）
※�2014年度から制度改正によりグ
ループホームに統合

教科書p.108のサービス・制度を理解した
上で、教科書p.106・107の事例から、退
院支援、地域移行支援の意義と支援の
展開について整理する。なお地域移行支
援計画、サービス等利用計画については

「精神保健福祉援助演習C」の第 1回在
宅学習のポイントで扱う。

7 地域生活支援 
（実践編　第2章Ⅲ）

地域生活支援について理解する。

キーワード：就労継続支援（A型・
B型）事業所、リカバリー

教科書p.114の事業、用語の意味を理解
した上で、教科書p.112・113の事例から、
地域生活支援の展開について整理する。
事例におけるCさんのジェノグラムの作
成、学習者の自由なイメージによるCさ
んの生活史の作成は「精神保健福祉援助
演習C」の第 2回在宅学習のポイントで
扱う。

8 ひきこもり・家族支
援

（実践編　第2章Ⅳ）

ひきこもり・家族支援について理解
する。

キーワード：ひきこもり、心的外傷
後ストレス障害（PTSD）、問題を語
る主体

教科書p.114の用語、支援の視点を理解
した上で、教科書p.115～117の事例から、
ひきこもり・家族支援の展開について整
理する。

9 児童虐待
（実践編　第2章Ⅴ）

児童虐待の支援の実際について理解
する。

キーワード：児童福祉法、児童虐待
防止法、児童相談所

教科書p.122の法律の概要および支援機
関の機能を理解した上で、教科書p.120・
121の事例から、児童虐待の支援の展開に
ついて整理する。

10 アルコール依存症の
回復途上における支
援

（実践編　第2章Ⅵ）

アルコール依存症者の支援の実際に
ついて理解する。

キーワード：アルコール依存症、断
酒、AA、断酒会、家族教室

教科書p.126の用語の意味を理解した上
で、教科書p.124・125の事例から、アル
コール関連問題の特徴、自助グループの
役割、アルコール依存症者本人および家
族への支援について整理する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
11 認知症

（実践編　第2章Ⅶ）
認知症高齢者の支援の実際について
理解する。

キーワード：中核症状、周辺症状、
徘徊、自己決定

若年性認知症の存在について理解した上
で、教科書p.130の用語の意味を抑え、教
科書p.128・129の事例から、認知症本人
とその家族に対するソーシャルワーク実
践、”かかわり”のあり方について整理す
る。

12 アウトリーチ
（実践編　第3章Ⅰ）

アウトリーチによって地域生活を支
援する精神保健福祉士の役割につい
て理解する。

キーワード：アウトリーチ、相談支
援事業、ホームヘルプ、支援（援
助・ケア）計画、ケア（支援）会議、
グループホーム（共同生活援助）、
地域活動支援センター、ピア、日常
生活自立支援事業

教科書p.154・155の用語を理解した上で、
教科書p.151～153の事例において、アウ
トリーチ支援導入が判断された理由につ
いて考察し、ケアマネジメントのプロセ
スに従ってアウトリーチ支援がどのように
展開されるのか整理する。教科書p.174の
ACT（包括型地域生活支援）についても
整理する。

13 ケアマネジメント
（実践編　第3章Ⅱ）

支援対象者の持ち味を活かしたケア
マネジメントについて理解する。

キーワード：ケアマネジメント、リ
ンキング、障害者ケアマネジメント、

「障害者ケアガイドライン」、障害者
総合支援法、ピアサポート

教科書p.159・160の用語を理解した上で、
教科書p.157・158の事例から、包括的・
総合的な生活支援の具体的プロセスにつ
いて整理する。

14 チームアプローチと
ネットワーキング

（実践編　第3章Ⅲ）

チームアプローチとネットワーキン
グによる支援の有効性について理解
する。

キーワード：医療観察法、処遇計画、
ダブルケアマネジメント（DCM）、
保護者規程、ソーシャルサポート・
ネットワーク（SSN）

教科書p.164～166の用語を理解した上で、
教科書p.162・163の「医療観察法」によ
る入院から「地域処遇」に至る流れの事
例から、チームアプローチとネットワーキ
ングによる支援のあり方について整理す
る。

15 社会資源の活用・調
整・開発

（実践編　第3章Ⅳ）

社会資源の活用・調整・開発につい
て理解する。

キーワード：コミュニティワーク、
精神保健ボランティア

教科書p.170の用語を理解した上で、教科
書p.168・169の事例において、精神保健
福祉士がマネジメントやコーディネート
技法を用い社会資源の活用・調整・開発
をどのように実施しているか整理する。

■レポート課題 �

1 単位め
※スクーリング事前レポート（所定の期日までに提出）
あなたがイメージするソーシャルワーカーの仕事をあげ、どのような専門性が必要か述べてく
ださい。

2 単位め
（実習履修者）

※スクーリング事後レポート（スクーリング受講後の所定の期日までに提出）
精神障害者が働きやすい就労条件や形態について述べてください。
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2 単位め
（実習免除者）

※スクーリング事後レポート（スクーリング受講後の所定の期日までに提出）
※実習免除者のみ2単位めはこちらの課題に取り組んでください。
　実習免除が認められた自身の相談援助の業務経験から、利用者の権利擁護の重要性につい
て、実践例を具体的にとりあげ、あなた自身の考えを具体的に述べてください。

■アドバイス �
　　　　　　精神障害者支援を援助方法から歴史的に振り返ると、直接個人に対するアプローチか

ら、次第に集団へのアプローチ、地域へのアプローチと広がりを見せてきました。地域
ごとに条件が異なりますが、精神保健福祉士の仕事を想定し、支援・援助の方法とその

留意点、基本的視点を論じてください。

　　　　　　精神障害者は長らく医療の対象とされていましたが、1993年「障害者基本法」の中で
福祉の対象とされました。その様な状況において、多くの精神障害者が地域で暮らし働
き社会参加するようになってきました。障害者就労支援センターやハローワークの利用

なども含め論じてください。

　　　　　　自身の相談援助業務等の業務経験に基づいて、実践例とあなた自身の考えを具体的に
記述してください。その際、自身の業務経験における問題点や課題を挙げ、何故うまく
いかなかったのか、考えられる対応策（実際の実施の有無を問いません）を含めた振返

りを行ってください。

■参考図書 �
1 ）井上英晴著『福祉コミュニティ論（改訂）』小林出版、2004年
2 ）田中英樹著『精神障害者の地域生活支援』中央法規、2001年

■レポートの提出方法 �
1 ） 1 単位につき、 1冊のレポート用紙を使用してください。
2 ） 1 単位のレポート文字数は、2,000字程度ですが、最長4,000字程度まで記入していただいても
結構です。

　・手書き用レポート用紙→ p.16まで使用可。
　・パソコン印字用レポート用紙→左右40字 ×30行 × 2 ～ 4 枚まで可。
3）教員名は記入しないでください。
4）各レポートは所定の提出締切日までに提出してください（『試験・スクーリング情報ブック』
p.45～48または『With』参照）。

■スクーリング受講申込上の注意 �
・この科目はスクーリングの受講が必ず必要になります（仙台でのみ開講）。
・ 1クラス20人以内の少人数で開講します。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス

（実習履修者）

2 単位め
アドバイス

（実習免除者）
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・受講料は10,000円となります。
・受講許可証・納入依頼書は、各判定日以降に発送いたします。
・スクーリング開講日・申込締切日は、『試験・スクーリング情報ブック』p.45～48または『With』
を参照ください。

・申込は、『With』巻末の申込ハガキまたは用紙を郵送してください。希望受講日は必ず第二希望
まで○を付けてください（第一希望と同一は不可）。

・クラス分けは無作為に行いますので、教員の指定はできません。
・申込締切後の、受講日程の変更は受け付けいたしません。必ずしも第一希望での受講ができない
場合があります。ご了承ください。

・公共交通機関の延着を除き、遅刻・欠席は認められません。また、スクーリング終了時間前の退
席は認められません。

・「精保演習B」または「精保実習B選考試験」が不合格となった場合、当該年度の「精神保健福祉
援助実習Ａ」の申込みは無効となります。

■「精保演習B」スクーリング受講条件 �
・実習受講者→ p.172【条件 2】参照
・実習免除者→ p.172【条件 8】参照

■「精保演習B」スクーリング受講・単位認定について �
※平成24年度以降入学の実習履修・免除者すべてに適用
演習のスクーリングにおいては、自己紹介、学生同士の話し合いや発表・ロールプレイング等の実

施を予定しており、積極的な参加が求められます。
「精保演習B」の受講内容・成績および同日程中に実施される「精保実習B（医療機関）選考試験」
によって次年度実習受講の可否が判定されます。
●単位認定

1 単位めレポート＋「精保演習B」スクーリング（スクーリング試験は実施しません）＋ 2 単位め
レポート等で総合的に単位認定いたします（「■科目の評価基準」参照）。

2 単位めレポートが再提出の場合は、再提出評価となったレポート到着後、指示された期日までに
再提出を行わないとスクーリングの受講は無効になります。
この科目の最終スクーリング結果通知は、 2単位めレポートの提出締め切り後に郵送で行います。
スクーリングを欠席・不合格の場合、 1 単位め合格済みレポートについても無効となります。次回

以降の「精保演習B」を申込む際、所定の期日までに再度「精保演習B」の 1 単位めレポート提出お
よび申込みを行ってください。

■精神保健福祉援助実習B選考試験・補講演習について �
■「精神保健福祉援助実習B選考試験」→ p.173参照
■補講演習→ p.173参照
※実習免除者は受験の必要はありません。
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■現場体験学習の実施について �
スクーリング時に、実際の社会福祉施設において現場体験学習を実施します。

■帰校指導の実施について �
「精保実習指導Ａ－ 2」受講時に、「精保実習Ａ」の実習内容について振返りを行う「精保実習Ａ帰
校指導」を実施します。

■科目の評価基準 �
『精神保健福祉援助実習A課題ノート』（20％）＋選考試験（面接）（20％）+演習内容（50％）+演習
レポート（10％）
※評価は総合的に行い、グループワークにおける協力や演習への積極的参加を求める。なお評価基準
については、実習教育プログラムの質的向上を目的に適宜見直しを図り改定していく。
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精神保健福祉援助演習Ｃ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

2単位 SR（演習） 4年

科目コード CW5159 担 当 教 員 阿部 正孝／志村 祐子／
大和田 誠子／八巻 幹夫ほか

注意事項
この科目は平成24年度以降入学者のみが受講できる科目です。実習履修者のスクーリングは下記の

とおり「精保実習指導B」との組み合わせにより開講されます。実習免除者は「精保演習Ｃ」のみ 2
日間 8 コマで開講されます（実習免除者向けの演習は年 1 回のみの開講となりますので日程調整にご
注意ください）。
■演習・実習指導のコマ数と組み合わせ開講の流れ

◆実習履修者（精保演習Ｃ： 8コマ・精保実習指導B： 7コマ）
※精保実習B事後指導までの流れ
　精保実習B事前指導（精保演習Ｃ－ 1＋精保実習指導B－ 1）
　　精保実習B受講年度の 5・ 6月頃開講
　 1日め　精保実習指導B－ 1（ 3コマ）
　 2日め　精保演習Ｃ－ 1（ 4コマ）
　　　　↓
　精保実習B（医療機関実習）
　　※ 7／ 1～12／25の期間に12日間かつ90時間
　　　　↓
　精保実習B事後指導（精保演習Ｃ－ 2＋精保実習指導B－ 2＋帰校指導）
　　※精保実習B受講年度の 9・11・ 2 月頃開講
　 1日め　精保実習指導B－ 2（ 4コマ）＋帰校指導※Ａ
　 2日め　精保演習Ｃ－ 2（ 4コマ）＋帰校指導※Ｂ
※Ａ・Ｂいずれかを受ける。

◆実習免除者（精保演習Ｃ： 8コマ）
　　※ 5月頃開講（ 4月入学生は精保演習B受講の次年度、10月生は同年度）
　 1日め　精保演習Ｃ（ 4コマ）
　 2日め　精保演習Ｃ（ 4コマ）

■科目の内容 �
精神保健福祉援助実習では配属された機関において、どのようなサービスを提供していて、近隣に

どのような関係機関があり、連携が図られているのかが理解されなければなりません。
具体的事例（生活のしづらさ、就労問題、低所得者、チームアプローチ等）を通して精神保健福祉

援助技術の専門性の理解を図ります。
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■到達目標 �
1 ）実習体験を通し感じたこと、学んだことを言語化できる。
2）支援者として何が求められているかが説明できる。
3）本人のニーズ、家族のニーズ等の把握とアセスメント、支援計画が立てられる。
4）様々な機関とのネットワーキングの必要性が説明できる。
5）病気の理解、職場との関係構築、様々な制度について説明できる。
6）ピアサポートの有効性・現状が理解でき、PSWとしての関わり方が説明できる。
7）貧困・低所得者実態が把握でき、活用できる各種制度が説明できる。
8）相談援助に求められている知識と技術についての自己評価ができる。
9）実習体験を客観的に評価できる。
10）チームアプローチの理解、病院ワーカーの役割等について事例を通して理解して説明できる。

■教科書（この科目での教科書配本はありません） �
「精神保健福祉援助演習Ａ・Ｂ」と同じ。

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 退院支援・地域移行

（実践編　第2章Ⅱ）
地域移行支援計画、サービス等利用計画に
ついて理解する。

キーワード：地域移行支援計画、サービス
等利用計画

「精神保健福祉援助演習B」の
在宅学習のポイント第 6 回の
教科書p.106・107の事例から、
地域移行支援、サービス等利
用の各計画についてp.110（表
2-1）地域移行支援計画、p.111

（表2-2）「サービス等利用計画 -
退院後」を整理する。

2 地域生活支援
（実践編　第2章Ⅲ）

精神障害者が「地域で暮らしていく」ため
に必要な支援について理解する。

キーワード：就労継続支援（A型・B型）
事業所、リカバリー

「精神保健福祉援助演習B」の
在宅学習のポイント第 7 回の
教科書p.112・113の事例から、
Cさんの「ジェノグラム」を
作成し、想像を元にCさんの
生活史を作成し、どのような
支援が必要か整理する。

3 就労・雇用①
（実践編　第2章Ⅷ）

精神障害者の就労支援を目的とした機関・
制度・サービスについて理解する。

キーワード：ハローワーク、障害者職業セ
ンター、障害者就労支援センター、ジョブ
コーチ、就労移行支援事業、就労継続支援
事業（A型・B型）、個別就労支援（IPS）

教科書p.133「1　事例のねら
い」の 3）の用語およびp.134
の「個別就労支援（IPS）」に
ついて整理する。
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4 就労・雇用②

（実践編　第2章Ⅷ）
精神障害者の就労に向けた支援について理
解する。

キーワード：ハローワーク、障害者職業セ
ンター、障害者就労支援センター、ジョブ
コーチ、就労移行支援事業、就労継続支援
事業（A型・B型）、個別就労支援（IPS）

教科書p.133「1　事例のねら
い」の 3）およびp.134の用語
の意味を理解した上で、教科
書p.132・134の事例から、本
人の主体性を尊重した就労支
援の展開について整理する。

5 ホームレス①
（実践編　第2章Ⅸ）

ホームレスの実態、ホームレス自立支援法
について理解する。

キーワード：ホームレス、貧困、ホームレ
ス自立支援法

教科書p.137のホームレスの定
義、ホームレス自立支援法に
ついて整理する。

6 ホームレス②
（実践編　第2章Ⅸ）

ホームレス状態にある人や社会生活に困難
を抱えている人々に対するソーシャルワー
クの必要性について学ぶ。

キーワード：ホームレス、貧困、ホームレ
ス自立支援法

教科書p.137のホームレスの定
義等を理解した上で、教科書
p.135・136の事例から、ホーム
レス状態にある人のニーズや
社会資源との結びつけについ
て整理する。

7 危機状態にある精神障害
者への支援①

（実践編　第2章XI）

精神科病院への入院形態について理解す
る。

キーワード：精神保健福祉法、任意入院、
医療保護入院、措置入院

教科書p.145「2）　精神保健
福祉法の入院形態」から精神
科病院に入院する際の入院形
態・制度にどのようなものがあ
るのか整理する。

8 危機状態にある精神障害
者への支援②

（実践編　第2章XI）

精神科医療における多種連携と危機介入に
ついてのソーシャルワーク実践について理
解する。

キーワード：危機的状況、危機介入、任意
入院、医療保護入院、措置入院

教科書p.145の用語や精神科病
院に入院する際の入院制度を
理解した上で、教科書p.143・
144の事例から精神科急性期治
療における精神保健福祉士の
役割について整理する。

9 ピアサポート①
（実践編　第2章XII）

自助グループ、ピアサポートについて理解
する。

キーワード：自助グループ（セルフヘル
プ・グループ）、アルコホーリクス・アノニ
マス（AA）、ピアサポートグループ、当事
者運営サービス、プロシューマー（ピアサ
ポーター、ピアスタッフ、ピアスペシャリ
スト等）

教科書p.149～150の用語につ
いて整理する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
10 ピアサポート②

（実践編　第2章XII）
自助グループ、ピアサポート活動の意義お
よび特性、精神保健福祉士のかかわりや役
割について理解する。

キーワード：自助グループ（セルフヘル
プ・グループ）、アルコホーリクス・アノニ
マス（AA）、ピアサポートグループ、当事
者運営サービス、プロシューマー（ピアサ
ポーター、ピアスタッフ、ピアスペシャリ
スト等）、地域移行推進員

教科書p.149～150の用語を理
解した上で、教科書p.143・
145の事例から自助グループお
よびピアサポート活動におけ
る精神保健福祉士の役割につ
いて整理する。

11 サービス評価①
（実践編　第 3 章Ⅴ-1）
［資料］p.185～203

ACTフィデリティ評価マニュアルを例に、
サービス評価の目的と必要性を具体的に理
解する。

キーワード：ACT（包括型地域生活支援）、
回転ドア現象、アウトリーチ、ストレング
ス（視点）、ストレングスモデル

教科書p.174の用語を理解し
た上で、教科書p.172・173の
事例からサービス評価の目的、
種類、流れについて整理する。

12 サービス評価②
（実践編　第3章Ⅴ-1）
［資料］ｐ.185～203

ACTフィデリティ評価マニュアルを例に、
サービス評価の目的と必要性を具体的に理
解する。

キーワード：ACTフィデリティ評価マニュ
アル

教科書巻末の［資料］p.185～
203のACTフィデリティ評価
マニュアルを詳しく読みなが
ら、何がどのように評価され
るのか整理する。

13 地域福祉計画①
（実践編　第3章Ⅴ-2）

「社会福祉基礎構造改革」「地域移行支援」
「地域定着支援」について理解する。

キーワード：社会福祉基礎構造改革、地域
移行支援、地域定着支援

教科書p.178の「社会福祉基
礎構造改革」「地域移行支援」

「地域定着支援」の概要につい
て整理する。

14 地域福祉計画②
（実践編　第3章Ⅴ-2）

市町村における地域福祉計画作成の仕組み
について理解する。

キーワード：社会福祉基礎構造改革

教科書p.178・179の用語を理
解した上で、教科書p.175～
177の事例から当事者参加の地
域福祉計画作成について整理
する。

15 まとめ―実習を体験して
（実践編　第 4章Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ）

精神保健福祉援助実習の体験を踏まえ、精
神保健福祉関係機関・施設の機能と精神
保健福祉士の支援のあり方について理解す
る。

キーワード：生活支援の視点、かかわりの
視点、アセスメントの視点、人と状況の全
体性の視点、自己決定を尊重して促す原則、
権利擁護の視点、人と状況の全体性

教科書p.182の内容をしっかり
おさえてから、精神保健福祉
援助実習における自身の体験
を踏まえ、精神保健福祉関係
機関・施設の機能と精神保健
福祉士の支援のあり方につい
て整理する。
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■レポート課題 �

1 単位め

※スクーリング事前レポート（所定の期日までに提出）
精神保健福祉専門職の援助を必要とする利用者は、その多くが悲しみや不安の中にあると考え
られています。精神保健福祉問題（うつ病、アルコール問題、認知症、自殺等からいずれか一
つ以上を選択）に関してあなたの考えを述べてくだい。
精神保健福祉士として、その課題に対して、今後どのような支援を展開していくのか、社会資
源の活用を考慮しながら論じてください。

2 単位め

※スクーリング事後レポート（スクーリング受講後の所定の期日までに提出）
社会的障壁（バリア）は、時として当事者の生きる気力や主体性を削いでしまいます。どのよ
うなバリアがあるか考え、それらを取り除いていく支援・援助はどのように行われることが求
められているか、精保実習A・Bでの経験や自身の実践事例から述べてください。

■アドバイス �
　　　　　　広義の精神保健福祉の対象を把握し、人間のライフサイクルに避けることのできない

精神保健福祉問題を取り上げています。急激な社会変動（都市化、家庭の変容、地域社
会の変容、情報社会）が人々に与えている影響の視点から述べるとよろしいです。

　　　　　　精神保健福祉士は地域の人や家族の人との関係の温めなおし、条件整備、制度や政策
の転換を図る対応も模索しなければなりません。例え病気や障害を背負うという困難な
状況におかれても、人が人らしく生活をしていくために安全、安心を提供することが重

要です。本人主体、リカバリーなどをキーワードにして考察してください。

■参考図書 �
1 ）久門道利他著『スタートライン社会学』弘文堂、2005年
2 ）マーク・レーガン著、前田ケイ訳『リカバリーへの道』金剛出版、2005年

■レポートの提出方法 �
1 ） 1 単位につき、 1冊のレポート用紙を使用してください。
2） 1 単位のレポート文字数は、2,000字程度ですが、最長4,000字程度まで記入していただいても
結構です。

　・手書き用レポート用紙→ p.16まで使用可。
　・パソコン印字用レポート用紙→左右40字 ×30行 × 2 ～ 4 枚まで可。
3）教員名は記入しないでください。
4）各レポートは所定の提出締切日までに提出してください（『試験・スクーリング情報ブック』
p.45～48または『With』参照）。

■スクーリング受講申込上の注意 �
・この科目はスクーリングの受講が必ず必要になります（仙台でのみ開講）。
・ 1クラス20人以内の少人数で開講します。
・受講料は10,000円となります。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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・受講許可証・納入依頼書は、各判定日以降に発送いたします。
・スクーリング開講日・申込締切日は、『試験・スクーリング情報ブック』p.45～48または『With』
を参照ください。

・申込は、『With』巻末の申込ハガキまたは用紙を郵送してください。希望受講日は必ず第二希望
まで○を付けてください（第一希望と同一は不可）。

・クラス分けは無作為に行いますので、教員の指定はできません。
・申込締切後の、受講日程の変更は受け付けいたしません。必ずしも第一希望での受講ができない
場合があります。ご了承ください。

・公共交通機関の延着を除き、遅刻・欠席は認められません。また、スクーリング終了時間前の退
席は認められません。

■「精保演習C」スクーリング受講条件 �
・実習受講者→ p.172【条件 6】参照
・実習免除者→ p.172【条件 9】参照

■「精保演習C」スクーリング受講・単位認定について �
※平成24年度以降入学の実習履修・免除者すべてに適用
演習のスクーリングにおいては、自己紹介、学生同士の話し合いや発表・ロールプレイング等の実

施を予定しており、積極的な参加が求められます。
「精保演習Ｃ」の受講内容・成績によって次年度実習受講の可否が判定されます。
●単位認定

1 単位めレポート＋「精保演習Ｃ」スクーリング（スクーリング試験は実施しません）＋ 2 単位め
レポート等で総合的に単位認定いたします（「■科目の評価基準」参照）。

2 単位めレポートが再提出の場合は、再提出評価となったレポート到着後、指示された期日までに
再提出を行わないとスクーリングの受講は無効になります。
この科目の最終スクーリング結果通知は、 2単位めレポートの提出締め切り後に郵送で行います。
スクーリングを欠席・不合格の場合、 1 単位め合格済みレポートについても無効となります。次回

以降の「精保演習Ｃ」を申込む際、所定の期日までに再度「精保演習Ｃ」の 1 単位めレポート提出お
よび申込みを行ってください。

■帰校指導の実施について �
「精保実習指導B － 2」受講時に、「精保実習B」の実習内容について振返りを行う「精保実習B帰
校指導」を実施します。

■科目の評価基準 �
『精神保健福祉援助実習B課題ノート』（20％）＋選考試験（面接）（20％）+ 演習内容（50％）+ 演習
レポート（10％）
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※評価は総合的に行い、グループワークにおける協力や演習への積極的参加を求める。なお評価基準
については、実習教育プログラムの質的向上を目的に適宜見直しを図り改定していく。
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精神保健福祉援助実習指導Ａ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

1単位 SR（演習） 3年以上

科目コード CX4188 担 当 教 員 阿部 正孝／志村 祐子／
大和田 誠子／八巻 幹夫ほか

注意事項
※平成24年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成23年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は履修することはできません。

※「精保実習指導Ａ」のスクーリングを欠席した場合、「精神保健福祉援助実習Ａ」は受講できなくな
ります。

※実習履修者のスクーリングは「精保演習B」との組み合わせによる同時受講が必須です。
※今後の実習受入状況などにより、ここに記載の内容を変更する場合があります。詳しくは『With』
等でご案内します。

※実習免除者は受講不要です。
※本科目の開講形態は本冊子 p.223「精神保健福祉援助演習B」の「演習・実習指導のコマ数と組み合
わせ開講の流れ」を参照ください。

■科目の内容 �
精神保健福祉士として必要な具体的かつ実践的な専門技術等の習得を図ることを目的とします。ま

た、併せて精神保健福祉援助実習の意義について理解をするとともに、地域精神保健福祉活動におけ
る実習分野（利用者理解を含む）と精神科医療機関に関する基本的な知識を理解することを目的とし
ます。
福祉施設実習に向け、これまでの学びを体系的に整理し、自分の課題を明確にできるよう、事前学

習にしっかりと取り組んでからスクーリングに臨んでください。

■到達目標 �
①精保実習Ａ受講前

1 ）実習の意義が説明できる。
2）個人の実習課題を明確にして説明できる。
3）実習計画（案）が立てられる。
4）精神保健福祉士の倫理綱領が理解でき、実践していくことができる。
5）考察の仕方を理解し、客観的な記録が書ける。

②精保実習Ａ受講後
1 ）地域において精神障害者の置かれている現状の理解、精神保健医療福祉の現状の理解を実習の
振り返りの中で確認し説明することができる。

2）地域における各種の機関の役割が説明できる。
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3 ）様々な制度と実際の運用についての説明できる。
4）自己覚知ができる。

■教科書 �
1 ）新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 8 　精
神保健福祉援助実習指導・現場実習』へるす出版、2013年

2 ）『精神保健福祉援助実習A課題ノート』
3）その他、補助教材（必要に応じ適宜配付）
※ 2） 3）は「精保実習指導Ａ」受講対象者ならびに「精保演習B」（実習免除者）に別途配付。

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 精神保健福祉援助

実習の意義と特徴
（基礎編　第 1章Ⅰ
～Ⅴ）

実習の意義とねらいについて理解する。実
習の意義や養成校としての大学と実習機関
との役割分担について理解する。

キーワード：職業倫理、守秘義務、地域生
活支援、権利擁護、チームアプローチ、ア
ウトリーチ、ネットワーキング

教科書p. 7 の “「精神保健福祉援助
実習指導」のねらいと含まれるべき
事項 ”を読み「実習指導のねらい」
について理解する。

2 実習の学習内容と
基本的な流れ

（基礎編　第 2 章
Ⅰ・Ⅱ）

実習における学習内容と実習の基本的な流
れについて理解する。

キーワード：生活の質（QOL）、人と状況
の全体性、生活者支援の視点

実習現場において学ぶ、クライエン
ト、施設・機関、生活問題、支援の
過程についての知識と経験について
理解する。

3 実習の準備と事前
学習

（基礎編　第 3 章
Ⅰ・Ⅱ）

実習の事前準備としてどのようなことが求
められるのかを理解する。

キーワード：地域移行支援、措置入院、医
療保護入院、チーム医療

「精保実習Ａ」の事前準備につい
ては本学独自に『精保実習A課題
ノート』の所定の範囲の学習、なら
びに『実習計画（案）』の作成等が
課せられている。一般的な実習の事
前準備と流れについては教科書から
理解しておく。

4 事前学習の意義と
目的・内容・方法

（基礎編　第3章Ⅲ
～Ⅴ）

実習事前学習の意義と目的・内容・方法に
ついて理解する。

キーワード：生活のしづらさ、社会的入院、
言語化と応答性、父性的保護主義（パター
ナリズム）、リカバリー、クライエントの自
己決定の原理、自己覚知、倫理綱領、地域
移行支援、地域定着支援、守秘義務

各キーワードについて説明できるよ
うにする。実習において求められる
スキル（言語化、記録、コミュニケー
ション、実習生としての立場の理解・
自覚）について認識を深める。教科
書p.59の「日本精神保健福祉士協会
倫理綱領（称）」についても内容を
理解する。

5 実習の具体的展開
（基礎編　第 4 章
Ⅰ）

実習の具体的展開について理解する。

キーワード：事前オリエンテーション、陪
席、実習スーパービジョン

教科書p.70の「 2）配属実習におけ
る具体的行動」について内容を理解
する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
6 実習指導者・実習

担当教員の役割
（基礎編　第 4 章
Ⅱ・Ⅲ）

実習指導者・実習担当教員の役割について
理解する。

キーワード：実習指導者：実習プログラム
の作成、実習担当教員：実習指導者との協
議

教科書p.71～76から実習における実
習指導者および実習担当教員の役割
を理解する。

7 実習の留意事項・
学習過程

（基礎編　第 4 章
Ⅳ～Ⅴ）

実習の留意事項・学習過程について理解す
る。

キーワード：社会常識とコミュニケーショ
ン、自己点検、四者関係

教科書p.77「1　実習生が守るべき心
得」、p.78「2　実習指導者が留意す
べき事項」、p.80「実習担当教員が留
意すべき事項」、p.82「1 実習生の準
備状況」について理解する。

8 巡回指導教員によ
るスーパービジョ
ン、実習記録の指
導、実習スーパー
ビジョン
（基礎編　第 4 章
Ⅵ～Ⅷ）

巡回指導教員によるスーパービジョン、実
習記録の指導、実習スーパービジョンにつ
いて理解する。

キーワード：巡回指導、自己覚知、スーパー
ビジョン

本学での実習では、社会福祉施設実
習、医療機関実習合わせて実習期間
中に2回の巡回指導と2回の帰校指
導が実施される。教科書p.85～95を
読み、実習中に係る指導者の指導が
どのような内容・目的で行われるの
か理解する。

9 実習事後学習の具
体的展開と実習評
価の意味と方法

（基礎編　第5章）

実習事後学習の具体的展開と実習評価の意
味と方法について理解する。

キーワード：自己評価

教科書p.98の「●図5-1　実習事後
学習の具体的な展開」について理解
する。

10 実習評価の意義と
目的および内容と
方法

（基礎編　第 6 章
Ⅰ・Ⅱ）

実習評価の意義と目的および内容と方法に
ついて理解する。

キーワード：評価

教科書p.112～114の評価内容につい
て理解する。

11 実習の各過程にお
ける評価ならびに
実習評価について

（基礎編　第6章Ⅲ
～Ⅴ）

実習の各過程における評価ならびに実習評
価について理解する。

キーワード：事前評価

教科書p.116～118の実習に係る各立
場における評価について理解する。
本学で実際に使用している『評価
表』と内容は異なるが、参考として
教科書p.120～124の評価表等から何
について評価されるのか内容を確認
しておくこと。

12 実習施設・機関の
目的・機能と役割

（実践編　第7章）

実習施設・機関の目的・機能と役割につい
て理解する。

キーワード：就労移行支援事業所、就労継
続支援事業所（Ａ型・Ｂ型）

教科書p.127～138のうち、特に「精
神保健福祉援助実習Ａ」の実習先機
関である福祉施設（障害福祉サービ
ス事業所）についてはしっかりおさ
えておくこと。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
13 主な実習経験と課

題①
（実践編　第 8 章
Ⅲ）

クライエントやその関係者（家族・親族・
友人等）との基本的コミュニケーション、
ニーズ把握・支援計画の作成、支援関係の
形成、権利擁護について理解する。

キーワード：リカバリー、ストレングス概
念、アセスメント、プランニング、利用者
主体、対等性、透明性の確保、インフォー
ムドコンセント、インフォームドチョイス、
傾聴、リフレーミング技法、社会的孤立

教科書p.151～162の内容をしっかり
おさえる。教科書p.155～の事例か
ら具体的なアセスメントとプランニ
ングの展開についてイメージできる
ようにしておくこと。

14 主な実習経験と課
題②

（実践編　第 8 章
Ⅳ～Ⅶ）

精神医療福祉における多職種連携とチーム
アプローチ、精神保健福祉士としての職業
倫理と法的義務、アウトリーチと地域ネッ
トワークについて理解する。

キーワード：多職種連携、チームアプロー
チ、カンファレンス、ケア会議、連携調
整機能、職業倫理、倫理綱領、秘密保持、
ケアマネジメント、包括型地域生活支援

（ACT）、権利擁護者、秘匿権、チームケア、
ピアサポーター、アウトリーチ（訪問）、社
会資源

教科書p.178・179の用語を理解した
上で、教科書p.175～177の事例から
当事者参加の地域福祉計画作成につ
いて整理する。各キーワードについ
てはひと通り説明できるようにして
おくこと。

15 実習指導計画モデ
ル

（実践編　第9章）

障害福祉サービス事業所における実習計画
について理解する。

キーワード：実習指導計画

教科書p.183～189の内容をしっかり
おさえる。なお本学では保健所に
おける実習は当面実施されない。実
習プログラム例から実習の展開をイ
メージできるようにしておく、また
巻末の［資料1］精神保健福祉法に
ついてもひと通り目を通しておくこ
と。実習の事前課題である「実習計
画（案）」の作成については、他の
文献も各自で探し参考にすること。
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■レポート課題 �

課題1

「精保実習指導Ａ－1」スクーリング受講前の課題
①「精保実習Ａ計画（案）」を鉛筆書きで作成し、所定の提出締切日までに郵送してください
（提出締切日は『試験・スクーリング　情報ブック』p.45～48または『With』を参照ください）。
（提出方法）
・初回提出は様式 4－1を使用し、2回目添削の際は様式 4－2を使用、様式 4－3に修正し

た計画案を当日のスクーリングに持参すること。2回目以降の添削が不要となった場合、特
に修正の指示がなければ、様式 4－ 2・ 4－ 3に改めて転記する必要はない（様式 4－ 4
は予備として使用）。

・送付の際は封筒表に「精保実習Ａ計画（案）在中」と明記する。
・宛名を明記した返信用封筒（Ａ4用紙が三つ折で入るサイズ）を同封する（定形なら92円切

手貼付）。
・提出の際にはその都度、コピーをとって保管しておくこと。
②『精神保健福祉援助実習Ａ課題ノート』の「事前訪問までの準備」までを福祉施設実習に
対応させた内容ですべて完成（「事前訪問学習の主な課題」の部分は記入できる範囲で記入）
させ、スクーリング時に持参し提出する。

課題2

「精保実習指導Ａ－1」スクーリング受講後の課題
①実習先に事前訪問を行い実習指導者より「精保実習Ａ計画（案）」の内容について確認を得
た後、「精保実習Ａ計画書（清書用）」を完成させコピー2部を大学宛に提出する。

②実習先への事前訪問後、『精神保健福祉援助実習Ａ課題ノート』の「事前訪問学習の主な課
題」の部分を完成させる。

③実習先への依頼状＝個々人で実習生として指導していただくことへの感謝とお願いの気持ち
を込めて実習開始1カ月前頃に実習先へ依頼状（封書）を出す。

課題3

「精保実習指導Ａ－2」スクーリング受講前の課題
事後学習は援助実習での自己の振り返りを行い、自己評価とあらたな課題設定に向けて、一定
の整理を行うものです。下記に沿い課題にあたってください。
①実習終了後、速やかに実習先へ御礼状（封書）を出す。
②「精保実習Ａ事後レポート」：4,000字程度を作成し、所定の提出締切日までに提出してくだ
さい（提出締切日は『試験・スクーリング　情報ブック』p.45～48または『With』を参照く
ださい）。レポートにまとめる内容は下記1～ 4）のとおり。

　　1）実習を終えての全体的感想
　　 2）実習前と実習後の精神保健福祉現場についての印象の変化
　　 3）設定した課題の評価や自分のあらたな課題
　　 4）実習を通して知りえた自分自身の評価も含めながら現場実習の成果と評価
実習で学んだことを分析・考察する内容であることが望ましく、単なる感想のみにならないよ
うに留意すること。
※『実習記録』は、実習終了時に実習先に提出し、実習先から「実習生出勤簿」「実習評価表」
と一緒に大学へ返送される。「精保実習Ａ事後レポート」作成のため、実習先に提出する前
に自分用の『実習記録』のコピーをとっておくこと。

※通常のレポート様式で提出する。手書き用・パソコン用どちらでも可。
③『精神保健福祉援助実習Ａ課題ノート』のすべての課題を完成させる。

■アドバイス �
　　　　　　『精神保健福祉援助実習Ａ課題ノート』に示す事前学習課題は、実習生として少なくと

も踏まえておかなければならないものです。「事前訪問までの準備」の部分は、各自で文
献等により調べ、施設機関等の依拠する法律、施設機関の組織や機能、社会資源の関連

法規等について学び、事前指導スクーリングまでに整理してください。十分な準備によってまとめら
れた資料は、必ず実習期間中に役立つものとなります。

課題12
アドバイス
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それぞれの関心領域に基づき積極的に学ぼうとする姿勢が実習には重要です。「実習計画（案）」の
作成は学び方を客観的にまとめる作業ですので、何を学びたいのか、そのためにどう取り組みたいの
かという視点で立案してください。その際、実習指導者が決まっている場合、指導者と相談しながら
計画を練ることもとても有効です。
実習の受入機関は多忙な業務を割いて指導してくださることを忘れないでください。それに応えら

れるだけの成果を得るような事前の準備を心がけてください。

　　　　　　実習後、事後指導スクーリング前の課題は、実習体験やご自身の専門職としての適性
を含めた十分な振り返りを行い、レポートにまとめてください。特に、専門職としての
適性については慎重にご自身を見つめ直してください。実習の目標課題の達成度を含め、

実習で得た内容を、自分の実習計画に即しながらまとめてください。

■参考図書 �
1 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 8　精神保健福祉援助演習（基
礎・専門）』中央法規出版、2012年

2 ）福祉臨床シリーズ編集委員会編『精神保健福祉士シリーズ10　精神保健福祉援助演習（基礎）』
弘文堂、2012年

■受講条件 �
p.172【条件 2】参照。

■科目の評価基準 �
『精神保健福祉援助実習A課題ノート』（10％）＋精保実習A評価表（10％）＋精保実習A記録

（20％）+演習内容（40％）+実習事後課題レポート（10％）＋帰校指導内容（10％）
※評価は総合的に行い、グループワークにおける協力や演習への積極的参加を求める。なお評価基準
については、実習教育プログラムの質的向上を目的に適宜見直しを図り改定していく。

課題3
アドバイス
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精神保健福祉援助実習Ａ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

2単位 実習 3年以上

科目コード CX4908 担 当 教 員 阿部 正孝／志村 祐子／
大和田 誠子／八巻 幹夫ほか

注意事項
※平成24年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成23年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は履修することはできません。

※今後の実習受け入れ状況などにより、ここに記載の内容を変更する場合があります。詳しくは
『With』等でご案内します。
※実習免除者は受講不要です。

■実習の内容 �
精神障害者の社会復帰・生活支援を目的とした福祉施設等における精神保健福祉援助実習を通して、

実習先機関の実情に応じて下記の内容に関する知識と技術を体得します。
①利用者やその関係者、施設・機関・事業者・団体住民やボランティア等との基本的なコミュニケー
ションや人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成。

②利用者理解とその需要の把握および支援計画の作成。
③利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との支援関係の形成。
④利用者やその関係者（家族・親族・友人等）への権利擁護および支援（エンパワーメントを含む）
とその評価。

⑤精神医療・保健・福祉に係る多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際。
⑥精神保健福祉士としての職業倫理と法的義務への理解。
⑦施設・機関・事業者・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の一員としての役割と
責任への理解。

⑧施設・機関・事業者・団体等の経営やサービスの管理運営の実際。
⑨当該実習先が地域社会の中の施設・機関・事業者・団体等であることへの理解と具体的な地域社会へ
の働きかけとしてのアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関する理解。

■科目の内容 �
本科目は、精神保健福祉士資格取得のために規定された実習のうち、福祉施設実習（15日間以上か

つ120時間以上）にあたります。
実習を通し、皆さん自身が、専門職である援助者として、ふさわしい自分であるかどうかを見つめ

ていただくことが重要となります。そのための事前学習がかなり大切となります。大学から与えられ
た課題のみではなく、ボランティア活動や業務実績を通して得た課題をさらに深め、確認していける
よう、皆さん自身が、積極的に学ばれることが必要です。実習を通し、精神保健福祉士としての価値
や倫理、技術を十分にご自分のものとしていくことが望まれます。
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■到達目標 �
福祉施設における援助実習を通じて下記 1）～ 9）について理解できるようになる。
1）利用者やその関係者、施設・機関・事業者・団体住民やボランティア等との基本的なコミュニ
ケーションや人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成。

2）利用者理解とその需要の把握及び支援計画の作成。
3）利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との支援関係の形成。
4）利用者やその関係者（家族・親族・友人等）への権利擁護及び支援（エンパワーメントを含む）
とその評価。

5）精神医療・保健・福祉に係る多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際。
6）精神保健福祉士としての職業倫理と法的義務への理解。
7）施設・機関・事業者・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の一員としての役
割と責任への理解。

8）施設・機関・事業者・団体等の経営やサービスの管理運営の実際。
9）当該実習先が地域社会の中の施設・機関・事業者・団体等であることへの理解と具体的な地域
社会への働きかけとしてのアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関
する理解。

■教科書 �
1 ）新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 8 　精
神保健福祉援助実習指導・現場実習』へるす出版、2013年

2 ）『精神保健福祉援助実習Ａ・B課題ノート』東北福祉大学（演習B・Ｃ履修者に配付）
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■実習期間 �
3 年次の10月 1 日～ 2月15日　15日間かつ120時間
原則 2 カ月の期間内に 7 日間と 8 日間の分割実習が可能。 2 カ所（異なる実習先）での実習は原則

認められません。また下記の例のとおり実習は実習先の休業日に従い原則連続を基本とします（分割
による実習の場合も同様です）。
（例 1）土日が休みの実習（週 5日の 3週間）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

（例 2）土日が休みの実習（ 7日＋ 8日の 2分割）
10月　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　11月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

月 火 水 木 金 月 火 月 火 水 木 金 月 火 水
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注意事項
実習中は慣れない環境で緊張が続き、毎日の実習記録の作成に多くの時間がとられる等、精神的、

体力的消耗が激しくなることが予想されます。実習中、体調を崩したり、疲れによる居眠りから、低
い実習評価となったり、実習中断となったケースがこれまでにもあります。仕事をお持ちの方は実習
期間中の休暇取得、家事や育児に従事している方は家族からの協力体制を確保するなど、集中して実
習に臨めるよう調整を図ってください。実習期間中の科目修了試験、スクーリングの受講について禁
止はしませんが、なるべく受講せず休養に努めることを強く推奨します。

■学習を進めるにあたっての注意事項 �
実習受講にあたり、「精保演習Ａ」受講時に「精保実習Ａ」受講希望者を対象に「精保実習Ａ選考試

験」、精保実習Ａ事後指導（「精保演習B－ 2」「精保実習指導Ａ－ 2」「帰校指導」）受講時に「精保実
習B」受講希望者を対象に「精保実習B選考試験」をそれぞれ実施します。実習受講には選考試験に
合格する必要があります。
また p.170～173「■受講の流れ」にある各条件を満たすためには、年間のスクーリング開講予定や科

目修了試験の開催日程、自身の学習時間の確保を含む「学習計画」が必須となります。各条件を満た
すために指定科目のレポートを「いつまでに作成するか」等、計画的に学習を進めてください。
■実習A申込について �
「精保実習A希望届」に基づき実習受入依頼調整を行います。 1 年次・ 2 年次編入学者や 3 年次編
入者で入学後 2 年目以降に実習受講を希望する方は、本冊子巻末の「精保実習Ａ希望届」または「精
保演習Ａ」受講時に配付する様式にて、「精保実習Ａ」（福祉施設実習）の受講申込を行ってください。
実習希望先は、第 1 ～ 3 希望まで記入してください。実習希望先については本学ホームページに掲載
されている「実習契約先一覧」、または自宅から無理なく通える範囲にある施設を次項の「実習先種別
一覧」を参考に記入してください（「実習契約先一覧」一覧にない場合でも、依頼に際して新たに契約
を結ぶことも可能です）。
実習先には指導者として精神保健福祉士が確保されている必要があります（確認は依頼の際に大学

で行いますので希望申込の時点で学生が直接確認する必要はありません）。
なお実習は基本的に大学で実習先を指定する「配属実習」となります。必ずしも希望通りに依頼さ

れない場合があることを予めご了承ください。

■実習先施設 �
「精保実習Ａ」（福祉施設実習）はⅠ欄から、「精保実習B」（医療機関実習）はⅡ欄が実習先対象種別
となります。次表以外にも法令で認められた施設であれば実習が可能な施設種別もあります。
平成27年 4 月以降は、実習先の実習指導者が「精神保健福祉士の資格取得後 3 年以上相談援助業務

に従事した経験のある者で、かつ実習指導者講習会を修了した者」という要件が課されます。
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Ⅰ：精保実
習Ａ（福祉
施設実習）
実習先対象
施設

行政関係機関・施設 市町村保健センター※
市区町村（精神障害者に対してサービスを提供する部署に限る）
精神保健福祉センター

法務省設置法及び
更生保護法

保護観察所・更生保護施設（精神保健・医療又は精神障害者の
福祉に関する相談援助業務を行うものに限る）

障害者関係施
設（障害者総
合支援法）

障害福祉サービス事
業を行う施設（いず
れも精神障害者に対
してサービスを提供
するものに限る）

生活介護を行う施設
自立訓練を行う施設（機能訓練，生活訓練）
就労継続支援を行う施設（認定就労移行支援を含む）
就労継続支援を行う施設（Ａ型、B型）
共同生活援助を行う施設
共同生活介護を行う施設
短期入所を行う施設
重度障害者等包括支援

相談支援事業を行う施設（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
地域活動支援センター（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
障害者支援施設（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
児童デイサービス事業（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
地域生活支援事業 精神障害者地域移行・地域定着支援事業（旧・精神障害者退院

促進支援事業を含む）実施施設
生活保護法 救護施設（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）

更生施設（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
社会福祉法 福祉事務所（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
障害者の雇用
の促進等に関
する法律

広域障害者職業センター（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
地域障害者職業センター（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
障害者就業・生活支援センター（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）

ホームレス自立支援事業を実施する施設（精神障害者に対してサービスを提供するものに限る）
Ⅱ：精保実
習B（医療
機関実習）
実習先対象
施設

医療関係施設 精神科病院
病院・診療所（精神病床を有するもの又は精神科若しくは心療内科を広告しているもの
に限る）

※「市町村保健センター」は本学独自の養成規定において、実習先対象種別の対象外としています。

■実習費 �
「精保実習Ａ」（福祉施設実習）　85,000円
実習費は所定の時期に一括請求されます。

「精保実習Ａ」（福祉施設実習）のみ 2カ月の間で 7日間と 8日間の 2分割の実習が認められています。

■参考図書 �
1 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 8　精神保健福祉援助演習（基
礎・専門）』中央法規出版、2012年

2 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 9 　精神保健福祉援助実習指
導・実習』中央法規出版、2012年
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■「麻疹（はしか）」「インフルエンザ」などの感染症対策 �
「麻疹（はしか）」にかかったことがなく、「麻疹（はしか）」の予防接種を受けていない方（母子手
帳に記載されています）は、医療機関にて「抗体検査」を受けていただく必要があります。また、「イ
ンフルエンザ」の対策についても、『レポート課題集D（特別支援編）』p.126～127に記載の事項を読
んで、念入りに行うようにしてください。
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精神保健福祉援助実習指導B 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

1単位 SR（演習） 4年

科目コード CX5189 担 当 教 員 阿部 正孝／志村 祐子／
大和田 誠子／八巻 幹夫ほか

注意事項
※平成24年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成23年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は履修することはできません。

※「精保実習指導B」のスクーリングを欠席された場合、「精神保健福祉援助実習B」は受講できなく
なります。

※実習履修者のスクーリングは「精保演習C」との組み合わせによる同時受講が必須です。
※今後の実習受け入れ状況などにより、ここに記載の内容を変更する場合があります。詳しくは
『With』等でご案内します。
※実習免除者は受講不要です。
※本科目の開講形態は本冊子 p.230「精神保健福祉援助演習Ｃ」の「演習・実習指導のコマ数と組み合
わせ開講の流れ」を参照ください。

■科目の内容 �
精神保健福祉士として必要な具体的かつ実践的な専門技術等の習得を図ることを目的とします。ま

た、併せて精神保健福祉援助実習の意義について理解をするとともに、地域精神保健福祉活動におけ
る実習分野（利用者理解を含む）と精神科医療機関に関する基本的な知識を理解することを目的とし
ます。
精神科医療機関実習に向け、これまでの学びを体系的に整理し、自分の課題を明確にできるよう、

事前学習にしっかりと取り組んでからスクーリングに臨んでください。

■到達目標 �
①精保実習Ｂ受講前

1 ）病院ワーカーの役割について説明できる。
2）実習先を理解して説明できる。
3）対象となる利用者の病気を理解して説明できる。
4）実習計画（案）が立てられる。

②精保実習Ｂ受講後
1 ）精神保健福祉士の役割について説明できる。
2）精神保健福祉士に求められているもの、必要とされているものについて整理して他者へ伝える
ことができる。

3）自己の特性についての自己覚知ができる。
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■教科書 �
1 ）新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 8 　精
神保健福祉援助実習指導・現場実習』へるす出版、2013年

2 ）『精神保健福祉援助実習B課題ノート』
3）その他、補助教材（必要に応じ適宜配付）
※ 2） 3）は「精保実習指導B」受講対象者ならびに「精保演習Ｃ」（実習免除者）に別途配付。

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
1 精神保健福祉援助実習

の意義と特徴
（基礎編　第1章Ⅰ～Ⅴ）

「精保実習Ａ」での体験を踏まえ、改め
て実習の意義とねらいについて理解す
る。実習の意義や養成校としての大学と
実習機関との役割分担について理解す
る。

キーワード：職業倫理、守秘義務、地域
生活支援、権利擁護、チームアプローチ、
アウトリーチ、ネットワーキング

教科書p. 7の “「精神保健福祉援
助実習指導」のねらいと含まれる
べき事項 ”を読み「実習指導のね
らい」について理解する。

2 実習の学習内容と基本的
な流れ

（基礎編　第2章Ⅰ・Ⅱ）

「精保実習Ａ」での体験・学びを踏まえ、
医療機関実習における学習内容と実習
の基本的な流れについて理解する。

キーワード：生活の質（QOL）、人と状
況の全体性、生活者支援の視点

実習現場において学ぶ、クライエ
ント、施設・機関、生活問題、支
援の過程についての知識と経験に
ついて理解する。

3 実習の準備と事前学習
（基礎編　第3章Ⅰ・Ⅱ）

「精保実習Ａ」での体験を踏まえ、医療
機関実習の事前準備としてどのようなこ
とが求められるのかを理解する。

キーワード：地域移行支援、措置入院、
医療保護入院、チーム医療

「精保実習Ｂ」の事前準備につい
ては本学独自に『精保実習Ｂ課題
ノート』の所定の範囲の学習、な
らびに『実習計画（案）』の作成
等が課せられている。一般的な実
習の事前準備と流れについては教
科書から理解しておく。

4 事前学習の意義と目的・
内容・方法

（基礎編　第3章Ⅲ～Ⅴ）

特に医療機関における実習を想定し、事
前学習の意義と目的・内容・方法につい
て理解する。

キーワード：生活のしづらさ、社会的入
院、言語化と応答性、父性的保護主義

（パターナリズム）、リカバリー、クライ
エントの自己決定の原理、自己覚知、倫
理綱領、地域移行支援、地域定着支援、
守秘義務

「精保実習Ａ」の成果を踏まえ、
実習において求められるスキル

（言語化、記録、コミュニケーショ
ン、実習生としての立場の理解・
自覚）について改めて認識を深め
る。教科書p.59の「日本精神保
健福祉士協会倫理綱領（称）」に
ついても再度内容を理解する。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
5 実習の具体的展開

（基礎編　第 4章Ⅰ）
「精保実習Ａ」での体験を踏まえ、実習
の具体的展開について理解する。

キーワード：事前オリエンテーション、
陪席、実習スーパービジョン

「精保実習Ａ」での経験を踏まえ
ながら、教科書p.70の「2）配属
実習における具体的行動」につい
て内容を理解する。

6 実習指導者・実習担当教
員の役割

（基礎編　第 4章Ⅱ・Ⅲ）

「精保実習Ａ」の内容を振り返りながら、
実習指導者・実習担当教員の役割につ
いて改めて理解する。

キーワード：実習指導者：実習プログラ
ムの作成、実習担当教員：実習指導者
との協議

「精保実習Ａ」での経験を踏まえ
ながら、教科書p.71～76から実習
における実習指導者および実習担
当教員の役割を理解する。

7 実習の留意事項・学習過
程

（基礎編　第 4章Ⅳ～Ⅴ）

「精保実習Ａ」での経験を踏まえながら、
実習の留意事項・学習過程について改
めて理解を深める。

キーワード：社会常識とコミュニケー
ション、自己点検、四者関係

「精保実習Ａ」での経験を踏まえ
ながら、教科書p.77「1　実習生が
守るべき心得」、p.78「2　実習指
導者が留意すべき事項」、p.80「実
習担当教員が留意すべき事項」、
p.82「1　実習生の準備状況」につ
いて理解する。

8 巡回指導教員によるスー
パービジョン、実習記録
の指導、実習スーパービ
ジョン

（基礎編　第 4 章Ⅵ～
Ⅷ）

「精保実習Ａ」での経験を踏まえながら、
巡回指導教員によるスーパービジョン、
実習記録の指導、実習スーパービジョン
について理解する。

キーワード：巡回指導、自己覚知、スー
パービジョン

「精保実習Ａ」での経験を踏まえ
ながら、教科書p.85～95を読み、
実習中に係る指導者の指導がどの
ような内容・目的で行われるのか
理解する。

9 実習事後学習の具体的展
開と実習評価の意味と方
法

（基礎編　第5章）

「精保実習Ａ」での経験を踏まえながら、
実習事後学習の具体的展開と実習評価
の意味と方法について理解する。

キーワード：自己評価

「精保実習Ａ」での経験を踏まえ
ながら、教科書p.98の「●図5-1 
実習事後学習の具体的な展開」に
ついて改めて理解する。

10 実習評価の意義と目的お
よび内容と方法

（基礎編　第6章Ⅰ・Ⅱ）

「精保実習Ａ」での経験を踏まえながら、
実習評価の意義と目的および内容と方法
について理解する。

キーワード：評価

「精保実習Ａ」での経験を踏まえ
ながら、教科書p.112～114の評価
内容について改めて理解する。

11 実習の各過程における評
価ならびに実習評価につ
いて

（基礎編　第6章Ⅲ～Ⅴ）

「精保実習Ａ」での評価を踏まえ、実習
の各過程における評価ならびに実習評
価について理解する。

キーワード：事前評価

教科書p.116～118の実習に係る各
立場における評価について理解
する。本学で実際に使用している

『評価表』と内容は異なるが、参
考として教科書p.120～124の評
価表等から何について評価される
のか内容を改めて確認しておくこ
と。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント
12 実習施設・機関の目的・

機能と役割
（実践編　第7章）

実習施設・機関の目的・機能と役割につ
いて理解する。

キーワード：精神科病院、精神科診療
所

教科書p.127～138のうち、特に
「精神保健福祉援助実習Ｂ」の実
習先機関である医療機関（精神
科病院・精神科を標榜している病
院・診療所）についてしっかりお
さえておくこと。

13 主な実習経験と課題①
（実践編　第8章Ⅰ・Ⅱ）

入院時または急性期、退院時または地
域移行・地域支援に向けた患者および
家族への相談援助について理解する。

キーワード：精神保健福祉法、守秘義
務、ソーシャルサポート・ネットワーク、
チーム医療

教科書p.139～151の内容をしっか
りおさえる。入院から地域移行・
地域支援までの一連の流れの中
での相談援助のあり方について理
解を深めること。

14 主な実習経験と課題②
（実践編　第8章Ⅳ～Ⅶ）

「精保実習Ａ」での経験を踏まえながら、
改めて精神医療福祉における多職種連
携とチームアプローチ、精神保健福祉
士としての職業倫理と法的義務、アウト
リーチと地域ネットワークについて理解
する。

キーワード：多職種連携、チームアプ
ローチ、カンファレンス、ケア会議、連
携調整機能、職業倫理、倫理綱領、秘
密保持、ケアマネジメント、包括型地域
生活支援（ＡＣＴ）、権利擁護者、秘匿
権、チームケア、ピアサポーター、アウ
トリーチ（訪問）、社会資源

教科書p.178・179の用語を理解し
た上で、教科書p.175～177の事例
から当事者参加の地域福祉計画
作成について改めて整理する。

15 実習指導計画モデル
（実践編　第9章）

精神科医療機関における実習計画につ
いて理解する。

キーワード：生活のしづらさ、チーム医
療、精神保健指定医、強制入院、退院
制限、隔離、身体抑制、行動制限、自己
覚知

教科書p.177～182の内容をしっか
りおさえる。なお本学では保健所
における実習は当面実施されな
い。教科書p.181・182の「実習プ
ログラム例」を参照に医療機関に
おける実習の展開をイメージでき
るようにしておくこと。
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■レポート課題 �

課題1

「精保実習指導B－1」スクーリング受講前の課題
①「精保実習B計画（案）」を鉛筆書きで作成し、所定の提出締切日までに郵送してください
（提出締切は『試験・スクーリング　情報ブック』p.45～48または『With』を参照ください）。
（提出方法）
・初回提出は様式 5－1を使用し、2回目添削の際は様式 5－2を使用、様式 5－3に修正し

た計画案を当日のスクーリングに持参すること。2回目以降の添削が不要となった場合、特
に修正の指示がなければ、様式 5－ 2・5－ 3に改めて転記する必要はない（様式5－4は
予備として使用）。

・送付の際は封筒表に「精保実習Ｂ計画（案）在中」と明記する。
・宛名を明記した返信用封筒（Ａ4用紙が三つ折で入るサイズ）を同封する（定形なら92円切

手貼付）。
・提出の際にはその都度、コピーをとって保管しておくこと。
②『精神保健福祉援助実習B課題ノート』の「事前訪問までの準備」までを医療機関実習に
対応させた内容ですべて完成（「事前訪問学習の主な課題」の部分は記入できる範囲で記入）
させ、スクーリング時に持参し提出する。

課題2

「精保実習指導B－1」スクーリング受講後の課題
①実習先に事前訪問を行い実習指導者より「精保実習B計画（案）」の内容について確認を得
た後、「精保実習B計画書（清書用）」を完成させコピー2部を大学宛に提出する。

②実習先への事前訪問後、『精神保健福祉援助実習B課題ノート』の「事前訪問学習の主な課
題」の部分を完成させる。

③実習先への依頼状＝個々人で実習生として指導していただくことへの感謝とお願いの気持ち
を込めて実習先へ実習開始1カ月前頃に依頼状（封書）を出す。

課題3

「精保実習指導B－2」スクーリング受講前の課題
事後学習は援助実習での自己の振り返りを行い、自己評価とあらたな課題設定に向けて、一定
の整理を行うものです。下記に沿い課題にあたってください。
①実習終了後、速やかに実習先へ御礼状（封書）を出す。
②「精保実習B事後レポート」：4,000字程度を作成し、所定の提出締切日までに提出してくだ
さい（提出締切日は『試験・スクーリング　情報ブック』p.45～48または『With』を参照く
ださい）。レポートにまとめる内容は下記1）～ 4）のとおり。

　　1）実習を終えての全体的感想
　　 2）実習前と実習後の精神保健福祉現場についての印象の変化
　　 3）設定した課題の評価や自分のあらたな課題
　　 4）実習を通して知りえた自分自身の評価も含めながら現場実習の成果と評価
実習で学んだことを分析・考察する内容であることが望ましく、単なる感想のみにならないよ
うに留意すること。
※『実習記録』は、実習終了時に実習先に提出し、実習先から「実習生出勤簿」「実習評価表」
と一緒に大学へ返送される。「精保実習B事後レポート」作成のため、実習先に提出する前
に自分用の『実習記録』のコピーをとっておくこと。

※通常のレポート様式で提出する。手書き用・パソコン用どちらでも可。
③『精神保健福祉援助実習B課題ノート』のすべての課題を完成させる。

■アドバイス �
　　　　　　『精神保健福祉援助実習B課題ノート』に示す事前学習課題は、実習生として少なく

とも踏まえておかなければならないものです。「事前訪問までの準備」の部分は、各自で
文献等により調べ、施設機関等の依拠する法律、施設機関の組織や機能、社会資源の関

連法規等について学び、事前指導スクーリングまでに整理してください。十分な準備によってまとめ
られた資料は、必ず実習期間中に役立つものとなります。

課題12
アドバイス
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それぞれの関心領域に基づき積極的に学ぼうとする姿勢が実習には重要です。「実習計画（案）」の
作成は学び方を客観的にまとめる作業ですので、何を学びたいのか、そのためにどう取り組みたいの
かという視点で立案してください。その際、実習指導者が決まっている場合、指導者と相談しながら
計画を練ることもとても有効です。
実習の受入機関は多忙な業務を割いて指導してくださることを忘れないでください。それに応えら

れるだけの成果を得るような事前の準備を心がけてください。

　　　　　　実習後、事後指導スクーリング前の課題は、実習体験やご自身の専門職としての適性
を含めた十分な振り返りを行い、レポートにまとめてください。特に、専門職としての
適性については慎重にご自身を見つめ直してください。実習の目標課題の達成度を含め、

実習で得た内容を、自分の実習計画に即しながらまとめてください。

■参考図書 �
1 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 8　精神保健福祉援助演習（基
礎・専門）』中央法規出版、2012年

2 ）福祉臨床シリーズ編集委員会編『精神保健福祉士シリーズ10　精神保健福祉援助演習（基礎）』
弘文堂、2012年

■受講条件 �
p.172【条件 6】参照。

■科目の評価基準 �
『精神保健福祉援助実習B課題ノート』（10％）＋精保実習B評価表（10％）＋精保実習B記録

（20％）+演習内容（40％）+実習事後課題レポート（10％）＋帰校指導内容（10％）
※評価は総合的に行い、グループワークにおける協力や演習への積極的参加を求める。なお評価基準
については、実習教育プログラムの質的向上を目的に適宜見直しを図り改定していく。

課題3
アドバイス
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精神保健福祉援助実習Ｂ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

2単位 実習 4年

科目コード CX5909 担 当 教 員 阿部 正孝／志村 祐子／
大和田 誠子／八巻 幹夫ほか

注意事項
※平成24年度以降入学者に対して開設されている科目です。平成23年度以前に入学した方、福祉心理
学科の方は履修することはできません。

※社会福祉援助技術実習との同一年度受講はできません。
※今後の実習受け入れ状況などにより、ここに記載の内容を変更する場合があります。詳しくは
『With』等でご案内します。
※実習免除者は受講不要です。

■実習の内容 �
精神科医療機関における精神保健福祉援助実習を通して、患者への個別支援を経験しながら、実習

先医療機関の実情に応じて下記の内容に関する知識と技術を体得します。
①入院時又は急性期の患者およびその家族への相談援助。
②退院又は地域移行・地域支援に向けた、患者およびその家族への相談援助。
③多職種や病院外の関係機関との連携を通じた援助。
④治療中の患者およびその家族への相談援助。
⑤日常生活や社会生活上の問題に関する、患者およびその家族への相談援助。
⑥地域の精神科病院や関係機関との連携を通じた援助。

■科目の内容 �
本科目は、精神保健福祉士資格取得のために規定された実習のうち、医療機関実習（12日間以上か

つ90時間以上）にあたります。
「精保実習Ａ」（福祉施設実習）における学びを踏まえ、学生自身が、専門職である援助者として、ふ
さわしい人材であるかどうかを見つめていただくことが重要となります。そのための事前学習は重要
な意味を持ちます。大学から与えられた課題のみではなく、生活経験、業務実績を通して得てきた中
で見つけた課題をさらに深め、確認していけるよう、学生自身が、積極的に学ぶ姿勢が必要です。実
習を通し、精神保健福祉士としての価値や倫理、技術を十分に自分のものとしていくことが望まれま
す。

■到達目標 �
精神科医療機関における現場実習を通じて下記 1）～ 6）について理解できるようになる。
1）入院時又は急性期の患者及びその家族への相談援助。
2）退院又は地域移行・地域支援に向けた、患者及びその家族への相談援助。
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3 ）多職種や病院外の関係機関との連携を通じた援助。
4）治療中の患者及びその家族への相談援助。
5）日常生活や社会生活上の問題に関する、患者及びその家族への相談援助。
6）地域の精神科病院や関係機関との連携を通じた援助。

■教科書 �
1 ）新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 8 　精
神保健福祉援助実習指導・現場実習』へるす出版、2013年

2 ）『精神保健福祉援助実習Ａ・B課題ノート』東北福祉大学（「精保演習B・Ｃ」履修者に配付）
（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■実習期間 �
4 年次の 7月 1日～12月25日　12日間かつ90時間
下記の例のとおり、実習は実習先の休業日に従い原則連続を基本とします（分割による実習は不

可）。
（例 1）土日が休みの実習（週 5日の 2週間と 2日）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火

※ p.245実習期間の注意事項参照。

■実習受講の流れ �
本冊子 p.170～172「■受講の流れ」参照。

■学習を進めるにあたっての注意事項 �
実習受講にあたり、「精保実習Ａ」（福祉施設実習）の精保実習Ａ事後指導（「精保演習B－ 2」「精保

実習指導Ａ－ 2」「帰校指導」）受講時に「精保実習B」受講希望者を対象に「精保実習B選考試験」を
それぞれ実施します。実習受講には選考試験に合格する必要があります。
また p.170～172「■受講の流れ」にある各条件を満たすためには、年間のスクーリング開講予定や科

目修了試験の開催日程、自身の学習時間の確保を含む「学習計画」が必須となります。各条件を満た
すために指定科目のレポートを「いつまでに作成するか」等、計画的に学習を進めてください。

■精保実習B申込について �
「精保実習B希望届」に基づき実習受入依頼調整を行います。 1 年次・ 2 年次編入学者や 3 年次編
入者で入学後 2 年目以降に実習受講を希望する方は、「精保演習Ａ」受講時に配付する様式にて、「精
保実習B」（医療機関実習）の受講申込を行ってください。実習希望先は、第 1 ～ 3 希望まで記入して
ください。実習希望先については本学ホームページに掲載されている「実習契約先一覧」の医療機関、
または自宅から無理なく通える範囲にある医療機関を次項の「実習先種別一覧」の参照頁を参考に記
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入してください（「実習契約先一覧」一覧にない場合でも、依頼に際して新たに契約を結ぶことも可能
です）。
実習先には指導者として精神保健福祉士が確保されている必要があります（確認は依頼の際に大学

で行いますので希望申込の時点で学生が直接確認する必要はありません）。
なお実習は基本的に大学で実習先を指定する「配属実習」となります。必ずしも希望通りに依頼さ

れない場合があることを予めご了承ください。

■実習先施設 �
本冊子 p.245～246「実習先施設」参照。
■実習費 �
「精保実習B」（医療機関実習）　75,000円
実習費は所定の時期に一括請求されます。

■参考図書 �
1 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 8　精神保健福祉援助演習（基
礎・専門）』中央法規出版、2012年

2 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 9 　精神保健福祉援助実習指
導・実習』中央法規出版、2012年

■「麻疹（はしか）」「インフルエンザ」などの感染症対策 �
「インフルエンザ」の対策については、『レポート課題集D（特別支援編）』p.126～127に記載の事項
を読んで、念入りに行うようにしてください。
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精神保健福祉援助演習 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

2単位 SR（演習） 3年以上

科目コード CW4141 担 当 教 員 阿部 正孝／大和田 誠子／
志村 祐子／八巻 幹夫ほか

・平成23年度以前入学者向けの科目です。
・ここに記載の内容は2014年度までの演習申込・受講者のための内容となります。2015年度以降の演
習申込・受講にあたっては、スクーリング時間数の増加などを含め大幅に変更されます。

■科目の内容 �
精神保健福祉士は、精神障害者の社会的復権と福祉を実現するための福祉サービスの提供と、生活

を支援することを主たる業務とする専門職です。疾病と生活のしづらさという障害をあわせもつ精神
障害者が、ひとりの人間として社会で生活していくうえで、人としての権利が保障され、自らの生活
課題に自ら取り組んでいけるよう援助していくことが望まれます。
精神保健福祉援助演習においては、そうした専門職者として必要な援助技術を事例研究やロールプ

レイ、グループ討議等を通して学習すると同時に、援助者としての自己理解、適性なども見つめてい
くことを目的としています。したがって、主体的に参加し、学ぶことが大切な要件となります。

■到達目標 �
「精神保健福祉援助演習A」の同項の内容に従い学習すること。

■教科書 �
新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 7 　精神
保健福祉援助演習［基礎］［専門］』へるす出版、2014年

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �
「精神保健福祉援助演習A」の同項の内容に従い学習すること。

■レポート課題 �

1 単位め
※スクーリング事前課題（原則として3／15or 9／15、遅くともスクーリング受講判定日〔 4
／15or10／15〕までに提出）

精神障害の「障害」とは何かについて述べなさい。

2 単位め ※スクーリング事後レポート（スクーリング受講後の所定の期日までに提出）
スクーリング時に指示する課題について論じなさい。
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■アドバイス �
レポート作成に当たっては、ご自身の経験だけでなく、教科書をよく読んだうえで取り組んでくだ

さい。ただし、教科書や参考図書の丸写しは認められません。

　　　　　　精神障害は疾病と障害の共存といわれ、「生活の障害」「関係性の障害」とも言われます。
障害を抱えている人の生活のしづらさなども合わせて考えることにより、適切な精神障
害の「障害」を理解できると思います。

　　　　　　スクーリングでは、具体的なかかわり技法や事例の検討を通し、人と人とのかかわり
のなかで、自分を見つめる機会にもなります。さまざまなことをたくさん吸収してくだ
さい。そのうえで出された課題について論じてください。

■レポートの提出方法 �
1 ） 1 単位につき、 1冊のレポート用紙を使用してください。
2）1単位のレポート文字数は、2,000字程度ですが、最長4,000字程度まで記入していただいても結
構です。

　・手書き用レポート用紙→ p.16まで使用可。
　・パソコン印字用レポート用紙→左右40字 ×30行 × 2 ～ 4 枚まで可。
3）教員名は記入しないでください。
4）各レポートは所定の提出締切日までに提出してください（『試験・スクーリング情報ブック』
p.45～48または『With』参照）。

■スクーリング受講申込上の注意 �
・この科目はスクーリングの受講が必ず必要になります（仙台でのみ開講）。
・ 1クラス20人以内の少人数で開講します。
・受講料は10,000円となります。
・受講許可証・納入依頼書は、各判定日以降に発送いたします。
・スクーリング開講日・申込締切日は、『試験・スクーリング　情報ブック』p.45～48または『With』
を参照ください。

・申込は、『With』巻末の申込ハガキまたは用紙を郵送してください。希望受講日は必ず第二希望
まで○を付けてください（第一希望と同一は不可）。

・クラス分けは無作為に行いますので、教員の指定はできません。
・申込締切後の、受講日程の変更は受け付けいたしません。必ずしも第一希望での受講ができない
場合があります。ご了承ください。

・公共交通機関の延着を除き、遅刻・欠席は認められません。また、スクーリング終了時間前の退
席は認められません。

・演習のスクーリングにおいては、自己紹介、学生同士の話し合いや発表・ロールプレイングなど
への参加が求められます。

1単位め
アドバイス

2 単位め
アドバイス
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■履修登録上の注意 �
演習受講希望者は、申込み時点で演習を履修登録している必要があります。 4 月生・10月生とも、

それぞれの演習申込締切日（ 3／15・ 9 ／15）までに当年度の履修登録を済ませてください。

■「精神保健福祉援助演習」スクーリング受講条件 �
申 込 締 切　 9／15・ 3 ／15の年 2回
受講判定日　 9／15・10／15・ 4 ／15
受 講 条 件　①�申込締切日までに①福祉法学※、②精神保健福祉論Ⅰ、③精神保健福祉論Ⅱ、④精神

保健学、⑤精神保健福祉援助総論、⑥精神保健福祉援助各論のすべてのレポートを
提出済。かつ、上記 6 科目中 4 科目は受講判定日（10／15・ 4 ／15）までに単位修
得済であること。

　　　　　　②�受講判定日までに、「精神保健福祉援助演習」1 単位めのレポートを提出しているこ
と。

　　　　　　③�（入学から 1 年以上経過して申込む場合）認定単位を除き20単位以上を修得してい
ること。

※平成20年度以前入学者は「福祉心理学」または「福祉社会学」でも可。

■「演習」の受講条件を満たすための単位修得方法 �
1 ）レポート
受講の前提となる 6 科目のレポートは申込締切日（ 3 ／15・ 9 ／15）必着で提出してください。た

だし、単位修得すべき 4 科目については不合格になった場合は再提出の機会がないこともあるので、
早めに提出してください。また、「演習」1 単位めレポートは最終受講判定日（ 4 ／15・10／15）まで
の提出が必要です。ただし、 3 ／15・ 9 ／15までに提出した方が希望の日程で受講できる可能性が高
くなります。
なお、 9 ／ 1 、 3 ／ 1 以降に再提出として返却されたレポートはそれぞれ10／10、 4 ／10まで提出

が可能です。
2 ）科目修了試験
単位修得すべき 4 科目を科目修了試験受験する場合は、遅くとも 3 ／15申込みの場合 2 月、 9 ／15

申込みの場合 9月までの科目修了試験を受験して合格していることが必要になります。
3 ）スクーリング
単位修得すべき 4 科目をスクーリング受講する場合は、最終受講判定日の 3 日前までのスクーリン

グを受講して合格していることが必要になります。

■単位認定 �
1 単位めレポート＋「精保演習」スクーリング（試験は実施しません）＋ 2 単位めレポート等で総

合的に単位認定いたします（「■科目の評価基準」参照）。
2 単位めレポートを所定の期日までに提出しない場合は、スクーリングの受講は無効となります。

また、 2 単位めレポートが再提出の場合は指示された期日までに再提出を行わないとスクーリングの
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受講は無効になります。
スクーリングを受講しても受講年度の所定の期日までに 2 単位めレポートを提出しない場合は単位

未修得となり、次年度以降に再度「精保演習」のスクーリングを申込み、受講する必要があります。
スクーリングを欠席・不合格の場合、 1 単位め合格済みレポートについても無効となります。次回

以降の「精保演習」を申込む際、所定の期日までに再度「精保演習」の 1 単位めレポート提出および
申込みを行ってください。

■科目の評価基準 �
小テスト（20％）＋演習内容（60％）＋素行評価※（10％）＋演習レポート（10％）により総合的に

評価する。グループワークにおける協力や演習への積極的参加を求める。
なお評価基準については、実習教育プログラムの質的向上を目的に適宜見直しを図り改定していく。
※素行とは、普段からの各種申込・提出期日の遵守状況や言葉づかい・態度を指す。

■体験学習 �
体験学習とは、「精神保健福祉援助実習対象施設」（実習先施設 p.245～246参照）において、 2 日間以

上（ 1日ずつ 2カ所でも可）行っていただく短期実習です。
次年度の精神保健福祉援助実習へ向けて、精神保健福祉の実践の場を体験し、広い視野を養うとと

もに、利用者や職員とのコミュニケーションを通して、自己の適性について考えることを目的として
います。
精神保健福祉援助実習対象施設で1年以上の勤務経験のある方、またはあった方は、「実績報告書」（演

習受講者に配付する様式）を提出して合格になれば、体験学習は免除になります。

注 1：演習を受講した年度を越えて体験学習を行う場合は、「賠償責任保険」の保険期間外になります。
「体験学習」は演習受講年度内に行うか、年度を越える場合は「体験学習先内諾報告書」の提出時に
必ず本学実習係まで申し出てください（再度保険加入の手続きを行います）。

注 2：体験学習は「演習」の単位認定には無関係ですが、実施し合格しないと、実習受理条件は達成
できません。
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精神保健福祉援助実習 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

6単位 SR（演習）＋実習 4年

科目コード CX5902 担 当 教 員 阿部 正孝／大和田 誠子／
志村 祐子／八巻 幹夫ほか

・平成23年度以前入学者向けの科目です。
・ここに記載の内容は2014年度までの実習申込・受講者のための内容となります。2015年度以降の実
習申込・受講にあたっては、スクーリング時間数の増加などを含め大幅に変更されます。

■実習の内容 �
精神障害者の社会復帰・生活支援を目的とした福祉施設等または精神科医療機関において、実習先

機関の実情に応じて下記の内容に関する知識と技術を体得する。
【福祉施設等】

①利用者やその関係者、施設・機関・事業者・団体住民やボランティア等との基本的なコミュニケー
ションや人との付き合い方などの円滑な人間関係の形成。

②利用者理解とその需要の把握および支援計画の作成。
③利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との支援関係の形成。
④利用者やその関係者（家族・親族・友人等）への権利擁護および支援（エンパワーメントを含む）
とその評価。

⑤精神医療・保健・福祉に係る多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチの実際。
⑥精神保健福祉士としての職業倫理と法的義務への理解。
⑦施設・機関・事業者・団体等の職員の就業などに関する規定への理解と組織の一員としての役割
と責任への理解。

⑧施設・機関・事業者・団体等の経営やサービスの管理運営の実際。
⑨当該実習先が地域社会の中の施設・機関・事業者・団体等であることへの理解と具体的な地域社
会への働きかけとしてのアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関す
る理解。

【精神科医療機関】
①入院時又は急性期の患者およびその家族への相談援助。
②退院又は地域移行・地域支援に向けた、患者およびその家族への相談援助。
③多職種や病院外の関係機関との連携を通じた援助。
④治療中の患者およびその家族への相談援助。
⑤日常生活や社会生活上の問題に関する、患者およびその家族への相談援助。
⑥地域の精神科病院や関係機関との連携を通じた援助。
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■科目の内容 �
本科目は、⑴実習事前指導、⑵実習（24日間以上かつ180時間以上）、⑶実習事後指導から成り立っ

ています。実習を通し、実習生自身が、専門職である援助者として、ふさわしい自分であるかどうか
を見つめていただくことが重要となります。そのための事前学習がかなり大切となります。大学から
与えられた課題のみではなく、体験学習や業務実績を通して得た課題をさらに深め、確認していける
よう、皆さん自身が、積極的に学ばれることが必要です。実習を通し、精神保健福祉士としての価値
や倫理、技術を十分にご自分のものとしていくことが望まれます。
事後指導では、実習において、それぞれが、自分の課題をいかに達成できたか、あるいは何が達成

できなかったか等の振り返り、これまで学んできた援助技術がどれくらい身についたか等を検討して
いきます。

■到達目標 �
1 ）現場体験を通して精神保健福祉士として必要な知識及び援助技術並びに関連知識の理解を深め、
現場で活用できる。

2）精神保健福祉士として必要な知識及び援助技術並びに関連知識を実際に活用し、精神障害者に
対する相談援助及びリハビリテーションについて必要な資質・能力・技術を体現できる。

3）職業倫理を身につけ、専門職として自覚に基づいた行動ができるようになる。
4）具体的援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる。
5）関連分野の専門職種との連携のあり方を理解し、試行することができる。

■教科書 �
1 ）新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 8   
精神保健福祉援助実習指導・現場実習』へるす出版、2013年

2 ）『精神保健福祉援助実習課題ノート』東北福祉大学（演習受講者に配付）
※日本精神保健福祉士養成校協会編　『新・精神保健福祉士養成講座 8 　精神保健福祉援助実習』中
央法規出版、2009年

（最近の教科書変更時期）2014年 4 月

■在宅学習15のポイント �
【実習事前指導】
「精神保健福祉援助演習B」「精神保健福祉援助実習指導A」の同項の内容を参考に学習すること。
【実習事後指導】
「精神保健福祉援助演習C」「精神保健福祉援助実習指導B」の同項の内容を参考に学習すること。
※「精神保健福祉援助実習指導A」は福祉施設実習、「精神保健福祉援助実習指導B」は精神科医療機
関実習を想定している。実習先種別に応じて適宜各回の学習のポイントを参照しながら学習を深め
ること。
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■レポート課題 �

課題1

事前指導スクーリング受講前の課題
①「精保実習計画（案）」を鉛筆書きで作成し、提出期日までに郵送してください（提出締切
日は『試験・スクーリング　情報ブック』p.45～48または『With』を参照ください）。

（提出方法）
・初回提出は様式 6－1を使用し、2回目添削の際は様式 6－2を使用、様式 6－3に修正し

た計画案を当日のスクーリングに持参すること。2回目以降の添削が不要となった場合、特
に修正の指示がなければ、様式6－2・6－3に改めて転記する必要はない。

・送付の際は封筒表に「精保実習計画（案）在中」と明記する。
・宛名を明記した返信用封筒（Ａ4用紙が三つ折で入るサイズ）を同封する（定形なら92円切

手貼付）。
・提出の際にはその都度、コピーをとって保管しておくこと。
②『精神保健福祉援助実習課題ノート』の「Ⅲ　事前訪問までの準備」のp.15まで 1～ 6の
課題をすべて完成させる（「Ⅳ　事前訪問の主な課題」の部分は記入できる範囲で記入する）
＝スクーリング時に持参ください。※今後課題が変更される場合あり。

課題2

事前指導スクーリング受講後の課題
①実習先に事前訪問を行い実習指導者より「精保実習計画（案）」の内容について確認を得た
後、「精保実習計画（清書用）」を完成させコピー2部を大学宛に提出する。

②実習先への事前訪問後、『精神保健福祉援助実習課題ノート』の「Ⅳ　事前訪問の主な課題」
の部分を完成させる。

③実習先への依頼状＝個々人で実習生として指導していただくことへの感謝とお願いの気持ち
を込めて実習開始1カ月前頃に実習先へ依頼状（封書）を出す。

課題3

事後学習は援助実習での自己の振り返りを行い、自己評価とあらたな課題設定に向けて、一定
の整理を行うものです。下記に沿い課題にあたってください。
①実習終了後、速やかに実習先へ御礼状（封書）を出す。
②�「精保実習事後レポート」：4,000字程度を作成し、所定の提出締切日までに提出してくださ
い（提出締切日は『試験・スクーリング　情報ブック』p.45～48または『With』を参照くだ
さい）。レポートにまとめる内容は下記1）～ 4）のとおり。

　　1）実習を終えての全体的感想
　　 2）実習前と実習後の精神保健福祉現場についての印象の変化
　　 3）設定した課題の評価や自分のあらたな課題
　　 4）実習を通して知りえた自分自身の評価も含めながら現場実習の成果と評価
実習で学んだことを分析・考察する内容であることが望ましく、単なる感想のみにならないよ
うに留意すること。
※�『実習記録』は、実習終了時に実習先に提出し、実習先から「実習生出勤簿」「実習評価表」
と一緒に大学へ返送される。「精保実習事後レポート」作成のため、実習先に提出する前に
自分用の『実習記録』のコピーをとっておくこと。

※�通常のレポート様式で提出する。手書き用・パソコン用どちらでも可。
③�『精神保健福祉援助実習課題ノート』のすべての課題を完成させる。

【注意】2 カ所で実習を行う場合は、「実習計画（案）」は各 2部ずつ、『精神保健福祉援助実習課題ノー
ト』で各実習先に応じて作成が必要な課題については、任意の用紙を追加貼付して作成、「実習事後
レポート」は、それぞれ 2 カ所分の内容での提出（表紙 1 部にレポート 2 カ所分を貼付して提出）
が必要になります。
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■アドバイス �
　　　　　　『精神保健福祉援助実習課題ノート』に示す事前学習課題は、実習生として少なくとも

踏まえておかなければならないものです。事前訪問までの準備」の部分は、『精神保健福
祉援助実習の手引き』の参考文献に基づいて、施設機関等の依拠する法律、施設機関の

組織や機能、社会資源の関連法規等について学び、事前指導スクーリングまでに整理してください。
十分な準備によってまとめられた資料は、必ず実習期間中に役立つものとなります。
それぞれの関心領域に基づき積極的に学ぼうとする姿勢が実習には重要です。「実習計画（案）」の

作成は学び方を客観的にまとめる作業ですので、何を学びたいのか、そのためにどう取り組みたいの
かという視点で立案してください。その際、実習指導者が決まっている場合、指導者と相談しながら
計画を練ることもとても有効です。
実習の受入機関は多忙な業務を割いて指導してくださることを忘れないでください。それに応えら

れるだけの成果を得るような事前の準備を心がけてください。

　　　　　　実習後、事後指導スクーリング前の課題は、実習体験やご自身の専門職としての適性
を含めた十分な振り返りを行い、レポートにまとめてください。特に、専門職としての
適性については慎重にご自身を見つめ直してください。実習の目標課題の達成度を含め、

実習で得た内容を、自分の実習計画に即しながらまとめてください。

■参考図書 �
1 ）新版精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編『改訂新版　精神保健福祉士養成セミナー 7 　
精神保健福祉援助演習［基礎］［専門］』へるす出版、2014年

2 ）日本精神保健福祉士養成校協会編集『新・精神保健福祉士養成講座 7 　精神保健福祉援助演習』
中央法規出版、2009年

3 ）精神保健福祉士養成講座編集委員会編『改訂　精神保健福祉士養成講座 7 　精神保健福祉援助
演習』中央法規出版、2008年

4 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 8　精神保健福祉援助演習（基
礎・専門）』中央法規出版、2012年

5 ）福祉臨床シリーズ編集委員会編『精神保健福祉士シリーズ10　精神保健福祉援助演習（専門）』
弘文堂、2012年

■精神保健福祉援助実習について �
「精神保健福祉援助実習」は、「精神保健福祉援助実習対象施設」において、24日間以上、かつ180時
間以上の実習を行うものです。
「実習」前に「実習事前指導スクーリング」を受講する必要があります。また、「実習」後には「実
習事後指導スクーリング」を受講する必要があります。
実習希望者は、下記の要件を満たしている必要があります。
⑴　卒業後、精神保健福祉分野の業務に携わる意志を強く持っており、精神保健福祉の学習および
実習に対して熱意と意欲をもっていること。

課題12
アドバイス

課題3
アドバイス
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⑵　精神保健福祉士の国家資格の取得を強く希望し、国家試験を受験する意欲があること。
⑶　精神保健福祉援助実習事前指導スクーリングを受講していること。
⑷　原則として「実習計画（案）」の添削指導を受け、必要提出書類の「個人記録（実習用）」「健康
診断書」「誓約書」等、および「実習課題ノート」の所定の範囲を完成させ実習事前指導スクーリ
ング時に提出していること。

⑸　すべての実習受講生は実習開始日の 1 カ月前には実習を除く指定17科目（平成20年度以前入学
者カリキュラム）または19科目（平成21～23年度入学者カリキュラム）を単位修得済みであるこ
とが望ましい。ただし下記の最低条件①②の両方を満たしていれば可とします。

　�　実習開始の 2カ月前までに、①指定科目の中から40単位の単位修得、②実習を除くすべての「専
門科目」のレポートを提出済みであること。

　�　実習申込時に「実習希望届」等と一緒に提出する「学習計画書」で無理のない計画を立てて実
行してください。

⑹　実習開始日の 1 カ月前までに完成させた「実習計画書（清書用）」のコピー 2 部を通信教育部に
提出していること（原本 1部は自身で所持）。

⑺　ルールや社会人としてのマナーが守れない方（スクーリングやガイダンスに遅刻する、許可な
く自家用車で本学に来校する、「事前・事後レポート」の提出期限や入金期限が守れない、その他
自身の行動や感情をコントロールできないなど）は、実習先ならびに利用者・患者様に迷惑をか
けるおそれがあるとされ、実習受講が許可できなくなります。

⑻　社会福祉士の実習との同時受講を希望の方
①先に社会福祉士の実習を終え（ 6 月第 4 週～ 8 月第 2 週の期間に23日間）、 9 月上旬の社会福

祉士の実習事後指導スクーリングを受講した後、精神保健福祉士の実習を秋から冬（10／ 1 ～12
／25の期間に24日間）に行うか、②先に精神保健福祉士の実習を終え（ 7 月 1 日～ 8 月第 2 週の
期間に24日間）、 9 月中旬の精神保健福祉士の実習事後指導スクーリングを受講した後、社会福祉
士の実習を秋（ 9 月下旬から10月第 2 週の期間に24日間）に行う、のいずれかとなります。社会
福祉士の実習を後半に行う②では、十分な実習期間の確保が困難となるため、①による受講を強
くお勧めします。

■実習期間 �
◆実習期間： 7月 1日～12月25日
（実習の流れ）
① 5月の実習事前指導スクーリング受講　→　② 7月 1日～12月25日の期間に実習
　　→　③ 9月または 2月に事後指導受講　→　④ 9月または 3月卒業
※�卒業には、規定年限以上在学（ 1 年次入学者は 4 年間、 2 ・ 3 年次編入学者は、それぞれ 3 年・

2年間在学）していることや、その他の卒業要件を満たすことも必要です。
※�9 月15日時点で学年が 2 年生の10月生は実習の申込ができません。学年が 3 年生になった年度の

9月15日にお申込みください。
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■学習を進めるにあたっての注意事項 �
実習受講にあたり、以下のとおり段階的に所定の条件を満たしていくことが必要となります。詳細

については、以降の各条件をご確認ください。
⑴　「実習」申込締切日： 9月15日
　　実習希望者は下記の申込受理条件の達成にかかわらず、全員 9月15日までに申込を行うこと。
⑵　 9月15日申込受理条件
　　①と⑤および②～④のいずれかの条件を満たすこと。
　①�精神保健福祉援助演習のスクーリングを受講済みで、かつ精神保健福祉援助演習の 2 単位めの

レポートを提出（最終提出期日： 1月末）し、各判定日までに合格していること。
　�　ただし、下記②の10月末・11月末に実習申込受理条件の達成※を目指す方は、11月20日までに
精神保健福祉援助演習の2単位めのレポートを提出して合格することが必要。

　②�10月末・11月末までに指定科目 8 科目の単位修得（「精神保健福祉援助演習」＋「専門科目注 1」
4 科目を含む）。

　③�上記②が達成できなかった方→12月20日までに指定科目 9 科目の単位修得（「精神保健福祉援助
演習」＋「専門科目」5科目を含む）。

　④�上記③が達成できなかった方→ 1 月末までに指定科目10科目の単位修得（「精神保健福祉援助演
習」＋「専門科目」6科目を含む）。

　⑤受講判定日において、卒業見込み要件80単位以上を修得していること（認定単位を含む）。
　注 1：「専門科目」：「精神保健福祉論Ⅰ」「精神保健福祉論Ⅱ」「精神保健福祉論Ⅲ」
　　　　�「精神保健」「精神医学」「精神保健福祉援助技術総論」「精神保健福祉援助技術各論」「精神科リ

ハビリテーション学」「精神保健福祉援助演習」「精神保健福祉援助実習」の10科目（以下、
同様）

⑶�　 1 月末までに条件を満たせなかった方は、当年 9 月15日に再度実習申込みが可能です。 1 月末
までに条件を満たせば、「精神保健福祉援助実習」の申込が受理されます。

①�実習を希望する年度の初めに「精神保健福祉援助実習」の履修登録を行っていること。
②�精神保健福祉施設・病院での勤務経験がない方は、演習受講後、「体験学習」（ 2 日間以上、 1 日ず
つ 2 カ所以上でも可）を終えて「体験学習記録」を提出し、判定日までに合格していること。ま
た精神保健福祉施設・病院での勤務経験がある方は、演習受講後 1 カ月以内に「実績報告書」を
提出し、判定日までに「体験学習」の免除が認められていること。

③�実習申込みにあたり、「実習課題レポート」を提出し合格すること。
④�卒業後、精神保健福祉分野の業務に携わる意思を強く持っており、精神福祉の学習および実習に
対して熱意と意欲を持っていること。

⑤�精神保健福祉士の国家資格の取得を強く希望し、国家試験を受験する意欲があること。
⑥�ルールが守れない方（スクーリングやガイダンスに遅刻する、許可なく自家用車で本学に来校す
る、レポートの提出期限や入金期限を守れない、その他自身の行動や感情をコントロールできな
い等）は、実習先に迷惑をかけるおそれがあるとされ、実習受講が不許可または取消しとなる。

※�10月生または 4 月生の在籍延長者で 9 月末の卒業を希望する方は、 7 月～ 8 月第 2 週の期間に実
習を終え、 9月の実習事後指導を受講し合格しなければなりません。
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　ただし卒業には規定年限以上在学している必要があります。
●実習開始条件（※平成23年度以前入学のすべての学生に対して適用）
実習開始日の 1 カ月前には実習を除く指定17科目（平成20年度以前入学者カリキュラム）、または19

科目（平成21～23年度入学者カリキュラム）の単位修得済みであることが望ましい。ただし下記の最
低条件を達成していれば可とします。
実習開始日の 2 カ月前までに、①指定科目の中から40単位の単位修得、②実習を除くすべての「専

門科目」のレポートを提出済みであること。
●実習申込受理条件を達成するための単位修得方法

1 ）レポート
　�　受講判定日（10月末、11月末、12／20、 1 月末）の 1 カ月前までに提出し、判定日までに合格
していることが必要です。不合格になった場合は再提出の機会がないこともあるので、早めに提
出してください。

　�　 1 月末より前に受理条件の達成を目指す場合の「演習」の事後レポート提出締切日はそれぞれ
の判定日です。

2）科目修了試験
　�　11月末および12／20が判定日の場合は第 5 回（10月）を、 1 月末が判定日の場合は第 6 回（12
月）科目修了試験までを受験して合格していることが必要です。

3）スクーリング
　�　各判定日の 3日前までのスクーリングを受講して合格していることが必要になります。

■精神保健福祉援助実習事前・事後指導スクーリング申込上の注意 �
・この科目はスクーリングの受講が必ず必要になります（仙台でのみ開講）。
・ 1クラス20人以内の少人数で開講します。
・受講料は、事前・事後合わせて10,000円となります（事前指導申込者に請求）。
・受講許可証・納入依頼書は、別便にて発送いたします。
・�スクーリング開講日・申込締切日は、『試験・スクーリング　情報ブック』p.45～48または『With』
を参照ください。

・�申込は、『With』巻末の申込用紙を郵送してください（対象者に直接郵送案内する場合がありま
す）。

・�希望受講日は必ず第二希望まで○を付けてください（第一希望と同一は不可）。
・�クラス分けは無作為に行いますので、教員の指定はできません。
・�申込締切後の、受講日程の変更は受け付けいたしません。必ずしも第一希望での受講ができない
場合があります。ご了承ください。

・�公共交通機関の延着を除き、遅刻・欠席は認められません。また、スクーリング終了時間前の退
席は認められません。

■精神保健福祉援助実習対象施設（平成23年以前入学者対象） �
「精神保健福祉援助実習」対象施設（「精神保健福祉援助実習A」実習対象施設 p.245～246参照。）
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■単位認定通知 �
⑴事前指導スクーリング、⑵「実習計画（案）」、⑶実習内容、⑷『精神保健福祉援助実習課題ノー

ト』、⑸実習記録、⑹実習評価、⑺「実習事後レポート」、⑻事後指導スクーリングの評価を総合して
行います。

■「麻疹（はしか）」「インフルエンザ」などの感染症対策 �
「麻疹（はしか）」にかかったことがなく、「麻疹（はしか）」の予防接種を受けていない方（母子手
帳に記載されています）は、医療機関にて「抗体検査」を受けていただく必要があります。また、「イ
ンフルエンザ」の対策についても、『レポート課題集D（特別支援編）』p.126～127に記載の事項を読
んで、念入りに行うようにしてください。



国家試験対策
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■履修上の注意 �
1 ）本科目の履修方法は「R 科目」で、自宅学習（模擬小テスト学習）による受講のみとなります。
2 ）「特講・社会福祉学 5 」と「特講・社会福祉学 6 」は模擬小テストに共通の内容が含まれるため、

2 科目を同時に履修登録・単位修得することはできません。
3 ）平成27年 9 月末に卒業される方は単位修得ができません。
4 ）本科目ではスクーリング単位は修得できません。
5 ）本科目の単位修得を希望しない場合は、履修登録をしなくても、本科目と同等の内容（模擬小

テストの解答・採点）の学修を 2 科目とも行うことができます（無料ですが、 6 ／20までの申込
みが必要です）。

6 ）本科目とは別に講義形式の国家試験対策講義（有料）を開講予定です（単位修得不可）。平成27
年度の社会福祉士・精神保健福祉士国家試験受験対象者に直接郵送にてご案内します（ 4 ／ 8 発
送予定）。案内が届かなかった方は 4 ／15までにご連絡ください。

7 ）その他、詳細については今後発行の『With』でご確認ください。

■科目の内容 �
平成21年度から社会福祉士が、平成24年度からは精神保健福祉士の国家試験の科目区分が変更にな

りました。通信教育部で学ぶ多くの方は、日々仕事や家事に従事されています。そのなかで、受験勉
強に割ける時間も限られています。受験科目の膨大な学習内容のすべてを理解していくことは、限ら
れた時間の中では相当の努力を要します。確実に得点を重ねるためには、重点的に学習すべき要点を
確実に抑えながら、効率よく学習を進めていくことが大切になります。

■本講義の進め方 �
本講義は、自宅学習（模擬小テスト）で構成されています。

●模擬小テストについて
7 ～12月の毎月 1 回全 6 回、受講者に模擬小テストを郵送し、解答マークシートを返送していただ

き採点するというものです。
内容は 1 科目あたり 3 題ずつ（共通科目33問、社会福祉士専門科目24問、精神保健福祉士専門科目

21問）で、特講・社福 5 は計57問、特講・社福 6 は計54問となります。
国家試験本番までに毎月 1 回のペースで模擬小テストを受けることで、①弱点科目の特定（重点的

に学習すべき科目を明らかにし学習の効率化を図る）、②確実に得点するための基礎知識の獲得、③制
限時間を設けることにより本番の解答スピード（ 1 問：約 1 分30秒）に慣れる、ことを目指します。

特講・社会福祉学 5
（社会福祉士国家試験対策講座）

単位数 履修方法 配当学年

1単位 R 4年

科目コード DT5205 担 当 教 員 阿部 裕二／三浦 　剛
阿部 正孝 ほか
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■到達目標 �
受験生が自分にあった学習方法を見つけ、それぞれのペースで安定して受験勉強に取り組みながら、

社会福祉士・精神保健福祉士国家試験に合格できる。

■在宅学習19のポイント �

回数 テーマ 内容
1 人体の構造と機能及び疾病 「医学一般」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問題

集等の内容から頻出事項を把握する。

2 心理学理論と心理的支援 「福祉心理学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。 

3 社会理論と社会システム 「福祉社会学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

4 現代社会と福祉 「社会福祉原論（職業指導を含む）」の教科書および市販の参考
書・過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

5 社会調査の基礎 「社会調査の基礎」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模
擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

6 相談援助の基盤と専門職 「社会福祉援助技術総論」の教科書および市販の参考書・過去問
題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

7 相談援助の理論と方法 「社会福祉援助技術論 A」「社会福祉援助技術論 B」の教科書およ
び市販の参考書・過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項
を把握する。

8 地域福祉の理論と方法 「地域福祉論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

9 福祉行財政と福祉計画 「福祉行財政と福祉計画」の教科書および市販の参考書・過去問題
集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

10 福祉サービスの組織と経営 「福祉経営論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

11 社会保障 「社会保障論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

12 高齢者に対する支援と介護保険
制度

「高齢者福祉論」「介護概論」の教科書および市販の参考書・過去問
題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

13 障害者に対する支援と障害者自立
支援制度

「障害者福祉論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬
問題集等の内容から頻出事項を把握する。

14 児童や家庭に対する支援と児童・
家庭福祉制度

「児童・家庭福祉論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・
模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

15 低所得者に対する支援と生活保
護制度

「公的扶助論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

16 保健医療サービス 「保健医療サービス論」の教科書および市販の参考書・過去問題
集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

17 就労支援サービス 「就労支援サービス論」の教科書および市販の参考書・過去問題
集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。
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回数 テーマ 内容
18 権利擁護と成年後見制度 「福祉法学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問題

集等の内容から頻出事項を把握する。

19 更生保護制度 「更生保護制度論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模
擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

※社会福祉振興・試験センターのホームページから科目ごとの出題基準（大・中・小項目）を確認し、
市販の受験参考書等から頻出項目を確認した上で、頻出項目の内容から学習する。併せて合格基準
や試験時間、出題形態（事例問題等）を把握する。

【参考 URL】http://www.sssc.or.jp/shakai/kijun/attachment.html

■評価の基準 �
全 6 回分のうち 5 回以上の模擬小テストを提出してください（白紙や全て同じ番号等での解答は不

可とします）。
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■履修上の注意 �
1 ）本科目の履修方法は「R 科目」で、自宅学習（模擬小テスト学習）による受講のみとなります。
2 ）「特講・社会福祉学 5 」と「特講・社会福祉学 6 」は模擬小テストに共通の内容が含まれるため、

2 科目を同時に履修登録・単位修得することはできません。
3 ）平成27年 9 月末に卒業される方は単位修得ができません。
4 ）本科目ではスクーリング単位は修得できません。
5 ）本科目の単位修得を希望しない場合は、履修登録をしなくても、本科目と同等の内容（模擬小

テストの解答・採点）の学修を 2 科目とも行うことができます（無料ですが、 6 ／20までの申込
みが必要です）。

6 ）本科目とは別に講義形式の国家試験対策講義（有料）を開講予定です（単位修得不可）。平成27
年度の社会福祉士・精神保健福祉士国家試験受験対象者に直接郵送にてご案内します（ 4 ／ 8 発
送予定）。案内が届かなかった方は 4 ／15までにご連絡ください。

7 ）その他、詳細については今後発行の『With』でご確認ください。

■科目の内容 �
平成21年度から社会福祉士が、平成24年度からは精神保健福祉士の国家試験の科目区分が変更にな

りました。通信教育部で学ぶ多くの方は、日々仕事や家事に従事されています。そのなかで、受験勉
強に割ける時間も限られています。受験科目の膨大な学習内容のすべてを理解していくことは、限ら
れた時間の中では相当の努力を要します。確実に得点を重ねるためには、重点的に学習すべき要点を
確実に抑えながら、効率よく学習を進めていくことが大切になります。

■本講義の進め方 �
本講義は、自宅学習（模擬小テスト）で構成されています。

●模擬小テストについて
7 ～12月の毎月 1 回全 6 回、受講者に模擬小テストを郵送し、解答マークシートを返送していただ

き採点するというものです。
内容は 1 科目あたり 3 題ずつ（共通科目33問、社会福祉士専門科目24問、精神保健福祉士専門科目

21問）で、特講・社福 5 は計57問、特講・社福 6 は計54問となります。
国家試験本番までに毎月 1 回のペースで模擬小テストを受けることで、①弱点科目の特定（重点的

に学習すべき科目を明らかにし学習の効率化を図る）、②確実に得点するための基礎知識の獲得、③制
限時間を設けることにより本番の解答スピード（ 1 問：約 1 分30秒）に慣れる、ことを目指します。

特講・社会福祉学 6
（精神保健福祉士国家試験対策講座Ａ）

単位数 履修方法 配当学年

1単位 R 4年

科目コード DT5206 担 当 教 員 阿部 裕二／三浦 　剛
阿部 正孝 ほか
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■到達目標 �
受験生が自分にあった学習方法を見つけ、それぞれのペースで安定して受験勉強に取り組みながら、

社会福祉士・精神保健福祉士国家試験に合格できる。

■在宅学習16のポイント �

回数 テーマ 内容
1 精神疾患とその治療 「精神医学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問題

集等の内容から頻出事項を把握する。

2 精神保健の課題と支援 「精神保健学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

3 精神保健福祉相談援助の基盤 「精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」「精神保健福祉援助技術総論Ⅱ」の
教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問題集等の内容か
ら頻出事項を把握する。

4 精神保健福祉の理論と相談援助
の展開

「精神保健福祉の理論」「精神科リハビリテーション学」「精神保健福
祉援助技術各論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模
擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

5 精神保健福祉に関する制度と
サービス

「精神保健福祉のサービス」「精神保健福祉の制度」の教科書および
市販の参考書・過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を
把握する。

6 精神障害者の生活支援システム 「精神障害者の生活支援システム」の教科書および市販の参考書・
過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

7 人体の構造と機能及び疾病 「医学一般」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問題
集等の内容から頻出事項を把握する。

8 心理学理論と心理的支援 「福祉心理学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。 

9 社会理論と社会システム 「福祉社会学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

10 現代社会と福祉 「社会福祉原論（職業指導を含む）」の教科書および市販の参考
書・過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

11 地域福祉の理論と方法 「地域福祉論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

12 福祉行財政と福祉計画 「福祉行財政と福祉計画」の教科書および市販の参考書・過去問題
集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

13 社会保障 「社会保障論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

14 障害者に対する支援と障害者自立
支援制度

「障害者福祉論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬
問題集等の内容から頻出事項を把握する。

15 低所得者に対する支援と生活保
護制度

「公的扶助論」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

16 権利擁護と成年後見制度 「福祉法学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問題
集等の内容から頻出事項を把握する。
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■評価の基準 �
全 6 回分のうち 5 回以上の模擬小テストを提出してください（白紙や全て同じ番号等での解答は不

可とします）。
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■科目の内容 �
平成24年度から精神保健福祉士養成カリキュラムが改正され国家試験の受験科目も変更されました。

本スクーリングは精神保健福祉士国家試験指定科目のうち専門科目について新カリキュラムに対応し
た内容となっています。

実力テストならびに新カリキュラムに対応した専門科目の出題傾向・学習のポイントについて解説
しながら、確実に合格するための基礎学力の修得を目指します。

試験 3 カ月前の準備状態の点検の機会として、共に合格を目指す学習仲間を作る場としても是非ご
活用ください。

■本講義の受講方法 �
この科目の履修方法は「S」（スクーリング受講のみで単位修得）で変更ありません。 6 月20日まで

の履修登録＝10月 3 ・ 4 日に開講されるスクーリングの受講申込みとなります。「特講・社会福祉学 6
（精神保健福祉士国家試験対策講座Ａ）」とあわせて受講されることを推奨します。

■到達目標 �
普段の学習の成果および弱点箇所を確認し、精神保健福祉士国家試験に合格できる。

■スクーリング講義内容 �

回数 テーマ 内容
1 実力テスト 現時点での受験勉強の進捗状況を把握するためのテ

ストを実施する。

2 「精神疾患とその治療」 重要事項について解説する。

3 「精神保健の課題と支援」 重要事項について解説する。

4 「精神保健福祉相談援助の基盤（基礎）（専門）」 重要事項について解説する。

5 「精神保健福祉の理論と相談援助の展開」 重要事項について解説する。

6 「精神保健福祉に関する制度とサービス」 重要事項について解説する。

7 「精神障害者の生活支援システム」 重要事項について解説する。

8 まとめ 試験本番に向けての学習方法について解説する。

特講・社会福祉学 7
（精神保健福祉士国家試験対策講座Ｂ）

単位数 履修方法 配当学年

1単位 S 4年

科目コード DT5207 担 当 教 員 阿部 正孝／山本 操里 ほか
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■在宅学習 8 のポイント �

回数 テーマ 内容
1 精神疾患とその治療 「精神医学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問題

集等の内容から頻出事項を把握する。

2 精神保健の課題と支援 「精神保健学」の教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問
題集等の内容から頻出事項を把握する。

3 精神保健福祉相談援助の基盤 「精神保健福祉援助技術総論Ⅰ」「精神保健福祉援助技術総論Ⅱ」の
教科書および市販の参考書・過去問題集・模擬問題集等の内容か
ら頻出事項を把握する。

4 精神保健福祉の理論と相談援助
の展開①

「精神保健福祉の理論」を扱う教科書の部分および市販の参考書・
過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

5 精神保健福祉の理論と相談援助
の展開②

「精神科リハビリテーション学」のを扱う教科書の部分および市販
の参考書・過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握
する。

6 精神保健福祉の理論と相談援助
の展開③

「精神保健福祉援助技術各論」を扱う教科書の部分および市販の
参考書・過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握す
る。

7 精神保健福祉に関する制度と
サービス

「精神保健福祉のサービス」「精神保健福祉の制度」の教科書および
市販の参考書・過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を
把握する。

8 精神障害者の生活支援システム 「精神障害者の生活支援システム」の教科書および市販の参考書・
過去問題集・模擬問題集等の内容から頻出事項を把握する。

■評価の基準 �
授業への参加状況（20％）＋スクーリング試験（実力テスト）の結果（80％）から総合的に評価し

ます。

■スクーリング時の教科書 �
特に教科書は使用しません。

■スクーリング事前学習 �
各専門科目について、市販の参考書等から基礎的内容を押さえてからスクーリングに臨むこと。

■スクーリング事後学習 �
「全国模擬試験」や『過去問題集』『模擬問題集』等を活用しながら、科目ごとの苦手箇所、頻出分野

をそれぞれ把握し、補強や得点源を確保できるよう市販の参考書等から重点的に学習する。配付され
た資料やノートからスクーリングの講義内容について復習する。



通信教育で学ぶことを決意されたみなさまは、多くの本を読み、知識として

得たこと、自ら考えたことを「レポート」という形にまとめていくことが、これ

からの学習活動の中心になります。

この『レポート課題集』は、一般の大学の授業と同じ働きをするものです。 

その科目で何を学んでほしいかの「科目の内容」、レポート課題に取り組むにあ

たっての「アドバイス」などには、担当の先生方からみなさまへのメッセージが

込められています。

今後学習を進めていくなかで、時には本の内容がまったく頭に入らなかった

り、レポート用紙を前に何を書けばよいかとまどったりすることがあるかもしれ

ません。そんなときは、ちょっと一休みしたあと、この『レポート課題集』のな

かにある担当の先生方からのアドバイスをもう一度読んで、取り組みやすそうな

課題から再び学習を始めてください。

学問って難しそうに感じることもありますが、人間が考えたことです。必ず

理解できるはずです。どうしてもわからないときは、「質問票」を使って担当の

先生に質問をすることもできます。

みなさまがこの『レポート課題集』を存分に活用し、学習を順調に進めてい

かれることを願っています。
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精神保健福祉援助実習Ａ希望届 学 籍
番 号

氏 名
提出締切 実習受講前年の11月30日

私は精神保健福祉士として精神障害者の社会復帰に関する相談援助業務
に携わる意思を強く持っており、次年度に「精神保健福祉援助実習Ａ」の
受講を希望しているため、「精神保健福祉援助実習Ａ希望届」を提出いた
します。

※選択する箇所は当てはまる数字に○をつけてください。

作成日：平成　　年　　月　　日

ふりがな 印 性　別

必 ず 写 真 を 貼 付
（のりづけ・出願
日 前 3 カ 月 以 内
に 正 面・ 上 半 身
脱 帽 の も の・ 縦
4 ×横 3 ㎝）　　

氏　　名 男  ・  女

生年月日 昭和・平成　　　年　　　月　　　日（　　　歳）

現 住 所

〒　　　　　－　　　　　　　　　　　　都道府県　　　　　市・区・郡

TEL：（　　　　）　　　　－　　　　　　　　　／　FAX：（　　　　）　　　　－

E-mail：　　　　　　　　　　　　　@

携帯：（　　　　）　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　←所持している場合は必須

勤 務 先

1 　現職　・　 2 　過去の勤務先（名称のみでも可）・　 3 　職歴なし

名称：
〒　　　　　－　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：（　　　　）　　　　－　　　　　　

勤務期間　昭和・平成　　　年　　　月～現在に至る　or　昭和・平成　　　年　　　月
精神保健福祉・医療
関係での勤務経験 有　・　無 上記以外の場合の

勤務先名

実習希望
地 域

現住所付近以外の地域での実習を希望される場合は下記にご記入ください

　　　　　　　　　　　都道県　　　　　　　　市・区・郡　　　　　　　　区町村　近辺

希望地域における実習が受入調整の結果不可となった場合、他の地域での実習が可能ですか
1 　可能（下記に具体的地域をご記入ください）・ 2 　不可能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近辺

社会福祉援
助技術実習
の 受 講

1 　受講しない
2 　受講した　〔  Ｈ（　　　）年（　　　）日頃  〕3 　受講予定

障害配慮等
の特記事項

1 　特になし
2 　あり　→　下欄に具体的内容をご記入ください

実習先に開示（可・不可）←必ずいずれかに○を付ける

（裏面に続く）

学籍番号 T



（
キ
リ
ト
リ
線
）

【記入上の注意】
1 　希望実習先の種別は本冊子 p.245～246の「実習先施設」のうち「医療関係施設」を除きます。
2 　「障害者関係施設（障害者総合福祉法）」に規定される施設は身体・知的・精神障害のうち主たる利用者が

精神障害者かつ利用実績（実際の利用者の割合）も精神障害者が 6 割以上である必要があります。
3 　実習指導者として資格取得後 3 年以上の実務経験があり、かつ精神保健福祉士実習指導者講習会を修了し

ている精神保健福祉士が配置されているところに限ります。
4 　希望先は分かる範囲で構いません。先方の迷惑になりますので直接の問い合わせ等は無用に願います。
5 　本実習希望届はあくまでも配属実習（大学が実習先を指定する形態の実習）の参考資料として使用いたし

ます。

希望実習先
施 設

1 　あり　・　 2　特になし
※「 1 　あり」の場合は、わかる範囲で第 3 希望まで下記にご記入ください

第 1 希望

希望実習先名称

法人名（設置主体） 種別

所在地：〒　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（　　　）　　　－

希望する理由：

希望先との関係：

第 2 希望

希望実習先名称

法人名（設置主体） 種別

所在地：〒　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（　　　）　　　－

希望する理由：

希望先との関係：

第 3 希望

希望実習先名称

法人名（設置主体） 種別

所在地：〒　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（　　　）　　　－

希望する理由：

希望先との関係：

◆実習Ａの受講が難しい時期（実習期間：10月 1 日～ 2月15日）

実習受講が
難しい時期

1 　特になし　・　 2 　あり（下記に具体的に記載）
例：①10月上旬～11月中旬は難しい
　　②11月下旬～12月中旬の間で 2 分割を希望

　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
理　由




